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は じ め に 
 

 
学生諸君は、履修に関する決まりごとに従って、計画的に履修し、所定の単

位を修得しなければなりません。もし履修の方法や順序を誤ると、留年するこ

とになったり、卒業できない事態に陥る場合もあります。 

履修に関する決まりごととして、学則、理学部規程を定めています。折りに

触れて読み返し、理解を深めてください（この冊子では、巻末に学則及び理学

部規程を掲載しています。）。 

 

 理学部では、学際的な研究を教育の中に取り入れる趣旨により、幅広い選択

制を採用しています。 

この冊子では理学部の理念、教育体系、標準的な履修モデル等をまとめてい

ますので、履修計画を作成する際に参考としてください。 

また、兵庫県立大学では、主専攻（所属学部の専攻）以外にも学びの機会を

拡げるため、副専攻を提供しています。詳しくは「副専攻履修の手引きを参照

してください。 

 

 なお、この冊子に記載されている事項のほか、理理学学部部学学務務課課等等かかららののおお知知らら

せせはは、、ユユニニババーーササルルパパススポポーートトやや掲掲示示にによよりり行行いいまますすので、毎日確認するよう

に心がけてください（一度掲示したものは、皆さんが承知したものとみなしま

す。正当な理由がない限り、掲示を見なかったという理由で事後に異議等を申

し立てることはできません。）。 

 最後に、履修に関する疑問点や相談したいこと等がある場合は、クラス担任、 

ガイダンス担当教員、指導教員に遠慮なく問い合わせてください。 
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30

※授業日数は、各曜日とも15日（定期試験の日を除く）。
※二重線は振替授業日。
※※防災リーダー教育プログラム（Ｈ29年度入学生以前は防災教育ユニット）専門科目は、原則土曜日開講。

で表示。
   なお、同一の科目を複数回開講する日もあり。また、前期は夏季集中講義による開講もあり。
※太字は補講・試験日。
※場合により、上記以外で休業日に授業を開講する場合もあり。

7月24日(水)は5/6（月）の振替授業日

６月

7月15日 海の日（平常授業あり）

7月23日・25日・29日～8月10日補講・試験日

8月11日　山の日

８月

７月

９月

9月23日　振替休日　

9月16日　敬老の日　　9月22日　秋分の日　

7月26日(金)・27日(土)は5/3（金）・5/4(土)の振替授業日

５月

5月18日　開学記念日（平常授業あり）

8月12日　振替休日

5月3日　憲法記念日　・　5月4日　みどりの日

5月5日　こどもの日　・　5月6日　振替休日

5月10日～16日　履修取消期間

5月12日　テクノフェスタ

7月７日 エコフェス

令令和和６６年年度度学学年年暦暦

【【前前　　期期】】

行　事

４月

4月5日　 入学宣誓式

4月8日～前期の授業開始日（豊岡キャンパス：4月9日～）

　

4月29日　 昭和の日
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月 火 水 木 金 土 日

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17 11月5日～11日　履修取消期間

18 19 20 21 22 23 24 11月9日～10日　関西六公立大学総合競技大会（予定）

25 26 27 28 29 30 11月23日　勤労感謝の日

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22 12月25日～1月4日　冬季休業

23 24 25 26 27 28 29

30 31

1 2 3 4 5 1月6日　授業再開、1月13日　成人の日

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19 1月18日・19日 大学入学共通テスト

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30 31

1 2 2月4日～2月18日　  補講・試験日

3 44 55 66 77 88 9 建国記念日

1100 1111 1122 1133 1144 1155 16 天皇誕生日　

1177 1188 19 20 21 22 23 振替休日

24 25 26 27 28

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

※授業日数は、各曜日とも15日（定期試験の日を除く）。

※二重線は振替授業日。

※※防災リーダー教育プログラム（Ｈ29年度入学生以前は防災教育ユニット）専門科目は、原則土曜日開講。

で表示。

   なお、同一の科目を複数回開講する日もあり。

※太字は補講・試験日。

※場合により、上記以外で休業日に授業を開講する場合もあり。

2月23日

1月17日　大学入学共通テスト準備

11月1日～3日　大学祭　（予定）

11月3日　文化の日　　11月4日　振替休日

10/14(月)・11/1(金)・11/2(土)・11/23(土)の振替授業日

令和
７年
１月

令和
７年
２月

2月11日

令令和和６６年年度度学学年年暦暦

【【後後　　期期】】

行　事

10月

10月1日  後期の授業開始日

1/29(水)・1/21(火)・1/28(火)・1/30(木)　は、

10月14日  スポーツの日

11月

12月

2月24日

3月20日　春分の日

3月25日　学位記授与式

令和
７年
３月

※ただし、播磨理学

キャンパスでは補講

を行うことがある
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DDPP（（デディィププロロママポポリリシシーー））ににつついいてて  

理学部では、「物質科学」と「生命科学」を 2本の柱とした教育と研究を展開
している。数学、物理学、化学、生物学及び地学の学際領域に芽生える新たな
科学と技術に対応するため、物質科学科と生命科学科の２学科構成により、互
いに連携しながら下記に示す学生を育成し学位を授与する。 

DP1:  物質科学や生命科学の基礎となる体系的な知識や実験技術・情報処理能
力を身につけている 

DP2: 物質科学や生命科学に関わる問題解決に貢献できる、深い理解と洞察力
を身につけている 

DP3: 自身の学習した領域に加えて、自然科学の学際領域において今後芽生え
る種々の問題にも関心を示し、倫理観をもって行動できる 

DP4: 地域の資源も活用しながら、世界レベルの視点に立ち、国際的に通用す
る感覚を身につけている 

 

以上に加えて、学科ごとに以下の能力を身につけていることを必要とする。 

 

物物質質科科学学科科  

物性を支配する原理や法則・物性の発現機構、物性制御の手法や物質創製のた
めの反応機構について体系的に理解できている下記学生を育成する。 

DP5:  物質科学の基礎となる数学、物理学や化学の分野の専門知識と実験技
術・情報処理能力を身につけている 

DP6: 物質科学研究の基礎となる物性を支配する原理や法則、物性制御の手法
や物質創製のための反応機構に関わる専門知識と実験技術を身につけて
おり、得られた実験データを正しく解釈・評価できる 

DP7: 物質科学の基礎に関する深い理解と洞察力に基づき、専門・学際領域の
問題解決に関心を示すことができる 

DP8: 物質科学における世界レベルの研究を体験することにより、国際的に通
用する感覚を身につけている 

 

生生命命科科学学科科  

生物が持つ複雑かつ巧妙な構造と機能の関係について、原子・分子レベルで理
解する力を身につけている下記学生を育成する。 

DP9: 生命科学の諸分野を理解するための、数学、物理学、化学や生物学や、
地球科学の基礎知識と基礎実験技術、情報処理能力を身につけている 

DP10: 生命科学研究の基礎となる生物の構造と機能に関わる細胞についての原
子・分子レベルにおける専門知識と実験技術を身につけており、得られ
た実験データを正しく解釈・評価できる 

DP11: 生命科学の基礎に関する深い理解と洞察力に基づき、専門・学際領域の
問題解決に意欲と関心を示すことができる 

DP12: 生命科学における世界レベルの研究を体験することにより、国際的に通
用する感覚を身につけている 
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CCPP（（カカリリキキュュララムムポポリリシシーー））ににつついいてて  

学際的な研究と教育をめざす本学部は、狭い専門分野に限った学科とせず、物質

科学、生命科学を２本の柱とした学科としている。あえて対応をつけるとすれば、

物質科学科は数学、物理学と化学の内容に相当し、生命科学科は基礎的な数学、

物理学、化学と生物学および地球科学の講義内容になっている。両学科とも、講

義の理解を深めるために、演習や実験など以下のカリキュラムを充実させてい

る。学修成果の評価は、試験、レポート、参加度、発表内容、実技等により、学

修目標に即して多面的な方法で行う。 

 

CP1: 講義内容を自然の現象と対応させて理解し、また、問題を解くことで応

用力を身につけ、科学に対する興味を高めることを目的に、１年次から

３年次まで必修の実験・演習科目を配当している 

CP2: 英語力やコミュニケーション能力の充実のために、２年次では基礎ゼミ

ナールや英語による専門講義を、４年次では配属講座で科学英語のゼミ

ナールを行う 

CP3: 情報科学関連科目を１年次から３年次まで配当し、高度な情報処理能力

の習得を目指す 

CP4: １、２年次学生に対して、科学に対する興味・関心を継続的に刺激する

ことを目的として、最先端の研究成果を紹介する基礎ゼミナール（物質

科学科）や生命科学入門（生命科学科）などの科目を配当している 

CP5: 両学科にはそれぞれ下記のように３つのコースをおき、履修モデルに

は、各専門科目を「標準科目」あるいは「推奨科目」として挙げてい

る。本カリキュラムを通して自然科学の基本原理を解明するための基礎

知識、実験技術やコミュニケーション能力、遭遇した問題解決に貢献で

きる判断力と深い洞察力や新しい分野を開拓するための旺盛な好奇心を

育成し、理学部の目指すディプロマポリシーを保証する 

 

物物質質科科学学科科  

エレクトロニクスや新素材といった先端技術の基礎にある物質の原子的、分子
的構造に立脚して、その物質の示す性質、物性がどう発現するかを理解し、ま
た、そのような物質を作り出す創造力を養う。 

CP6: 物性基礎コース 
物質の持つ諸物性を電子・原子レベルで理解し、新しい物性の探索を理
論的・実験的に追究する方法を習得する。基礎学問的な色彩が濃いコー
スであるため、物質科学に代表される専門科目に加え、数学演習や解析
学等の専門基礎科目、および生命科学科の基礎的専門科目も含む多くを
標準科目や推奨科目として挙げている。 

CP7: 物性コース 
物質のもつ諸特性を電子・原子レベルで理解し、実験的に解明する手法
を習得する。物質科学に代表される物理系・数学系・化学系専門科目を
中心に、生命科学科の専門科目も含む多くを標準科目や推奨科目として
挙げている。 

 

DDPP（（デディィププロロママポポリリシシーー））ににつついいてて  

理学部では、「物質科学」と「生命科学」を 2本の柱とした教育と研究を展開
している。数学、物理学、化学、生物学及び地学の学際領域に芽生える新たな
科学と技術に対応するため、物質科学科と生命科学科の２学科構成により、互
いに連携しながら下記に示す学生を育成し学位を授与する。 

DP1:  物質科学や生命科学の基礎となる体系的な知識や実験技術・情報処理能
力を身につけている 

DP2: 物質科学や生命科学に関わる問題解決に貢献できる、深い理解と洞察力
を身につけている 

DP3: 自身の学習した領域に加えて、自然科学の学際領域において今後芽生え
る種々の問題にも関心を示し、倫理観をもって行動できる 

DP4: 地域の資源も活用しながら、世界レベルの視点に立ち、国際的に通用す
る感覚を身につけている 

 

以上に加えて、学科ごとに以下の能力を身につけていることを必要とする。 

 

物物質質科科学学科科  

物性を支配する原理や法則・物性の発現機構、物性制御の手法や物質創製のた
めの反応機構について体系的に理解できている下記学生を育成する。 

DP5:  物質科学の基礎となる数学、物理学や化学の分野の専門知識と実験技
術・情報処理能力を身につけている 

DP6: 物質科学研究の基礎となる物性を支配する原理や法則、物性制御の手法
や物質創製のための反応機構に関わる専門知識と実験技術を身につけて
おり、得られた実験データを正しく解釈・評価できる 

DP7: 物質科学の基礎に関する深い理解と洞察力に基づき、専門・学際領域の
問題解決に関心を示すことができる 

DP8: 物質科学における世界レベルの研究を体験することにより、国際的に通
用する感覚を身につけている 

 

生生命命科科学学科科  

生物が持つ複雑かつ巧妙な構造と機能の関係について、原子・分子レベルで理
解する力を身につけている下記学生を育成する。 

DP9: 生命科学の諸分野を理解するための、数学、物理学、化学や生物学や、
地球科学の基礎知識と基礎実験技術、情報処理能力を身につけている 

DP10: 生命科学研究の基礎となる生物の構造と機能に関わる細胞についての原
子・分子レベルにおける専門知識と実験技術を身につけており、得られ
た実験データを正しく解釈・評価できる 

DP11: 生命科学の基礎に関する深い理解と洞察力に基づき、専門・学際領域の
問題解決に意欲と関心を示すことができる 

DP12: 生命科学における世界レベルの研究を体験することにより、国際的に通
用する感覚を身につけている 
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CP8: 物質コース 
物質の持つ諸物性を電子・原子・分子レベルで理解し、物質を作り出す
手法を修得する。物質科学の中でも物理化学、無機化学、有機化学、生
物化学など化学系専門科目を中心として、基礎物理系科目および生命科
学科の専門科目も含む多くを標準科目や推奨科目として挙げている。 

  

生生命命科科学学科科  

生物を構成している最も基本的な単位は細胞で、細胞を構成しているのは、物

質と同様に原子や分子である。物質を支配する基本的な原理を理解し、その上

に立って原子、分子および細胞レベルの生命現象の解明に迫るための必須の知

識や方法論を学び，判断力を磨く。 

CP9: 生体物性コース 

生命現象を原子・分子レベルにおいて、主として物理化学的手法によっ

て解明することを学ぶ。生体分子構造と機能の理解において学際的色彩

が濃いコースであるため、生物物理学に代表される専門科目に加え数学

や物理学の専門基礎科目や物質科学科の専門科目の多くを標準科目や推

奨科目として挙げている。 

CP10: 生体分子コース 

生命現象を分子レベルにおいて、主として化学的な手法によって解明す

ることを学ぶ。生物化学をはじめとする専門科目に加え、生命現象を化

学の言葉で理解するため、専門基礎科目や物質科学科の専門科目の多く

を標準科目や推奨科目として挙げている。 

CP11: 細胞コース 

生命現象を細胞レベルにおいて、主として細胞生理学的な手法によって

解明することを学ぶ。分子生物学をはじめとする専門科目に加え、細胞

から個体にいたる複雑な生理現象を理解するために、専門基礎科目や細

胞生物学や発生学の専門科目の多くを標準科目や推奨科目として挙げて

いる。 
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CP8: 物質コース 
物質の持つ諸物性を電子・原子・分子レベルで理解し、物質を作り出す
手法を修得する。物質科学の中でも物理化学、無機化学、有機化学、生
物化学など化学系専門科目を中心として、基礎物理系科目および生命科
学科の専門科目も含む多くを標準科目や推奨科目として挙げている。 

  

生生命命科科学学科科  

生物を構成している最も基本的な単位は細胞で、細胞を構成しているのは、物

質と同様に原子や分子である。物質を支配する基本的な原理を理解し、その上

に立って原子、分子および細胞レベルの生命現象の解明に迫るための必須の知

識や方法論を学び，判断力を磨く。 

CP9: 生体物性コース 

生命現象を原子・分子レベルにおいて、主として物理化学的手法によっ

て解明することを学ぶ。生体分子構造と機能の理解において学際的色彩

が濃いコースであるため、生物物理学に代表される専門科目に加え数学

や物理学の専門基礎科目や物質科学科の専門科目の多くを標準科目や推

奨科目として挙げている。 

CP10: 生体分子コース 

生命現象を分子レベルにおいて、主として化学的な手法によって解明す

ることを学ぶ。生物化学をはじめとする専門科目に加え、生命現象を化

学の言葉で理解するため、専門基礎科目や物質科学科の専門科目の多く

を標準科目や推奨科目として挙げている。 

CP11: 細胞コース 

生命現象を細胞レベルにおいて、主として細胞生理学的な手法によって

解明することを学ぶ。分子生物学をはじめとする専門科目に加え、細胞

から個体にいたる複雑な生理現象を理解するために、専門基礎科目や細

胞生物学や発生学の専門科目の多くを標準科目や推奨科目として挙げて

いる。 
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実

験
Ⅰ

電
磁

気
学

A

波
動

論
化

学
実

験

デ
ー

タ
・
サ

イ
エ

ン
ス

入
門

基
礎

物
理

学
Ⅰ

A
基

礎
物

理
学

Ⅰ
B

無
機

化
学

Ⅰ

基
礎

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
物

理
学

実
験

２２
年年

後
期

統
計

力
学

Ⅰ

力
学

Ａ
物

理
化

学
Ⅰ

無
機

化
学

Ⅱ
情

報
科

学
Ⅰ

減
災

復
興

政
策

概
論

気
象

・
気

候
変

動
と

災
害

防
災

教
育

と
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

電
磁

気
学

B
物

理
化

学
Ⅱ

力
学

Ｂ
量

子
力

学
Ⅰ

４４
年年

後
期

前
期

科
学

英
語

３３
年年

後
期

相
対

論
機

能
性

物
質

学
表

面
化

学

分
光

学
Ⅰ

量
子

力
学

Ⅲ
分

析
化

学
Ⅱ

統
計

力
学

Ⅱ
物

理
化

学
Ⅲ

無
機

化
学

Ⅲ

量
子

力
学

演
習

物
理

化
学

演
習

Ⅱ

前
期

現
代

物
質

科
学

特
論

Ⅰ
現

代
物

質
科

学
特

論
Ⅱ

確
率

統
計

物
理

化
学

演
習

Ⅰ

量
子

力
学

Ⅱ

情
報

科
学

Ⅱ
A

そ
の

他
科

目

物
質

科
学

実
験

Ⅱ

地
学

実
験

物
質

科
学

実
験

Ⅰ

グ
ロ

ー
バ

ル
・
サ

イ
エ

ン
ス

英
語

科
学

問
題

演
習

物
質

英
語

特
別

講
義

演
習

生
命

科
学

基
礎

実
験

Ⅱ

物
質

科
学

基
礎

実
験

Ⅱ

物
質

科
学

科
 カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

専
門

基
礎

科
目

必
修

科
目

物物
性性

ココ
ーー

スス
諸

物
性

を
電

子
・
原

子
レ

ベ
ル

で
理

解
し

、
実

験
的

に
解

明
す

る
標

準
科

目

推
奨

科
目

気
象

・
気

候
変

動
と

災
害計

算
機

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ

量
子

化
学

Ⅰ
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位
相

解
析

物
性

論
演

習

関
数

解
析

物
性

論
Ⅲ

有
機

反
応

論

物
性

論
Ⅱ

天
体

観
測

代
数

構
造

有
機

構
造

化
学

細
胞

生
物

学
４

幾
何

構
造

物
性

論
Ⅰ

有
機

化
学

Ⅳ
生

物
物

理
学

２

物
理

数
学

Ⅱ
演

習
構

造
生

物
学

１

物
理

数
学

Ⅱ

生
物

物
理

学
１

物
理

数
学

Ⅰ
演

習
結

晶
学

有
機

化
学

Ⅲ
分

子
生

物
学

３
地

球
物

質
科

学

物
理

数
学

Ⅰ
天

文
学

生
物

化
学

３

細
胞

生
物

学
２

細
胞

生
物

学
３

分
子

生
物

学
２

分
子

生
物

学
１

微
生

物
学

応
用

解
析

有
機

化
学

Ⅱ
生

物
化

学
２

数
学

演
習

Ⅱ

微
分

積
分

学
Ⅱ

有
機

化
学

Ⅰ
細

胞
生

物
学

Ⅰ

線
形

代
数

学
Ⅱ

地
球

惑
星

科
学

数
学

演
習

Ⅰ

微
分

積
分

学
Ⅰ

生
物

化
学

１

線
形

代
数

学
Ⅰ

〈〈
数数

学学
〉〉

〈〈
物物

性性
〉〉

〈〈
有有

機機
化化

学学
〉〉

〈〈
地地

球球
科科

学学
〉〉

〈〈
　　

全全
　　

学学
　　

共共
　　

通通
　　

科科
　　

目目
　　

〉〉
〈〈
実実

験験
・・
研研

究究
〉〉

地
域

課
題

探
求

・
グ

ロ
ー

バ
ル

教
育

・
防

災
教

育

〔
教

養
教

育
科

目
〕

〔
自

主
自

立
支

援
〕

前
期

生
命

科
学

基
礎

実
験

Ⅰ

〈〈
力力

学学
・・
電電

磁磁
気気

〉〉
〈〈
量量

子子
力力

学学
・・
統統

計計
力力

学学
〉〉

〈〈
物物

理理
・・
量量

子子
化化

学学
〉〉

〈〈
無無

機機
・・
分分

析析
化化

学学
〉〉

〈〈
生生

命命
科科

学学
関関

連連
科科

目目
〉〉

〔
グ

ロ
ー

バ
ル

化
時

代
の

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ス
キ

ル
科

目
〕

外
国

語
人

と
文

化
・
人

と
社

会
・
人

と
自

然
・
人

と
健

康

基
礎

ゼ
ミ

ナ
ー

ル

減
災

復
興

政
策

概
論

気
象

・
気

候
変

動
と

災
害

生
命

科
学

基
礎

実
験

Ⅱ

物
質

科
学

基
礎

実
験

Ⅱ

１１
年年

後
期

基
礎

物
理

学
Ⅱ

A
基

礎
物

理
学

Ⅱ
B

生
物

学
実

験
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援

前
期

英
語

コ
ア

選
択

英
語

電
磁

気
学

演
習

分
析

化
学

Ⅰ
物

質
科

学
基

礎
実

験
Ⅰ

電
磁

気
学

A

波
動

論
化

学
実

験

デ
ー

タ
・
サ

イ
エ

ン
ス

入
門

基
礎

物
理

学
Ⅰ

A
基

礎
物

理
学

Ⅰ
B

無
機

化
学

Ⅰ
物

質
科

学
入

門

物
理

学
実

験

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
リ

テ
ラ

シ
ー

２２
年年

後
期

統
計

力
学

Ⅰ

力
学

Ａ
物

理
化

学
Ⅰ

無
機

化
学

Ⅱ
情

報
科

学
Ⅰ

グ
ロ

ー
バ

ル
・
サ

イ
エ

ン
ス

電
磁

気
学

B
物

理
化

学
Ⅱ

英
語

科
学

問
題

演
習

力
学

Ｂ
量

子
力

学
Ⅰ

物
質

英
語

特
別

講
義

演
習

情
報

科
学

Ⅱ
A

４４
年年

後
期

前
期

科
学

英
語

３３
年年

後
期

相
対

論
機

能
性

物
質

学
表

面
化

学

分
光

学
Ⅰ

量
子

力
学

Ⅲ
分

析
化

学
Ⅱ

統
計

力
学

Ⅱ
物

理
化

学
Ⅲ

無
機

化
学

Ⅲ

量
子

力
学

演
習

物
理

化
学

演
習

Ⅱ

前
期

現
代

物
質

科
学

特
論

Ⅰ
現

代
物

質
科

学
特

論
Ⅱ

確
率

統
計

物
理

化
学

演
習

Ⅰ

量
子

力
学

Ⅱ

物
質

科
学

科
 カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

専
門

基
礎

科
目

必
修

科
目

物物
質質

ココ
ーー

スス
諸

物
性

を
電

子
・
原

子
レ

ベ
ル

で
理

解
し

、
物

質
を

創
成

す
る

標
準

科
目

推
奨

科
目

地
震

津
波

と
防

災
・
減

災

計
算

機
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

防
災

教
育

と
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

そ
の

他
科

目

物
質

科
学

実
験

Ⅱ

地
学

実
験

物
質

科
学

実
験

Ⅰ

量
子

化
学

Ⅰ
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生 命

生
命

科
学

演
習

2
生

命
科

学
演

習
1

生
命

科
学

演
習

3
発

生
生

物
学

3

構
造

生
物

学
2

発
生

生
物

学
2

神
経

生
物

学
2

生
態

学
 I
, 
II

生
物

物
理

学
3

細
胞

生
物

学
6

進
化

学
 I
, 
II

生
物

物
理

学
2

生
物

化
学

6
分

子
生

物
学

5
細

胞
生

物
学

5
形

態
学

 I
, 
II

構
造

生
物

学
1

生
物

化
学

5
分

子
生

物
学

4
細

胞
生

物
学

4
神

経
生

物
学

1

量
子

力
学

Ⅰ
    

    
    

    
    

    
    

    

生
物

化
学

4
細

胞
生

物
学

3

生
物

物
理

学
 1

生
物

化
学

3
分

子
生

物
学

3
細

胞
生

物
学

2
発

生
生

物
学

1
地

球
物

質
科

学

天
文

学

電
磁

気
学

A

波
動

論
分

子
生

物
学

2

応
用

解
析

生
物

化
学

2
分

子
生

物
学

1
微

生
物

学
生

命
科

学
特

別
講

義

微
分

積
分

学
ＩＩ

基
礎

物
理

学
IIA

線
形

代
数

学
II

基
礎

物
理

学
IIB

細
胞

生
物

学
1

数
学

演
習

Ⅱ
地

球
惑

星
科

学

基
礎

物
理

学
IA

微
分

積
分

学
I

基
礎

物
理

学
IB

生
物

化
学

1

線
形

代
数

学
I

数
学

演
習

Ⅰ

    
    

  ((
数数

学学
))

((物物
理理

系系
))

((化化
学学

系系
))

((生生
物物

物物
理理

化化
学学

))
　　

((生生
物物

化化
学学

))
((分分

子子
生生

物物
学学

))
((細細

胞胞
生生

物物
学学

))
((発発

生生
・・
神神

経経
・・
個個

体体
))

〈〈
地地

球球
科科

学学
〉〉

物物
質質

科科
学学

科科
目目

生生
体体

物物
性性

ココ
ーー

スス
物

理
化

学
的

な
手

法
に

よ
っ

て
構

造
と

機
能

の
関

係
を

理
解

す
る

生
命

科
学

科
 カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
マ

ッ
プ

専
門

基
礎

科
目

必
修

科
目

標
準

科
目

推
奨

科
目

そ
の

他
科

目

科
学

英
語

分
析

化
学

 I
I

計
算

機
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

４４
年年

３３
年年

生
命

科
学

実
験

Ⅰ

量
子

化
学

Ⅰ

有
機

構
造

化
学

地
学

実
験

後
期

前
期

後
期

前
期

物
理

化
学

III

生
命

科
学

基
礎

実
験

Ⅱ

生
命

科
学

実
験

Ⅱ

物
理

化
学

Ⅱ
グ

ロ
ー

バ
ル

・
サ

イ
エ

ン
ス

防
災

教
育

と
リ

ス
ク

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン

地
震

津
波

と
防

災
・
減

災

物
理

化
学

 I

分
析

化
学

I

英
語

科
学

問
題

演
習

生
命

英
語

特
別

講
義

演
習

情
報

科
学

Ⅱ
B

無
機

化
学

Ⅱ

減
災

復
興

政
策

概
論

気
象

・
気

候
変

動
と

災
害

２２
年年

１１
年年

前
期

後
期

前
期

後
期

有
機

化
学

 I
I

情
報

科
学

Ⅰ
基

礎
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

物
理

学
実

験

有
機

化
学

 I

生
物

学
実

験
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援

無
機

化
学

I
英

語
コ

ア
選

択
英

語
デ

ー
タ

サ
イ

エ
ン

ス
入

門
生

命
科

学
入

門

生
命

科
学

基
礎

実
験

Ⅰ

〈〈
　　

全全
　　

学学
　　

共共
　　

通通
　　

科科
　　

目目
　　

〉〉
〈〈
実実

験験
・・
研研

究究
〉〉

〔
自

主
自

立
支

援
〕

外
国

語
人

と
文

化
・
人

と
社

会
・
人

と
自

然
・
人

と
健

康

地
域

課
題

探
求

・
グ

ロ
ー

バ
ル

教
育

・
防

災
教

育

〔
グ

ロ
ー

バ
ル

化
時

代
の

ア
カ

デ
ミ

ッ
ク

ス
キ

ル
科

目
〕

〔
教

養
教

育
科

目
〕

化
学

実
験

コ
ン

ピ
ュ

ー
タ

ー
リ

テ
ラ

シ
ー
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生
命

科
学

演
習

2
生

命
科

学
演

習
1

生
命

科
学

演
習

3
発

生
生

物
学

3

構
造

生
物

学
2

発
生

生
物

学
2

神
経

生
物

学
2

生
態

学
 I
, 
II

生
物

物
理

学
3

細
胞

生
物

学
6

進
化

学
 I
, 
II

生
物

物
理

学
2

生
物

化
学

6
分

子
生

物
学

5
細

胞
生

物
学

5
形

態
学

 I
, 
II

構
造

生
物

学
1

生
物

化
学

5
分

子
生

物
学

4
細

胞
生

物
学

4
神

経
生

物
学

1

量
子

力
学

Ⅰ
    

    
    

    
    

    
    

    

生
物

化
学

4
細

胞
生

物
学

3

生
物

物
理

学
 1

生
物

化
学

3
分

子
生

物
学

3
細

胞
生

物
学

2
発

生
生

物
学

1
地

球
物

質
科

学

天
文

学

電
磁

気
学

A

波
動

論
分

子
生

物
学

2

応
用

解
析

生
物

化
学

2
分

子
生

物
学

1
微

生
物

学
生

命
科

学
特

別
講

義

微
分

積
分

学
ＩＩ

基
礎

物
理

学
IIA

線
形

代
数

学
II

基
礎

物
理

学
IIB

細
胞

生
物

学
1

数
学

演
習

Ⅱ
地

球
惑

星
科

学

基
礎

物
理

学
IA

微
分

積
分

学
I

基
礎

物
理

学
IB

生
物

化
学

1

線
形

代
数

学
I

数
学

演
習

Ⅰ

    
    

  ((
数数

学学
))

((物物
理理

系系
))

((化化
学学

系系
))

((生生
物物

物物
理理

化化
学学

))
　　

((生生
物物

化化
学学

))
((分分

子子
生生

物物
学学

))
((細細

胞胞
生生

物物
学学

))
((発発

生生
・・
神神

経経
・・
個個

体体
))

〈〈
地地

球球
科科

学学
〉〉

物物
質質

科科
学学

科科
目目

気
象

・
気

候
変

動
と

災
害

有
機

構
造

化
学

地
学

実
験

〈〈
　　

全全
　　

学学
　　

共共
　　

通通
　　

科科
　　

目目
　　

〉〉
〈〈
実実

験験
・・
研研

究究
〉〉

物
理

学
実

験

有
機

化
学

 I

生
物

学
実

験
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援

無
機

化
学

I
英

語
コ

ア
選

択
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学部DP
DP1 ・物質科学や生命科学の基礎となる体系的な知識や実験技術・情報処理能力を身につけている
DP2 ・物質科学や生命科学に関わる問題解決に貢献できる、深い理解と洞察力を身につけている
DP3 ・自身の学習した領域に加えて、自然科学の学際領域において今後芽生える種々の問題にも関心を示すことができる
DP4 ・地域の資源も活用しながら、世界レベルの視点に立ち、国際的に通用する感覚を身につけている
DP5 ・物質科学の基礎となる数学、物理学や化学の分野の専門知識と実験技術・情報処理能力を身につけている

DP6

DP7 ・物質科学の基礎に関する深い理解と洞察力に基づき、専門・学際領域の問題解決に関心を示すことができる
DP8 ・物質科学における世界レベルの研究を体験することにより、国際的に通用する感覚を身につけている

授業科目名 単位数 授業形態 DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8
基礎ゼミナール 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
キャリアデザイン入門 2 講義・演習 ○ ◎ ○
Reading and Discussion 1 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
Reading and Discussion 2 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
Listening and Speaking 1 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
Listening and Speaking 2 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
Writing 1 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
Writing 2 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
Intensive English 1 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
Intensive English 2 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
Communicative English Basic１ 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
Communicative English Basic２ 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
TOEIC総合1 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
TOEIC総合２ 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
科学技術英語１ 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
科学技術英語２ 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
英語海外研修 2 講義・実習 ○ ◎ ◎
英語表現 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
英語実習 1 講義・演習 ○ ◎ ◎
中国語１ 1 講義・演習 ○ ◎ ○
中国語２ 1 講義・演習 ○ ◎ ○
フランス語１ 1 講義・演習 ○ ◎ ○
フランス語２ 1 講義・演習 ○ ◎ ○
ドイツ語１ 1 講義・演習 ○ ◎ ○
ドイツ語２ 1 講義・演習 ○ ◎ ○
韓国・朝鮮語１ 1 講義・演習 ○ ◎ ○
韓国・朝鮮語２ 1 講義・演習 ○ ◎ ○
中国語海外研修 2 講義・演習 ○ ◎ ○
データサイエンス入門 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○
情報科学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
情報科学ⅡA 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○
情報科学ⅡB 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○
哲学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
論理学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
心理学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
国文学(演劇) 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
国文学(小説) 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
国際社会と文化 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
教育学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
日本史 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
東洋史 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
環境芸術論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
芸術学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
文化人類学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
食文化と環境 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○

カリキュラムマトリクス

学部名：理学部物質科学科

・物質科学研究の基礎となる物性を支配する原理や法則、物性制御の手法や物質創製のための反応機構に関わる専門知識と実験技術を身につ
けており、得られた実験データを正しく解釈・評価できる
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授業科目名 単位数 授業形態 DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8
暮らしと道具 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
法学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
生活の中の法律 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
政治学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
環境と政治 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
社会学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
現代社会論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
男女共同参画社会 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
現代都市社会とまちづくり 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
経営学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
経営戦略論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
日本国憲法 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
人文地理学概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
ひょうごの子育て支援 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
福祉と社会 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
環境の社会学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
情報技術と現代社会 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
物質科学入門 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
医療と工学のフロンティア 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
科学技術論 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
宇宙科学 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
生命倫理 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
応用倫理 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
生物科学 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○ ○
生命体の科学 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
分子生物学とバイオテクノロジー 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
社会統計学 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
マテリアル科学への招待 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
現代化学への招待 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
一般有機化学 2 講義・演習 ◎ ◎
放射光科学のフロンティア 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
環境問題と国際協力 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
人と自然の共生 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
物理学の基本概念 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
健康・スポーツ科学演習１ 1 講義・実技 ○ ◎ ○ ○
健康・スポーツ科学演習２ 1 講義・実技 ○ ◎ ○ ○
栄養健康科学入門 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
ヒューマンヘルスサイエンス 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
ひょうご地域課題概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
緑景観マネジメント論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域資源の保全と活用 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地方公共団体の行政を学ぶ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域プロジェクト概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域資源マネジメント概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
兵庫のものづくり 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
化学と環境技術 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域気候と住環境 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
兵庫の里山 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
ジオパークと地域 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
共生博物学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域社会とマネジメント 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域社会と健康 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
フィールドワーク基礎技術論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
フィールドワーク基礎技術演習 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域プロジェクト実践論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域プロジェクト演習 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○

－ 14－



授業科目名 単位数 授業形態 DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8
現代の経営問題 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
宗教概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
建築文化ツーリズム学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローバル科学入門 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローバル社会と文化 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
播磨学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローカルリーダー入門 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローバル教養概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローバルプロジェクト入門（海外） 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローバル社会を学ぶ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
日本の思想と文化を学ぶ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
先端科学を学ぶ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地球の営みと災害 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
兵庫の歴史と自然災害史 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
生活と防災 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
社会特性と減災復興 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
災害支援とボランティア 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
兵庫の災害と防災 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
減災復興まちづくり 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
災害現場と防災 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
微分積分学Ⅰ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
微分積分学Ⅱ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
線形代数学Ⅰ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○
線形代数学Ⅱ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○
数学演習Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
数学演習Ⅱ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○
基礎物理学ⅠＡ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎物理学ⅠＢ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
基礎物理学ⅡＡ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
基礎物理学ⅡＢ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
力学Ａ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
波動論 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
力学Ｂ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎
電磁気学Ａ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
電磁気学演習 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
応用解析 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
有機化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○
無機化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
有機化学Ⅱ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
物理化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
有機化学Ⅲ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
生物化学4 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○
分析化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○
細胞生物学1 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
生物化学1 2 講義・演習 ◎ ○ ◎
生物化学2 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎
細胞生物学2 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
分子生物学1 2 講義・演習 ◎ ◎ ○
微生物学 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
生物化学3 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
分子生物学2 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
生命科学特別講義 1 講義・演習 ○ ◎ ◎ ◎
地球惑星科学 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
地球物質科学 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○ ○
計算機プログラミング 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
科学英語 1 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
天文学 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

授業科目名 単位数 授業形態 DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8
暮らしと道具 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
法学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
生活の中の法律 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
政治学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
環境と政治 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
社会学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
現代社会論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
男女共同参画社会 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
現代都市社会とまちづくり 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
経営学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
経営戦略論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
日本国憲法 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
人文地理学概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
ひょうごの子育て支援 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
福祉と社会 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
環境の社会学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
情報技術と現代社会 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
物質科学入門 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
医療と工学のフロンティア 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
科学技術論 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
宇宙科学 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
生命倫理 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
応用倫理 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
生物科学 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○ ○
生命体の科学 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
分子生物学とバイオテクノロジー 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
社会統計学 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
マテリアル科学への招待 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
現代化学への招待 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
一般有機化学 2 講義・演習 ◎ ◎
放射光科学のフロンティア 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
環境問題と国際協力 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
人と自然の共生 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
物理学の基本概念 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
健康・スポーツ科学演習１ 1 講義・実技 ○ ◎ ○ ○
健康・スポーツ科学演習２ 1 講義・実技 ○ ◎ ○ ○
栄養健康科学入門 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
ヒューマンヘルスサイエンス 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
ひょうご地域課題概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
緑景観マネジメント論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域資源の保全と活用 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地方公共団体の行政を学ぶ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域プロジェクト概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域資源マネジメント概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
兵庫のものづくり 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
化学と環境技術 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域気候と住環境 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
兵庫の里山 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
ジオパークと地域 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
共生博物学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域社会とマネジメント 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域社会と健康 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
フィールドワーク基礎技術論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
フィールドワーク基礎技術演習 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域プロジェクト実践論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域プロジェクト演習 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
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授業科目名 単位数 授業形態 DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8
天体観測 1 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎
生態学と生物多様性の保全 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
英語科学問題演習 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
グローバルサイエンス 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ◎
減災復興政策概論 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
防災教育とリスクコミュニケーション 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
物質英語特別講義演習Ⅰ 1 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
生命英語特別講義演習Ⅰ 1 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
コンピューターリテラシー 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○
地震津波と防災・減災 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
生物学実験 1 講義・実験 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
物理学実験 1 講義・実験 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
化学実験 1 講義・実験 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
物質科学基礎実験Ⅰ 1 講義・実験 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○
物質科学基礎実験Ⅱ 1 講義・実験 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
生命科学基礎実験Ⅰ 1 講義・実験 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
生命科学基礎実験Ⅱ 1 講義・実験 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
地学実験 1 講義・実験 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
代数構造 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○
幾何構造 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○
位相解析 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○
関数解析 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○
統計力学Ⅰ 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
量子力学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
結晶学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
電磁気学B 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
物理数学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
物理数学Ⅰ演習 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
物理数学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
物理数学Ⅱ演習 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
量子力学Ⅱ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎
量子力学演習 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎
統計力学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
物性論Ⅰ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○
確率統計 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
量子力学Ⅲ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎
相対論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○
物性論Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○
物性論演習 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○
分光学Ⅰ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
物性論Ⅲ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○
現代物質科学特論Ⅰ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎
物理化学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
有機化学Ⅳ 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎ ○
無機化学Ⅱ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
物理化学Ⅲ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○
物理化学演習Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○ ○
無機化学Ⅲ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
有機構造化学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
物理化学演習Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○
量子化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○
分析化学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎
機能性物質学 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎
表面化学 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎
有機反応論 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎ ○
生物物理学1 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
細胞生物学3 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
生物化学5 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
分子生物学3 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
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授業科目名 単位数 授業形態 DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8
発生生物学1 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
生物化学6 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
神経生物学1 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
構造生物学1 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
分子生物学4 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
生物物理学3 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
生命科学演習2 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ◎
生命科学演習1 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ◎
生命科学演習3 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎
発生生物学3 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○
生物物理学2 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
細胞生物学4 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
細胞生物学5 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎
細胞生物学6 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ◎
進化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
進化学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
生態学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
生態学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
形態学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
形態学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
構造生物学2 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
物質科学実験Ⅰ 2 講義・実験 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
物質科学実験Ⅱ 2 講義・実験 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
卒業研究 6 講義・実験 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

授業科目名 単位数 授業形態 DP1 DP2 DP3 DP4 DP5 DP6 DP7 DP8
天体観測 1 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎
生態学と生物多様性の保全 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
英語科学問題演習 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
グローバルサイエンス 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ◎
減災復興政策概論 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
防災教育とリスクコミュニケーション 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
物質英語特別講義演習Ⅰ 1 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
生命英語特別講義演習Ⅰ 1 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
コンピューターリテラシー 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○
地震津波と防災・減災 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
生物学実験 1 講義・実験 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○
物理学実験 1 講義・実験 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
化学実験 1 講義・実験 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
物質科学基礎実験Ⅰ 1 講義・実験 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○
物質科学基礎実験Ⅱ 1 講義・実験 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
生命科学基礎実験Ⅰ 1 講義・実験 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
生命科学基礎実験Ⅱ 1 講義・実験 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
地学実験 1 講義・実験 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
代数構造 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○
幾何構造 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○
位相解析 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○
関数解析 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○
統計力学Ⅰ 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
量子力学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
結晶学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
電磁気学B 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
物理数学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
物理数学Ⅰ演習 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
物理数学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
物理数学Ⅱ演習 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
量子力学Ⅱ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎
量子力学演習 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎
統計力学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
物性論Ⅰ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○
確率統計 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
量子力学Ⅲ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎
相対論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○
物性論Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○
物性論演習 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○
分光学Ⅰ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
物性論Ⅲ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○
現代物質科学特論Ⅰ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎
物理化学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
有機化学Ⅳ 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎ ○
無機化学Ⅱ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
物理化学Ⅲ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○
物理化学演習Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○ ○
無機化学Ⅲ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
有機構造化学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○
物理化学演習Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○
量子化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○
分析化学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎
機能性物質学 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎
表面化学 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎
有機反応論 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎ ○
生物物理学1 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○
細胞生物学3 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
生物化学5 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○
分子生物学3 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
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学部DP
DP1 ・物質科学や生命科学の基礎となる体系的な知識や実験技術・情報処理能力を身につけている
DP2 ・物質科学や生命科学に関わる問題解決に貢献できる、深い理解と洞察力を身につけている
DP3 ・自身の学習した領域に加えて、自然科学の学際領域において今後芽生える種々の問題にも関心を示すことができる
DP4 ・地域の資源も活用しながら、世界レベルの視点に立ち、国際的に通用する感覚を身につけている

DP9

DP10

DP11 ・生命科学の基礎に関する深い理解と洞察力に基づき、専門・学際領域の問題解決に意欲と関心を示すことができる
DP12 ・生命科学における世界レベルの研究を体験することにより、国際的に通用する感覚を身につけている

授業科目名 単位数 授業形態 DP1 DP2 DP3 DP4 DP9 DP10 DP11 DP12
基礎ゼミナール 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
キャリアデザイン入門 2 講義・演習 ○ ◎ ○
Reading and Discussion 1 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Reading and Discussion 2 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Listening and Speaking 1 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Listening and Speaking 2 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Writing 1 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Writing 2 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Intensive English 1 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Intensive English 2 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Communicative English Basic１ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Communicative English Basic２ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
TOEIC総合1 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
TOEIC総合２ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
科学技術英語１ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
科学技術英語２ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
英語海外研修 2 講義・実習 ○ ○ ◎ ◎
英語表現 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
英語実習 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
中国語１ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
中国語２ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
フランス語１ 1 講義・演習 ○ ◎ ○
フランス語２ 1 講義・演習 ○ ◎ ○
ドイツ語１ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
ドイツ語２ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
韓国・朝鮮語１ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
韓国・朝鮮語２ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
中国語海外研修 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
データサイエンス入門 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○
情報科学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
情報科学ⅡA 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○
情報科学ⅡB 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○
哲学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
論理学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
心理学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
国文学(演劇) 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
国文学(小説) 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
国際社会と文化 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
教育学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
日本史 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
東洋史 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○

・生命科学研究の基礎となる生物の構造と機能に関わる細胞についての原子・分子レベルにおける専門知識と実験技術を身につ
   けており、得られた実験データを正しく解釈・評価できる

カリキュラムマトリクス

学部名：理学部生命科学科

・生命科学の諸分野を理解するための、数学、物理学、化学や生物学や、地球科学の基礎知識と基礎実験技術、情報処理能力を
   身につけている
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授業科目名 単位数 授業形態 DP1 DP2 DP3 DP4 DP9 DP10 DP11 DP12
環境芸術論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
芸術学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
文化人類学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
食文化と環境 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
日本文化 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
暮らしと道具 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
法学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
生活の中の法律 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
政治学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
環境と政治 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
社会学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
現代社会論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
男女共同参画社会 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
現代都市社会とまちづくり 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
経営学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
経営戦略論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
日本国憲法 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
日本国憲法 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
人文地理学概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
ひょうごの子育て支援 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
福祉と社会 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
環境の社会学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
情報技術と現代社会 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
スポーツと生活 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
生命科学入門 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
医療と工学のフロンティア 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
科学技術論 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
宇宙科学 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
生命倫理 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
応用倫理 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
生物科学 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○
生命体の科学 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○
分子生物学とバイオテクノロジー 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
社会統計学 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
マテリアル科学への招待 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
現代化学への招待 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
一般有機化学 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○
放射光科学のフロンティア 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
環境問題と国際協力 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
人と自然の共生 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
物理学の基本概念 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○
健康・スポーツ科学演習１ 1 講義・実技 ○ ◎ ○ ○
健康・スポーツ科学演習２ 1 講義・実技 ○ ◎ ○ ○
栄養健康科学入門 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
ヒューマンヘルスサイエンス 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
ひょうご地域課題概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
緑景観マネジメント論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域資源の保全と活用 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地方公共団体の行政を学ぶ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域プロジェクト概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域資源マネジメント概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
兵庫のものづくり 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
化学と環境技術 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
兵庫の里山 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
ジオパークと地域 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○

学部DP
DP1 ・物質科学や生命科学の基礎となる体系的な知識や実験技術・情報処理能力を身につけている
DP2 ・物質科学や生命科学に関わる問題解決に貢献できる、深い理解と洞察力を身につけている
DP3 ・自身の学習した領域に加えて、自然科学の学際領域において今後芽生える種々の問題にも関心を示すことができる
DP4 ・地域の資源も活用しながら、世界レベルの視点に立ち、国際的に通用する感覚を身につけている

DP9

DP10

DP11 ・生命科学の基礎に関する深い理解と洞察力に基づき、専門・学際領域の問題解決に意欲と関心を示すことができる
DP12 ・生命科学における世界レベルの研究を体験することにより、国際的に通用する感覚を身につけている

授業科目名 単位数 授業形態 DP1 DP2 DP3 DP4 DP9 DP10 DP11 DP12
基礎ゼミナール 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
キャリアデザイン入門 2 講義・演習 ○ ◎ ○
Reading and Discussion 1 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Reading and Discussion 2 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Listening and Speaking 1 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Listening and Speaking 2 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Writing 1 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Writing 2 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Intensive English 1 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Intensive English 2 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Communicative English Basic１ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
Communicative English Basic２ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
TOEIC総合1 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
TOEIC総合２ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
科学技術英語１ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
科学技術英語２ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
英語海外研修 2 講義・実習 ○ ○ ◎ ◎
英語表現 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
英語実習 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
中国語１ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
中国語２ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
フランス語１ 1 講義・演習 ○ ◎ ○
フランス語２ 1 講義・演習 ○ ◎ ○
ドイツ語１ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
ドイツ語２ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
韓国・朝鮮語１ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
韓国・朝鮮語２ 1 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
中国語海外研修 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
データサイエンス入門 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○
情報科学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
情報科学ⅡA 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○
情報科学ⅡB 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○
哲学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
論理学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
心理学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
国文学(演劇) 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
国文学(小説) 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
国際社会と文化 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
教育学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
日本史 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
東洋史 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○

・生命科学研究の基礎となる生物の構造と機能に関わる細胞についての原子・分子レベルにおける専門知識と実験技術を身につ
   けており、得られた実験データを正しく解釈・評価できる

カリキュラムマトリクス

学部名：理学部生命科学科

・生命科学の諸分野を理解するための、数学、物理学、化学や生物学や、地球科学の基礎知識と基礎実験技術、情報処理能力を
   身につけている
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授業科目名 単位数 授業形態 DP1 DP2 DP3 DP4 DP9 DP10 DP11 DP12
共生博物学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域社会と健康 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生）2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化）2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域社会とマネジメント 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
フィールドワーク基礎技術論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
フィールドワーク基礎技術演習 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域気候と住環境 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域プロジェクト実践論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域プロジェクト演習 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
現代の経営問題 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
宗教概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
建築文化ツーリズム学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローバル科学入門 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローバル社会と文化 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
播磨学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
姫路城特別講義 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローカルリーダー入門 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
兵庫の国際交流 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○
グローバル教養概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローバルプロジェクト入門（海外） 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローバル社会を学ぶ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
日本の思想と文化を学ぶ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
先端科学を学ぶ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地球の営みと災害 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
兵庫の歴史と自然災害史 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
生活と防災 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
社会特性と減災復興 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
兵庫の災害と防災 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
災害支援とボランティア 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
減災復興まちづくり 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
災害現場と防災 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
微分積分学Ⅰ 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
微分積分学Ⅱ 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
線形代数学Ⅰ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○
線形代数学Ⅱ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○
数学演習Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
数学演習Ⅱ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○
基礎物理学ⅠＡ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎
基礎物理学ⅠＢ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○
基礎物理学ⅡＡ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎
基礎物理学ⅡＢ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○
力学Ａ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
波動論 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
力学Ｂ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
電磁気学Ａ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
電磁気学演習 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
応用解析 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
有機化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
無機化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
有機化学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
物理化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
有機化学Ⅲ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎
生物化学4 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
分析化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○
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授業科目名 単位数 授業形態 DP1 DP2 DP3 DP4 DP9 DP10 DP11 DP12
細胞生物学1 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
生物化学1 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
生物化学2 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
細胞生物学2 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
分子生物学1 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
微生物学 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎
生物化学3 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○
分子生物学2 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
生命科学特別講義 1 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
地球惑星科学 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
地球物質科学 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
計算機プログラミング 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
科学英語 1 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
天文学 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎
英語科学問題演習 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
グローバルサイエンス 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎ ◎
減災復興政策概論 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ○
防災教育とリスクコミュニケーション 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ○
生態学と生物多様性の保全 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ○ ○
天体観測 1 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎
物質英語特別講義演習Ⅰ 1 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
生命英語特別講義演習Ⅰ 1 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
コンピューターリテラシー 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○
地震津波と防災・減災 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ○
生物学実験 1 講義・実験 ◎ ○ ◎ ◎ ○
物理学実験 1 講義・実験 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
化学実験 1 講義・実験 ◎ ○ ◎ ○ ○
物質科学基礎実験Ⅰ 1 講義・実験 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
物質科学基礎実験Ⅱ 1 講義・実験 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
生命科学基礎実験Ⅰ 1 講義・実験 ◎ ○ ◎ ◎ ○
生命科学基礎実験Ⅱ 1 講義・実験 ◎ ○ ◎ ◎ ○
地学実験 1 講義・実験 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
代数構造 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○
幾何構造 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○
位相解析 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○
関数解析 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○
統計力学Ⅰ 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
量子力学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
結晶学 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
電磁気学B 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
物理数学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
物理数学Ⅰ演習 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
物理数学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
物理数学Ⅱ演習 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
量子力学Ⅱ 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
量子力学演習 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ◎
統計力学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
物性論Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
確率統計 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○
量子力学Ⅲ 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
相対論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
物性論Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○
物性論演習 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○
分光学Ⅰ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ○
物性論Ⅲ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○

授業科目名 単位数 授業形態 DP1 DP2 DP3 DP4 DP9 DP10 DP11 DP12
共生博物学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域社会と健康 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生）2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化）2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域社会とマネジメント 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
フィールドワーク基礎技術論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
フィールドワーク基礎技術演習 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域気候と住環境 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域プロジェクト実践論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地域プロジェクト演習 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
現代の経営問題 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
宗教概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
建築文化ツーリズム学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローバル科学入門 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローバル社会と文化 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
播磨学 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
姫路城特別講義 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローカルリーダー入門 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
兵庫の国際交流 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○
グローバル教養概論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローバルプロジェクト入門（海外） 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
グローバル社会を学ぶ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
日本の思想と文化を学ぶ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
先端科学を学ぶ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
地球の営みと災害 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
兵庫の歴史と自然災害史 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
生活と防災 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
社会特性と減災復興 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
兵庫の災害と防災 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
災害支援とボランティア 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○
減災復興まちづくり 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
災害現場と防災 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○
微分積分学Ⅰ 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
微分積分学Ⅱ 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○
線形代数学Ⅰ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○
線形代数学Ⅱ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○
数学演習Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
数学演習Ⅱ 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○
基礎物理学ⅠＡ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎
基礎物理学ⅠＢ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○
基礎物理学ⅡＡ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎
基礎物理学ⅡＢ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○
力学Ａ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
波動論 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
力学Ｂ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○
電磁気学Ａ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○
電磁気学演習 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
応用解析 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○
有機化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
無機化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
有機化学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
物理化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
有機化学Ⅲ 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎
生物化学4 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
分析化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○
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授業科目名 単位数 授業形態 DP1 DP2 DP3 DP4 DP9 DP10 DP11 DP12
物理化学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○
有機化学Ⅳ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎
無機化学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
物理化学Ⅲ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○
物理化学演習Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
無機化学Ⅲ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
有機構造化学 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
物理化学演習Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○
量子化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○
分析化学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○
機能性物質学 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○
表面化学 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎
有機反応論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎
生物物理学1 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
細胞生物学3 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
生物化学5 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
分子生物学3 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
発生生物学1 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
生物化学6 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
神経生物学1 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎
構造生物学1 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
分子生物学4 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
生物物理学3 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎
生命科学演習2 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
生命科学演習1 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
生命科学演習3 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○
発生生物学3 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
生物物理学2 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
細胞生物学4 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
細胞生物学5 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
細胞生物学6 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
進化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
進化学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
生態学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
生態学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
形態学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
形態学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
構造生物学2 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎
生命科学実験Ⅰ 4 講義・実験 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
生命科学実験Ⅱ 4 講義・実験 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
卒業研究 6 講義・実験 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
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覧覧
授業科目名 単位数 授業形態 DP1 DP2 DP3 DP4 DP9 DP10 DP11 DP12

物理化学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○
有機化学Ⅳ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎
無機化学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
物理化学Ⅲ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○
物理化学演習Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
無機化学Ⅲ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
有機構造化学 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎
物理化学演習Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○
量子化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○
分析化学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○
機能性物質学 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○
表面化学 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎
有機反応論 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎
生物物理学1 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○
細胞生物学3 2 講義・演習 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○
生物化学5 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
分子生物学3 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○
発生生物学1 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
生物化学6 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
神経生物学1 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎
構造生物学1 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
分子生物学4 2 講義・演習 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
生物物理学3 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎
生命科学演習2 2 講義・演習 ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎
生命科学演習1 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○
生命科学演習3 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○
発生生物学3 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○
生物物理学2 2 講義・演習 ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○
細胞生物学4 2 講義・演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎
細胞生物学5 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎
細胞生物学6 2 講義・演習 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○
進化学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
進化学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
生態学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
生態学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
形態学Ⅰ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
形態学Ⅱ 2 講義・演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎
構造生物学2 2 講義・演習 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎
生命科学実験Ⅰ 4 講義・実験 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
生命科学実験Ⅱ 4 講義・実験 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○
卒業研究 6 講義・実験 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
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義

人
タ
ナ
カ
 
ヨ
シ
ヒ
ト

随
時

：
研

究
棟

2
0
7
号

室
t
a
n
a
k
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

田
原

　
圭

志
朗

タ
ハ
ラ
 
ケ
イ
シ
ロ
ウ

随
時

：
研

究
棟

2
0
1
号

室
t
a
h
a
r
a
k
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

津
坂

　
佳

幸
ツ
サ
カ
 
ヨ
シ
ユ
キ

随
時

：
研

究
２

期
棟

S
2
1
1
号

室
t
s
u
s
a
k
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

當
舎

　
武

彦
ト
ウ
シ
ャ
 
タ
ケ
ヒ
コ

随
時

：
研

究
２

期
棟

S
2
0
8
号

室
t
t
o
s
h
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

中
井

　
朋

則
ナ
カ
イ
 
ト
モ
ノ
リ

随
時

：
工

学
C
4
5
5

n
a
k
a
i
t
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

中
井

　
祐

介
ナ
カ
イ
 
ユ
ウ
ス
ケ

随
時

：
研

究
棟

1
0
2
号

室
n
a
k
a
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

中
田

　
勝

ナ
カ
タ
 
ス
グ
ル

随
時

：
研

究
棟

7
1
7
号

室
n
a
k
a
t
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

中
野

　
博

生
ナ
カ
ノ
 
ヒ
ロ
キ

随
時

：
研

究
棟

7
3
7
号

室
ユ

ニ
パ

の
授

業
Q
&
A
に

よ
り

事
前

連
絡

永
安

　
聖

ナ
ガ
ヤ
ス
 
セ
イ

随
時

：
工

学
C
4
1
9

s
e
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

西
谷

　
秀

男
ニ
シ
タ
ニ
 
ヒ
デ
オ

随
時

：
研

究
棟

5
2
0
号

室
h
i
d
e
o
n
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

西
野

　
有

里
ニ
シ
ノ
 
ユ
リ

随
時

：
研

究
２

期
棟

S
3
0
9
号

室
y
n
i
s
h
i
n
o
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

萩
谷

　
健

治
ハ
ギ
ヤ
 
ケ
ン
ジ

随
時

：
研

究
棟

3
1
0
号

室
h
a
g
i
y
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

八
田

　
公

平
ハ
ッ
タ
 
コ
ウ
ヘ
イ

随
時

：
研

究
棟

5
1
6
号

室
k
h
a
t
t
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p
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名名
　　

前前
オオ

フフ
ィィ

スス
アア

ワワ
ーー

・・
場場

所所
メメ

ーー
ルル

アア
ドド

レレ
スス

林
　

晃
世

ハ
ヤ
シ
 
ア
キ
ヨ

随
時

：
研

究
棟

5
4
0
号

室
a
k
i
y
o
h
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

平
野

　
克

博
ヒ
ラ
ノ
 
カ
ツ
ヒ
ロ

随
時

：
工

学
C
4
3
1

h
i
r
a
n
o
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

廣
瀬

　
富

美
子

ヒ
ロ
セ
 
フ
ミ
コ

随
時

：
研

究
棟

4
0
7
号

室
f
h
i
r
o
s
e
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

藤
井

　
拓

斗
フ
ジ
イ
 
タ
ク
ト

随
時

：
研

究
棟

1
0
2
号

室
f
u
j
i
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

藤
田

　
英

伸
フ
ジ
タ
 
ヒ
デ
ノ
ブ

随
時

：
研

究
棟

6
3
4
号

室
h
.
f
u
j
i
t
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

藤
田

　
守

文
フ
ジ
タ
 
モ
リ
フ
ミ

随
時

：
研

究
棟

4
1
5
号

室
f
u
j
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

松
原

　
則

男
マ
ツ
バ
ラ
 
ノ
リ
オ

随
時

：
研

究
棟

4
3
2
号

室
m
a
t
s
u
b
a
r
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

水
島

　
恒

裕
ミ
ズ
シ
マ
 
ツ
ネ
ヒ
ロ

随
時

：
工

学
C
4
4
9

m
i
z
u
s
h
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

水
戸

　
毅

ミ
ト
 
タ
ケ
シ

随
時

：
研

究
棟

7
0
3
号

室
m
i
t
o
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

三
宅

　
由

寛
ミ
ヤ
ケ
 
ヨ
シ
ヒ
ロ

随
時

：
研

究
棟

4
1
6
号

室
m
i
y
a
k
e
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

宮
澤

　
淳

夫
ミ
ヤ
ザ
ワ
 
ア
ツ
オ

随
時

：
研

究
２

期
棟

S
3
0
1
号

室
a
t
s
u
o
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

村
本

　
和

優
ム
ラ
モ
ト
 
カ
ズ
マ
サ

随
時

：
研

究
２

期
棟

S
2
0
6
号

室
m
u
r
a
m
o
t
o
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

餅
井

　
真

モ
チ
イ
 
マ
コ
ト

随
時

：
研

究
棟

6
1
5
号

室
m
m
o
c
h
i
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

守
屋

　
克

洋
モ
リ
ヤ
 
カ
ツ
ヒ
ロ

随
時

：
工

学
C
4
2
7

m
o
r
i
y
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

安
川

　
智

之
ヤ
ス
カ
ワ
 
ト
モ
ユ
キ

随
時

：
研

究
棟

4
0
3
号

室
y
a
s
u
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

柳
澤

　
幸

子
ヤ
ナ
ギ
サ
ワ
 
サ
チ
コ

随
時

：
研

究
棟

3
0
9
号

室
s
a
c
h
i
.
y
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

山
内

　
淳

生
ヤ
マ
ウ
チ
 
ア
ツ
オ

随
時

：
工

学
C
4
2
5

a
y
a
m
a
u
c
h
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

山
内

　
大

輔
ヤ
マ
ウ
チ
 
ダ
イ
ス
ケ

随
時

：
工

学
C
4
5
1

d
y
a
m
a
u
c
h
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

山
口

　
明

ヤ
マ
グ
チ
 
ア
キ
ラ

随
時

：
研

究
棟

7
0
4
号

室
y
a
m
a
g
u
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

山
田

　
大

智
ヤ
マ
ダ
 
ダ
イ
チ

随
時

：
研

究
棟

3
0
8
号

室
d
.
y
a
m
a
d
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

山
根

　
悠

ヤ
マ
ネ
 
ユ
ウ

随
時

：
研

究
棟

7
0
6
号

室
y
-
y
a
m
a
n
e
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

横
田

　
悦

雄
ヨ
コ
タ
 
エ
ツ
オ

随
時

：
研

究
棟

5
0
2
号

室
y
o
k
o
t
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

吉
田

　
秀

郎
ヨ
シ
ダ
 
ヒ
デ
ロ
ウ

随
時

：
研

究
棟

5
0
7
号

室
h
i
d
e
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

吉
久

　
徹

ヨ
シ
ヒ
サ
 
ト
オ
ル

講
義

日
午

後
1
2
:
1
5
〜

1
3
:
0
0
研

究
棟

5
0
1
号

室
(
 
2
限

以
外

の
講

義
は

予
め

連
絡

の
こ

と
。

電
子

メ
ー

ル
に

て
の

質
問

は
随

時
)

t
y
o
s
h
i
h
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

若
林

　
貞

夫
ワ
カ
バ
ヤ
シ
 
サ
ダ
オ

随
時

：
研

究
棟

5
0
8
号

室
w
a
k
a
b
a
y
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

和
達

ワ
ダ
チ

　
大

樹
ヒ
ロ
キ

随
時

：
研

究
棟

7
1
6
号

室
w
a
d
a
t
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

名名
　　

前前
オオ

フフ
ィィ

スス
アア

ワワ
ーー

・・
場場

所所
メメ

ーー
ルル

アア
ドド

レレ
スス

光
明

　
新

コ
ウ
ミ
ョ
ウ
 
ア
ラ
タ

随
時

：
工

学
C
4
2
9

a
k
o
m
y
o
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

後
藤

　
忠

徳
ゴ
ト
ウ
 
タ
ダ
ノ
リ

随
時

：
工

学
C
4
4
3

t
.
n
.
g
o
t
o
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

小
林

　
寿

夫
コ
バ
ヤ
シ
 
ヒ
サ
オ

随
時

：
研

究
棟

2
1
4
号

室
k
o
b
a
y
a
s
h
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

小
簑

　
剛

コ
ミ
ノ
 
タ
ケ
シ

随
時

：
研

究
棟

7
1
4
号

室
k
o
m
i
n
o
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

坂
井

　
徹

サ
カ
イ
 
ト
オ
ル

随
時

：
研

究
棟

7
1
0
号

室
s
a
k
a
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

桜
井

　
一

サ
ク
ラ
イ
 
ハ
ジ
メ

随
時

：
研

究
棟

5
0
9
号

室
s
a
k
1
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

佐
々

木
　

桂
奈

江
サ
サ
キ
 
カ
ナ
エ

随
時

：
研

究
棟

5
0
9
号

室
s
a
s
a
k
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

佐
藤

　
井

一
サ
ト
ウ
 
セ
イ
イ
チ

随
時

：
研

究
棟

7
1
5
号

室
s
a
t
o
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

澤
井

　
仁

美
サ
ワ
イ
 
ヒ
ト
ミ

随
時

：
研

究
２

期
棟

S
2
0
5
号

室
s
a
w
a
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

塩
見

　
泰

史
シ
オ
ミ
 
ヤ
ス
シ

随
時

：
研

究
棟

5
4
0
号

室
s
h
i
o
m
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

柴
田

　
直

樹
シ
バ
タ
 
ナ
オ
キ

随
時

：
研

究
棟

3
0
4
号

室
s
h
i
b
a
c
h
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

下
垣

　
実

央
シ
モ
ガ
キ
 
ミ
オ

随
時

：
研

究
棟

4
1
5
号

室
s
h
i
m
o
g
a
k
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

鈴
木

　
雅

登
ス
ズ
キ
 
マ
サ
ト

随
時

：
研

究
棟

4
0
2
号

室
s
u
z
u
k
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

園
部

　
誠

司
ソ
ノ
ベ
 
セ
イ
ジ

随
時

：
研

究
棟

5
0
3
号

室
s
o
n
o
b
e
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

高
山

　
裕

貴
タ
カ
ヤ
マ
 
ユ
ウ
キ

随
時

：
研

究
２

期
棟

S
2
0
1
号

室
t
a
k
a
y
a
m
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

竹
内

　
佐

年
タ
ケ
ウ
チ
 
サ
ト
シ

随
時

：
研

究
棟

2
1
3
号

室
s
t
a
k
e
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

田
中

　
義

人
タ
ナ
カ
 
ヨ
シ
ヒ
ト

随
時

：
研

究
棟

2
0
7
号

室
t
a
n
a
k
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

田
原

　
圭

志
朗

タ
ハ
ラ
 
ケ
イ
シ
ロ
ウ

随
時

：
研

究
棟

2
0
1
号

室
t
a
h
a
r
a
k
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

津
坂

　
佳

幸
ツ
サ
カ
 
ヨ
シ
ユ
キ

随
時

：
研

究
２

期
棟

S
2
1
1
号

室
t
s
u
s
a
k
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

當
舎

　
武

彦
ト
ウ
シ
ャ
 
タ
ケ
ヒ
コ

随
時

：
研

究
２

期
棟

S
2
0
8
号

室
t
t
o
s
h
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

中
井

　
朋

則
ナ
カ
イ
 
ト
モ
ノ
リ

随
時

：
工

学
C
4
5
5

n
a
k
a
i
t
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

中
井

　
祐

介
ナ
カ
イ
 
ユ
ウ
ス
ケ

随
時

：
研

究
棟

1
0
2
号

室
n
a
k
a
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

中
田

　
勝

ナ
カ
タ
 
ス
グ
ル

随
時

：
研

究
棟

7
1
7
号

室
n
a
k
a
t
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

中
野

　
博

生
ナ
カ
ノ
 
ヒ
ロ
キ

随
時

：
研

究
棟

7
3
7
号

室
ユ

ニ
パ

の
授

業
Q
&
A
に

よ
り

事
前

連
絡

永
安

　
聖

ナ
ガ
ヤ
ス
 
セ
イ

随
時

：
工

学
C
4
1
9

s
e
i
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

西
谷

　
秀

男
ニ
シ
タ
ニ
 
ヒ
デ
オ

随
時

：
研

究
棟

5
2
0
号

室
h
i
d
e
o
n
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

西
野

　
有

里
ニ
シ
ノ
 
ユ
リ

随
時

：
研

究
２

期
棟

S
3
0
9
号

室
y
n
i
s
h
i
n
o
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

萩
谷

　
健

治
ハ
ギ
ヤ
 
ケ
ン
ジ

随
時

：
研

究
棟

3
1
0
号

室
h
a
g
i
y
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p

八
田

　
公

平
ハ
ッ
タ
 
コ
ウ
ヘ
イ

随
時

：
研

究
棟

5
1
6
号

室
k
h
a
t
t
a
@
s
c
i
.
u
-
h
y
o
g
o
.
a
c
.
j
p
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令和６年度理学部クラス担任等 

 
（１） クラス担任 

 ① １年生 

クラス 姫路工学キャンパス 播磨理学キャンパス 

  Ⅰ 光明 新 津坂 佳幸 

  Ⅱ 後藤 忠徳 西谷 秀男 

  Ⅲ 永安 聖 安川 智之 

  Ⅳ 山内 淳生 佐々木 桂奈江 

 

 

 

 ② ２年生 

クラス 姫路工学キャンパス 播磨理学キャンパス 

  Ⅰ 平野 克博   中野 博生 

  Ⅱ 水島 恒裕   當舎 武彦 

  Ⅲ 永安 聖  三宅 由寛 

  Ⅳ 山内 大輔    衣斐 義一 

 

（２） ガイダンス主任（※印のガイダンス主任は、学科のガイダンス主任を兼ねる。） 

学 科 コ ー ス 教 員 名 

   
物質科学科 

 

物性基礎コース   篭島 靖 

物   性コース  ※阿部 正明 

物   質コース  三宅 由寛 

   
生命科学科  

生体物性コース 當舎 武彦 

生体分子コース ※緒方 英明 

細   胞コース 宮澤 淳夫 

                     
 

（３） 教務委員（★は教務委員長） 

・１年生クラス担任（姫路工学キャンパス）から２名 

永安 聖      後藤 忠徳 

   ・２年生クラス担任（播磨理学キャンパス）から２名 

三宅 由寛  當舎 武彦 

   ・物質科学科のガイダンス主任から２名   

阿部 正明  ★篭島 靖 

   ・生命科学科のガイダンス主任から２名 

緒方 英明  宮澤 淳夫 
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令和６年度理学部クラス担任等 

 
（１） クラス担任 

 ① １年生 

クラス 姫路工学キャンパス 播磨理学キャンパス 

  Ⅰ 光明 新 津坂 佳幸 

  Ⅱ 後藤 忠徳 西谷 秀男 

  Ⅲ 永安 聖 安川 智之 

  Ⅳ 山内 淳生 佐々木 桂奈江 

 

 

 

 ② ２年生 

クラス 姫路工学キャンパス 播磨理学キャンパス 

  Ⅰ 平野 克博   中野 博生 

  Ⅱ 水島 恒裕   當舎 武彦 

  Ⅲ 永安 聖  三宅 由寛 

  Ⅳ 山内 大輔    衣斐 義一 

 

（２） ガイダンス主任（※印のガイダンス主任は、学科のガイダンス主任を兼ねる。） 

学 科 コ ー ス 教 員 名 

   
物質科学科 

 

物性基礎コース   篭島 靖 

物   性コース  ※阿部 正明 

物   質コース  三宅 由寛 

   
生命科学科  

生体物性コース 當舎 武彦 

生体分子コース ※緒方 英明 

細   胞コース 宮澤 淳夫 

                     
 

（３） 教務委員（★は教務委員長） 

・１年生クラス担任（姫路工学キャンパス）から２名 

永安 聖      後藤 忠徳 

   ・２年生クラス担任（播磨理学キャンパス）から２名 

三宅 由寛  當舎 武彦 

   ・物質科学科のガイダンス主任から２名   

阿部 正明  ★篭島 靖 

   ・生命科学科のガイダンス主任から２名 

緒方 英明  宮澤 淳夫 
 
 

 講座等及び教員組織表 
  

令和６年４月１日現在 

 

区  分 

 

講  座 

        

教  授 

       

准教授 

      

講  師 

 

助 教 

理  
 
  

学 
 
  
 

部 

物  
 

質 
  

科 
 
 

学  
 

科 

電磁物性学 
水戸 毅
みと  たけし

 中井
なかい

 祐
ゆう

介
すけ

 

 

 藤井
ふじい

 拓斗
たくと

 

光物性学 
田中
たなか

 義人
よしひと

 石川  潔
いしかわ きよし

 

 

 金島 圭佑
かねしま けいすけ

 

電子物性学 
宮坂 茂樹
みやさか しげき

 山口
やまぐち

 明
あきら

 
 

山根 悠
やまね ゆう

 

量子物性学 
小林 寿夫
こばやし ひさお

 小泉 昭久
こいずみ あきひさ

 
 

河智 史朗
かわち しろう

 

数理解析学 
坂井
さかい

 徹
とおる

 中野 博生
なかの ひろき

  井上
いのうえ

 僚
りょう

 

応用数学 
草部 浩一
くさかべ こういち

 
  

北谷
きたたに

基治
もとはる

 

構造物性学 
阿部
あ べ

 正 明
まさあき

 小澤 芳樹
おざわ よしき

 
 

 髙原
たかはら

 一真
かずま

 

極限状態物性学 
和
わ

達
だち

 大樹
ひろき

 
  

中田
なかた

 勝
すぐる

 

機能性物質学Ⅰ 
江口 律子
えぐち りつこ

 小簑
こみの

剛
たけし

 
 

佐藤 井一
さとう せいいち

 

機能性物質学Ⅱ 
吾
あ

郷
ごう

 友
とも

宏
ひろ

 久保
く ぼ

 和也
かずや

 

 

  

物質反応論Ⅰ 
竹内
たけうち

 佐
さ

年
とし

 下條 竜夫
げじょう たつお

 

 

 相賀
あいが

 則
のり

宏
ひろ

 

物質反応論Ⅱ 
三宅
みやけ

 由
よし

寛
ひろ

 藤田 守文
ふじた もりふみ

  
 

下垣 実央
しもがき みお

 

化学分析学 
安川 智之
やすかわ ともゆき

 鈴木
すずき

 雅
まさ

登
と

 
 

磯﨑
いそざき

 勇志
ゆうし

 

エックス線光学 
篭島  靖
かごしま やすし

 津坂 佳幸
つさか よしゆき

  小澤
おざわ

 佳祐
けいすけ

 

数理科学Ⅰ 永安
ながやす

 聖
せい

 
 

加藤 正和
かとう まさかず

 

光明
こうみょう

新
あらた

 

平野 克博
ひらの かつひろ

 

  

数理科学Ⅱ 

 

川久保 哲
かわくぼ さとし

 
 

守屋 克洋
もりや かつひろ

 

山内
やまうち

 淳生
あつお

 

只野
ただの

 之英
ゆきひで
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区  分 講  座 教 授 准教授 講  師 助  教 

理 
  
 
 

学  
 
  

部 

生 
  

命 
 
 

科  
 

学 
  

科 
 
  

分子機械学 吉久  徹
よしひさ とおる

 井澤
いざわ

 俊明
としあき

 
 

横田 悦雄
よこた えつお

  

生体物質構造学Ⅰ 緒方
おがた

 英 明
ひであき

 柴田 直樹
しばた なおき

  松浦
まつうら

 滉明
ひろあき

 

生体物質構造学Ⅱ 久保
く ぼ

 稔
みのる

 柳澤  幸子
やなぎさわ さちこ

 
 

佐藤
さとう

 航
わたる

 

細胞構造学 宮澤 淳夫
みやざわ あつお

 菓子野 康浩
かしの やすひろ

 
 

西野
にしの

 有里
ゆ り

 

細胞制御学Ⅰ 梅園
うめその

良彦
よしひこ

 餅井  真
もちい まこと

 
 

織井 秀文
おりい ひでふみ

 

細胞制御学Ⅱ 當舎
とうしゃ

 武彦
たけひこ

 村本 和優
むらもと かずまさ

  東田
とうだ

 怜
れい

 

細胞機能学 生沼
おいぬま

泉
いずみ

 廣瀬 富美子
ひろせ  ふみこ

   

生体情報学Ⅰ 
八田 公平
はった こうへい

 幸長
ゆきなが

 弘子
ひろこ

  城 所
きどころ

 比奈子
ひ な こ

 

生体情報学Ⅱ 西谷 秀男
にしたに ひでお

 塩見 泰史
しおみ やすし

 
 

林
はやし

晃
あき

世
よ

 

生体物質化学Ⅰ 稲木 美紀子
いなき みきこ

 衣斐 義一
えみ よしかず

 
  

生体物質化学Ⅱ 吉田 秀郎
よしだ ひでろう

 佐々木
ささき

桂奈
かなえ

江 
 

桜井
さくらい

 一
はじめ

 

生体分子生合成 水島
みずしま

恒
つね

裕
ひろ

 山内 大輔
やまうち だいすけ

 
 

中井 朋則
なかい とものり

 

地球科学 後藤
ごとう

 忠
ただ

徳
のり

  萩谷 健治
はぎや けんじ

 石須
いしず

 慶 一
けいいち

 

 

情報理学研究室 

講座 教授 准教授 講師 助教 

情報理学研究室 大岩

おおいわ

 和弘

かずひろ

 尾嶋

おしま

 拓

ひらく

   

 
 

         経 営 部 組 織 表 

 

  ★提出・受取・相談等は、該当する担当課窓口まで来てください。★ 

《受付時間》平日 9:00-12:00、12:45-17:00 

 

◎学部１年生  

                    姫路工学キャンパス   
  

                   

     学務課         Ｃ棟事務室  

  授業（休講・欠席等）           （履修願提出） 

   履修関係（全学共通科目）       （学生時間割表受取り） 

   履修相談（全学共通科目）       （履修修正申込） 

   試験・成績関係 

   各種証明書  

   各種奨学金  

   授業料免除  

   施設等利用（工学キャンパス施設）  

   保健関係      

  学生生活関係 

   アルバイト 

       学術情報館   
    図書貸出・返却 

 

 

    ※遠方のため電話問合わせ可 

 播磨理学キャンパス 

     総務課 

 

  

      授業料関係 

 

 

   ※遠方のため電話問合わせ可 

 播磨理学キャンパス 

     学務課 

 

    外国人留学生 

                                                            履修関係（全学共通科目） 

履修相談（専門科目） 

                                                            学生寮関係       

◎学部２年生以上 

 （卒研生・大学院生含む）        播磨理学キャンパス   
  

                   

     総務課         学務課         学術情報館   
     図書貸出・返却 

       情報処理室関係 

 

   授業料関係                 授業（休講・欠席等） 

    寮費関係                   履修関係 

  ＴＡ（ティーチング・アシスタント ）                            履修相談 

                               試験・成績関係 

各種証明書  
   就職相談室  

就職関係 

                           各種奨学金                          

                               授業料免除                                   

                               施設等利用(播磨理学キャンパス施設）                    

                               保健関係       

                               学生生活関係   

                               学生寮関係（寮費除く。） 

                アルバイト 

                外国人留学生 
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区  分 講  座 教 授 准教授 講  師 助  教 

理 
  
 
 

学  
 
  

部 

生 
  

命 
 
 

科  
 

学 
  

科 
 
  

分子機械学 吉久  徹
よしひさ とおる

 井澤
いざわ

 俊明
としあき

 
 

横田 悦雄
よこた えつお

  

生体物質構造学Ⅰ 緒方
おがた

 英 明
ひであき

 柴田 直樹
しばた なおき

  松浦
まつうら

 滉明
ひろあき

 

生体物質構造学Ⅱ 久保
く ぼ

 稔
みのる

 柳澤  幸子
やなぎさわ さちこ

 
 

佐藤
さとう

 航
わたる

 

細胞構造学 宮澤 淳夫
みやざわ あつお

 菓子野 康浩
かしの やすひろ

 
 

西野
にしの

 有里
ゆ り

 

細胞制御学Ⅰ 梅園
うめその

良彦
よしひこ

 餅井  真
もちい まこと

 
 

織井 秀文
おりい ひでふみ

 

細胞制御学Ⅱ 當舎
とうしゃ

 武彦
たけひこ

 村本 和優
むらもと かずまさ

  東田
とうだ

 怜
れい

 

細胞機能学 生沼
おいぬま

泉
いずみ

 廣瀬 富美子
ひろせ  ふみこ

   

生体情報学Ⅰ 
八田 公平
はった こうへい

 幸長
ゆきなが

 弘子
ひろこ

  城 所
きどころ

 比奈子
ひ な こ

 

生体情報学Ⅱ 西谷 秀男
にしたに ひでお

 塩見 泰史
しおみ やすし

 
 

林
はやし

晃
あき

世
よ

 

生体物質化学Ⅰ 稲木 美紀子
いなき みきこ

 衣斐 義一
えみ よしかず

 
  

生体物質化学Ⅱ 吉田 秀郎
よしだ ひでろう

 佐々木
ささき

桂奈
かなえ

江 
 

桜井
さくらい

 一
はじめ

 

生体分子生合成 水島
みずしま

恒
つね

裕
ひろ

 山内 大輔
やまうち だいすけ

 
 

中井 朋則
なかい とものり

 

地球科学 後藤
ごとう

 忠
ただ

徳
のり

  萩谷 健治
はぎや けんじ

 石須
いしず

 慶 一
けいいち

 

 

情報理学研究室 

講座 教授 准教授 講師 助教 

情報理学研究室 大岩

おおいわ

 和弘

かずひろ

 尾嶋

おしま

 拓

ひらく

   

 
 

         経 営 部 組 織 表 

 

  ★提出・受取・相談等は、該当する担当課窓口まで来てください。★ 

《受付時間》平日 9:00-12:00、12:45-17:00 

 

◎学部１年生  

                    姫路工学キャンパス   
  

                   

     学務課         Ｃ棟事務室  

  授業（休講・欠席等）           （履修願提出） 

   履修関係（全学共通科目）       （学生時間割表受取り） 

   履修相談（全学共通科目）       （履修修正申込） 

   試験・成績関係 

   各種証明書  

   各種奨学金  

   授業料免除  

   施設等利用（工学キャンパス施設）  

   保健関係      

  学生生活関係 

   アルバイト 

       学術情報館   
    図書貸出・返却 

 

 

    ※遠方のため電話問合わせ可 

 播磨理学キャンパス 

     総務課 

 

  

      授業料関係 

 

 

   ※遠方のため電話問合わせ可 

 播磨理学キャンパス 

     学務課 

 

    外国人留学生 

                                                            履修関係（全学共通科目） 

履修相談（専門科目） 

                                                            学生寮関係       

◎学部２年生以上 

 （卒研生・大学院生含む）        播磨理学キャンパス   
  

                   

     総務課         学務課         学術情報館   
     図書貸出・返却 

       情報処理室関係 

 

   授業料関係                 授業（休講・欠席等） 

    寮費関係                   履修関係 

  ＴＡ（ティーチング・アシスタント ）                            履修相談 

                               試験・成績関係 

各種証明書  
   就職相談室  

就職関係 

                           各種奨学金                          

                               授業料免除                                   

                               施設等利用(播磨理学キャンパス施設）                    

                               保健関係       

                               学生生活関係   

                               学生寮関係（寮費除く。） 

                アルバイト 

                外国人留学生 

－ 28－ － 29－



－ 30－



  

  

  

  

  

  

第第１１章章  授授業業科科目目のの履履修修にに 

        関関すするるガガイイダダンンスス  
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１．履修に関すること 
 

（１） 履修について  
 

 入学年度によりカリキュラム（履修許可及び先修条件を含む。）が異なっています。

入学時に配布した履修の手引きに記載されている科目が開講されなくなったり、それ以

外の科目が開講されたりする場合があります。したがって、必ずこの冊子で自分の入学

年度のカリキュラムを確認してください。また、不合格となった科目が翌年度以降に履

修できるとは限らないので、配当年次に確実に単位を修得できるように心がけてくださ

い。なお、各科目の講義内容は学生情報システム（以下、ユニバーサルパスポート）か

らシラバスを参照してください。 

 

①  教務関連ガイダンス 

 

・ 新入生対象・・・ 

下記日程で教務関連（履修に関する）ガイダンスを行います。 

必必ずず出出席席ししててくくだだささいい。 

また、ガイダンスは、他の時期にも必要に応じて適宜行います。 

掲示に注意してください。 

１)日 時 令和６年４月４日（木）物質科学科  ９時３０分～ 

                生命科学科 １３時３０分～ 
（同日実施される新入生オリエンテーションの一環として実施します。） 

    ２)場 所 播磨理学キャンパス 本部棟４階大講義室  

 

・ 新２年生対象・・・ 

１)日 時 令和６年４月５日（金）物質科学科・生命科学科 ９時３０分～ 
（対象は、令和６年度に２年次実験を履修する学生です。また、別途実験ごとのガ

イダンスが実施される場合もありますので、掲示に注意してください。） 

（２年次実験履修不許可となった学生には、一部ガイダンスの内容にそぐわない箇

所もありますが、播磨理学キャンパスでの学習や生活についての話もありますの

で、参加してください。） 

    ２)場 所 播磨理学キャンパス 本部棟４階大講義室 

 

・ 新３年生対象・・・ 

１)日 時 令和６年４月３日（水）物質科学科 １０時３０分～  

生命科学科 １３時３０分～ 
      （留年生で３年次実験の単位未修得の学生も参加してください。） 

    ２)場 所 播磨理学キャンパス 本部棟４階大講義室 

 

・ 新卒研生対象・・・講座ごとに実施（所属講座の指示に従うこと。） 
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② 集中講義の履修 

    夏季休暇等に実施する集中講義は、同一日程に複数の集中講義が重なることがあ

ります。このような場合は、一つを選択し履修登録してください。なお、日程変更

により開講日が重なった集中講義については、どちらかの履修の取消しを、履修登

録変更期間内に受付けます。 
 

③ 教職科目の履修 

   教育職員免許状を取得しようとする者は、「３. 教職課程履修の手引」に従って

履修してください。 
 

④ 大学院講義の履修 

   第４年次の卒業研究生も、大学院分野共通科目「大講座横断プログラム」を履修

することができます。本学理学研究科に進学した場合には、その履修単位が修了所

要単位の一部として認められます。 

 大講座横断プログラムとして登録されている科目は、以下のとおりです。 

受講を希望する場合は、履修登録期間中に所定の様式による申請が必要ですので、

詳細については学務課に問い合わせてください。 

 

【物質科学専攻】 

 ・放射光物性論  ・放射光Ｘ線結像光学 ・錯体構造論 

・放射光特別実習 ・先端光ビーム科学  ・量子シミュレーション科学 

   ・化学物理学 

 

（２） 履修許可及び先修条件  
   

① 平成３１年度以降入学生   ② 平成２９・３０年度入学生 

③ 平成２８年度入学生      

    

  履修許可及び先修条件については、入学年度毎に異なるので、理学部規程別表第６

を参照してください。 

   

（３） 履修できる単位数  
   

令和４年度以降入学生については、履修の届出を行うことのできる単位数は、通通年年

でで5500単単位位以以内内、、前前期期・・後後期期各各々々2288単単位位以以内内でですす。 

令和2年度、3年度入学生については、通通年年でで入入学学年年次次はは5566単単位位、、次次年年次次以以降降はは5544単単

位位以以内内でですす。平成31年度以前入学生については、通通年年でで5566単単位位以以内内でですす。 
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＜ＣＡＰ制度について＞ 

 
ＣＡＰ制度は、単位制度を実質化し、学修すべき授業科目を精選することで十分な学修時

間を確保し、授業内容を深く真に身につけることを目的として、学生が履修科目として登録

できる単位数の上限を定め、各年次にわたって適切に授業科目を履修してもらうために導入

しています。 

履修登録単位数の上限設定については、令和４年度以降入学生から次のとおり扱います。 

（１）通年の履修登録単位数の上限を５０単位とし、前期・後期各々28単位とする。（理

学部規程第11条第2項） 

（２）集中講義による授業科目、卒業所要単位数に算入されない教職課程科目及び副専攻

科目のうち指定された科目（副専攻履修のてびきに記載）は、ＣＡＰ制に含まないも

のとする。 

令和２年度及び３年度入学生については、次のとおり扱います。 

（１）通年の履修登録単位数の上限を入学年次は５６単位、次年次以降は５４単位とする。 

（２）集中講義による授業科目、卒業所要単位数に算入されない教職課程科目及び副専攻

科目のうち指定された科目（副専攻履修のてびきに記載）は、ＣＡＰ制に含まないも

のとする。     

平成31年度以前入学生については、従前の通りです。 

（１）通年の履修登録単位数の上限を５６単位とする。 

（２）卒業所要単位数に算入されない教職課程科目及び副専攻科目のうち、指定された科

目はＣＡＰ制に含まないものとする。 

 

（４） 履修登録について  

 
履修登録は、年２回（４月、９月）、ユニバーサルパスポートより下記のとおり行

います。申請、確認等の期限は厳守してください。変更がある場合は、随時、ユニバ

ーサルパスポートにてお知らせしますので確認するようにしてください。 

なお、履修登録の手続きを怠ると、たとえ授業に出席し試験を受験しても単位は認

定されませんのでご注意ください。 

  
  

＜＜前前    期期＞＞  
  
【【前前期期履履修修登登録録期期間間】】４４月月４４日日（（木木））９９：：００００～～４４月月１１２２日日（（金金））２２３３：：５５９９  

    ※※科科目目にによよっってて登登録録期期間間がが異異ななりりまますすののででごご注注意意くくだだささいい  

  

① 抽選科目・アンケート科目（前期集中講義以外） 

（履修登録期間）４月４日（木）～４月９日（火） 

 

② 抽選科目・アンケート科目（前期集中講義以外）の結果掲示 

（抽選結果掲示）４月１２日（金） 

 

③ アンケート科目（前期集中講義） 

（履修登録期間）４月１５日（月）～４月１８日（木） 

 

② 集中講義の履修 

    夏季休暇等に実施する集中講義は、同一日程に複数の集中講義が重なることがあ

ります。このような場合は、一つを選択し履修登録してください。なお、日程変更

により開講日が重なった集中講義については、どちらかの履修の取消しを、履修登

録変更期間内に受付けます。 
 

③ 教職科目の履修 

   教育職員免許状を取得しようとする者は、「３. 教職課程履修の手引」に従って

履修してください。 
 

④ 大学院講義の履修 

   第４年次の卒業研究生も、大学院分野共通科目「大講座横断プログラム」を履修

することができます。本学理学研究科に進学した場合には、その履修単位が修了所

要単位の一部として認められます。 

 大講座横断プログラムとして登録されている科目は、以下のとおりです。 

受講を希望する場合は、履修登録期間中に所定の様式による申請が必要ですので、

詳細については学務課に問い合わせてください。 

 

【物質科学専攻】 

 ・放射光物性論  ・放射光Ｘ線結像光学 ・錯体構造論 

・放射光特別実習 ・先端光ビーム科学  ・量子シミュレーション科学 

   ・化学物理学 

 

（２） 履修許可及び先修条件  
   

① 平成３１年度以降入学生   ② 平成２９・３０年度入学生 

③ 平成２８年度入学生      

    

  履修許可及び先修条件については、入学年度毎に異なるので、理学部規程別表第６

を参照してください。 

   

（３） 履修できる単位数  
   

令和４年度以降入学生については、履修の届出を行うことのできる単位数は、通通年年

でで5500単単位位以以内内、、前前期期・・後後期期各各々々2288単単位位以以内内でですす。 

令和2年度、3年度入学生については、通通年年でで入入学学年年次次はは5566単単位位、、次次年年次次以以降降はは5544単単

位位以以内内でですす。平成31年度以前入学生については、通通年年でで5566単単位位以以内内でですす。 
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【【前前期期履履修修登登録録修修正正期期間間】】４４月月１１９９日日（（金金））９９：：００００～～４４月月２２５５日日（（木木））１１７７：：００００  

科科目目のの追追加加やや削削除除のの申申請請がが可可能能でですす。。先先修修条条件件、、卒卒業業要要件件をを確確認認のの上上、、申申請請ををしし

ててくくだだささいい。。  

※※ユユニニババーーササルルパパススポポーートトににてて様様式式「「履履修修登登録録修修正正願願（（修修正正期期間間用用））」」をを掲掲示示ししまま

すすののでで、、修修正正をを希希望望すするる場場合合はは学学務務課課にに提提出出ししててくくだだささいい。。  

※※抽抽選選科科目目・・アアンンケケーートト科科目目のの削削除除はは出出来来まませせんん  

※※上上限限をを超超ええたた履履修修登登録録はは認認めめらられれまませせんん  

  

【【前前期期履履修修取取消消期期間間】】５５月月１１００日日（（金金））９９：：００００～～５５月月１１６６日日（（木木））１１７７：：００００  

履履修修のの継継続続がが難難ししいいとと思思わわれれるる場場合合にに限限りり削削除除申申請請がが可可能能でですす。。削削除除ししててもも問問題題

がが無無いいかか先先修修条条件件やや卒卒業業要要件件をを確確認認のの上上、、申申請請ををししててくくだだささいい。。（平成31年度以降

入学生対象） 

※※ユユニニババーーササルルパパススポポーートトににてて様様式式「「履履修修登登録録修修正正願願（（取取消消期期間間用用））」」をを掲掲示示ししまま

すすののでで、、取取消消をを希希望望すするる場場合合はは学学務務課課にに提提出出ししててくくだだささいい。。  

※※抽抽選選科科目目・・アアンンケケーートト科科目目のの削削除除はは出出来来まませせんん  

 

＜＜後後    期期＞＞  

  
【【後後期期履履修修登登録録期期間間】】９９月月２２４４日日（（火火））９９：：００００～～１１００月月４４日日（（金金））２２３３：：５５９９  

    ※※科科目目にによよっってて登登録録期期間間がが異異ななりりまますすののででごご注注意意くくだだささいい  

  

① 抽選科目・アンケート科目（後期） 

（履修登録期間）９月２４日（火）～９月２７日（金） 

 

② 抽選科目・アンケート科目（後期）の結果発表 

（抽選結果掲示）１０月１日（火） 

 

【【後後期期履履修修修修正正期期間間】】１１００月月１１５５日日（（火火））９９：：００００～～１１００月月１１８８日日（（金金））１１７７：：００００  

科科目目のの追追加加やや削削除除のの申申請請がが可可能能でですす。。先先修修条条件件、、卒卒業業要要件件をを確確認認のの上上、、申申請請ををしし

ててくくだだささいい。。  

※※ユユニニババーーササルルパパススポポーートトににてて様様式式「「履履修修登登録録修修正正願願（（修修正正期期間間用用））」」をを掲掲示示ししまま

すすののでで、、修修正正をを希希望望すするる場場合合はは学学務務課課にに提提出出ししててくくだだささいい。。  

※※抽抽選選科科目目・・アアンンケケーートト科科目目のの削削除除はは出出来来まませせんん  

※※上上限限をを超超ええたた履履修修登登録録はは認認めめらられれまませせんん  

  

【【後後期期履履修修取取消消期期間間】】１１１１月月５５日日（（火火））９９：：００００～～１１１１月月１１１１日日（（月月））１１７７：：００００  

履履修修のの継継続続がが難難ししいいとと思思わわれれるる場場合合にに限限りり削削除除申申請請がが可可能能でですす。。削削除除ししててもも問問題題

がが無無いいかか先先修修条条件件やや卒卒業業要要件件をを確確認認のの上上、、申申請請ををししててくくだだささいい。。（平成31年度以降

入学生対象） 

※※ユユニニババーーササルルパパススポポーートトににてて様様式式「「履履修修登登録録修修正正願願（（取取消消期期間間用用））」」をを掲掲示示ししまま

すすののでで、、取取消消をを希希望望すするる場場合合はは学学務務課課にに提提出出ししててくくだだささいい。。  

※※抽抽選選科科目目・・アアンンケケーートト科科目目のの削削除除はは出出来来まませせんん  
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（５） 他学部の授業科目の履修手続  
  

1)  本学では、他学部の授業科目の履修ができます。他学部の授業科目の履修を希

望する者は、他学部の時間割、シラバスで履修を希望する科目を確認した上、所

定の期日までに、学務課まで他学部授業科目履修許可願を提出してください。 

2)  提出期日については、通常の履修登録の前に行うこととします。 

詳細は学務課に事前に相談してください。 

 

（６） 遠隔授業の履修  
 

1) 遠隔授業  

本学では、キャンパスが分散している状況をかんがみ、総合大学としての利点

を生かすため、離れたキャンパス間での遠隔授業を導入しています。遠隔授業に

より、全学共通科目において科目選択の幅が広がるとともに、教職課程科目の履

修が可能となります。開講科目については、第２章「開講授業科目」を参照して

ください。 

 

2) 遠隔授業についての注意事項 

    遠隔授業は、複数のキャンパスにおいて同時に実施するため、受信教室と発信

教室のいずれかにおいて、気象警報等により遠隔授業が実施できない場合は、学

生間の公平を図る観点から、発信教室及び受信教室ともに授業を中止（又は休講）

します。交通途絶及び気象警報が発令された場合の休講措置は、「第１章 ２ (２) 

休講について」のページを確認してください。 

 

２．授業・休講・試験・成績等に関すること 

 
（１） 授 業   
 

教  室 

 授業時間割には、その講義が行われる教室を指定していますが、最初のうちは受講者

数の関係で変更されることがあります。教室変更は、掲示板（播磨理学キャンパス：本

部棟２階、姫路工学キャンパス：Ａ棟２階掲示フロア）に掲示しています。 

 

講義時間 

１ 時限 ９：００～１０：３０ 

２ 時限 １０：４０～１２：１０ 

３ 時限 １３：００～１４：３０ 

４ 時限 １４：４０～１６：１０ 

５ 時限 １６：２０～１７：５０ 

６ 時限 １８：００～１９：３０ 

【【前前期期履履修修登登録録修修正正期期間間】】４４月月１１９９日日（（金金））９９：：００００～～４４月月２２５５日日（（木木））１１７７：：００００  

科科目目のの追追加加やや削削除除のの申申請請がが可可能能でですす。。先先修修条条件件、、卒卒業業要要件件をを確確認認のの上上、、申申請請ををしし

ててくくだだささいい。。  

※※ユユニニババーーササルルパパススポポーートトににてて様様式式「「履履修修登登録録修修正正願願（（修修正正期期間間用用））」」をを掲掲示示ししまま

すすののでで、、修修正正をを希希望望すするる場場合合はは学学務務課課にに提提出出ししててくくだだささいい。。  

※※抽抽選選科科目目・・アアンンケケーートト科科目目のの削削除除はは出出来来まませせんん  

※※上上限限をを超超ええたた履履修修登登録録はは認認めめらられれまませせんん  

  

【【前前期期履履修修取取消消期期間間】】５５月月１１００日日（（金金））９９：：００００～～５５月月１１６６日日（（木木））１１７７：：００００  

履履修修のの継継続続がが難難ししいいとと思思わわれれるる場場合合にに限限りり削削除除申申請請がが可可能能でですす。。削削除除ししててもも問問題題

がが無無いいかか先先修修条条件件やや卒卒業業要要件件をを確確認認のの上上、、申申請請ををししててくくだだささいい。。（平成31年度以降

入学生対象） 

※※ユユニニババーーササルルパパススポポーートトににてて様様式式「「履履修修登登録録修修正正願願（（取取消消期期間間用用））」」をを掲掲示示ししまま

すすののでで、、取取消消をを希希望望すするる場場合合はは学学務務課課にに提提出出ししててくくだだささいい。。  

※※抽抽選選科科目目・・アアンンケケーートト科科目目のの削削除除はは出出来来まませせんん  

 

＜＜後後    期期＞＞  

  
【【後後期期履履修修登登録録期期間間】】９９月月２２４４日日（（火火））９９：：００００～～１１００月月４４日日（（金金））２２３３：：５５９９  

    ※※科科目目にによよっってて登登録録期期間間がが異異ななりりまますすののででごご注注意意くくだだささいい  

  

① 抽選科目・アンケート科目（後期） 

（履修登録期間）９月２４日（火）～９月２７日（金） 

 

② 抽選科目・アンケート科目（後期）の結果発表 

（抽選結果掲示）１０月１日（火） 

 

【【後後期期履履修修修修正正期期間間】】１１００月月１１５５日日（（火火））９９：：００００～～１１００月月１１８８日日（（金金））１１７７：：００００  

科科目目のの追追加加やや削削除除のの申申請請がが可可能能でですす。。先先修修条条件件、、卒卒業業要要件件をを確確認認のの上上、、申申請請ををしし

ててくくだだささいい。。  

※※ユユニニババーーササルルパパススポポーートトににてて様様式式「「履履修修登登録録修修正正願願（（修修正正期期間間用用））」」をを掲掲示示ししまま

すすののでで、、修修正正をを希希望望すするる場場合合はは学学務務課課にに提提出出ししててくくだだささいい。。  

※※抽抽選選科科目目・・アアンンケケーートト科科目目のの削削除除はは出出来来まませせんん  

※※上上限限をを超超ええたた履履修修登登録録はは認認めめらられれまませせんん  

  

【【後後期期履履修修取取消消期期間間】】１１１１月月５５日日（（火火））９９：：００００～～１１１１月月１１１１日日（（月月））１１７７：：００００  

履履修修のの継継続続がが難難ししいいとと思思わわれれるる場場合合にに限限りり削削除除申申請請がが可可能能でですす。。削削除除ししててもも問問題題

がが無無いいかか先先修修条条件件やや卒卒業業要要件件をを確確認認のの上上、、申申請請ををししててくくだだささいい。。（平成31年度以降

入学生対象） 

※※ユユニニババーーササルルパパススポポーートトににてて様様式式「「履履修修登登録録修修正正願願（（取取消消期期間間用用））」」をを掲掲示示ししまま

すすののでで、、取取消消をを希希望望すするる場場合合はは学学務務課課にに提提出出ししててくくだだささいい。。  

※※抽抽選選科科目目・・アアンンケケーートト科科目目のの削削除除はは出出来来まませせんん  
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（２） 休 講  
 

休講の場合は、ユニバーサルパスポートから休講情報の配信及び休講通知を掲示板に

掲示します。随時確認するようにしてください。 
 
※姫路工学キャンパスでは紙での掲示はありませんので注意して下さい。 
 
※※ユユニニババーーササルルパパススポポーートトににメメーールルアアドドレレススをを登登録録すするるここととにによよりり、、休休講講・・補補講講情情報報ををメメーールル

でで受受けけ取取るるここととががででききまますす。。必必ずずメメーールルアアドドレレススのの登登録録をを行行っっててくくだだささいい。。  
 

なお、休講情報の配信及び休講通知の掲示もなく、授業開始時間を３０分経過した後

も担当教員が来ない場合は、学務課に問い合わせて指示を受けてください。 
 

このほか、交通途絶・気象警報発令の場合は、次のとおりとします。ユニバーサルパ

スポートからの配信及び学内掲示板等への掲示や、必要に応じて校内放送なども行いま

すが、各自で情報を収集し、対応するように留意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

【交通途絶の場合】 

 

1) 基準時間 

 交通途絶の状況 授業の取扱 

ア 午前７時までに解決 1 時限目から授業（通常どおり） 

イ 
午前７時現在継続し、午前 11 時まで

に解決 
午前中休講となり、3 時限目から授業 

ウ 午前 11 時を過ぎても解決しない 午後休講 

エ 
交通途絶が授業開始後に発生した 

場合 

原則として、その時限の授業は、平常

どおり実施し、次の時限以降の授業は、

上記イ～ウのとおり 
 

  
2) 休講に係る交通途絶の要件  

ア 神戸商科キャンパス 

     神戸市営地下鉄が不通の場合又は大阪－姫路間で次のいずれかに該当 

する場合 

①  ＪＲ線、阪急電鉄及び阪神電鉄が共に不通の場合 

② ＪＲ線、山陽電鉄が共に不通の場合 

③ ＪＲ線、神戸高速鉄道が共に不通の場合 
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  イ 神戸情報科学キャンパス 

    ポートライナーが不通の場合又は大阪－姫路間で次のいずれかに該当する場合 

① ＪＲ線、阪急電鉄及び阪神電鉄が共に不通の場合 

② ＪＲ線、山陽電鉄が共に不通の場合 

③ ＪＲ線、神戸高速鉄道及び神戸市営地下鉄が共に不通の場合 
 

ウ 明石看護キャンパス 

    大阪－姫路間で次のいずれかに該当する場合 

①  ＪＲ線、阪急電鉄及び阪神電鉄が共に不通の場合 

② ＪＲ線、山陽電鉄が共に不通の場合 
 

エ 姫路工学キャンパス 

次のいずれかに該当する場合 

① 神姫バスが不通の場合 

   ② ＪＲ山陽本線及び山陽電鉄の各姫路駅を含む区間が共に不通の場合 
 

オ 姫路環境人間キャンパス 

次のいずれかに該当する場合 

②  神姫バスが不通の場合 

   ② ＪＲ山陽本線及び山陽電鉄の各姫路駅を含む区間が共に不通の場合 

 
 

カ 播磨理学キャンパス 

次のいずれかに該当する場合 

① 神姫バスが不通の場合 

② ＪＲ線（大阪～岡山間）が不通の場合 
  

  キ 淡路緑景観キャンパス 

次のいずれかに該当する場合 

① 明石海峡大橋（本州四国連絡道路）が不通の場合 

  ② ＪＲ線、山陽電鉄が共に不通の場合 

  ③ 淡路ジェノバライン、淡路交通バス、神姫バス、山陽バス、本四海峡バス、Ｊ

Ｒバスが共に不通の場合 
  

ク  豊岡ジオ・コウノトリキャンパス 

次に該当する場合 

①  全但バス（豊岡駅－キャンパス間）が不通の場合 
 

ケ  神戸防災キャンパス 

大阪－姫路間で次のいずれかに該当する場合 

① ＪＲ線、阪急電鉄及び阪神電鉄が共に不通の場合 

② ＪＲ線、山陽電鉄が共に不通の場合 

③ ＪＲ線、神戸高速鉄道及び神戸市営地下鉄が共に不通の場合 

※ 学外実習の場合は、教員の指示に従うこと。 

 

 

 

（２） 休 講  
 

休講の場合は、ユニバーサルパスポートから休講情報の配信及び休講通知を掲示板に

掲示します。随時確認するようにしてください。 
 
※姫路工学キャンパスでは紙での掲示はありませんので注意して下さい。 
 
※※ユユニニババーーササルルパパススポポーートトににメメーールルアアドドレレススをを登登録録すするるここととにによよりり、、休休講講・・補補講講情情報報ををメメーールル

でで受受けけ取取るるここととががででききまますす。。必必ずずメメーールルアアドドレレススのの登登録録をを行行っっててくくだだささいい。。  
 

なお、休講情報の配信及び休講通知の掲示もなく、授業開始時間を３０分経過した後

も担当教員が来ない場合は、学務課に問い合わせて指示を受けてください。 
 

このほか、交通途絶・気象警報発令の場合は、次のとおりとします。ユニバーサルパ

スポートからの配信及び学内掲示板等への掲示や、必要に応じて校内放送なども行いま

すが、各自で情報を収集し、対応するように留意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

【交通途絶の場合】 

 

1) 基準時間 

 交通途絶の状況 授業の取扱 

ア 午前７時までに解決 1 時限目から授業（通常どおり） 

イ 
午前７時現在継続し、午前 11 時まで

に解決 
午前中休講となり、3 時限目から授業 

ウ 午前 11 時を過ぎても解決しない 午後休講 

エ 
交通途絶が授業開始後に発生した 

場合 

原則として、その時限の授業は、平常

どおり実施し、次の時限以降の授業は、

上記イ～ウのとおり 
 

  
2) 休講に係る交通途絶の要件  

ア 神戸商科キャンパス 

     神戸市営地下鉄が不通の場合又は大阪－姫路間で次のいずれかに該当 

する場合 

①  ＪＲ線、阪急電鉄及び阪神電鉄が共に不通の場合 

② ＪＲ線、山陽電鉄が共に不通の場合 

③ ＪＲ線、神戸高速鉄道が共に不通の場合 
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【気象警報発令の場合】 

1) 種類 

神戸地方気象台が発令する気象警報とし、以下の７種類を対象とします。 

＜＜対対象象ととすするる気気象象警警報報＞＞ 

【警  報】「暴風警報」「暴風雪警報」「大雪警報」 

【特別警報】「大雨特別警報」「暴風特別警報」「暴風雪特別警報」「大雪特別警報」 
 
２）基準時間 

【前日判断】 

判断

目安 
翌日の通勤・通学状況 翌日の授業の取扱 

午後

５時

まで 

気象警報の発令や気象予測等に基

づく公共交通機関の計画運休が発

表されるなど、翌日の通勤・通学 

が困難であると判断できる場合 

以下の取扱いのいずれかを判断 

Ａ：【当日判断】の条件を適用する 

Ｂ：原則、終日オンライン授業に切り替えて実

施（注記） 

（注記） 

・実習、実験科目などオンラインでの実施が困難な授業科目は、オンライン授業に切り替えずに

休講とする場合があります。 

・居住地域の気象状況や通信施設の被災等による通信不能、自宅から避難所等へ避難したなどの

事情によりオンライン授業が受講できなかった場合は、教員に相談してください。 

 

【当日判断】 
 

 上記気象警報発令の状況 授業の取扱い 

ア 午前７時までに解除 1 時限目から授業（通常どおり） 

イ 
午前７時現在発令中で、午前 11 時ま

でに解除 
午前中休講となり、3時限目から授業 

ウ 午前 11 時を過ぎても解除されない 午後休講 

エ 
上記気象警報が授業開始後に発令さ

れた場合 

原則として、その時限の授業は、平常どお

り実施し、次の時限以降の授業は、上記イ

～ウのとおり。ただし、当該授業の継続が

困難な場合は、各キャンパスの判断で授業

を即座に中止することができる。 

※ なお、河川の氾らんや道路の冠水、浸水、土砂崩れなどにより、キャンパスからす

ぐに自宅へ帰宅することで「生命・身体に危険が生じる恐れがある」とキャンパスが判

断した場合には、キャンパス教職員の指示に従い、キャンパス内の安全な場所に避難す

るなどの行動を取ること。 

 

 

－ 38－



3) 休講に関する気象警報発令対象市町 
 

ア 神戸商科キャンパス・神戸情報科学キャンパス・神戸防災キャンパス 

神戸市 

イ 明石看護キャンパス 

明石市または神戸市 

ウ 姫路工学キャンパス・姫路環境人間キャンパス 

姫路市 

エ 播磨理学キャンパス 

姫路市、相生市、赤穂市、たつの市、太子町、上郡町のうち、いずれかの市町 

オ 淡路緑景観キャンパス 

 淡路市 

カ 豊岡ジオ・コウノトリキャンパス 

豊岡市 

 ※学外実習の場合は、教員の指示に従うこと。 

 

【対面形態によらない授業の休講要件について】 
オンライン配信やオンデマンド配信など、対面形態によらない授業における交通途絶、

気象警報発令が発令された場合の休講要件を以下のとおりとします。 

 

1.オンライン配信による授業 
原則、現行の休講要件に関わらず授業を実施しますが、以下の場合は、休講とします。

休講の場合は、ユニバーサルパスポートや所属学部・研究科のホームページなどで連絡

します。 

なお、居住地域の気象状況や通信施設の被災等による通信不能などにより、オンライ

ン配信を視聴できなかった場合は、教員に相談してください。 

【休講となる場合】 

・教員が移動中に交通途絶が発生し授業開始時間から 30 分以内に配信できない場合 

・気象警報による公共交通機関の計画運休や自治体からの避難指示等により、教員が

授業開始時間から 30 分以内に配信できない場合 

 

2.録画配信や課題等による授業 
現行の休講要件に関わらず授業を実施します。 

 

【集中講義における取り扱い】 

  ・交通途絶、気象警報発令時ともに、２）対応表ア、イ、ウと同様とする。 

・２）対応表エについても基本的には同様とする。 

・翌日以降の日程については、教員が学生及びキャンパス経営部と協議する。また、

遠隔授業の場合は、キャンパス事務部間でも協議し、大学本部事務局とも調整す

る。 
 

【定期試験における取り扱い】 

  ・交通途絶、気象警報発令時ともに、基本的には上記対応表と同様とする。 

【気象警報発令の場合】 

1) 種類 

神戸地方気象台が発令する気象警報とし、以下の７種類を対象とします。 

＜＜対対象象ととすするる気気象象警警報報＞＞ 

【警  報】「暴風警報」「暴風雪警報」「大雪警報」 

【特別警報】「大雨特別警報」「暴風特別警報」「暴風雪特別警報」「大雪特別警報」 
 
２）基準時間 

【前日判断】 

判断

目安 
翌日の通勤・通学状況 翌日の授業の取扱 

午後

５時

まで 

気象警報の発令や気象予測等に基

づく公共交通機関の計画運休が発

表されるなど、翌日の通勤・通学 

が困難であると判断できる場合 

以下の取扱いのいずれかを判断 

Ａ：【当日判断】の条件を適用する 

Ｂ：原則、終日オンライン授業に切り替えて実

施（注記） 

（注記） 

・実習、実験科目などオンラインでの実施が困難な授業科目は、オンライン授業に切り替えずに

休講とする場合があります。 

・居住地域の気象状況や通信施設の被災等による通信不能、自宅から避難所等へ避難したなどの

事情によりオンライン授業が受講できなかった場合は、教員に相談してください。 

 

【当日判断】 
 

 上記気象警報発令の状況 授業の取扱い 

ア 午前７時までに解除 1 時限目から授業（通常どおり） 

イ 
午前７時現在発令中で、午前 11 時ま

でに解除 
午前中休講となり、3 時限目から授業 

ウ 午前 11 時を過ぎても解除されない 午後休講 

エ 
上記気象警報が授業開始後に発令さ

れた場合 

原則として、その時限の授業は、平常どお

り実施し、次の時限以降の授業は、上記イ

～ウのとおり。ただし、当該授業の継続が

困難な場合は、各キャンパスの判断で授業

を即座に中止することができる。 

※ なお、河川の氾らんや道路の冠水、浸水、土砂崩れなどにより、キャンパスからす

ぐに自宅へ帰宅することで「生命・身体に危険が生じる恐れがある」とキャンパスが判

断した場合には、キャンパス教職員の指示に従い、キャンパス内の安全な場所に避難す

るなどの行動を取ること。 
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・上記２）対応表ア～エに該当しない場合であっても、定時に実施することにより、

複数の学生に対し著しく不利益が生じると予測される場合は、各キャンパスの判

断により、開始時間の繰り下げ、試験の延期等の措置を講じる場合がある。また、

遠隔授業の場合は、他キャンパスの状況も考慮し措置を講じる。 

 

【遠隔授業における取り扱い】 

・遠隔授業については、発信側と受信側のいずれかのキャンパスが休講となった場

合には、原則、いずれのキャンパスも休講とする。必ずキャンパスに確認すること。 
 

 

【その他】 

・気象警報発令による休講の取扱については、対象外の警報であっても、「生命・身

体に危険が生じる恐れがある」とキャンパスが判断した場合は、休講の措置を講じ

ることがある。 

・上記の事情にかかわらず、キャンパス全体の授業実施に大きな支障をきたす恐れ

があるとキャンパスが判断した場合は、休講の措置を講じることがある。 

 

（３） 試験について  
 

①  注意事項 

  ア  試験中は、「学生証」を必ず机の右上に掲示しなければなりません。 

学生証を紛失した人は、学務課で再発行の手続をしてください。 

（手続の際、写真「４㎝×３㎝」が１枚必要です。） 

なお、試験当日に学生証を忘れた場合は、学務課で仮受験票を発行しますの

で、手続をしてください。 
 

  イ 入退室の時間制限 

   ・ 試験開始後、３０分を過ぎると入室できません。 

   ・ 試験開始後、４０分までは退室できません。 

 

ウ  試験中の座席については、担当教員の指示がある場合は、それに従ってくだ

さい。 
 

エ  筆記用具、時計以外のもの、例えば、教科書、ノート、参考書等（特に 

許可したものは除く。）は、床の上においてください。 
  

オ 携帯電話等の電源は、必ず切っておいてください。 

  

② 試験の不正行為 

1) 試験の不正行為とは、次の各号のいずれかに該当する行為とします。 

ア 使用を許されない書籍、ノート、紙片等を見ること。 

イ 携帯電話その他の電子機器を用いること。 

ウ 他人の答案をのぞき見ること、又は故意にそれを許すこと。 

エ 試験の内容に関して私語すること。 

オ その他通念上受験者として正当でないと思われる行為をすること。 
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2)  不正行為があった場合は、当該試験の学期の全科目及び通年の全科目の単位を

無効とします。 

   また、関係教授会等での審議の結果、必要と認められた場合は、その氏名を公

表することがあります。さらに、特に悪質な不正行為に対しては、懲戒すること

がありますので不正行為がないように十分留意してください。 

 

③ 定期試験を受験できない者に対する処置 

1)  やむを得ない事由により所定の期日に定期試験を受けることができない者は、

試験欠席承認願を提出し、適宜の方法により成績評価を受けることができます。

やむを得ない事由については、次の各号のいずれかに該当するものとします。 

ア 病気 

イ 災害及び不慮の事故 

ウ 父母、配偶者又は子の死亡 

エ 兄弟姉妹又は祖父母の死亡 

オ その他前各号に準ずる事由 

2)  試験欠席承認願を提出する場合は、原則として、定期試験開始までに学務課に

連絡し、その後速やかに提出してください。その場合、病気の場合にあっては医

師の診断書、その他の場合にあっては、その事由を証明する書類を提出する必要

があります。 

3) 試験欠席の承認や適宜の方法については、別途通知します。 

 

④ 成績評価に対する不服申出制度 

   自らの成績評価に関して疑問がある場合、成績開示日から７日以内にまず教員ま

たは学務課に確認してください。それでも不服がある場合、担当教員からの回答受

理日から３日以内に学務課に書面で不服申出を行うことができます。 

※※不不服服申申出出はは期期間間厳厳守守ととししまますすののでで注注意意ししてて下下ささいい。。  

教員は、当該不服申出に対して学務課を通じて、学生に対し説明する義務を負い

ます。 
 

 

（４） 成績評価について  
 

成績評価については、理学部規程第２３条（本冊子第４章）に定めています。 

 

（５） その他  
 
① 転学部について  

本学では、一定の条件を満たした上で選考に合格した場合は、転学部をすること

ができます。 

転学部を希望する学生は学務課に問い合わせをしてください。 

② 秋季卒業について  

   本学では、４年次以上在学して、卒業の要件を満たした者に９月末の卒業（秋季

卒業）を認めます。 

    秋季卒業を希望する者は、４月末までに秋季卒業を希望する旨を申し立てなけれ

ばなりません。申し出がない場合は、自動的に翌年３月の卒業となります。 

・上記２）対応表ア～エに該当しない場合であっても、定時に実施することにより、

複数の学生に対し著しく不利益が生じると予測される場合は、各キャンパスの判

断により、開始時間の繰り下げ、試験の延期等の措置を講じる場合がある。また、

遠隔授業の場合は、他キャンパスの状況も考慮し措置を講じる。 

 

【遠隔授業における取り扱い】 

・遠隔授業については、発信側と受信側のいずれかのキャンパスが休講となった場

合には、原則、いずれのキャンパスも休講とする。必ずキャンパスに確認すること。 
 

 

【その他】 

・気象警報発令による休講の取扱については、対象外の警報であっても、「生命・身

体に危険が生じる恐れがある」とキャンパスが判断した場合は、休講の措置を講じ

ることがある。 

・上記の事情にかかわらず、キャンパス全体の授業実施に大きな支障をきたす恐れ

があるとキャンパスが判断した場合は、休講の措置を講じることがある。 

 

（３） 試験について  
 

①  注意事項 

  ア  試験中は、「学生証」を必ず机の右上に掲示しなければなりません。 

学生証を紛失した人は、学務課で再発行の手続をしてください。 

（手続の際、写真「４㎝×３㎝」が１枚必要です。） 

なお、試験当日に学生証を忘れた場合は、学務課で仮受験票を発行しますの

で、手続をしてください。 
 

  イ 入退室の時間制限 

   ・ 試験開始後、３０分を過ぎると入室できません。 

   ・ 試験開始後、４０分までは退室できません。 

 

ウ  試験中の座席については、担当教員の指示がある場合は、それに従ってくだ

さい。 
 

エ  筆記用具、時計以外のもの、例えば、教科書、ノート、参考書等（特に 

許可したものは除く。）は、床の上においてください。 
  

オ 携帯電話等の電源は、必ず切っておいてください。 

  

② 試験の不正行為 

1) 試験の不正行為とは、次の各号のいずれかに該当する行為とします。 

ア 使用を許されない書籍、ノート、紙片等を見ること。 

イ 携帯電話その他の電子機器を用いること。 

ウ 他人の答案をのぞき見ること、又は故意にそれを許すこと。 

エ 試験の内容に関して私語すること。 

オ その他通念上受験者として正当でないと思われる行為をすること。 
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３．教職課程履修の手引 
 

（１）理学部で取得できる免許状の種類と教科 
 

平成１６年度以降入学生（兵庫県立大学） 

学科名 免許状の種類 教 科 

物質科学科 
中学校教諭一種免許状 数 学 

理 科 高等学校教諭一種免許状 

生命科学科 
中学校教諭一種免許状 

理 科 
高等学校教諭一種免許状 

  

（２）基礎資格及び所要単位数 

① 平成３１年度以降入学生（兵庫県立大学） 

所要資格 
 
免許状の 
種類 

基礎資格 

最 低 必 要 単 位 数 

教育の基礎
的理解に関
する科目等 

大学が独自
に設定する
科目 

教科及び教科
の指導法に関
する科目 

教員免許法施行規
則第６６条の６に
定める科目 

中 学 校 教 諭 

一種免許状 
学 士 の 

学 位 を

有 す る

こと 

２７単位 
４単位 

（※注）  
２８単位 

日本国憲法 ２単位 

体 育 ２単位 

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ２単位 

情報機器の操作 ２単位 
高等学校教諭 

一種免許状 
２３単位 

１２単位 

（※注）  
２４単位 

 
（※注）「大学が独自に設定する科目」は、中一種２単位、高一種２単位のみ開講とな

るため、次のとおり単位を修得すること。 
（中一種免取得の場合） 

４単位のうち、２単位は「大学が独自に設定する科目」(介護等体験)に 
より修得し、２単位は最低必要単位数を超えて修得した「教科及び教科の 
指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目等」の単位に 
より修得すること。 

 
（高一種免取得の場合） 

１２単位は「大学が独自に設定する科目」及び最低必要単位数を超えて 
修得した「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解 
に関する科目等」の単位により修得すること。 

 

② 平成１２年度以降入学生（兵庫県立大学） 

所要資格 
 
免許状の 
種類 

基礎資格 

最 低 必 要 単 位 数 

教職に関す
る科目 

教科又は教
職に関する
科目 

教科に関する 
科目 

教員免許法施行規
則第６６条 
の６に定める科目 

中 学 校 教 諭 

一種免許状 
学 士 の 

学 位 を

有 す る

こと 

３１単位 
８単位 

（※注）  

数学２０単

位 

理科２０単

位 

（※注）  

日本国憲法 ２単位 

体 育 ２単位 

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ２単位 

情報機器の操作 ２単位 
高等学校教諭 

一種免許状 
２３単位 

１６単位 

（※注）  

 
（※注）「教科又は教職に関する科目」は、中一種２単位、高一種２単位のみ開講とな
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るため、次のとおり単位を修得すること。 

 
（中一種免取得の場合） 

８単位のうち、２単位は「教科又は教職に関する科目」（介護等体験）に 
より修得し、６単位は最低必要単位数を超えて修得した「教科に関する科目」 
又は「教職に関する科目」の単位により修得すること。 

 
（高一種免取得の場合） 

１６単位は「教科又は教職に関する科目」及び最低必要単位数を超えて修 
得した「教科に関する科目」又は「教職に関する科目」の単位により修得す 
ること。 

 
（３）履修上の注意 

① 教職関係科目の履修は専門科目の履修にとって負担となるので、専門科目の

履修に支障を来たさないよう、計画的な履修が求められます。 
 
② 入学年度や免許状の種類・教科ごとに、免許状取得に必要な科目・単位数が

異なるので、「取得する免許状と必要な科目、単位」を十分に把握し、計画的

に履修してください。 
 
③ 教職科目は、時間割上、同一時限に編成されることがあるので、配当された

学年で確実に履修することが必要です。 
 
④ １年次生は、「教育の基礎的理解に関する科目等（平成30年度以前入学生は

「教職に関する科目」）」のうち、『教職論』及び「日本国憲法・体育・外国

語コミュニケーション・情報機器の操作」の科目と姫路工学キャンパスで開講

される「教科及び教科の指導法（平成30年度以前入学生は「教科に関する科

目」）」の「免許状を取得する場合の必修科目」の単位を必ず修得しなければ

なりません。（ただし「日本国憲法」は、１年次で履修できなかった者に対し

て２年次に夏期集中講義として開講します。） 
 
 

（４） 教育実習について 

① 教育実習は、各校の好意により受け入れてもらっています。したがって、将

来教員になろうという強い希望のある人のみ履修してください。 
 
② 教育実習は、次の教育実習履修許可条件をすべて満たしている者のみ履修を

許可します。 
 
ア 卒業研究履修許可者であること（又は卒業研究を終了していること。）。 

 
イ 特別の事情がある場合を除いて、「教育の基礎的理解に関する科目等（平

成30年度以前入学生は「教職に関する科目」）」のうち、次の科目の単位を

修得していること。 

 

令和５年度以前入学生 
教育原論、教育心理学、生徒指導論、教科指導法(数学科指導法又は理科指導 

法)Ⅰ・Ⅱを含む１２単位以上を修得していること 

令和６年度以降入学生 

特別な事情がある場合を除いて、「教育実践に関する科目」を除く「教育の 

基礎的理解に関する科目等（平成 30 年度以前入学生は「教職に関する科目」 

）」の必修単位のうち、３分の２以上の単位を修得していること。 

３．教職課程履修の手引 
 

（１）理学部で取得できる免許状の種類と教科 
 

平成１６年度以降入学生（兵庫県立大学） 

学科名 免許状の種類 教 科 

物質科学科 
中学校教諭一種免許状 数 学 

理 科 高等学校教諭一種免許状 

生命科学科 
中学校教諭一種免許状 

理 科 
高等学校教諭一種免許状 

  

（２）基礎資格及び所要単位数 

① 平成３１年度以降入学生（兵庫県立大学） 

所要資格 
 
免許状の 
種類 

基礎資格 

最 低 必 要 単 位 数 

教育の基礎
的理解に関
する科目等 

大学が独自
に設定する
科目 

教科及び教科
の指導法に関
する科目 

教員免許法施行規
則第６６条の６に
定める科目 

中 学 校 教 諭 

一種免許状 
学 士 の 

学 位 を

有 す る

こと 

２７単位 
４単位 

（※注）  
２８単位 

日本国憲法 ２単位 

体 育 ２単位 

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ２単位 

情報機器の操作 ２単位 
高等学校教諭 

一種免許状 
２３単位 

１２単位 

（※注）  
２４単位 

 
（※注）「大学が独自に設定する科目」は、中一種２単位、高一種２単位のみ開講とな

るため、次のとおり単位を修得すること。 
（中一種免取得の場合） 

４単位のうち、２単位は「大学が独自に設定する科目」(介護等体験)に 
より修得し、２単位は最低必要単位数を超えて修得した「教科及び教科の 
指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目等」の単位に 
より修得すること。 

 
（高一種免取得の場合） 

１２単位は「大学が独自に設定する科目」及び最低必要単位数を超えて 
修得した「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解 
に関する科目等」の単位により修得すること。 

 

② 平成１２年度以降入学生（兵庫県立大学） 

所要資格 
 
免許状の 
種類 

基礎資格 

最 低 必 要 単 位 数 

教職に関す
る科目 

教科又は教
職に関する
科目 

教科に関する 
科目 

教員免許法施行規
則第６６条 
の６に定める科目 

中 学 校 教 諭 

一種免許状 
学 士 の 

学 位 を

有 す る

こと 

３１単位 
８単位 

（※注）  

数学２０単

位 

理科２０単

位 

（※注）  

日本国憲法 ２単位 

体 育 ２単位 

外国語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ２単位 

情報機器の操作 ２単位 
高等学校教諭 

一種免許状 
２３単位 

１６単位 

（※注）  

 
（※注）「教科又は教職に関する科目」は、中一種２単位、高一種２単位のみ開講とな
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ウ 「教科及び教科の指導法（専門科目）（平成30年度以前入学生は「教科に

関する科目」）」及び「大学が独自に設定する科目（平成30年度以前入学生

は「教科又は教職に関する科目」）」の必修単位数のうち、３分の２以上の

単位を修得していること。 

エ 教科指導法Ⅰ・Ⅱ（理科・数学のうち免許を取得しようとする科目のもの）

の単位を修得していること。 

オ 中学校教員免許（理科・数学）取得希望者については、「介護等体験」の

単位を修得していること。 
  
③ 教育実習ガイダンスは、前年(３年次)の４～５月頃に行います。実習希望者

は、ガイダンスに参加し、学務課に申込み手続を行い、受入の内諾を得るため

に９月末までに実習希望校を訪問しなければなりません。 
 
④ 教育実習の手続や日程等は、すべて掲示でお知らせしますので、掲示には日

頃から十分注意してください。 

 

（５）「介護等体験」について 

① 中学校教諭の教員免許状を取得しようとする者は、「介護等体験」を行い、

教員免許状の申請時に介護等体験終了証明書を提出しなければなりません。 
 
② 介護等体験の期間は、「社会福祉施設等」５日間、「特別支援学校等」２日

間の計７日間です。 
 
③ 介護等体験は、３年次で行います。 
 
④ 介護等体験の申込説明会を、体験を行う前年（２年次）の１２月に行います

ので、申込希望者は、説明会に参加し、学務課に申込み手続きを行い、２月に

行われる事前指導に出席しなければなりません。 

（なお、説明会や事前指導を欠席した者は履修を認めません。） 
 
⑤ 介護等体験の手続や日程等は、すべて掲示でお知らせしますので、掲示には

日頃から十分注意してください。 

 

（６）免許状申請手続 

   教育職員免許状は、各都道府県の教育委員会が定める所定の手続に基づいて

申請し、授与されます。 

免許状の申請手続には、一括申請と個人申請があります。 
 
① 一括申請 

  一括申請とは、大学が免許状の授与を希望する卒業予定者の書類を一括して

教育委員会に申請することをいいます。この場合、卒業式の当日に免許状が授

与されます。一括申請の手続等は、１２月頃に掲示でお知らせします。 
 
② 個人申請 

   一括申請による場合のほかは、免許状の授与を希望する者が直接各都道府県

の教育委員会に申請しなければなりません。これを個人申請といいます。既卒

者及び科目等履修生は、一括申請できませんので、個人申請することになりま

す。 

  申請は、申請者の住所地の都道府県教育委員会に対して行います。 
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  申請は、随時受付けられており、申請後約１か月～１か月半程度で免許状が    

 授与されます。ただし、２月～３月頃に申請したものは、授与までに２～３か

月かかることがあります。 

   申請は、免許状の種類、教科ごとに次のような書類が必要です。 

ア 免許状授与申請書、履歴書、誓約書等（各都道府県所定の様式） 

イ 卒業証明書 

ウ 学力に関する証明書（２以上の大学で単位を修得した場合、それぞれの証明書 

が必要） 

エ 手数料（各都道府県の収入証紙） 
 
③ 免許状申請先（兵庫県の場合） 

〒６５０－８５６７ 

    兵庫県教育委員会事務局教職員課 管理・職員係（℡078-341-7711(代表)） 

  ＵＲＬ http://www.hyogo-c.ed.jp/~kyoshokuin-bo/ 

ウ 「教科及び教科の指導法（専門科目）（平成30年度以前入学生は「教科に

関する科目」）」及び「大学が独自に設定する科目（平成30年度以前入学生

は「教科又は教職に関する科目」）」の必修単位数のうち、３分の２以上の

単位を修得していること。 

エ 教科指導法Ⅰ・Ⅱ（理科・数学のうち免許を取得しようとする科目のもの）

の単位を修得していること。 

オ 中学校教員免許（理科・数学）取得希望者については、「介護等体験」の

単位を修得していること。 
  
③ 教育実習ガイダンスは、前年(３年次)の４～５月頃に行います。実習希望者

は、ガイダンスに参加し、学務課に申込み手続を行い、受入の内諾を得るため

に９月末までに実習希望校を訪問しなければなりません。 
 
④ 教育実習の手続や日程等は、すべて掲示でお知らせしますので、掲示には日

頃から十分注意してください。 

 

（５）「介護等体験」について 

① 中学校教諭の教員免許状を取得しようとする者は、「介護等体験」を行い、

教員免許状の申請時に介護等体験終了証明書を提出しなければなりません。 
 
② 介護等体験の期間は、「社会福祉施設等」５日間、「特別支援学校等」２日

間の計７日間です。 
 
③ 介護等体験は、３年次で行います。 
 
④ 介護等体験の申込説明会を、体験を行う前年（２年次）の１２月に行います

ので、申込希望者は、説明会に参加し、学務課に申込み手続きを行い、２月に

行われる事前指導に出席しなければなりません。 

（なお、説明会や事前指導を欠席した者は履修を認めません。） 
 
⑤ 介護等体験の手続や日程等は、すべて掲示でお知らせしますので、掲示には

日頃から十分注意してください。 

 

（６）免許状申請手続 

   教育職員免許状は、各都道府県の教育委員会が定める所定の手続に基づいて

申請し、授与されます。 

免許状の申請手続には、一括申請と個人申請があります。 
 
① 一括申請 

  一括申請とは、大学が免許状の授与を希望する卒業予定者の書類を一括して

教育委員会に申請することをいいます。この場合、卒業式の当日に免許状が授

与されます。一括申請の手続等は、１２月頃に掲示でお知らせします。 
 
② 個人申請 

   一括申請による場合のほかは、免許状の授与を希望する者が直接各都道府県

の教育委員会に申請しなければなりません。これを個人申請といいます。既卒

者及び科目等履修生は、一括申請できませんので、個人申請することになりま

す。 

  申請は、申請者の住所地の都道府県教育委員会に対して行います。 
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授 業 科 目 

 

(1) 基本的考え方 

    本学の学部教育は、豊かな人間性と公共の精神とともに、幅広い教養や専門知識・技能

を含めた課題探究能力とグローバル・リテラシー（国際対話能力）を備えた、地域社会や

国際社会で活躍できる創造力と自律性を有する人材の育成をめざす。 

このため、授業科目を「全学共通科目」「専門基礎（関連）科目」「専門教育科目」の３

つから構成し、くさび形の履修体系を基本に、それぞれを有機的に結びつけて展開する柔

軟な教育カリキュラムを設定している。 

また、全学共通教育については、1 年次の間、神戸商科キャンパスと姫路工学キャンパ

スの２ヶ所に集約して実施するほか、キャンパスが分散している状況からテレビ会議方式

の遠隔授業を導入し、他キャンパスで開講される科目の履修を可能としている。 

さらに、地域課題の探究と対応、グローバル社会への対応、災害等リスクへの対応をテ

ーマとし、学部の枠を超えて選抜した有志学生を対象とする全学横断の副専攻プログラム

を設置している。（別冊「副専攻履修の手引き」を参照） 

 

(2) 全学共通科目 

 全学共通科目は「自主自律支援科目」「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」

「教養教育科目」から構成される。 
 

①自主自律支援科目 

     基礎ゼミナールとキャリア形成支援科目から構成され、学生が大学における主体的

な学修や生活の基本的態度、自己のキャリア形成に向け生涯学び続ける姿勢を身につ

けることを目的とする。 
 

②グローバル化時代のアカデミックスキル科目 

学生が大学での学修に必要な基本スキルを初年次に身につけることを目的として、英

語、外国語、統計・情報を開講している。 
 

ア 英語 

英語コミュニケーション能力を養成するため、オーラル・コミュニケーション、リ

スニング、リーディング、ライティングの 4 スキルの総合的向上を図る英語コア科目

（6科目）を開講している。 

さらに、スキルアップを図る科目、学生のインセンティブを高める科目、TOEIC 等

の資格試験での得点アップを目指した科目、英語圏の海外研修など、学生のニーズに

応じた多彩な選択英語科目を開講している。 

 
イ 外国語 

グローバル化社会において活動領域を広げ、社会性の涵養に役立つ実践的 コミュ

ニケーション能力の育成と異文化理解を深めることを目的として、外国語を開講して

いる。 
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ウ 統計・情報 

統計処理や情報処理の基礎力を身につけ、多様な情報を収集・分析して、  モラ

ルに則って効果的に活用できることを目的として、情報倫理、コンピュータの基本操

作、ネットワーク利用などを学ぶ科目を開講している。 

 

③教養教育科目 

教養教育科目は、「人間性の基盤教育科目」及び「ひょうご県大特色科目」から構成さ

れる。 

 

ア 人間性の基盤教育科目 

        学生が自己の存在を歴史・社会・自然と関連づけて理解し、人間としての在り方

や生き方に関する深い洞察ができるとともに、文化・社会・自然の諸科学を幅広く

理解し、多元的なものの見方ができる素養・能力を身につけることを目的として、

多彩な科目を開講している。 

 
イ ひょうご県大特色科目 

       学生が少子・高齢社会、グローバル経済社会、地球環境問題、防災・減災等の諸

課題を身近な問題として捉え、課題解決に向けて学際的に考え、行動できる素養・

能力を身につけることを目的として、地域課題探究科目、グローバル教育科目、防

災教育科目を開講している。 

 

(3) 専門教育科目、専門基礎科目(専門関連科目） 

専門教育科目、専門基礎科目(専門関連科目）については、第３章「専門科目に関する

ガイダンス」を参照すること。 

 

 (4) 副専攻プログラム 

兵庫県立大学では、主専攻（所属学部の専攻）以外にも学びの機会を拡げるため、副専

攻を提供している。詳しくは別冊「副専攻履修の手引き」を参照すること。 
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（１）令和６年度入学生 1

それ以外の学生は、播磨理学キャンパス開講の授業（配当年次・２年）を履修すること。

前期 後期

基礎ゼミ
ナール

939000
939001

基礎ゼミナール 2 2 2 草部・緒方
基礎ゼミナール必修
播磨理学キャンパス開講

920261 キャリアデザイン入門（Ａ） 2 1 2 前田

920262 キャリアデザイン入門（Ｂ） 2 1 2 戎

920260 キャリアデザイン入門（Ｃ） 2 1 2 戎

【英語コア科目】

950300 Reading and Discussion 1 1 1 ① 2 崎川

950301 　　〃 1 1 ② 2 谷川

950302 　　〃 1 1 ③ 2 宮下

950303 　　〃 1 1 ④ 2 岡部

950304 　　〃 1 1 ⑤ 2 ケイト

950305 　　〃 1 1 ⑥ 2 宮下

950306 　　〃 1 1 ⑦ 2 ヒューズ

950307 　　〃 1 1 ⑧ 2 岡部

950400 Reading and Discussion 2 1 1 ① 　 2 バード

950401 　　〃 1 1 ② 2 柳楽

950402 　　〃 1 1 ③ 2 内山

950403 　　〃 1 1 ④ 2 木本

950404 　　〃 1 1 ⑤ 2 柳楽

950405 　　〃 1 1 ⑥ 2 内山

950406 　　〃 1 1 ⑦ 2 バード

950407 　　〃 1 1 ⑧ 2 木本

950100 Listening and Speaking 1 1 1 ① 2 石野

950101 　　〃 1 1 ② 2 崎野

950102 　　〃 1 1 ③ 2 ケイト

950103 　　〃 1 1 ④ 2 水野

950104 　　〃 1 1 ⑤ 2 石野

950105 　　〃 1 1 ⑥ 2 崎野

950106 　　〃 1 1 ⑦ 2 ケイト

950107 　　〃 1 1 ⑧ 2 水野

950200 Listening and Speaking 2 1 1 ① 　 2 ロドリゲス

950201 　　〃 1 1 ② 2 岡部

950202 　　〃 1 1 ③ 2 川上

950203 　　〃 1 1 ④ 2 崎川

950204 　　〃 1 1 ⑤ 2 ロドリゲス

950205 　　〃 1 1 ⑥ 2 木津

950206 　　〃 1 1 ⑦ 2 崎野

950207 　　〃 1 1 ⑧ 2 川上

950500 Writing 1 1 1 ① 2 内山

950501 　　〃 1 1 ② 2 ケイト

950502 　　〃 1 1 ③ 2 谷川

950503 　　〃 1 1 ④ 2 上原

950504 　　〃 1 1 ⑤ 2 川上

950505 　　〃 1 1 ⑥ 2 上原

950506 　　〃 1 1 ⑦ 2 谷川

950507 　　〃 1 1 ⑧ 2 ロドリゲス

950600 Writing 2 1 1 ① 2 崎野

950601 　　〃 1 1 ② 2 ロドリゲス

950602 　　〃 1 1 ③ 2 水野

950603 　　〃 1 1 ④ 2 石野

950604 　　〃 1 1 ⑤ 2 崎野

950605 　　〃 1 1 ⑥ 2 ロドリゲス

950606 　　〃 1 1 ⑦ 2 水野

950607 　　〃 1 1 ⑧ 2 石野

１　全学共通科目

姫路工学キャンパス開講（１年次配当）の授業は、１年生及び２年実験不許可者で今年度姫路工学キャンバスの授業のみを履修する
旨、学務課に申請した学生のみ受講できます。

区　　　分 授業コード 授　業　科　目　 単位 担当教員 備　　　　　考

グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
科
目

英
　
　
語

自主自律
支援科目 キャリア

形成支援
科    目

キャリアデザイン入門は、
いずれか１つのみ履修できる

配当
年次

クラ
ス

週時間数

次次のの科科目目のの中中かからら６６単単位位選選択択必必修修

・英語コア科目（６科目）

・Communicative English Basic 1

・Communicative English Basic 2

・Intensive English 1
・Intensive English 2

英語コア科目（６科目）は１年次に
必ず受講する。

ウ 統計・情報 

統計処理や情報処理の基礎力を身につけ、多様な情報を収集・分析して、  モラ

ルに則って効果的に活用できることを目的として、情報倫理、コンピュータの基本操

作、ネットワーク利用などを学ぶ科目を開講している。 

 

③教養教育科目 

教養教育科目は、「人間性の基盤教育科目」及び「ひょうご県大特色科目」から構成さ

れる。 

 

ア 人間性の基盤教育科目 

        学生が自己の存在を歴史・社会・自然と関連づけて理解し、人間としての在り方

や生き方に関する深い洞察ができるとともに、文化・社会・自然の諸科学を幅広く

理解し、多元的なものの見方ができる素養・能力を身につけることを目的として、

多彩な科目を開講している。 

 
イ ひょうご県大特色科目 

       学生が少子・高齢社会、グローバル経済社会、地球環境問題、防災・減災等の諸

課題を身近な問題として捉え、課題解決に向けて学際的に考え、行動できる素養・

能力を身につけることを目的として、地域課題探究科目、グローバル教育科目、防

災教育科目を開講している。 

 

(3) 専門教育科目、専門基礎科目(専門関連科目） 

専門教育科目、専門基礎科目(専門関連科目）については、第３章「専門科目に関する

ガイダンス」を参照すること。 

 

 (4) 副専攻プログラム 

兵庫県立大学では、主専攻（所属学部の専攻）以外にも学びの機会を拡げるため、副専

攻を提供している。詳しくは別冊「副専攻履修の手引き」を参照すること。 
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2

前期 後期

【選択英語科目】

970101 Intensive English １ 1 2 宮下 選択必修

970102 Intensive English 2 1 2 宮下 選択必修

955200 Communicative English Basic 1 1 2 2 石野 選択必修

955201 Communicative English Basic 2 1 2 2 石野 選択必修

【選択英語科目その他】

949100 TOEIC総合1 1 2 木津

949200 TOEIC総合2 1 2 崎野

955190 科学技術英語1 1 2 2 ケイト

955191 科学技術英語2 1 2 2 ケイト

970000 英語海外研修 2 1 石倉

グローバルリーダー教育プログラム

920750 英語表現（Ａ） 1 1 2 ケイト

920751 英語表現（Ｂ） 1 1 2 ヒューズ

920780 英語実習（Ａ） 1 1 2 ケイト

920781 英語実習（Ｂ） 1 1 2 ケイト

932400 中国語1 1 1 ① 2 鄭

932410 　〃 1 1 ② 2 金　英

932420 　〃 1 1 ③ 2 李

932440 　〃 1 1 ④ 2 王

932450 　〃 1 1 ⑤ 2 孟

932430 　〃 1 1 ⑥ 2 沈

932401 中国語2 1 1 ① 2 鄭

932411 　〃 1 1 ② 2 金　英

932421 　〃 1 1 ③ 2 李

932441 　〃 1 1 ④ 2 王

932451 　〃 1 1 ⑤ 2 孟

932431 　〃 1 1 ⑥ 2 沈

931410 フランス語1 1 1 2 福本

931411 フランス語2 1 1 2 福本

930410 ドイツ語1 1 1 2 毛利

930411 ドイツ語2 1 1 2 毛利

933400 韓国・朝鮮語1 1 1 2 千

933401 韓国・朝鮮語2 1 1 2 千

902000 中国語海外研修 2 1 鄧

976020 データサイエンス入門 2 1 ① 2 草部 他

976021 　　〃 2 1 ② 2 水島 他

976022 　　〃 2 1 ③ 2 草部 他

976023 　　〃 2 1 ④ 2 水島 他

535441 情報科学Ⅰ 2 2 2 佐藤

976004 情報科学ⅡＡ 2 2 2 草部

976005 情報科学ⅡＢ 2 2 2 緒方

単位
配当
年次

クラ
ス

週時間数
担当教員 備　　　　　考

データサイエンス入門は必修

グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
科
目

集中

集中

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉

区　　　分 授業コード 授　業　科　目　

外
国
語

統計・情報

集中

集中

英
　
　
語
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3

前期 後期

906010 哲学 2 1 2 佐藤 (人と文化から2単位以上必修)

906230 論理学 2 1 2 伊藤

906111 心理学（Ａ） 2 1 2 保坂

906112 心理学（Ｂ） 2 1 2 神田

910220 心理学（Ｃ） 2 1 2 井上(靖)

910221 心理学（Ｄ） 2 1 2 加納

906101 国文学（演劇） 2 1 2 元田

906102 国文学（小説） 2 1 2 元田

908852 国際社会と文化 2 2 長友 播磨理学キャンパス開講

910030 教育学 2 1 松本

906140 日本史 2 1 2 平良

906123 東洋史 2 1 2 磯部

910240 環境芸術論 2 1 2 竹田

910250 芸術学 2 1 2 横原

906131 文化人類学（S) 2 1 石川

906132 文化人類学（Ａ） 2 1 2 中谷

910180 食文化と環境 2 1 2 坂本 

906241 暮らしと道具 2 1 2 本田

913073 法学 2 1 2 砂川 (人と社会から2単位以上必修)

904100 生活の中の法律 2 1 2 園田・竹内

913010 政治学 2 1 2 柳下

913150 環境と政治 2 1 2 原田

904081 社会学 2 1  2 西牟田

913190 現代社会論 2 1 2 井関

913230 男女共同参画社会 2 1 鴨谷

913151 現代都市社会とまちづくり 2 1 2 太田

913040 経営学 2 1 2 西田

908851 経営戦略論 2 2 2 西田 播磨理学キャンパス開講

904060 日本国憲法（Ａ） 2 1 2 篠原

913020 日本国憲法（Ｂ） 2 1 2 喜友名

913030 日本国憲法（Ｃ） 2 1 2 中川・吉谷

913031 日本国憲法（Ｄ） 2 1 2 竹内

990204 日本国憲法（Ｓ） 2 2 湯田
教職希望者で1年次に抽選に
外れた者優先

906211 人文地理学概論 2 1 2 杉山

920400 ひょうごの子育て支援 2 1 濱田

913240 福祉と社会 2 1 2 竹端

904200 環境の社会学 2 1 2 原田

904201 情報技術と現代社会 2 1 2 木庭

916130 医療と工学のフロンティア 2 1 2 小橋 (人と自然から2単位以上必修)

908822 科学技術論 2 1 2 鳥塚・川瀬

916150 宇宙科学 2 1 2 石田

908881 生命倫理 2 2 紀平
(看)と(理)で隔年開講
令和6年度は（看）開講

916140 応用倫理 2 1 2 伊藤

903121 生物科学 2 1 2 宮澤

903030 生命体の科学 2 1 2 水島

903020 分子生物学とバイオテクノロジー 2 1 2 山内

904030 社会統計学 2 1 2 江口

905020 マテリアル科学への招待 2 1 2 住友 

905120 現代化学への招待 2 1 2 今高 他

920292 一般有機化学 2 1 2 山田

905100 放射光科学のフロンティア 2 1 2 橋本

905080 環境問題と国際協力 2 1 2 増原

903110 人と自然の共生 2 1 2 鈴木 他

916180 物理学の基本概念 2 1 2 庄司

916160 物質科学入門 2 1 2 三宅 他 物質科学科必修

916170 生命科学入門 2 1 2 水島 他 生命科学科必修

900221 健康・スポーツ科学演習1 1 1 2 野村 他

900222 健康・スポーツ科学演習2 1 1 2 福田 他

920140 栄養健康科学入門 2 1 2 村上 他

900400 ヒューマンヘルスサイエンス 2 1 2 　 大村

集中

週時間数
担当教員区　　　分 授業コード 授　業　科　目　 単位

配当
年次

クラ
ス

備　　　　　考

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
文
化

集中

人
と
社
会

集中

集中

人
と
自
然

集中

集中

人と健康

集中

2

前期 後期

【選択英語科目】

970101 Intensive English １ 1 2 宮下 選択必修

970102 Intensive English 2 1 2 宮下 選択必修

955200 Communicative English Basic 1 1 2 2 石野 選択必修

955201 Communicative English Basic 2 1 2 2 石野 選択必修

【選択英語科目その他】

949100 TOEIC総合1 1 2 木津

949200 TOEIC総合2 1 2 崎野

955190 科学技術英語1 1 2 2 ケイト

955191 科学技術英語2 1 2 2 ケイト

970000 英語海外研修 2 1 石倉

グローバルリーダー教育プログラム

920750 英語表現（Ａ） 1 1 2 ケイト

920751 英語表現（Ｂ） 1 1 2 ヒューズ

920780 英語実習（Ａ） 1 1 2 ケイト

920781 英語実習（Ｂ） 1 1 2 ケイト

932400 中国語1 1 1 ① 2 鄭

932410 　〃 1 1 ② 2 金　英

932420 　〃 1 1 ③ 2 李

932440 　〃 1 1 ④ 2 王

932450 　〃 1 1 ⑤ 2 孟

932430 　〃 1 1 ⑥ 2 沈

932401 中国語2 1 1 ① 2 鄭

932411 　〃 1 1 ② 2 金　英

932421 　〃 1 1 ③ 2 李

932441 　〃 1 1 ④ 2 王

932451 　〃 1 1 ⑤ 2 孟

932431 　〃 1 1 ⑥ 2 沈

931410 フランス語1 1 1 2 福本

931411 フランス語2 1 1 2 福本

930410 ドイツ語1 1 1 2 毛利

930411 ドイツ語2 1 1 2 毛利

933400 韓国・朝鮮語1 1 1 2 千

933401 韓国・朝鮮語2 1 1 2 千

902000 中国語海外研修 2 1 鄧

976020 データサイエンス入門 2 1 ① 2 草部 他

976021 　　〃 2 1 ② 2 水島 他

976022 　　〃 2 1 ③ 2 草部 他

976023 　　〃 2 1 ④ 2 水島 他

535441 情報科学Ⅰ 2 2 2 佐藤

976004 情報科学ⅡＡ 2 2 2 草部

976005 情報科学ⅡＢ 2 2 2 緒方

単位
配当
年次

クラ
ス

週時間数
担当教員 備　　　　　考

データサイエンス入門は必修

グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
科
目

集中

集中

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉

区　　　分 授業コード 授　業　科　目　

外
国
語

統計・情報

集中

集中

英
　
　
語

－ 50－ － 51－



4

前期 後期

920390 ひょうご地域課題概論 2 1 2 内平

903155 緑景観マネジメント論 2 1 2 岩崎 他

903160 地域資源の保全と活用 2 1 2 三宅

920800 地方公共団体の行政を学ぶ 2 1 2 内平 他

920810 地域プロジェクト概論 2 1 2 内平

903156 地域資源マネジメント概論 2 1 2 内藤 

920150 兵庫のものづくり 2 1 2 応化教務委員

905130 化学と環境技術 2 1 2 前田 

929000 地域気候と住環境 2 1 2 土川

920161 兵庫の里山 2 1 大橋 　

920300 ジオパークと地域 2 1 松原 他

903152 共生博物学 2 1 高野 他

903170 地域社会とマネジメント 2 1 2 小宮

920910 地域社会と健康 2 1 2 令和６年度非開講

920820 地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 2 3 布野 他

920830 地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 2 3 佐野 他

〈副専攻の地域創生人材教育プログラムの科目〉
地域創生人材教育プログラム
履修方法問合せ先：地域創造機構

920414 フィールドワーク基礎技術論 2 1 大瀬 2021年度以前入学生履修不可

920415 フィールドワーク基礎技演習 2 1 前田 2021年度以前入学生履修不可

920412 地域プロジェクト実践論　  　 2 2 尾分 他

920413 地域プロジェクト演習　　    2 2 内平 他

集中

集中

区　　　分 授業コード 授　業　科　目　 単位
配当
年次

クラ
ス

週時間数
担当教員 備　　　　　考

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

「地域課題探求科目」「グロー
バル教育科目」「防災教育科
目」の3分野のうち2分野以上か
ら合計4単位以上選択必修

－ 52－



5

前期 後期

920900 現代の経営問題 2 1 2 令和６年度非開講

910160 宗教概論 2 1 2  大島

910230 建築文化ツーリズム学 2 1 2 三田村

920190 グローバル科学入門 2 1 2 河南

920860 グローバル社会と文化 2 1 2 白井

910200 播磨学 2 1 宇那木

920170 グローカルリーダー入門 2 1 2 乾 他

グローバルリーダー教育プログラム
履修方法問合せ先：国際交流機構

920740 グローバル教養概論 2 1 2 石倉 他 GLEP必修

920870 グローバルプロジェクト入門（海外）（Ａ） 2 1 末弘 他

920871 グローバルプロジェクト入門（海外）（Ｂ） 2 2 末弘 他

920884 グローバル社会を学ぶ 2 1 易 GLEP選択必修

920885 日本の思想と文化を学ぶ 2 1 星山 GLEP選択必修

920883 先端科学を学ぶ 2 1 天野 GLEP選択必修

920210 地球の営みと災害 2 1 2 永野 他

920380 兵庫の歴史と自然災害史 2 1 2 青田 他

920220 生活と防災 2 1 2 桶川 他

920840 社会特性と減災復興 2 1 2 紅谷 他

920120 兵庫の災害と防災 2 1 青田 他

913200 災害支援とボランティア 2 1 2 阪本 他

920850 減災復興まちづくり 2 1 濱田

920230 災害現場と防災 2 1 馬場 他

　履修上の注意

　・集中科目についてはＣＡＰ（キャップ）制の対象外とする。

担当教員 備　　　　　考

集中

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉

集中

集中

授業コード 授　業　科　目　 単位
配当
年次

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

集中

区　　　分
クラ
ス

週時間数

集中

防
災
教
育
科
目

集中

集中

集中

集中

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking

　　「グローバル教育科目」「防災教育科目」の3分野のうち2分野以上から合計4単位以上修得しなければならない。

　　「人と自然」の各分野からそれぞれ2単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」

　　6単位以上修得しなければならない。

　・英語コア科目（６科目）及び指定された選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、

　　　1・2」「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

GLEP必修（（Ａ）又は（Ｂ）のどちら
か一方のみ履修可）

4

前期 後期

920390 ひょうご地域課題概論 2 1 2 内平

903155 緑景観マネジメント論 2 1 2 岩崎 他

903160 地域資源の保全と活用 2 1 2 三宅

920800 地方公共団体の行政を学ぶ 2 1 2 内平 他

920810 地域プロジェクト概論 2 1 2 内平

903156 地域資源マネジメント概論 2 1 2 内藤 

920150 兵庫のものづくり 2 1 2 応化教務委員

905130 化学と環境技術 2 1 2 前田 

929000 地域気候と住環境 2 1 2 土川

920161 兵庫の里山 2 1 大橋 　

920300 ジオパークと地域 2 1 松原 他

903152 共生博物学 2 1 高野 他

903170 地域社会とマネジメント 2 1 2 小宮

920910 地域社会と健康 2 1 2 令和６年度非開講

920820 地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 2 3 布野 他

920830 地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 2 3 佐野 他

〈副専攻の地域創生人材教育プログラムの科目〉
地域創生人材教育プログラム
履修方法問合せ先：地域創造機構

920414 フィールドワーク基礎技術論 2 1 大瀬 2021年度以前入学生履修不可

920415 フィールドワーク基礎技演習 2 1 前田 2021年度以前入学生履修不可

920412 地域プロジェクト実践論　  　 2 2 尾分 他

920413 地域プロジェクト演習　　    2 2 内平 他

集中

集中

区　　　分 授業コード 授　業　科　目　 単位
配当
年次

クラ
ス

週時間数
担当教員 備　　　　　考

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

集中

集中

集中

集中

集中

集中

集中

「地域課題探求科目」「グロー
バル教育科目」「防災教育科
目」の3分野のうち2分野以上か
ら合計4単位以上選択必修

－ 52－ － 53－
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フ
ラ
ン
ス
語
2

フ
ラ
ン
ス
語
2

フ
ラ
ン
ス
語
2

フ
ラ
ン
ス
語
2

ド
イ
ツ
語
1

ド
イ
ツ
語
1

ド
イ
ツ
語
1

ド
イ
ツ
語
1

ド
イ
ツ
語
1

ド
イ
ツ
語
1

ド
イ
ツ
語
2

ド
イ
ツ
語
2

ド
イ
ツ
語
2

ド
イ
ツ
語
2

ド
イ
ツ
語
2

ド
イ
ツ
語
2

韓
国
・
朝
鮮
語
1

韓
国
・
朝
鮮
語
1

韓
国
・
朝
鮮
語
1

韓
国
・
朝
鮮
語
1

韓
国
・
朝
鮮
語
1

韓
国
・
朝
鮮
語
1

韓
国
・
朝
鮮
語
2

韓
国
・
朝
鮮
語
2

韓
国
・
朝
鮮
語
2

韓
国
・
朝
鮮
語
2

韓
国
・
朝
鮮
語
2

韓
国
・
朝
鮮
語
2

中
国
語
海
外
研
修

中
国
語
海
外
研
修

中
国
語
海
外
研
修

中
国
語
海
外
研
修

中
国
語
海
外
研
修

中
国
語
海
外
研
修

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門

情
報
処
理
基
礎

情
報
処
理
基
礎

情
報
処
理
基
礎

情
報
処
理
基
礎

情
報
処
理
基
礎

情
報
科
学
Ⅰ

情
報
科
学
Ⅰ

情
報
科
学
Ⅰ

情
報
科
学
Ⅰ

情
報
科
学
Ⅰ

情
報
科
学
Ⅰ

情
報
科
学
Ⅱ
A
・
Ⅱ
B

情
報
科
学
Ⅱ
A
・
Ⅱ
B

情
報
科
学
Ⅱ

情
報
科
学
Ⅱ

情
報
科
学
Ⅱ

情
報
科
学
Ⅱ

哲
学

哲
学

哲
学

哲
学

哲
学

哲
学

論
理
学

論
理
学

論
理
学

論
理
学

論
理
学

論
理
学

倫
理
学

倫
理
学

倫
理
学

心
理
学
（
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

心
理
学
（
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

心
理
学
（
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

心
理
学
（
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

心
理
学
（
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)

心
理
学
（
A
)
(
B
)

国
文
学
（
演
劇
）

国
文
学
（
演
劇
）

国
文
学
（
演
劇
）

国
文
学
（
演
劇
）

国
文
学
（
演
劇
）

国
文
学
（
演
劇
）

国
文
学
（
小
説
）

国
文
学
（
小
説
）

国
文
学
（
小
説
）

国
文
学
（
小
説
）

国
文
学
（
小
説
）

国
文
学
（
小
説
）

現
代
文
芸
論
（
3
0
年
度
ま
で
）

物
語
と
文
化

物
語
と
文
化
（
3
1
年
度
か
ら
）

国
際
社
会
と
文
化

国
際
社
会
と
文
化

国
際
社
会
と
文
化

国
際
社
会
と
文
化

教
育
学

教
育
学

教
育
学

教
育
学

教
育
学

教
育
学

日
本
史

日
本
史

日
本
史

日
本
史

日
本
史

日
本
史

東
洋
史

東
洋
史

東
洋
史

東
洋
史

東
洋
史

東
洋
史

環
境
芸
術
論

環
境
芸
術
論

環
境
芸
術
論

環
境
芸
術
論

環
境
芸
術
論

環
境
芸
術
論

芸
術
学

芸
術
学

芸
術
学

芸
術
学

芸
術
学

芸
術
学

文
化
人
類
学
（
S
)

文
化
人
類
学
（
S
)

文
化
人
類
学
（
S
)

文
化
人
類
学
（
S
)

文
化
人
類
学
（
S
)

文
化
人
類
学
（
S
)

文
化
人
類
学
（
A
)

文
化
人
類
学
（
A
)

文
化
人
類
学
（
A
)

文
化
人
類
学
（
A
)

文
化
人
類
学
（
A
)

文
化
人
類
学
（
A
)

食
文
化
と
環
境

食
文
化
と
環
境

食
文
化
と
環
境

食
文
化
と
環
境

食
文
化
と
環
境

食
文
化
と
環
境

日
本
文
化

日
本
文
化

日
本
文
化

日
本
文
化

暮
ら
し
と
道
具

暮
ら
し
と
道
具

暮
ら
し
と
道
具

暮
ら
し
と
道
具

教 養 教 育 科 目

人 間 性 の 基 盤 教 育 科 目

（
２
）
令
和
５
年
度
以
前
の
入
学
生
の
た
め
の
読
替
科
目
一
覧

区
　
　
　
分

自
主
自
律

支
援
科
目

※
令
和
3
年
度
開
講
科
目
欄
に
記
載
の
科
目
を
単
位
取
得
す
る
と
、
入
学
時
の
区
分
の
単
位
と
な
り
ま
す
の
で
、
単
位
計
算
に
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

外 国 語

グ ロ ー バ ル 化 時 代 の ア カ デ ミ ッ ク ス キ ル 科 目

英 語

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
 
1

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
 
1

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
 
1

統
計
・

情
報

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
 
1

I
n
t
e
n
s
i
v
e
 
E
n
g
l
i
s
h
 
1

人 と 文 化 人 と 文 化
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令
和
6
年
度
開
講
科
目

令
和
5
年
度
開
講
科
目

令
和
4
年
度
開
講
科
目

令
和
3
年
度
開
講
科
目

令
和
2
年
度
入
学
生

3
0
・
3
1
年
度
入
学
生

区
　
　
　
分

法
学

法
学

法
学

法
学

法
学

法
学

生
活
の
中
の
法
律

生
活
の
中
の
法
律

生
活
の
中
の
法
律

生
活
の
中
の
法
律

生
活
の
中
の
法
律

生
活
の
中
の
法
律

政
治
学

政
治
学

政
治
学

政
治
学

政
治
学

政
治
学

環
境
と
政
治

環
境
と
政
治

環
境
と
政
治

環
境
と
政
治

環
境
と
政
治

環
境
と
政
治

社
会
学

社
会
学

社
会
学

社
会
学

社
会
学

社
会
学

現
代
社
会
論

現
代
社
会
論

現
代
社
会
論

現
代
社
会
論

現
代
社
会
論

現
代
社
会
論

男
女
共
同
参
画
社
会

男
女
共
同
参
画
社
会

男
女
共
同
参
画
社
会

男
女
共
同
参
画
社
会

男
女
共
同
参
画
社
会

男
女
共
同
参
画
社
会

経
済
学
（
ミ
ク
ロ
経
済
学
）

経
済
学
（
マ
ク
ロ
経
済
学
）

現
代
都
市
社
会
と
ま
ち
づ
く
り

現
代
都
市
社
会
と
ま
ち
づ
く
り

現
代
都
市
社
会
と
ま
ち
づ
く
り

現
代
都
市
社
会
と
ま
ち
づ
く
り

現
代
都
市
社
会
と
ま
ち
づ
く
り

社
会
保
障
と
経
済

社
会
保
障
と
経
済

社
会
保
障
と
経
済

社
会
保
障
と
経
済

社
会
保
障
と
経
済

経
営
学

経
営
学

経
営
学

経
営
学

経
営
学

経
営
学

会
計
学
（
3
0
年
度
ま
で
）

経
営
戦
略
論

経
営
戦
略
論

経
営
戦
略
論

経
営
戦
略
論

経
営
戦
略
論

経
営
戦
略
論

日
本
国
憲
法
(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)
(
S
)

日
本
国
憲
法
(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)
(
S
)

日
本
国
憲
法
(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)
(
S
)

日
本
国
憲
法
(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
D
)
(
S
)

日
本
国
憲
法
(
A
)
(
B
)
(
C
)
(
S
)

日
本
国
憲
法
(
A
)
(
B
)
(
S
)

人
文
地
理
学
概
論

人
文
地
理
学
概
論

人
文
地
理
学
概
論

人
文
地
理
学
概
論

人
文
地
理
学
概
論

人
文
地
理
学
概
論

ひ
ょ
う
ご
の
子
育
て
支
援

ひ
ょ
う
ご
の
子
育
て
支
援

ひ
ょ
う
ご
の
子
育
て
支
援

ひ
ょ
う
ご
の
子
育
て
支
援

ひ
ょ
う
ご
の
子
育
て
支
援

ひ
ょ
う
ご
の
子
育
て
支
援

福
祉
と
社
会

福
祉
と
社
会

福
祉
と
社
会

福
祉
と
社
会

福
祉
と
社
会

福
祉
と
社
会

社
会
思
想
入
門

社
会
思
想
入
門

社
会
思
想
入
門
（
3
1
年
度
か
ら
）

芸
術
社
会
論

環
境
の
社
会
学

環
境
の
社
会
学

環
境
の
社
会
学

環
境
の
社
会
学

環
境
の
社
会
学

情
報
技
術
と
現
代
社
会

情
報
技
術
と
現
代
社
会

情
報
技
術
と
現
代
社
会

情
報
技
術
と
現
代
社
会

情
報
技
術
と
社
会

生
活
の
中
の
認
知
科
学
（
3
1
年
度
の
み
）

ス
ポ
ー
ツ
と
生
活

ス
ポ
ー
ツ
と
生
活

医
療
と
工
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

医
療
と
工
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

医
療
と
工
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

医
療
と
工
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

医
療
と
工
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

医
療
と
工
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

科
学
技
術
論

科
学
技
術
論

科
学
技
術
論

科
学
技
術
論

科
学
技
術
論

科
学
技
術
論

宇
宙
科
学

宇
宙
科
学

宇
宙
科
学

宇
宙
科
学

宇
宙
科
学

宇
宙
科
学

生
命
倫
理

生
命
倫
理

生
命
倫
理

生
命
倫
理

生
命
倫
理

生
命
倫
理

応
用
倫
理

応
用
倫
理

応
用
倫
理

応
用
倫
理

応
用
倫
理

応
用
倫
理

生
物
科
学

生
物
科
学

生
物
科
学

生
物
科
学

生
物
科
学

生
物
科
学

生
命
体
の
科
学

生
命
体
の
科
学

生
命
体
の
科
学

生
命
体
の
科
学

生
命
体
の
科
学

生
命
体
の
科
学

分
子
生
物
学
と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

分
子
生
物
学
と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

分
子
生
物
学
と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

分
子
生
物
学
と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

分
子
生
物
学
と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

分
子
生
物
学
と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

社
会
統
計
学

社
会
統
計
学

社
会
統
計
学

社
会
統
計
学

社
会
統
計
学

社
会
統
計
学

マ
テ
リ
ア
ル
科
学
へ
の
招
待

マ
テ
リ
ア
ル
科
学
へ
の
招
待

マ
テ
リ
ア
ル
科
学
へ
の
招
待

マ
テ
リ
ア
ル
科
学
へ
の
招
待

マ
テ
リ
ア
ル
科
学
へ
の
招
待

マ
テ
リ
ア
ル
科
学
へ
の
招
待

現
代
化
学
へ
の
招
待

現
代
化
学
へ
の
招
待

現
代
化
学
へ
の
招
待

現
代
化
学
へ
の
招
待

現
代
化
学
へ
の
招
待

現
代
化
学
へ
の
招
待

現
代
物
理
化
学

一
般
有
機
化
学

一
般
有
機
化
学

バ
イ
オ
セ
ン
シ
ン
グ
の
化
学

バ
イ
オ
セ
ン
シ
ン
グ
の
化
学

バ
イ
オ
セ
ン
シ
ン
グ
の
化
学

放
射
光
科
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

放
射
光
科
学
の

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

放
射
光
科
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

放
射
光
科
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

放
射
光
科
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

放
射
光
科
学
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

環
境
問
題
と
国
際
協
力

環
境
問
題
と
国
際
協
力

環
境
問
題
と
国
際
協
力

環
境
問
題
と
国
際
協
力

環
境
問
題
と
国
際
協
力

環
境
問
題
と
国
際
協
力

人
と
自
然
の
共
生

人
と
自
然
の
共
生

人
と
自
然
の
共
生

人
と
自
然
の
共
生

人
と
自
然
の
共
生

人
と
自
然
の
共
生

物
質
科
学
入
門

物
質
科
学
入
門

物
質
科
学
入
門

物
質
科
学
入
門

物
質
科
学
入
門

物
質
科
学
入
門

生
命
科
学
入
門

生
命
科
学
入
門

生
命
科
学
入
門

生
命
科
学
入
門

生
命
科
学
入
門

生
命
科
学
入
門

物
理
学
の
基
本
概
念

物
理
学
の
基
本
概
念

物
理
学
の
基
本
概
念

物
理
学
の
基
本
概
念

物
理
学
の
基
本
概
念

物
理
学
の
基
本
概
念

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
演
習
1

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
演
習
1

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
演
習
1

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
演
習
1

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
演
習
1

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
演
習
1

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
演
習
2

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
演
習
2

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
演
習
2

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
演
習
2

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
演
習
2

健
康
・
ス
ポ
ー
ツ
科
学
演
習
2

栄
養
健
康
科
学
入
門

栄
養
健
康
科
学
入
門

栄
養
健
康
科
学
入
門

栄
養
健
康
科
学
入
門

栄
養
健
康
科
学
入
門

栄
養
健
康
科
学
入
門

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ヘ
ル
ス
サ
イ
エ
ン
ス
（
3
0
年
度
の
み
）

ひ
ょ
う
ご
地
域
課
題
概
論

ひ
ょ
う
ご
地
域
課
題
概
論

ひ
ょ
う
ご
地
域
課
題
概
論

ひ
ょ
う
ご
地
域
課
題
概
論

ひ
ょ
う
ご
地
域
課
題
概
論

ひ
ょ
う
ご
地
域
課
題
概
論

緑
景
観
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

緑
景
観
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

緑
景
観
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

緑
景
観
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

緑
景
観
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

緑
景
観
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
論

地
域
資
源
の
保
全
と
活
用

地
域
資
源
の
保
全
と
活
用

地
域
資
源
の
保
全
と
活
用

地
域
資
源
の
保
全
と
活
用

地
域
資
源
の
保
全
と
活
用

地
域
資
源
の
保
全
と
活
用

地
方
公
共
団
体
の
行
政
を
学
ぶ

地
方
公
共
団
体
の
行
政
を
学
ぶ

地
方
公
共
団
体
の
行
政
を
学
ぶ

地
方
公
共
団
体
の
行
政
を
学
ぶ

地
方
公
共
団
体
の
行
政
を
学
ぶ

地
方
公
共
団
体
の
行
政
を
学
ぶ

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
論

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
論

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
論

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
論

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
論

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
論

地
域
社
会
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

地
域
社
会
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

地
域

社
会

と
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
（

3
0
年

度
の

み
）

地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
論

地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
論

地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
論

地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
論

地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
論

地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
概
論

兵
庫
の
も
の
づ
く
り

兵
庫
の
も
の
づ
く
り

兵
庫
の
も
の
づ
く
り

兵
庫
の
も
の
づ
く
り

兵
庫
の
も
の
づ
く
り

兵
庫
の
も
の
づ
く
り

地
域
気
候
と
住
環
境

地
域
気
候
と
住
環
境

地
域
気
候
と
住
環
境

地
域
気
候
と
住
環
境

地
域
気
候
と
住
環
境

地
域
気
候
と
住
環
境

兵
庫
の
里
山

兵
庫
の
里
山

兵
庫
の
里
山

兵
庫
の
里
山

兵
庫
の
里
山

兵
庫
の
里
山

ジ
オ
パ
ー
ク
と
地
域

ジ
オ
パ
ー
ク
と
地
域

ジ
オ
パ
ー
ク
と
地
域

ジ
オ
パ
ー
ク
と
地
域

ジ
オ
パ
ー
ク
と
地
域

ジ
オ
パ
ー
ク
と
地
域

地
域
社
会
と
健
康

地
域
社
会
と
健
康
（
3
1
年
度
の
み
）

共
生
博
物
学

共
生
博
物
学

共
生
博
物
学

共
生
博
物
学

共
生
博
物
学

共
生
博
物
学

化
学
と
環
境
技
術

化
学
と
環
境
技
術

化
学
と
環
境
技
術

化
学
と
環
境
技
術

化
学
と
環
境
技
術

化
学
と
環
境
技
術

地
域
資
源
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
（

田
園

生
態

系
の

保
全

と
再

生
）

地
域
資
源
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
田
園
生
態
系
の
保
全
と
再
生
）

地
域
資
源
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
田
園
生
態
系
の
保
全
と
再
生
）

地
域

資
源

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク
（

田
園

生
態

系
の

保
全

と
再

生
）

地
域

資
源

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

（
田

園
生

態
系

の
保

全
と

再
生

）
地

域
資

源
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
（

田
園

生
態

系
の

保
全

と
再

生
）

地
域
資
源
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
（

ジ
オ

パ
ー

ク
の

地
質

と
文

化
）

地
域
資
源
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
ジ
オ
パ
ー
ク
の
地
質
と
文
化
）

地
域
資
源
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
ジ
オ
パ
ー
ク
の
地
質
と
文
化
）

地
域

資
源

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク
（

ジ
オ

パ
ー

ク
の

地
質

と
文

化
）

地
域

資
源

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

（
ジ

オ
パ

ー
ク

の
地

質
と

文
化

）
地

域
資

源
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
（

ジ
オ

パ
ー

ク
の

地
質

と
文

化
）

人 間 性 の 基 盤 教 育 科 目

教 養 教 育 科 目

人 と 自 然 地 域 課 題 探 究 科 目

ひ ょ う ご 県 大 特 色 科 目

教 養 教 育 科 目

人 と 社 会 人 と 健 康

－ 54－ － 55－



令
和
6
年
度
開
講
科
目

令
和
5
年
度
開
講
科
目

令
和
4
年
度
開
講
科
目

令
和
3
年
度
開
講
科
目

令
和
2
年
度
入
学
生

3
0
・
3
1
年
度
入
学
生

区
　
　
　
分

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
基
礎
技
術
論

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
基
礎
技
術
論

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
基
礎
技
術
論

C
O
C
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
基
礎
演
習
（
3
0
年
度
ま
で
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
基
礎
技
術
演
習
１
（
3
1
年
度
か
ら
）

地
域
課
題
実
践
演
習
（
緑
環
境
景
観
）
（
3
0
年
度
ま
で
）

地
域

課
題

実
践

演
習

（
ソ

ー
シ

ャ
ル

ビ
ジ

ネ
ス

）
（

3
0
年

度
ま

で
）

地
域
課
題
実
践
演
習
（
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
（
3
0
年
度
ま
で
）

地
域
課
題
実
践
演
習
（
産
学
公
連
携
）
（
3
0
年
度
ま
で
）

地
域

課
題

実
践

演
習

（
多

自
然

地
域

再
生

）
（

3
0
年

度
ま

で
）

地
域

課
題

実
践

演
習

（
地

域
防

災
・

減
災

）
（

3
0
年

度
ま

で
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
基
礎
技
術
演
習

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
基
礎
技
術
演
習

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
基
礎
技
術
演
習

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

基
礎

技
術

演
習

2
（

播
磨

他
）

（
3
0
年

度
ま

で
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
基
礎
技
術
演
習
2
（
地
域
と
暮
ら
し
）
（
3
1
年
度
か
ら
）

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

基
礎

技
術

演
習

2
（

但
馬

他
）

（
3
0
年

度
ま

で
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
基
礎
技
術
演
習
2
（
地
域
と
自
然
）
（
3
1
年
度
か
ら
）

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
践
論

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
践
論

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
践
論

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
践
論

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
践
論

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
践
論

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
演
習

現
代
の
日
本
経
済

現
代
の
経
営
問
題

現
代
の
経
営
問
題

現
代
の
経
営
問
題

現
代
の
経
営
問
題

現
代
の
経
営
問
題

現
代
の
経
営
問
題

宗
教
概
論

宗
教
概
論

宗
教
概
論

宗
教
概
論

宗
教
概
論

宗
教
概
論

建
築
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
学

建
築
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
学

建
築
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
学

建
築
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
学

建
築
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
学

建
築
文
化
ツ
ー
リ
ズ
ム
学

グ
ロ
ー
バ
ル
科
学
入
門

グ
ロ
ー
バ
ル
科
学
入
門

グ
ロ
ー
バ
ル
科
学
入
門

グ
ロ
ー
バ
ル
科
学
入
門

グ
ロ
ー
バ
ル
科
学
入
門

グ
ロ
ー
バ
ル
科
学
入
門

ボ
ー
ダ
レ
ス
社
会
と
経
済

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
文
化

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
文
化

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
文
化

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
文
化

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
文
化

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
と
文
化

播
磨
学

播
磨
学

播
磨
学

播
磨
学

播
磨
学

播
磨
学

姫
路
城
特
別
講
義

姫
路
城
特
別
講
義

姫
路
城
特
別
講
義

姫
路
城
特
別
講
義

グ
ロ
ー
カ
ル
リ
ー
ダ
ー
入
門

グ
ロ
ー
カ
ル
リ
ー
ダ
ー
入
門

グ
ロ
ー
カ
ル
リ
ー
ダ
ー
入
門

グ
ロ
ー
カ
ル
リ
ー
ダ
ー
入
門

グ
ロ
ー
カ
ル
リ
ー
ダ
ー
入
門

グ
ロ
ー
カ
ル
リ
ー
ダ
ー
入
門

兵
庫
の
国
際
交
流

兵
庫
の
国
際
交
流

兵
庫
の
国
際
交
流

兵
庫
の
国
際
交
流

兵
庫
の
国
際
交
流

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
概
論

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
概
論

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
概
論

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
概
論

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
概
論

グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
概
論

グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
入
門
（
海
外
)
（
A
)

グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
入
門
（
海
外
)
（
A
)

グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
入
門
（
海
外
)
（
A
)

グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
入
門
（
海
外
)
（
A
)

グ
ロ

ー
バ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
入

門
（

海
外

)
（

A
)
グ
ロ
ー
バ
ル
教
養
海
外
実
践

グ
ロ

ー
バ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
入
門
（
海
外
)
（
Ｂ
)

グ
ロ
ー
バ
ル
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
入
門
（
海
外
)
（
Ｂ
)

グ
ロ
ー
バ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
入
門
（
海
外
)
（
Ｂ
)

グ
ロ

ー
バ

ル
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
入

門
（

海
外

)
（

Ｂ
)

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
学
ぶ

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
学
ぶ

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
学
ぶ

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
学
ぶ

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
を
学
ぶ

日
本
の
思
想
と
文
化
を
学
ぶ

日
本
の
思
想
と

文
化
を
学
ぶ

日
本
の
思
想
と
文
化
を
学
ぶ

日
本
の
思
想
と
文
化
を
学
ぶ

日
本
の
思
想
と
文
化
を
学
ぶ

日
本
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ

先
端
科
学
を
学
ぶ

先
端
科
学
を
学
ぶ

先
端
科
学
を
学
ぶ

先
端
科
学
を
学
ぶ

先
端
科
学
を
学
ぶ

先
端
科
学
を
学
ぶ

地
球
の
営
み
と
災
害

地
球
の
営
み
と
災
害

地
球
の
営
み
と
災
害

地
球
の
営
み
と
災
害

地
球
の
営
み
と
災
害

地
球
の
営
み
と
災
害

兵
庫
の
歴
史
と
自
然
災
害
史

兵
庫
の
歴
史
と
自
然
災
害
史

兵
庫
の
歴
史
と
自
然
災
害
史

兵
庫
の
歴
史
と
自
然
災
害
史

兵
庫
の
歴
史
と
自
然
災
害
史

兵
庫
の
歴
史
と
自
然
災
害
史

生
活
と
防
災

生
活
と
防
災

生
活
と
防
災

生
活
と
防
災

生
活
と
防
災

生
活
と
防
災

兵
庫
の
災
害
と
防
災

兵
庫
の
災
害
と
防
災

兵
庫
の
災
害
と
防
災

兵
庫
の
災
害
と
防
災

兵
庫
の
災
害
と
防
災

兵
庫
の
災
害
と
防
災

災
害
支
援
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災
害
支
援
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災
害
支
援
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災
害
支
援
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災
害
支
援
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災
害
支
援
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

災
害
現
場
と
防
災

災
害
現
場
と
防
災

災
害
現
場
と
防
災

災
害
現
場
と
防
災

災
害
現
場
と
防
災

災
害
現
場
と
防
災

社
会
特
性
と
減
災
復
興

社
会
特
性
と
減
災
復
興

社
会
特
性
と
減
災
復
興

社
会
特
性
と
減
災
復
興

社
会
特
性
と
減
災
復
興

社
会
特
性
と
減
災
復
興

減
災
復
興
ま
ち
づ
く
り

減
災
復
興
ま
ち
づ
く
り

減
災
復
興
ま
ち
づ
く
り

減
災
復
興
ま
ち
づ
く
り

減
災
復
興
ま
ち
づ
く
り

減
災
復
興
ま
ち
づ
く
り

教 養 教 育 科 目

地 域 課 題 探 究 科 目

ひ ょ う ご 県 大 特 色 科 目

防 災 教 育 科 目グ ロ ー バ ル 教 育 科 目

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
基
礎
技
術
演
習
１

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
基
礎
技
術
演
習
１

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
基
礎
技
術
演
習
2
（
地
域
と
暮
ら
し
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
基
礎
技
術
演
習
2
（
地
域
と
暮
ら
し
）

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
基
礎
技
術
演
習
2
（
地
域
と
自
然
）

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

基
礎

技
術
演
習
2
（
地
域
と
自
然
）

　　　　　　詳しくは、学部規則の「先修条件及び履修許可」を見てください。

1

前期 後期

５３１０４１ △微分積分学Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 土井　護

５３１０４２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 保城　寿彦

５３１０４３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 土井　護

５３１０４４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 山内 淳生

５３１０５１ △微分積分学Ⅱ 2 1 Ⅰ 　 2 加藤　正和

５３１０５２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 土井　護

５３１０５３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 濱中　翔太

５３１０５４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 川久保　哲

５３１０６１ △線形代数学Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 只野　之英

５３１０６２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 山内 淳生

５３１０６３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 川久保　哲

５３１０６４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 平野　克博

５３１０７３ △線形代数学Ⅱ 2 1 Ⅰ 2 光明　新

５３１０７４ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 山内 淳生

５３１０７５ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 永安 聖

５３１０７６ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 只野　之英

５３１０８１ △数学演習Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 　 守屋　克洋

５３１０８２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 加藤　正和

５３１０８３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 加藤　正和

５３１０８４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 守屋　克洋

５３１０９１ △数学演習Ⅱ 2 1 Ⅰ 2 光明　新

５３１０９２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 枡田 幹也

５３１０９３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 枡田 幹也

５３１０９４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 光明　新

５３１５１１ 　代数構造 2 　 3 2 光明　新

５３１５１２ 　幾何構造 2 　 3 2 　 光明　新

５３１５１３ 　位相解析 2 　 3 　 2 平野　克博

５３１５１４ 　関数解析 2 　 3 　 2 平野　克博

　 　 　 　 　
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　
　 　　 　 　 　
　 　 　　 　 　
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

担当教員 備考授業コード 授業科目 配当年次 クラス

２　専 門 科 目

（１）令和６年度入学生

△・・・・・２年次実験許可条件科目

○・・・・・３年次実験許可条件科目（2年次実験許可条件科目を含む）

■・・・・・卒業研究許可条件科目　

週時間数
単位

A
　
数
 
学
 
系

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
独
自
科
目
）

区分

－ 56－



　　　　　　詳しくは、学部規則の「先修条件及び履修許可」を見てください。

1

前期 後期

５３１０４１ △微分積分学Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 土井　護

５３１０４２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 保城　寿彦

５３１０４３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 土井　護

５３１０４４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 山内 淳生

５３１０５１ △微分積分学Ⅱ 2 1 Ⅰ 　 2 加藤　正和

５３１０５２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 土井　護

５３１０５３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 濱中　翔太

５３１０５４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 川久保　哲

５３１０６１ △線形代数学Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 只野　之英

５３１０６２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 山内 淳生

５３１０６３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 川久保　哲

５３１０６４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 平野　克博

５３１０７３ △線形代数学Ⅱ 2 1 Ⅰ 2 光明　新

５３１０７４ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 山内 淳生

５３１０７５ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 永安 聖

５３１０７６ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 只野　之英

５３１０８１ △数学演習Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 　 守屋　克洋

５３１０８２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 加藤　正和

５３１０８３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 加藤　正和

５３１０８４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 守屋　克洋

５３１０９１ △数学演習Ⅱ 2 1 Ⅰ 2 光明　新

５３１０９２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 枡田 幹也

５３１０９３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 枡田 幹也

５３１０９４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 光明　新

５３１５１１ 　代数構造 2 　 3 2 光明　新

５３１５１２ 　幾何構造 2 　 3 2 　 光明　新

５３１５１３ 　位相解析 2 　 3 　 2 平野　克博

５３１５１４ 　関数解析 2 　 3 　 2 平野　克博

　 　 　 　 　
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　
　 　　 　 　 　
　 　 　　 　 　
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

担当教員 備考授業コード 授業科目 配当年次 クラス

２　専 門 科 目

（１）令和６年度入学生

△・・・・・２年次実験許可条件科目

○・・・・・３年次実験許可条件科目（2年次実験許可条件科目を含む）

■・・・・・卒業研究許可条件科目　

週時間数
単位

A
　
数
 
学
 
系

専
門
基
礎
科
目
（
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目
）
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区分

－ 56－ － 57－



令和６年度入学生

2

前期 後期

５３２１１１ △基礎物理学ⅠA 2 1 2 　 水戸　毅

５３２１１２ △基礎物理学ⅠB 2 1 2 柳澤　幸子

５３２１２０ ○力学Ａ 2 2 2 津坂　佳幸

５３２１３０ ○波動論 2 2 2 山口　明

５３２１４１ △基礎物理学ⅡA 2 1 　 2 宮坂　茂樹

５３２１４２ △基礎物理学ⅡB 2 1 2
尾島　拓
後藤　忠徳

５３２１５０ 　力学Ｂ 2 　 2 2 小泉　昭久

５３２１６０ 　電磁気学Ａ 2 　 2 2 　 中井　祐介

５３２１７０ 　電磁気学演習 2 　 2 2 津坂　佳幸

５３２１８０ 　応用解析 2 　 2 2 坂井　徹

５３２５２１ 　統計力学Ⅰ 2 　 2 2 坂井　徹

５３２５２２ 　量子力学Ⅰ 2 　 2 　 2 田中　義人

５３２５２３ 　　〃 2 2 2 和達　大樹

５３２５２４ 　結晶学 2 　 2 2 小澤　芳樹

５３２５２５ 　電磁気学Ｂ 2 　 2 　 2 石川　潔

５３２５２７ 　物理数学Ⅰ 2 　 2 　 　 2 中野　博生

５３２５２８ 　物理数学Ⅰ演習 2 　　2 　 2 草部　浩一

５３２５２９ 　物理数学Ⅱ 2 　 3 　 2 中野　博生

５３２５３１ 　物理数学Ⅱ演習 2 　 3 　 2 　 草部　浩一

５３２５３２ 　量子力学Ⅱ 2 　　 3 2 宮坂　茂樹

５３２５３３ 　量子力学演習 2 　 3 2 　 　　　〃

５３２５３４ 　統計力学Ⅱ 2 　 3 　 2 　 中野　博生

５３２５３５ 　物性論Ⅰ 2 3 2 田中　義人

５３２５３６ 　確率統計 2 3 2 北谷　基治

５３２５３７ 　量子力学Ⅲ 2 3 2 坂井　徹

５３２５３８ 　相対論 2 3 2 伊達　伸

５３２５３９   物性論Ⅱ 2 3 2 水戸　毅

５３２５４１ 　物性論演習 2 3 2 小林　寿夫

５３２５４２ 　分光学Ⅰ 2 　 3 2 篭島　靖

５３２５４３ 　物性論Ⅲ 2 　 3 2 小林　寿夫

５３２５４９ 　現代物質科学特論Ⅰ 2 　 3 有田・村上

　

　 　 　 　 　

区分 授業コード 授業科目 単位 配当年次 クラス

Ｂ
　
物
 
理
 
系

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

シラバスを参考にⅠA、
ⅠBのうち一方を選択す
ること。

シラバスを参考にⅡA、
ⅡBのうち一方を選択す
ること。

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
独
自
科
目
）

量子力学Ⅰは２つの授
業のうち、一方を選択
すること。

集中

週時間数
担当教員 備考

令和６年度入学生

3

前期 後期

５３３２１１ △有機化学Ⅰ 2 1 2 吾郷　友宏

５３３２２１ ○有機化学Ⅱ 2 2 2 三宅　由寛

５３３２３１ △無機化学Ⅰ 2 1 2 小簑　剛

５３３２４１ 　物理化学Ⅰ 2 　 2  2 江口　律子

５３３２５１ 　有機化学Ⅲ 2 　 2 主に物質科学科 2 久保　和也

５３３２５２   生物化学４ 2 　 2 主に生命科学科 2 衣斐　義一

５３３２６１ 　分析化学Ⅰ 2 　 2  2 　 安川　智之

  　    　  

  　    　  

　 　 　 　 　 　

５３３５５１ 　物理化学Ⅱ 2 　 2 2 下條　竜夫

５３３５５２ 　有機化学Ⅳ 2 　 3 2 藤田　守文

５３３５５３ 　無機化学Ⅱ 2 　 2 2 阿部　正明

５３３５５４ 　物理化学Ⅲ 2 　 3 2 　 和達　大樹

５３３５５５ 　物理化学演習Ⅰ 2 3 2 和達　大樹

５３３５５６ 　無機化学Ⅲ 2 　 3 2 阿部　正明

５３３５５７ 　有機構造化学 2 　 3 2 三宅　由寛

５３３５５８ 　物理化学演習Ⅱ 2 　 3 2 竹内　佐年

５３３５５９ 　量子化学Ⅰ 2 　 3 2 　　　〃

５３３５６１ 　分析化学Ⅱ 2 　 3 　 　 2 鈴木　雅登

５３３５７３ 　機能性物質学 2 　 3 　 　 2 吾郷・和達

５３３５６６ 　表面化学 2 　 3 　 2 西山　覚

５３３５７１ 　有機反応論 2 　 3 　 2 三宅　由寛

　現代物質科学特論Ⅱ 2 　 3 令和6年度非開講

　化学反応論 2 　 4 　　 2 (開講せず）

　量子化学Ⅱ 2 　 3 2 〃

　有機化学演習 2 　 3 　 　 　 2 〃

　 　 　 　 　 　

週時間数
担当教員 備考

Ｃ
　
化
 
学
 
系

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

物
質
科
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科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
独
自
科
目
）

集中

区分 授業コード 授業科目 単位 配当年次 クラス

－ 58－



令和６年度入学生

3

前期 後期

５３３２１１ △有機化学Ⅰ 2 1 2 吾郷　友宏

５３３２２１ ○有機化学Ⅱ 2 2 2 三宅　由寛

５３３２３１ △無機化学Ⅰ 2 1 2 小簑　剛

５３３２４１ 　物理化学Ⅰ 2 　 2  2 江口　律子

５３３２５１ 　有機化学Ⅲ 2 　 2 主に物質科学科 2 久保　和也

５３３２５２   生物化学４ 2 　 2 主に生命科学科 2 衣斐　義一

５３３２６１ 　分析化学Ⅰ 2 　 2  2 　 安川　智之

  　    　  

  　    　  

　 　 　 　 　 　

５３３５５１ 　物理化学Ⅱ 2 　 2 2 下條　竜夫

５３３５５２ 　有機化学Ⅳ 2 　 3 2 藤田　守文

５３３５５３ 　無機化学Ⅱ 2 　 2 2 阿部　正明

５３３５５４ 　物理化学Ⅲ 2 　 3 2 　 和達　大樹

５３３５５５ 　物理化学演習Ⅰ 2 3 2 和達　大樹

５３３５５６ 　無機化学Ⅲ 2 　 3 2 阿部　正明

５３３５５７ 　有機構造化学 2 　 3 2 三宅　由寛

５３３５５８ 　物理化学演習Ⅱ 2 　 3 2 竹内　佐年

５３３５５９ 　量子化学Ⅰ 2 　 3 2 　　　〃

５３３５６１ 　分析化学Ⅱ 2 　 3 　 　 2 鈴木　雅登

５３３５７３ 　機能性物質学 2 　 3 　 　 2 吾郷・和達

５３３５６６ 　表面化学 2 　 3 　 2 西山　覚

５３３５７１ 　有機反応論 2 　 3 　 2 三宅　由寛

　現代物質科学特論Ⅱ 2 　 3 令和6年度非開講

　化学反応論 2 　 4 　　 2 (開講せず）

　量子化学Ⅱ 2 　 3 2 〃

　有機化学演習 2 　 3 　 　 　 2 〃

　 　 　 　 　 　

週時間数
担当教員 備考

Ｃ
　
化
 
学
 
系

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
独
自
科
目
）

集中

区分 授業コード 授業科目 単位 配当年次 クラス

－ 58－ － 59－



令和６年度入学生

4

前期 後期

５３４３１０ △細胞生物学１ 2 1 2 稲木　美紀子

５３４３２１ ○生物化学２ 2 2 2 當舎　武彦

５３４３３１ ○細胞生物学２ 2 2 2 井澤　俊明

５３４３４１ △生物化学１ 2 1 2 久保　稔

５３４３５０ 　分子生物学１ 2 　 2 　 2 　 梅園　良彦

５３４３６０ 　微生物学 2 　 2 　 2 宮澤　淳夫

５３４３７０ 　生物化学３ 2 　 2 　 2 佐々木　桂奈江

５３４３８０ 　分子生物学２ 2 2 　 2 塩見　泰史

　 　 　 　 　 　
５３４７１１ 　生物物理学１ 2 　 2 2 柴田　直樹

５３４７１２ 　細胞生物学３ 2 　 2 2 吉田　秀郎

５３４７１３ 　生物化学５ 2 　 3 2 當舎　武彦

５３４７１４ 　分子生物学３ 2 　 2   2 西谷　秀男

５３４７１５ 　発生生物学１ 2 2   2 餅井　　真

５３４７１６ 　生物化学６ 2 　 3 2 菓子野　康浩

５３４７４０ 　構造生物学２ 2 3 2 水島　恒裕

５３４７１７ 　神経生物学１ 2 　 3 2  八田　公平

５３４７１８ 　構造生物学１ 2 　 3 2 緒方　英明

５３４７１９ 　分子生物学４ 2 　 3 2 廣瀬　富美子

５３４７２１ 　生物物理学３ 2 　 3 2 久保　稔

５３４７３９ 　発生生物学２ 2 　 3 　 2 （開講せず）

５３４７２２ 　生命科学演習２ 2 　 3 　 　 2 八田　公平

５３４７２３ 　生命科学演習１ 2 3 2 稲木　美紀子

５３４７２４ 　生命科学演習３ 2 　 3 　  2 吉久　徹

５３４７２５ 　発生生物学３ 2 　 3 　  2 梅園　良彦

５３４７２６ 　生物物理学２ 2 　 3 　 2 村本　和優

５３４７２７ 　細胞生物学４ 2 　 3  　　 2 西谷　秀男

５３４７２８ 　細胞生物学５ 2 　　 3  　 2 吉久　徹

５３４７２９ 　細胞生物学６ 2 　 3  　  2 吉田　秀郎

５３４７３１ 　分子生物学５ 2 　 3 　 2 （開講せず）

５３４７３２ 　神経生物学２ 2 3 2 幸長　弘子

５３４７３３ 　進化学Ⅰ 2 3 荒木・永野

５３４７３４ 　進化学Ⅱ 2 3 田村　実

５３４７３５ 　生態学Ⅰ 2 3 宮竹　貴久

５３４７３６ 　生態学Ⅱ 2 3 石井　弘明

５３４７３７ 　形態学Ⅰ 2 3 峰雪　芳宣 

５３４７３８ 　形態学Ⅱ 2 3 大谷　哲久

区分 授業コード 授業科目 単位 配当年次 クラス
週時間数

担当教員 備考
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命
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共
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科
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）
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命
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学
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集中

集中

集中

集中

集中

集中
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令和６年度入学生

5

前期 後期
５３５４２０ 　地球惑星科学 2 1 　 2 後藤　忠徳

５３５４８２ 　コンピューターリテラシー 2 1 　 2 草部　浩一

５３５４５０ 　地球物質科学 2 　 2 　 2 萩谷　健冶

９８１００４ 　地震津波と防災・減災 2 　 2 2 平井 HAT神戸開講

９８３００５ ※ 減災復興政策概論 2 2 2 青田
HAT神戸開講（卒業要件
外）

９８２００５ ※ 防災教育とリスクコミュニケーション 2 3 2 阪本
HAT神戸開講（卒業要件
外）

５３５４８１ 　計算機プログラミング 2 　 　 3 　 2 草部　浩一

５３５４９１ 　科学英語 1 　  4 物質科学科 2 和達　大樹　他

５３５５０１ 　　〃 1  4 生命科学科 緒方　英明　他

５０８８１２ 　生命科学特別講義 1 2 玉田　太郎 随時開講

５３５４４０ 　天文学 2 2 2 伊藤　洋一　

５３５４４３ 　天体観測 1 3 本田・伊藤洋

５３４７４１ 　生態学と生物多様性の保全 2 3 2 佐川・出口

５３５５６０ 　英語科学問題演習 2 2 2 梅園　良彦

５３５５７０ 　グローバル・サイエンス 2 2 2 大内　幹雄

５３５５９１   物質英語特別講義演習Ⅲ 1 2 ゲーレ・梅園 随時開講

５３５５９２   生命英語特別講義演習Ⅲ 1 2 ゲーレ・梅園 随時開講

９８１００７ 　気象・気候変動と災害 2 2 谷口 HAT神戸開講

　 　 　 　 　 　
５３６５１１ △生物学実験 1 1 　 Ⅰ 3 　 水島　恒裕 他

５３６５１２ 　　〃 1 1 Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５１３ 　　〃 1 1 Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５１４ 　　〃 1 1 Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５３１ ○物理学実験 1 　 2 3 　 久保　稔　他

５３６５４１ ○化学実験 1 　 2  3 　 安川　智之　他

５３６５５１ ○物質科学基礎実験Ⅰ 1 2  I 3 　 田中　義人　他

５３６５５２ 　　〃 1 2  Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５５３ 　　〃 1 2  Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５５４ 　　〃 1 2  Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５６１ ○物質科学基礎実験Ⅱ 1 　 2 　 I 　 3 三宅　由寛 他

５３６５６２ 　　〃 1 　 2 　 Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５６３ 　　〃 1 2  Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５６４ 　　〃 1 2  Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５７１ ○生命科学基礎実験Ⅰ 1 　 2 　 I 　 3 梅園　良彦 他

５３６５７２ 　　〃 1 2 Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５７３ 　　〃 1 2 Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５７４ 　　〃 1 2 Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５８１ ○生命科学基礎実験Ⅱ 1 　 2 　 I 　 3 　　　　〃

５３６５８２ 　　〃 1 2 Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５８３ 　　〃 1 2 Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５８４ 　　〃 1 2 Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５２１ 地学実験 1 　 3 後藤　忠徳 他
　 　 　 　 　  　　　

５３６６７１ ■物質科学実験Ⅰ 2 　 3 　 6 　 阿部　正明　他

５３６６７２ ■物質科学実験Ⅱ 2 3 6 　　　　〃

　卒業研究 6 　 　 4 　 各指導教員

　 　 　 　 　 　 　  　 　

５３６７４１ ■生命科学実験Ⅰ 4 　 3 　 12  吉久　徹 他

５３６７４２ ■生命科学実験Ⅱ 4 　 3  　　  12 久保　稔 他

　卒業研究 6 　　 　 4 　 各指導教員

　 　 　 　  　  　 　

区分 授業コード 授業科目 単位 配当年次 クラス
週時間数

担当教員 備考

E

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

受講対象は、卒研配属者に限
る。授業は、講座単位で実施す
る。前期２又は後期２

集中

集中

集中

集中

集中

Ｆ

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

集中

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科
目

（

学
科
独
自
科
目
）

通年

生
命
科
学
科
専
門
教
育
科
目

（

学
科
独
自
科
目
）

通年

－ 60－ － 61－



令和５年度入学生

2

前期 後期

５３２１１１ △基礎物理学ⅠA 2 1 2 　 水戸　毅

５３２１１２ △基礎物理学ⅠB 2 1 2 柳澤　幸子

５３２１２０ ○力学Ａ 2 2 2 津坂　佳幸

５３２１３０ ○波動論 2 2 2 山口　明

５３２１４１ △基礎物理学ⅡA 2 1 　 2 宮坂　茂樹

５３２１４２ △基礎物理学ⅡB 2 1 2
尾島　拓
後藤　忠徳

５３２１５０ 　力学Ｂ 2 　 2 2 小泉　昭久

５３２１６０ 　電磁気学Ａ 2 　 2 2 　 中井　祐介

５３２１７０ 　電磁気学演習 2 　 2 2 津坂　佳幸

５３２１８０ 　応用解析 2 　 2 2 坂井　徹

５３２５２１ 　統計力学Ⅰ 2 　 2 2 坂井　徹

５３２５２２ 　量子力学Ⅰ 2 　 2 　 2 田中　義人

５３２５２３ 　　〃 2 2 2 和達　大樹

５３２５２４ 　結晶学 2 　 2 2 小澤　芳樹

５３２５２５ 　電磁気学Ｂ 2 　 2 　 2 石川　潔

５３２５２７ 　物理数学Ⅰ 2 　 2 　 　 2 中野　博生

５３２５２８ 　物理数学Ⅰ演習 2 　　2 　 2 草部　浩一

５３２５２９ 　物理数学Ⅱ 2 　 3 　 2 中野　博生

５３２５３１ 　物理数学Ⅱ演習 2 　 3 　 2 　 草部　浩一

５３２５３２ 　量子力学Ⅱ 2 　　 3 2 宮坂　茂樹

５３２５３３ 　量子力学演習 2 　 3 2 　 　　　〃

５３２５３４ 　統計力学Ⅱ 2 　 3 　 2 　 中野　博生

５３２５３５ 　物性論Ⅰ 2 3 2 田中　義人

５３２５３６ 　確率統計 2 3 2 北谷　基治

５３２５３７ 　量子力学Ⅲ 2 3 2 坂井　徹

５３２５３８ 　相対論 2 3 2 伊達　伸

５３２５３９   物性論Ⅱ 2 3 2 水戸　毅

５３２５４１ 　物性論演習 2 3 2 小林　寿夫

５３２５４２ 　分光学Ⅰ 2 　 3 2 篭島　靖

５３２５４３ 　物性論Ⅲ 2 　 3 2 小林　寿夫

５３２５４９ 　現代物質科学特論Ⅰ 2 　 3 有田・村上

　

　 　 　 　 　

区分 授業コード 授業科目 単位 配当年次 クラス

Ｂ
　
物
 
理
 
系

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

シラバスを参考にⅠ
A、ⅠBのうち一方を
選択すること。

シラバスを参考にⅡ
A、ⅡBのうち一方を
選択すること。

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
独
自
科
目
）

量子力学Ⅰは２つの
授業のうち、一方を
選択すること。

集中

週時間数
担当教員 備考

1

前期 後期

５３１０４１ △微分積分学Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 土井　護

５３１０４２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 保城　寿彦

５３１０４３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 土井　護

５３１０４４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 山内 淳生

５３１０５１ △微分積分学Ⅱ 2 1 Ⅰ 　 2 加藤　正和

５３１０５２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 土井　護

５３１０５３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 濱中　翔太

５３１０５４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 川久保　哲

５３１０６１ △線形代数学Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 只野　之英

５３１０６２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 山内 淳生

５３１０６３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 川久保　哲

５３１０６４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 平野　克博

５３１０７３ △線形代数学Ⅱ 2 1 Ⅰ 2 光明　新

５３１０７４ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 山内 淳生

５３１０７５ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 永安 聖

５３１０７６ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 只野　之英

５３１０８１ △数学演習Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 　 守屋　克洋

５３１０８２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 加藤　正和

５３１０８３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 加藤　正和

５３１０８４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 守屋　克洋

５３１０９１ △数学演習Ⅱ 2 1 Ⅰ 2 光明　新

５３１０９２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 枡田 幹也

５３１０９３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 枡田 幹也

５３１０９４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 光明　新

５３１５１１ 　代数構造 2 　 3 2 光明　新

５３１５１２ 　幾何構造 2 　 3 2 　 光明　新

５３１５１３ 　位相解析 2 　 3 　 2 平野　克博

５３１５１４ 　関数解析 2 　 3 　 2 平野　克博

　 　 　 　 　
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　
　 　　 　 　 　
　 　 　　 　 　
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

備考単位

（2）令和５年度入学生

　　　　　　　△・・・・・２年次実験許可条件科目
　　　　　　　　○・・・・・３年次実験許可条件科目（2年次実験許可条件科目を含む）

　　　　　　　■・・・・・卒業研究許可条件科目　
　　　　　　詳しくは、学部規則の「先修条件及び履修許可」を見てください。

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
独
自
科
目
）

区分 授業コード 授業科目
週時間数

担当教員配当年次 クラス

A
　
数
 
学
 
系

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）
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令和５年度入学生

2

前期 後期

５３２１１１ △基礎物理学ⅠA 2 1 2 　 水戸　毅

５３２１１２ △基礎物理学ⅠB 2 1 2 柳澤　幸子

５３２１２０ ○力学Ａ 2 2 2 津坂　佳幸

５３２１３０ ○波動論 2 2 2 山口　明

５３２１４１ △基礎物理学ⅡA 2 1 　 2 宮坂　茂樹

５３２１４２ △基礎物理学ⅡB 2 1 2
尾島　拓
後藤　忠徳

５３２１５０ 　力学Ｂ 2 　 2 2 小泉　昭久

５３２１６０ 　電磁気学Ａ 2 　 2 2 　 中井　祐介

５３２１７０ 　電磁気学演習 2 　 2 2 津坂　佳幸

５３２１８０ 　応用解析 2 　 2 2 坂井　徹

５３２５２１ 　統計力学Ⅰ 2 　 2 2 坂井　徹

５３２５２２ 　量子力学Ⅰ 2 　 2 　 2 田中　義人

５３２５２３ 　　〃 2 2 2 和達　大樹

５３２５２４ 　結晶学 2 　 2 2 小澤　芳樹

５３２５２５ 　電磁気学Ｂ 2 　 2 　 2 石川　潔

５３２５２７ 　物理数学Ⅰ 2 　 2 　 　 2 中野　博生

５３２５２８ 　物理数学Ⅰ演習 2 　　2 　 2 草部　浩一

５３２５２９ 　物理数学Ⅱ 2 　 3 　 2 中野　博生

５３２５３１ 　物理数学Ⅱ演習 2 　 3 　 2 　 草部　浩一

５３２５３２ 　量子力学Ⅱ 2 　　 3 2 宮坂　茂樹

５３２５３３ 　量子力学演習 2 　 3 2 　 　　　〃

５３２５３４ 　統計力学Ⅱ 2 　 3 　 2 　 中野　博生

５３２５３５ 　物性論Ⅰ 2 3 2 田中　義人

５３２５３６ 　確率統計 2 3 2 北谷　基治

５３２５３７ 　量子力学Ⅲ 2 3 2 坂井　徹

５３２５３８ 　相対論 2 3 2 伊達　伸

５３２５３９   物性論Ⅱ 2 3 2 水戸　毅

５３２５４１ 　物性論演習 2 3 2 小林　寿夫

５３２５４２ 　分光学Ⅰ 2 　 3 2 篭島　靖

５３２５４３ 　物性論Ⅲ 2 　 3 2 小林　寿夫

５３２５４９ 　現代物質科学特論Ⅰ 2 　 3 有田・村上

　

　 　 　 　 　

区分 授業コード 授業科目 単位 配当年次 クラス

Ｂ
　
物
 
理
 
系

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

シラバスを参考にⅠ
A、ⅠBのうち一方を
選択すること。

シラバスを参考にⅡ
A、ⅡBのうち一方を
選択すること。

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
独
自
科
目
）

量子力学Ⅰは２つの
授業のうち、一方を
選択すること。

集中

週時間数
担当教員 備考

1

前期 後期

５３１０４１ △微分積分学Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 土井　護

５３１０４２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 保城　寿彦

５３１０４３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 土井　護

５３１０４４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 山内 淳生

５３１０５１ △微分積分学Ⅱ 2 1 Ⅰ 　 2 加藤　正和

５３１０５２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 土井　護

５３１０５３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 濱中　翔太

５３１０５４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 川久保　哲

５３１０６１ △線形代数学Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 只野　之英

５３１０６２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 山内 淳生

５３１０６３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 川久保　哲

５３１０６４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 平野　克博

５３１０７３ △線形代数学Ⅱ 2 1 Ⅰ 2 光明　新

５３１０７４ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 山内 淳生

５３１０７５ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 永安 聖

５３１０７６ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 只野　之英

５３１０８１ △数学演習Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 　 守屋　克洋

５３１０８２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 加藤　正和

５３１０８３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 加藤　正和

５３１０８４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 守屋　克洋

５３１０９１ △数学演習Ⅱ 2 1 Ⅰ 2 光明　新

５３１０９２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 枡田 幹也

５３１０９３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 枡田 幹也

５３１０９４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 光明　新

５３１５１１ 　代数構造 2 　 3 2 光明　新

５３１５１２ 　幾何構造 2 　 3 2 　 光明　新

５３１５１３ 　位相解析 2 　 3 　 2 平野　克博

５３１５１４ 　関数解析 2 　 3 　 2 平野　克博

　 　 　 　 　
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　
　 　　 　 　 　
　 　 　　 　 　
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

備考単位

（2）令和５年度入学生

　　　　　　　△・・・・・２年次実験許可条件科目
　　　　　　　　○・・・・・３年次実験許可条件科目（2年次実験許可条件科目を含む）

　　　　　　　■・・・・・卒業研究許可条件科目　
　　　　　　詳しくは、学部規則の「先修条件及び履修許可」を見てください。

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
独
自
科
目
）

区分 授業コード 授業科目
週時間数

担当教員配当年次 クラス

A
　
数
 
学
 
系

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）
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令和５年度入学生

3

前期 後期

５３３２１１ △有機化学Ⅰ 2 1 2 吾郷　友宏

５３３２２１ ○有機化学Ⅱ 2 2 2 三宅　由寛

５３３２３１ △無機化学Ⅰ 2 1 2 小簑　剛

５３３２４１ 　物理化学Ⅰ 2 　 2  2 江口　律子

５３３２５１ 　有機化学Ⅲ 2 　 2 主に物質科学科 2 久保　和也

５３３２５２   生物化学４ 2 　 2 主に生命科学科 2 衣斐　義一

５３３２６１ 　分析化学Ⅰ 2 　 2  2 　 安川　智之

  　    　  

  　    　  

　 　 　 　 　 　

５３３５５１ 　物理化学Ⅱ 2 　 2 2 下條　竜夫

５３３５５２ 　有機化学Ⅳ 2 　 3 2 藤田　守文

５３３５５３ 　無機化学Ⅱ 2 　 2 2 阿部　正明

５３３５５４ 　物理化学Ⅲ 2 　 3 2 　 和達　大樹

５３３５５５ 　物理化学演習Ⅰ 2 3 2 和達　大樹

５３３５５６ 　無機化学Ⅲ 2 　 3 2 阿部　正明

５３３５５７ 　有機構造化学 2 　 3 2 三宅　由寛

５３３５５８ 　物理化学演習Ⅱ 2 　 3 2 竹内　佐年

５３３５５９ 　量子化学Ⅰ 2 　 3 2 　　　〃

５３３５６１ 　分析化学Ⅱ 2 　 3 　 　 2 鈴木　雅登

５３３５７３ 　機能性物質学 2 　 3 　 　 2 吾郷・和達

５３３５６６ 　表面化学 2 　 3 　 2 西山　覚

５３３５７１ 　有機反応論 2 　 3 　 2 三宅　由寛

　現代物質科学特論Ⅱ 2 　 3 令和6年度非開講

　化学反応論 2 　 4 　　 2 (開講せず）

　量子化学Ⅱ 2 　 3 2 〃

　有機化学演習 2 　 3 　 　 　 2 〃

　 　 　 　 　 　

週時間数
担当教員 備考

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

集中

区分 授業コード 授業科目 単位 配当年次 クラス

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
独
自
科
目
）

Ｃ
　
化
 
学
 
系
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令和５年度入学生

4

前期 後期

５３４３１０ △細胞生物学１ 2 1 2 稲木　美紀子

５３４３２１ ○生物化学２ 2 2 2 當舎　武彦

５３４３３１ ○細胞生物学２ 2 2 2 井澤　俊明

５３４３４１ △生物化学１ 2 1 2 久保　稔

５３４３５０ 　分子生物学１ 2 　 2 　 2 　 梅園　良彦

５３４３６０ 　微生物学 2 　 2 　 2 宮澤　淳夫

５３４３７０ 　生物化学３ 2 　 2 　 2 佐々木　桂奈江

５３４３８０ 　分子生物学２ 2 2 　 2 塩見　泰史

　 　 　 　 　 　
５３４７１１ 　生物物理学１ 2 　 2 2 柴田　直樹

５３４７１２ 　細胞生物学３ 2 　 2 2 吉田　秀郎

５３４７１３ 　生物化学５ 2 　 3 2 當舎　武彦

５３４７１４ 　分子生物学３ 2 　 2   2 西谷　秀男

５３４７１５ 　発生生物学１ 2 2   2 餅井　　真

５３４７１６ 　生物化学６ 2 　 3 2 菓子野　康浩

５３４７４０ 　構造生物学２ 2 3 2 水島　恒裕

５３４７１７ 　神経生物学１ 2 　 3 2  八田　公平

５３４７１８ 　構造生物学１ 2 　 3 2 緒方　英明

５３４７１９ 　分子生物学４ 2 　 3 2 廣瀬　富美子

５３４７２１ 　生物物理学３ 2 　 3 2 久保　稔

５３４７３９ 　発生生物学２ 2 　 3 　 2 （開講せず）

５３４７２２ 　生命科学演習２ 2 　 3 　 　 2 八田　公平

５３４７２３ 　生命科学演習１ 2 3 2 稲木　美紀子

５３４７２４ 　生命科学演習３ 2 　 3 　  2 吉久　徹

５３４７２５ 　発生生物学３ 2 　 3 　  2 梅園　良彦

５３４７２６ 　生物物理学２ 2 　 3 　 2 村本　和優

５３４７２７ 　細胞生物学４ 2 　 3  　　 2 西谷　秀男

５３４７２８ 　細胞生物学５ 2 　　 3  　 2 吉久　徹

５３４７２９ 　細胞生物学６ 2 　 3  　  2 吉田　秀郎

５３４７３１ 　分子生物学５ 2 　 3 　 2 （開講せず）

５３４７３２ 　神経生物学２ 2 3 2 幸長　弘子

５３４７３３ 　進化学Ⅰ 2 3 荒木・永野

５３４７３４ 　進化学Ⅱ 2 3 田村　実

５３４７３５ 　生態学Ⅰ 2 3 宮竹　貴久

５３４７３６ 　生態学Ⅱ 2 3 石井　弘明

５３４７３７ 　形態学Ⅰ 2 3 峰雪　芳宣 

５３４７３８ 　形態学Ⅱ 2 3 大谷　哲久

区分 授業コード 授業科目 単位 配当年次 クラス
週時間数

担当教員 備考

Ｄ
　
生
 
命
 
系

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

生
命
科
学
科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
独
自
科
目
）

集中

集中

集中

集中

集中

集中
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令和５年度入学生

5

前期 後期

５３５４２０ 　地球惑星科学 2 1 　 2 後藤　忠徳

５３５４８２ 　コンピューターリテラシー 2 1 　 2 草部　浩一

５３５４５０ 　地球物質科学 2 　 2 　 2 萩谷　健冶

９８１００４ 　地震津波と防災・減災 2 　 2 2 平井 HAT神戸開講

９８３００５ ※ 減災復興政策概論 2 2 2 青田
HAT神戸開講（卒業要
件外）

９８２００５ ※ 防災教育とリスクコミュニケーション 2 3 2 阪本
HAT神戸開講（卒業要
件外）

５３５４８１ 　計算機プログラミング 2 　 　 3 　 2 草部　浩一

５３５４９１ 　科学英語 1 　  4 物質科学科 2 和達　大樹　他

５３５５０１ 　　〃 1  4 生命科学科 緒方　英明　他

５０８８１２ 　生命科学特別講義 1 2 玉田　太郎 随時開講

５３５４４０ 　天文学 2 2 2 伊藤　洋一　

５３５４４３ 　天体観測 1 3 本田・伊藤洋

５３４７４１ 　生態学と生物多様性の保全 2 3 2 佐川・出口

５３５５６０ 　英語科学問題演習 2 2 2 梅園　良彦

５３５５７０ 　グローバル・サイエンス 2 2 2 大内　幹雄

５３５５９１   物質英語特別講義演習Ⅲ 1 2 ゲーレ・梅園 随時開講

５３５５９２   生命英語特別講義演習Ⅲ 1 2 ゲーレ・梅園 随時開講

９８１００７ 　気象・気候変動と災害 2 2 谷口 HAT神戸開講

　 　 　 　 　 　
５３６５１１ △生物学実験 1 1 　 Ⅰ 3 　 水島　恒裕 他

５３６５１２ 　　〃 1 1 Ⅱ 3 　　　　〃
５３６５１３ 　　〃 1 1 Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５１４ 　　〃 1 1 Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５３１ ○物理学実験 1 　 2 3 　 久保　稔　他

５３６５４１ ○化学実験 1 　 2  3 　 安川　智之　他

５３６５５１ ○物質科学基礎実験Ⅰ 1 2  I 3 　 田中　義人　他

５３６５５２ 　　〃 1 2  Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５５３ 　　〃 1 2  Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５５４ 　　〃 1 2  Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５６１ ○物質科学基礎実験Ⅱ 1 　 2 　 I 　 3 三宅　由寛 他

５３６５６２ 　　〃 1 　 2 　 Ⅱ 3 　　　　〃
５３６５６３ 　　〃 1 2  Ⅲ 3 　　　　〃
５３６５６４ 　　〃 1 2  Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５７１ ○生命科学基礎実験Ⅰ 1 　 2 　 I 　 3 梅園　良彦 他

５３６５７２ 　　〃 1 2 Ⅱ 3 　　　　〃
５３６５７３ 　　〃 1 2 Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５７４ 　　〃 1 2 Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５８１ ○生命科学基礎実験Ⅱ 1 　 2 　 I 　 3 　　　　〃

５３６５８２ 　　〃 1 2 Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５８３ 　　〃 1 2 Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５８４ 　　〃 1 2 Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５２１ 地学実験 1 　 3 後藤　忠徳 他
　 　 　 　 　  　　　

５３６６７１ ■物質科学実験Ⅰ 2 　 3 　 6 　 阿部　正明　他

５３６６７２ ■物質科学実験Ⅱ 2 3 6 　　　　〃

　卒業研究 6 　 　 4 　 各指導教員

　 　 　 　 　 　 　  　 　

５３６７４１ ■生命科学実験Ⅰ 4 　 3 　 12  吉久　徹 他

５３６７４２ ■生命科学実験Ⅱ 4 　 3  　　  12 久保　稔 他

　卒業研究 6 　　 　 4 　 各指導教員

　 　 　 　  　  　 　

区分 授業コード 授業科目 単位 配当年次 クラス
週時間数

担当教員 備考

E

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

受講対象は、卒研配属者に限
る。授業は、講座単位で実施
する。前期２又は後期２

集中

集中

集中

集中

集中

Ｆ

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

集中

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科

目
（

学
科
独
自
科
目
）

通年

生
命
科
学
科
専
門
教
育
科

目
（

学
科
独
自
科
目
）

通年
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　　　　　　詳しくは、学部規則の「先修条件及び履修許可」を見てください。

1

前期 後期

５３１０４１ △微分積分学Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 土井　護

５３１０４２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 保城　寿彦

５３１０４３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 土井　護

５３１０４４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 山内 淳生

５３１０５１ △微分積分学Ⅱ 2 1 Ⅰ 　 2 加藤　正和

５３１０５２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 土井　護

５３１０５３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 濱中　翔太

５３１０５４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 川久保　哲

５３１０６１ △線形代数学Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 只野　之英

５３１０６２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 山内 淳生

５３１０６３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 川久保　哲

５３１０６４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 平野　克博

５３１０７３ △線形代数学Ⅱ 2 1 Ⅰ 2 光明　新

５３１０７４ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 山内 淳生

５３１０７５ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 永安 聖

５３１０７６ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 只野　之英

５３１０８１ △数学演習Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 　 守屋　克洋

５３１０８２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 加藤　正和

５３１０８３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 加藤　正和

５３１０８４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 守屋　克洋

５３１０９１ △数学演習Ⅱ 2 1 Ⅰ 2 光明　新

５３１０９２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 枡田 幹也

５３１０９３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 枡田 幹也

５３１０９４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 光明　新

５３１５１１ 　代数構造 2 　 3 2 光明　新

５３１５１２ 　幾何構造 2 　 3 2 　 光明　新

５３１５１３ 　位相解析 2 　 3 　 2 平野　克博

５３１５１４ 　関数解析 2 　 3 　 2 平野　克博

　 　 　 　 　
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　
　 　　 　 　 　
　 　 　　 　 　
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

A
　
数
 
学
 
系

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

授業科目
週時間数

担当教員配当年次 クラス

△・・・・・２年次実験許可条件科目

■・・・・・卒業研究許可条件科目　

★令和6年度開講
科目注意点

（3）令和４年度入学生

○・・・・・３年次実験許可条件科目（2年次実験許可条件科目を含む）

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
独
自
科
目
）

区分 授業コード 備考単位
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令和４年度入学生

2

前期 後期

５３２１１１ △基礎物理学ⅠA 2 1 2 　 水戸　毅

５３２１１２ △基礎物理学ⅠB 2 1 2 柳澤　幸子

５３２１２０ ○力学Ａ 2 2 2 津坂　佳幸

５３２１３０ ○波動論 2 2 2 山口　明

５３２１４１ △基礎物理学ⅡA 2 1 　 2 宮坂　茂樹

５３２１４２ △基礎物理学ⅡB 2 1 2
尾島　拓
後藤　忠徳

５３２１５０ 　力学Ｂ 2 　 2 2 小泉　昭久

５３２１６０ 　電磁気学Ａ 2 　 2 2 　 中井　祐介

５３２１７０ 　電磁気学演習 2 　 2 2 津坂　佳幸

５３２１８０ 　応用解析 2 　 2 2 坂井　徹

５３２５２１ 　統計力学Ⅰ 2 　 2 2 坂井　徹

５３２５２２ 　量子力学Ⅰ 2 　 2 　 2 田中　義人

５３２５２３ 　　〃 2 2 2 和達　大樹

５３２５２４ 　結晶学 2 　 2 2 小澤　芳樹

５３２５２５ 　電磁気学Ｂ 2 　 2 　 2 石川　潔

５３２５２７ 　物理数学Ⅰ 2 　 2 　 　 2 中野　博生

５３２５２８ 　物理数学Ⅰ演習 2 　　2 　 2 草部　浩一

５３２５２９ 　物理数学Ⅱ 2 　 3 　 2 中野　博生

５３２５３１ 　物理数学Ⅱ演習 2 　 3 　 2 　 草部　浩一

５３２５３２ 　量子力学Ⅱ 2 　　 3 2 宮坂　茂樹

５３２５３３ 　量子力学演習 2 　 3 2 　 　　　〃

５３２５３４ 　統計力学Ⅱ 2 　 3 　 2 　 中野　博生

５３２５３５ 　物性論Ⅰ 2 3 2 田中　義人

５３２５３６ 　確率統計 2 3 2 北谷　基治

５３２５３７ 　量子力学Ⅲ 2 3 2 坂井　徹

５３２５３８ 　相対論 2 3 2 伊達　伸

５３２５３９   物性論Ⅱ 2 3 2 水戸　毅

５３２５４１ 　物性論演習 2 3 2 小林　寿夫

５３２５４２ 　分光学Ⅰ 2 　 3 2 篭島　靖

５３２５４３ 　物性論Ⅲ 2 　 3 2 小林　寿夫

５３２５４９ 　現代物質科学特論Ⅰ 2 　 3 有田・村上

　

　 　 　 　 　

担当教員 備考

Ｂ
　
物
 
理
 
系

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

シラバスを参考にⅠ
A、ⅠBのうち一方を選
択すること。

シラバスを参考にⅡ
A、ⅡBのうち一方を選
択すること。

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
独
自
科
目
）

量子力学Ⅰは２つの授
業のうち、一方を選択
すること。

集中

週時間数
区分 授業コード 授業科目 単位 配当年次

★令和6年度開講
科目注意点

クラス
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令和４年度入学生

3

前期 後期

５３３２１１ △有機化学Ⅰ 2 1 2 吾郷　友宏

５３３２２１ ○有機化学Ⅱ 2 2 2 三宅　由寛

５３３２３１ △無機化学Ⅰ 2 1 2 小簑　剛

５３３２４１ 　物理化学Ⅰ 2 　 2  2 江口　律子

５３３２５１ 　有機化学Ⅲ 2 　 2 主に物質科学科 2 久保　和也

５３３２５２   生物化学４ 2 　 2 主に生命科学科 2 衣斐　義一

５３３２６１ 　分析化学Ⅰ 2 　 2  2 　 安川　智之

  　    　  

  　    　  

　 　 　 　 　 　

５３３５５１ 　物理化学Ⅱ 2 　 2 2 下條　竜夫

５３３５５２ 　有機化学Ⅳ 2 　 3 2 藤田　守文

５３３５５３ 　無機化学Ⅱ 2 　 2 2 阿部　正明

５３３５５４ 　物理化学Ⅲ 2 　 3 2 　 和達　大樹

５３３５５５ 　物理化学演習Ⅰ 2 3 2 和達　大樹

５３３５５６ 　無機化学Ⅲ 2 　 3 2 阿部　正明

５３３５５７ 　有機構造化学 2 　 3 2 三宅　由寛

５３３５５８ 　物理化学演習Ⅱ 2 　 3 2 竹内　佐年

５３３５５９ 　量子化学Ⅰ 2 　 3 2 　　　〃

５３３５６１ 　分析化学Ⅱ 2 　 3 　 　 2 鈴木　雅登

５３３５７３ 　機能性物質学 2 　 3 　 　 2 吾郷・和達

５３３５６６ 　表面化学 2 　 3 　 2 西山　覚

５３３５７１ 　有機反応論 2 　 3 　 2 三宅　由寛

　現代物質科学特論Ⅱ 2 　 3 令和6年度非開講

　化学反応論 2 　 4 　　 2 (開講せず）

　量子化学Ⅱ 2 　 3 2 〃

　有機化学演習 2 　 3 　 　 　 2 〃

　 　 　 　 　 　

授業コード 授業科目 単位 配当年次 クラス
週時間数

担当教員 備考

Ｃ
　
化
 
学
 
系

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
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令和４年度入学生

2

前期 後期

５３２１１１ △基礎物理学ⅠA 2 1 2 　 水戸　毅

５３２１１２ △基礎物理学ⅠB 2 1 2 柳澤　幸子

５３２１２０ ○力学Ａ 2 2 2 津坂　佳幸

５３２１３０ ○波動論 2 2 2 山口　明

５３２１４１ △基礎物理学ⅡA 2 1 　 2 宮坂　茂樹

５３２１４２ △基礎物理学ⅡB 2 1 2
尾島　拓
後藤　忠徳

５３２１５０ 　力学Ｂ 2 　 2 2 小泉　昭久

５３２１６０ 　電磁気学Ａ 2 　 2 2 　 中井　祐介

５３２１７０ 　電磁気学演習 2 　 2 2 津坂　佳幸

５３２１８０ 　応用解析 2 　 2 2 坂井　徹

５３２５２１ 　統計力学Ⅰ 2 　 2 2 坂井　徹

５３２５２２ 　量子力学Ⅰ 2 　 2 　 2 田中　義人

５３２５２３ 　　〃 2 2 2 和達　大樹

５３２５２４ 　結晶学 2 　 2 2 小澤　芳樹

５３２５２５ 　電磁気学Ｂ 2 　 2 　 2 石川　潔

５３２５２７ 　物理数学Ⅰ 2 　 2 　 　 2 中野　博生

５３２５２８ 　物理数学Ⅰ演習 2 　　2 　 2 草部　浩一

５３２５２９ 　物理数学Ⅱ 2 　 3 　 2 中野　博生

５３２５３１ 　物理数学Ⅱ演習 2 　 3 　 2 　 草部　浩一

５３２５３２ 　量子力学Ⅱ 2 　　 3 2 宮坂　茂樹

５３２５３３ 　量子力学演習 2 　 3 2 　 　　　〃

５３２５３４ 　統計力学Ⅱ 2 　 3 　 2 　 中野　博生

５３２５３５ 　物性論Ⅰ 2 3 2 田中　義人

５３２５３６ 　確率統計 2 3 2 北谷　基治

５３２５３７ 　量子力学Ⅲ 2 3 2 坂井　徹

５３２５３８ 　相対論 2 3 2 伊達　伸

５３２５３９   物性論Ⅱ 2 3 2 水戸　毅

５３２５４１ 　物性論演習 2 3 2 小林　寿夫

５３２５４２ 　分光学Ⅰ 2 　 3 2 篭島　靖

５３２５４３ 　物性論Ⅲ 2 　 3 2 小林　寿夫

５３２５４９ 　現代物質科学特論Ⅰ 2 　 3 有田・村上

　

　 　 　 　 　

担当教員 備考
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シラバスを参考にⅠ
A、ⅠBのうち一方を選
択すること。

シラバスを参考にⅡ
A、ⅡBのうち一方を選
択すること。
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質
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育
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目
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目
）

量子力学Ⅰは２つの授
業のうち、一方を選択
すること。

集中

週時間数
区分 授業コード 授業科目 単位 配当年次

★令和6年度開講
科目注意点

クラス

－ 68－ － 69－



令和４年度入学生

4

前期 後期

５３４３１０ △細胞生物学１ 2 1 2 稲木　美紀子

５３４３２１ ○生物化学２ 2 2 2 當舎　武彦

５３４３３１ ○細胞生物学２ 2 2 2 井澤　俊明

５３４３４１ △生物化学１ 2 1 2 久保　稔

５３４３５０ 　分子生物学１ 2 　 2 　 2 　 梅園　良彦

５３４３６０ 　微生物学 2 　 2 　 2 宮澤　淳夫

５３４３７０ 　生物化学３ 2 　 2 　 2 佐々木　桂奈江

５３４３８０ 　分子生物学２ 2 2 　 2 塩見　泰史

　 　 　 　 　 　
５３４７１１ 　生物物理学１ 2 　 2 2 柴田　直樹

５３４７１２ 　細胞生物学３ 2 　 2 2 吉田　秀郎

５３４７１３ 　生物化学５ 2 　 3 2 當舎　武彦

５３４７１４ 　分子生物学３ 2 　 2   2 西谷　秀男

５３４７１５ 　発生生物学１ 2 2   2 餅井　　真

５３４７１６ 　生物化学６ 2 　 3 2 菓子野　康浩

５３４７４０ 　構造生物学２ 2 3 2 水島　恒裕

５３４７１７ 　神経生物学１ 2 　 3 2  八田　公平

５３４７１８ 　構造生物学１ 2 　 3 2 緒方　英明

５３４７１９ 　分子生物学４ 2 　 3 2 廣瀬　富美子

５３４７２１ 　生物物理学３ 2 　 3 2 久保　稔

５３４７３９ 　発生生物学２ 2 　 3 　 2 （開講せず）

５３４７２２ 　生命科学演習２ 2 　 3 　 　 2 八田　公平

５３４７２３ 　生命科学演習１ 2 3 2 稲木　美紀子

５３４７２４ 　生命科学演習３ 2 　 3 　  2 吉久　徹

５３４７２５ 　発生生物学３ 2 　 3 　  2 梅園　良彦

５３４７２６ 　生物物理学２ 2 　 3 　 2 村本　和優

５３４７２７ 　細胞生物学４ 2 　 3  　　 2 西谷　秀男

５３４７２８ 　細胞生物学５ 2 　　 3  　 2 吉久　徹

５３４７２９ 　細胞生物学６ 2 　 3  　  2 吉田　秀郎

５３４７３１ 　分子生物学５ 2 　 3 　 2 （開講せず）

５３４７３２ 　神経生物学２ 2 3 2 幸長　弘子

５３４７３３ 　進化学Ⅰ 2 3 荒木・永野

５３４７３４ 　進化学Ⅱ 2 3 田村　実

５３４７３５ 　生態学Ⅰ 2 3 宮竹　貴久

５３４７３６ 　生態学Ⅱ 2 3 石井　弘明

５３４７３７ 　形態学Ⅰ 2 3 峰雪　芳宣 

５３４７３８ 　形態学Ⅱ 2 3 大谷　哲久

集中

集中

集中
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－ 70－



令和４年度入学生

5

前期 後期
５３５４２０ 　地球惑星科学 2 1 　 2 後藤　忠徳

５３５４８２ 　コンピューターリテラシー 2 1 　 2 草部　浩一

５３５４５０ 　地球物質科学 2 　 2 　 2 萩谷　健冶

９８１００４ 　★自然災害と防災 2 　 2 2 平井 HAT神戸開講 地震津波と防災・減災

９８３００５ 減災復興政策概論 2 2 2 青田 HAT神戸開講

９８２００５ ★防災教育と心のケア概論 2 3 2 阪本 HAT神戸開講
防災教育とリスクコ
ミュニケーション

５３５４８１ 　計算機プログラミング 2 　 　 3 　 2 草部　浩一

５３５４９１ 　科学英語 1 　  4 物質科学科 2 和達　大樹　他

５３５５０１ 　　〃 1  4 生命科学科 緒方　英明　他

５０８８１２ 　生命科学特別講義 1 2 玉田　太郎 随時開講

５３５４４０ 　天文学 2 2 2 伊藤　洋一　

５３５４４３ 　天体観測 1 3 本田・伊藤洋

５３４７４１ 　生態学と生物多様性の保全 2 3 2 佐川・出口

５３５５６０ 　英語科学問題演習 2 2 2 梅園　良彦

５３５５７０ 　グローバル・サイエンス 2 2 2 大内　幹雄

５３５５９１   物質英語特別講義演習Ⅲ 1 2 ゲーレ・梅園 随時開講

５３５５９２   生命英語特別講義演習Ⅲ 1 2 ゲーレ・梅園 随時開講

　 　 　 　 　 　
５３６５１１ △生物学実験 1 1 　 Ⅰ 3 　 水島　恒裕 他

５３６５１２ 　　〃 1 1 Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５１３ 　　〃 1 1 Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５１４ 　　〃 1 1 Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５３１ ○物理学実験 1 　 2 3 　 久保　稔　他

５３６５４１ ○化学実験 1 　 2  3 　 安川　智之　他

５３６５５１ ○物質科学基礎実験Ⅰ 1 2  I 3 　 田中　義人　他

５３６５５２ 　　〃 1 2  Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５５３ 　　〃 1 2  Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５５４ 　　〃 1 2  Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５６１ ○物質科学基礎実験Ⅱ 1 　 2 　 I 　 3 三宅　由寛 他

５３６５６２ 　　〃 1 　 2 　 Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５６３ 　　〃 1 2  Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５６４ 　　〃 1 2  Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５７１ ○生命科学基礎実験Ⅰ 1 　 2 　 I 　 3 梅園　良彦 他

５３６５７２ 　　〃 1 2 Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５７３ 　　〃 1 2 Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５７４ 　　〃 1 2 Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５８１ ○生命科学基礎実験Ⅱ 1 　 2 　 I 　 3 　　　　〃

５３６５８２ 　　〃 1 2 Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５８３ 　　〃 1 2 Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５８４ 　　〃 1 2 Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５２１ 地学実験 1 　 3 後藤　忠徳 他
　 　 　 　 　  　　　

５３６６７１ ■物質科学実験Ⅰ 2 　 3 　 6 　 阿部　正明　他

５３６６７２ ■物質科学実験Ⅱ 2 3 6 　　　　〃

　卒業研究 6 　 　 4 　 各指導教員

　 　 　 　 　 　 　  　 　

５３６７４１ ■生命科学実験Ⅰ 4 　 3 　 12  吉久　徹 他

５３６７４２ ■生命科学実験Ⅱ 4 　 3  　　  12 久保　稔 他

　卒業研究 6 　　 　 4 　 各指導教員
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受講対象は、卒研配属者に限
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集中
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区分 授業コード 授業科目 単位 配当年次 クラス
週時間数 ★令和6年度開講

科目注意点

令和４年度入学生

4

前期 後期

５３４３１０ △細胞生物学１ 2 1 2 稲木　美紀子

５３４３２１ ○生物化学２ 2 2 2 當舎　武彦

５３４３３１ ○細胞生物学２ 2 2 2 井澤　俊明

５３４３４１ △生物化学１ 2 1 2 久保　稔

５３４３５０ 　分子生物学１ 2 　 2 　 2 　 梅園　良彦

５３４３６０ 　微生物学 2 　 2 　 2 宮澤　淳夫

５３４３７０ 　生物化学３ 2 　 2 　 2 佐々木　桂奈江

５３４３８０ 　分子生物学２ 2 2 　 2 塩見　泰史

　 　 　 　 　 　
５３４７１１ 　生物物理学１ 2 　 2 2 柴田　直樹

５３４７１２ 　細胞生物学３ 2 　 2 2 吉田　秀郎

５３４７１３ 　生物化学５ 2 　 3 2 當舎　武彦

５３４７１４ 　分子生物学３ 2 　 2   2 西谷　秀男

５３４７１５ 　発生生物学１ 2 2   2 餅井　　真

５３４７１６ 　生物化学６ 2 　 3 2 菓子野　康浩

５３４７４０ 　構造生物学２ 2 3 2 水島　恒裕

５３４７１７ 　神経生物学１ 2 　 3 2  八田　公平

５３４７１８ 　構造生物学１ 2 　 3 2 緒方　英明

５３４７１９ 　分子生物学４ 2 　 3 2 廣瀬　富美子

５３４７２１ 　生物物理学３ 2 　 3 2 久保　稔

５３４７３９ 　発生生物学２ 2 　 3 　 2 （開講せず）

５３４７２２ 　生命科学演習２ 2 　 3 　 　 2 八田　公平

５３４７２３ 　生命科学演習１ 2 3 2 稲木　美紀子

５３４７２４ 　生命科学演習３ 2 　 3 　  2 吉久　徹

５３４７２５ 　発生生物学３ 2 　 3 　  2 梅園　良彦

５３４７２６ 　生物物理学２ 2 　 3 　 2 村本　和優

５３４７２７ 　細胞生物学４ 2 　 3  　　 2 西谷　秀男

５３４７２８ 　細胞生物学５ 2 　　 3  　 2 吉久　徹

５３４７２９ 　細胞生物学６ 2 　 3  　  2 吉田　秀郎

５３４７３１ 　分子生物学５ 2 　 3 　 2 （開講せず）

５３４７３２ 　神経生物学２ 2 3 2 幸長　弘子

５３４７３３ 　進化学Ⅰ 2 3 荒木・永野

５３４７３４ 　進化学Ⅱ 2 3 田村　実

５３４７３５ 　生態学Ⅰ 2 3 宮竹　貴久

５３４７３６ 　生態学Ⅱ 2 3 石井　弘明

５３４７３７ 　形態学Ⅰ 2 3 峰雪　芳宣 

５３４７３８ 　形態学Ⅱ 2 3 大谷　哲久

集中

集中

集中

クラス
週時間数

担当教員 備考
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区分 授業コード 授業科目 単位 配当年次
★令和6年度開講
科目注意点

－ 70－ － 71－



令和3年度入学生

　　　　　　詳しくは、学部規則の「先修条件及び履修許可」を見てください。

1

前期 後期

５３１０４１ △微分積分学Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 土井　護

５３１０４２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 保城　寿彦

５３１０４３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 土井　護

５３１０４４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 山内 淳生

５３１０５１ △微分積分学Ⅱ 2 1 Ⅰ 　 2 加藤　正和

５３１０５２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 土井　護

５３１０５３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 濱中　翔太

５３１０５４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 川久保　哲

５３１０６１ △線形代数学Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 只野　之英

５３１０６２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 山内 淳生

５３１０６３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 川久保　哲

５３１０６４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 平野　克博

５３１０７３ △線形代数学Ⅱ 2 1 Ⅰ 2 光明　新

５３１０７４ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 山内 淳生

５３１０７５ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 永安 聖

５３１０７６ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 只野　之英

５３１０８１ △数学演習Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 　 守屋　克洋

５３１０８２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 加藤　正和

５３１０８３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 加藤　正和

５３１０８４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 守屋　克洋

５３１０９１ △数学演習Ⅱ 2 1 Ⅰ 2 光明　新

５３１０９２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 枡田 幹也

５３１０９３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 枡田 幹也

５３１０９４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 光明　新

５３１５１１ 　代数構造 2 　 3 2 光明　新

５３１５１２ 　幾何構造 2 　 3 2 　 光明　新

５３１５１３ 　位相解析 2 　 3 　 2 平野　克博

５３１５１４ 　関数解析 2 　 3 　 2 平野　克博

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　　 　 　 　

　 　 　　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

備考単位

（4）令和３年度入学生

○・・・・・３年次実験許可条件科目（2年次実験許可条件科目を含む）

■・・・・・卒業研究許可条件科目　

区分 授業コード 授業科目
週時間数

担当教員配当年次 クラス

A
　
数
 
学
 
系

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
独
自
科
目
）

△・・・・・２年次実験許可条件科目

★令和6年度開講
科目注意点
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（5）平成29・30・31・令和２年度入学生

△・・・・・２年次実験許可条件科目

■・・・・・卒業研究許可条件科目　
　　　　　　詳しくは、学部規則の「先修条件及び履修許可」を見てください。

授授業業科科目目名名にに★★印印ののああるる科科目目はは、、入入学学当当時時のの科科目目名名がが変変更更ににななっってていいまますす。。

★★印印ののああるる科科目目はは、、『『令令和和４４年年度度開開講講科科目目名名』』欄欄にに記記載載のの科科目目をを履履修修すするるここととでで、、★★印印のの科科目目にに読読みみ替替ええまますす。。

★★印印ののああるる科科目目をを履履修修すするる際際はは、、ここのの点点にに留留意意すするるこことと。。

1

前期 後期

５３１０４１ △微分積分学Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 土井　護

５３１０４２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 保城　寿彦

５３１０４３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 土井　護

５３１０４４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 山内 淳生

５３１０５１ △微分積分学Ⅱ 2 1 Ⅰ 　 2 加藤　正和

５３１０５２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 土井　護

５３１０５３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 濱中　翔太

５３１０５４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 川久保　哲

５３１０６１ △線形代数学Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 只野　之英

５３１０６２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 山内 淳生

５３１０６３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 川久保　哲

５３１０６４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 平野　克博

５３１０７３ △線形代数学Ⅱ 2 1 Ⅰ 2 光明　新

５３１０７４ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 山内 淳生

５３１０７５ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 永安 聖

５３１０７６ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 只野　之英

５３１０８１ △数学演習Ⅰ 2 1 Ⅰ 2 　 守屋　克洋

５３１０８２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 加藤　正和

５３１０８３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 加藤　正和

５３１０８４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 守屋　克洋

５３１０９１ △数学演習Ⅱ 2 1 Ⅰ 2 光明　新

５３１０９２ 　　〃 2 1 Ⅱ 2 枡田 幹也

５３１０９３ 　　〃 2 1 Ⅲ 2 枡田 幹也

５３１０９４ 　　〃 2 1 Ⅳ 2 光明　新

５３１５１１ 　代数構造 2 　 3 2 光明　新

５３１５１２ 　幾何構造 2 　 3 2 　 光明　新

５３１５１３ 　位相解析 2 　 3 　 2 平野　克博

５３１５１４ 　関数解析 2 　 3 　 2 平野　克博

　 　 　 　 　
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　
　 　　 　 　 　
　 　 　　 　 　
　 　 　 　 　
　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

　 　 　 　 　

備考単位
週時間数

○・・・・・３年次実験許可条件科目（2年次実験許可条件科目を含む）

★令和6年度開講
科目注意点

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
独
自
科
目
）

区分 授業コード 授業科目 担当教員配当年次 クラス

A
　
数
 
学
 
系

－ 76－ － 77－



平成29・30・31・令和２年度入学生

2

前期 後期

５３２１１１ △基礎物理学ⅠA 2 1 2 　 水戸　毅

５３２１１２ △基礎物理学ⅠB 2 1 2 柳澤　幸子

５３２１２０ ○力学Ａ 2 2 2 津坂　佳幸

５３２１３０ ○波動論 2 2 2 山口　明

５３２１４１ △基礎物理学ⅡA 2 1 　 2 宮坂　茂樹

５３２１４２ △基礎物理学ⅡB 2 1 2
尾島　拓
後藤　忠徳

５３２１５０ 　力学Ｂ 2 　 2 2 小泉　昭久

５３２１６０ 　電磁気学Ａ 2 　 2 2 　 中井　祐介

５３２１７０ 　電磁気学演習 2 　 2 2 津坂　佳幸

５３２１８０ 　応用解析 2 　 2 2 坂井　徹

５３２５２１ 　統計力学Ⅰ 2 　 2 2 坂井　徹

５３２５２２ 　量子力学Ⅰ 2 　 2 　 2 田中　義人

５３２５２３ 　　〃 2 2 2 和達　大樹

５３２５２４ 　結晶学 2 　 2 2 小澤　芳樹

５３２５２５ 　電磁気学Ｂ 2 　 2 　 2 石川　潔

５３２５２７ 　物理数学Ⅰ 2 　 2 　 　 2 中野　博生

５３２５２８ 　物理数学Ⅰ演習 2 　　2 　 2 草部　浩一

５３２５２９ 　物理数学Ⅱ 2 　 3 　 2 中野　博生

５３２５３１ 　物理数学Ⅱ演習 2 　 3 　 2 　 草部　浩一

５３２５３２ 　量子力学Ⅱ 2 　　 3 2 宮坂　茂樹

５３２５３３ 　量子力学演習 2 　 3 2 　 　　　〃

５３２５３４ 　統計力学Ⅱ 2 　 3 　 2 　 中野　博生

５３２５３５ 　物性論Ⅰ 2 3 2 田中　義人

５３２５３６ 　確率統計 2 3 2 北谷　基治

５３２５３７ 　量子力学Ⅲ 2 3 2 坂井　徹

５３２５３８ 　相対論 2 3 2 伊達　伸

５３２５３９   ★物性論Ⅱ（固体電子論） 2 3 2 水戸　毅 物性論Ⅱ

５３２５４１ 　物性論演習 2 3 2 小林　寿夫

５３２５４２ 　分光学Ⅰ 2 　 3 2 篭島　靖

５３２５４３ 　物性論Ⅲ 2 　 3 2 小林　寿夫

５３２５４９ 　現代物質科学特論Ⅰ 2 　 3 有田・村上

　

　 　 　 　 　

集中

クラス 備考
★令和6年度開講
科目注意点

授業科目 単位 配当年次
週時間数

担当教員

Ｂ
　
物
 
理
 
系

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

シラバスを参考にⅠA、ⅠB
のうち一方を選択するこ
と。

シラバスを参考にⅡA、ⅡB
のうち一方を選択するこ
と。

物
質
科
学
科
専
門
教
育
科
目
（

学
科
独
自
科
目
）

区分 授業コード

量子力学Ⅰは２つの授業の
うち、一方を選択するこ
と。
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3

前期 後期

５３３２１１ △有機化学Ⅰ 2 1 2 吾郷　友宏

５３３２２１ ○有機化学Ⅱ 2 2 2 三宅　由寛

５３３２３１ △無機化学Ⅰ 2 1 2 小簑　剛

５３３２４１ 　物理化学Ⅰ 2 　 2  2 江口　律子

５３３２５１ 　有機化学Ⅲ 2 　 2 主に物質科学科 2 久保　和也

５３３２５２   生物化学４ 2 　 2 主に生命科学科 2 衣斐　義一

５３３２６１ 　分析化学Ⅰ 2 　 2  2 　 安川　智之

  　    　  

  　    　  

　 　 　 　 　 　

５３３５５１ 　物理化学Ⅱ 2 　 2 2 下條　竜夫

５３３５５２ 　有機化学Ⅳ 2 　 3 2 藤田　守文

５３３５５３ 　無機化学Ⅱ 2 　 2 2 阿部　正明

５３３５５４ 　物理化学Ⅲ 2 　 3 2 　 和達　大樹

５３３５５５ 　物理化学演習Ⅰ 2 3 2 和達　大樹

５３３５５６ 　無機化学Ⅲ 2 　 3 2 阿部　正明

５３３５５７ 　有機構造化学 2 　 3 2 三宅　由寛

５３３５５８ 　物理化学演習Ⅱ 2 　 3 2 竹内　佐年

５３３５５９ 　量子化学Ⅰ 2 　 3 2 　　　〃

５３３５６１ 　分析化学Ⅱ 2 　 3 　 　 2 鈴木　雅登

５３３５７３ 　機能性物質学 2 　 3 　 　 2 吾郷・和達

５３３５６６ 　表面化学 2 　 3 　 2 西山　覚

５３３５７１ 　有機反応論 2 　 3 　 2 三宅　由寛

　現代物質科学特論Ⅱ 2 　 3 令和6年度非開講

　化学反応論 2 　 4 　　 2 (開講せず）

　量子化学Ⅱ 2 　 3 2 〃

　有機化学演習 2 　 3 　 　 　 2 〃

　 　 　 　 　 　

★令和6年度開講
科目注意点

単位 配当年次 備考

Ｃ
　
化
 
学
 
系

専
門
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礎
科
目
（

共
通
科
目
）

物
質
科
学
科
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門
教
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目
（

学
科
独
自
科
目
）

区分 授業コード 授業科目
週時間数

クラス

集中

担当教員
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4

前期 後期

５３４３１０ △細胞生物学１ 2 1 2 稲木　美紀子

５３４３２１ ○生物化学２ 2 2 2 當舎　武彦

５３４３３１ ○細胞生物学２ 2 2 2 井澤　俊明

５３４３４１ △生物化学１ 2 1 2 久保　稔

５３４３５０ 　分子生物学１ 2 　 2 　 2 　 梅園　良彦

５３４３６０ 　微生物学 2 　 2 　 2 宮澤　淳夫

５３４３７０ 　生物化学３ 2 　 2 　 2 佐々木　桂奈江

５３４３８０ 　分子生物学２ 2 2 　 2 塩見　泰史

　 　 　 　 　 　
５３４７１１ 　生物物理学１ 2 　 2 2 柴田　直樹

５３４７１２ 　細胞生物学３ 2 　 2 2 吉田　秀郎

５３４７１３ 　生物化学５ 2 　 3 2 當舎　武彦

５３４７１４ 　分子生物学３ 2 　 2   2 西谷　秀男

５３４７１５ 　発生生物学１ 2 2   2 餅井　　真

５３４７１６ 　生物化学６ 2 　 3 2 菓子野　康浩

５３４７４０ 　構造生物学２ 2 3 2 水島　恒裕

５３４７１７ 　神経生物学１ 2 　 3 2  八田　公平

５３４７１８ 　構造生物学１ 2 　 3 2 緒方　英明

５３４７１９ 　分子生物学４ 2 　 3 2 廣瀬　富美子

５３４７２１ 　生物物理学３ 2 　 3 2 久保　稔

５３４７３９ 　発生生物学２ 2 　 3 　 2 （開講せず）

５３４７２２ 　生命科学演習２ 2 　 3 　 　 2 八田　公平

５３４７２３ 　生命科学演習１ 2 3 2 稲木　美紀子

５３４７２４ 　生命科学演習３ 2 　 3 　  2 吉久　徹

５３４７２５ 　発生生物学３ 2 　 3 　  2 梅園　良彦

５３４７２６ 　生物物理学２ 2 　 3 　 2 村本　和優

５３４７２７ 　細胞生物学４ 2 　 3  　　 2 西谷　秀男

５３４７２８ 　細胞生物学５ 2 　　 3  　 2 吉久　徹

５３４７２９ 　細胞生物学６ 2 　 3  　  2 吉田　秀郎

５３４７３１ 　分子生物学５ 2 　 3 　 2 （開講せず）

５３４７３２ 　神経生物学２ 2 3 2 幸長　弘子

５３４７３３ 　進化学Ⅰ 2 3 荒木・永野

５３４７３４ 　進化学Ⅱ 2 3 田村　実

５３４７３５ 　生態学Ⅰ 2 3 宮竹　貴久

５３４７３６ 　生態学Ⅱ 2 3 石井　弘明

５３４７３７ 　形態学Ⅰ 2 3 峰雪　芳宣 

５３４７３８ 　形態学Ⅱ 2 3 大谷　哲久

★令和6年度開講
科目注意点

集中

Ｄ
　
生
 
命
 
系

生
命
科
学
科
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門
教
育
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区分 授業コード 授業科目 単位

専
門
基
礎
科
目
（

共
通
科
目
）

集中

集中

集中

担当教員

集中

備考
週時間数

集中

配当年次 クラス
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5

前期 後期

５３５４２０ 　地球惑星科学 2 1 　 2 後藤　忠徳

９７６００４ 　★情報科学Ⅱ 2 2 2 草部　浩一 情報科学ⅡA（物質）

９７６００５ 　★情報科学Ⅱ 2 2 2 緒方　英明　 情報科学ⅡB（生命）

５３５４８２ 　コンピューターリテラシー 2 1 　 2 草部　浩一

５３５４５０ 　地球物質科学 2 　 2 　 2 萩谷　健冶

９８１００４ 　★自然災害と防災 2 　 2 2 平井 HAT神戸開講 地震津波と防災・減災

９８３００５ 減災復興政策概論 2 2 2 青田 HAT神戸開講

９８２００５ ★防災教育と心のケア概論 2 3 2 阪本 HAT神戸開講
防災教育とリスクコ
ミュニケーション

５３５４８１ 　計算機プログラミング 2 　 　 3 　 2 草部　浩一

５３５４９１ 　科学英語 1 　  4 物質科学科 2 和達　大樹　他

５３５５０１ 　　〃 1  4 生命科学科 緒方　英明　他

５０８８１２ 　生命科学特別講義 1 2 玉田　太郎 随時開講

５３５４４０ 　天文学 2 2 2 伊藤　洋一　

５３５４４３ 　天体観測 1 3 本田・伊藤洋

５３４７４１ 　生態学と生物多様性の保全 2 3 2 佐川・出口

５３５５６０ 　英語科学問題演習 2 2 2 梅園　良彦

５３５５７０ 　グローバル・サイエンス 2 2 2 大内　幹雄

５３５５９１   物質英語特別講義演習Ⅲ 1 2 ゲーレ・梅園 随時開講

５３５５９２   生命英語特別講義演習Ⅲ 1 2 ゲーレ・梅園 随時開講

　 　 　 　 　 　
５３６５１１ △生物学実験 1 1 　 Ⅰ 3 　 水島　恒裕 他

５３６５１２ 　　〃 1 1 Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５１３ 　　〃 1 1 Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５１４ 　　〃 1 1 Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５３１ ○物理学実験 1 　 2 3 　 小林　寿夫　他

５３６５４１ ○化学実験 1 　 2  3 　 安川　智之　他

５３６５５１ ○物質科学基礎実験Ⅰ 1 2  I 3 　 和達　大樹　他

５３６５５２ 　　〃 1 2  Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５５３ 　　〃 1 2  Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５５４ 　　〃 1 2  Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５６１ ○物質科学基礎実験Ⅱ 1 　 2 　 I 　 3 三宅　由寛 他

５３６５６２ 　　〃 1 　 2 　 Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５６３ 　　〃 1 2  Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５６４ 　　〃 1 2  Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５７１ ○生命科学基礎実験Ⅰ 1 　 2 　 I 　 3 梅園　良彦 他

５３６５７２ 　　〃 1 2 Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５７３ 　　〃 1 2 Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５７４ 　　〃 1 2 Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５８１ ○生命科学基礎実験Ⅱ 1 　 2 　 I 　 3 　　　　〃

５３６５８２ 　　〃 1 2 Ⅱ 3 　　　　〃

５３６５８３ 　　〃 1 2 Ⅲ 3 　　　　〃

５３６５８４ 　　〃 1 2 Ⅳ 3 　　　　〃

５３６５２１ 地学実験 1 　 3 後藤　忠徳 他

５３６６７１ ■物質科学実験Ⅰ 2 　 3 　 6 　 水戸　毅 他

５３６６７２ ■物質科学実験Ⅱ 2 3 6 　　　　〃

　卒業研究 6 　 　 4 　 各指導教員

　 　 　 　 　 　 　  　 　

５３６７４１ ■生命科学実験Ⅰ 4 　 3 　 12  吉久　徹 他

５３６７４２ ■生命科学実験Ⅱ 4 　 3  　　  12 久保　稔 他

　卒業研究 6 　　 　 4 　 各指導教員

　 　 　 　  　  　 　

　

E
前期２又は後期２

集中

集中

★令和6年度開講
科目注意点
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集中

集中

受講対象は、卒研配属者に限る。授業
は、講座単位で実施する。

配当年次 クラス
週時間数

区分 授業科目 担当教員 備考授業コード 単位
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入入学学年年度度、、免免許許状状のの種種類類・・教教科科にによよりり、、履履修修科科目目やや必必要要単単位位数数がが異異ななりりまますす。。

（１）令和6年度以降入学生

①　教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 （令和4年度以降入学生）

　必修　８単位

中 高 前期 後期

日本国憲法（Ｓ） 2 2

日本国憲法（Ａ） 2 2 2 1 　

日本国憲法（Ｂ） 2 1 　

日本国憲法（Ｃ） 2 1

日本国憲法（Ｄ） 2 1

健康・スポーツ科学演習１ 1 1 　

健康・スポーツ科学演習２ 1 1 　

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Ｓpeaking 1 1 1

Listening and Ｓpeaking 2 1 1

Writing 1 1 1

Writing 2 1 1

TOEIC 総合１ 1 　 2

TOEIC 総合２ 1 　 2

　

データサイエンス入門 2 2 2 1 　 　

集中講義 姫路環境人間ｷｬﾝﾊﾟｽから遠隔

「日本国憲法(A)」,「日本
国憲法(B)」,「日本国憲法
（C）」「日本国憲法
（D）」「日本国憲法(S)」
のいずれかを受講するこ
と。

3　教職科目

教教職職科科目目のの履履修修ににああたたっっててはは,,「「３３．．教教職職課課程程履履修修のの手手引引」」ををよよくく読読んんででくくだだささいい。。

授業コード 授業科目 単位
必修単位

配当年次
週時間数

担当教員 備考

2 2

2 2

授業コード、教員及び履修
方法は、｢1 全学共通科
目」を参照すること。
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入入学学年年度度、、免免許許状状のの種種類類・・教教科科にによよりり、、履履修修科科目目やや必必要要単単位位数数がが異異ななりりまますす。。

（１）令和6年度以降入学生

①　教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 （令和4年度以降入学生）

　必修　８単位

中 高 前期 後期

日本国憲法（Ｓ） 2 2

日本国憲法（Ａ） 2 2 2 1 　

日本国憲法（Ｂ） 2 1 　

日本国憲法（Ｃ） 2 1

日本国憲法（Ｄ） 2 1

健康・スポーツ科学演習１ 1 1 　

健康・スポーツ科学演習２ 1 1 　

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Ｓpeaking 1 1 1

Listening and Ｓpeaking 2 1 1

Writing 1 1 1

Writing 2 1 1

TOEIC 総合１ 1 　 2

TOEIC 総合２ 1 　 2

　

データサイエンス入門 2 2 2 1 　 　

集中講義 姫路環境人間ｷｬﾝﾊﾟｽから遠隔

「日本国憲法(A)」,「日本
国憲法(B)」,「日本国憲法
（C）」「日本国憲法
（D）」「日本国憲法(S)」
のいずれかを受講するこ
と。

3　教職科目

教教職職科科目目のの履履修修ににああたたっっててはは,,「「３３．．教教職職課課程程履履修修のの手手引引」」ををよよくく読読んんででくくだだささいい。。

授業コード 授業科目 単位
必修単位

配当年次
週時間数

担当教員 備考

2 2

2 2

授業コード、教員及び履修
方法は、｢1 全学共通科
目」を参照すること。

②　教育の基礎的理解に関する科目等（令和6年度以降入学生）
必修　　中一種免２７単位

　高一種免２３単位

必
修

選
択

必
修

選
択

９９０００２ 教育原論 2 2 2 1

９９０１３２ 教職論 2 2 2 1

９９００２２ 教育制度論 2 2 2 2

９９００１２ 教育心理学 2 2 2 2

９９０６０２ 特別支援教育論 1 1 1 2

９９０７０２ 教育課程論 1 1 1 2

９９００９２ 道徳教育論 2 2 2 2

９９０８０２ 総合的な学習の指導法 1 1 1 2

９９０９０２ 特別活動論 1 1 1 2

９９０２９２
教育方法・通信技術
活用論

2 2 2 2

９９０１１２ 生徒指導論 2 2 2 3

９９０１８２ 教育相談 2 2 2 2

９９０２１５ 教育実習Ⅰ 3 － 3 4

９９０２２５ 教育実習Ⅱ 5 5 － 4

９９０１９２ 教職実践演習 2 2 2 4

(注１)

(注２)

（注１）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考

集中講義 3年次までに履修すること

集中講義

中 高
前期 後期

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義
高校は選択だが単位修
得することが望ましい

集中講義

集中講義 3年次までに履修すること

集中講義 3年次までに履修すること

集中講義

中高両方の免許を取
得する場合は、教育
実習Ⅱを必修とする。

集中講義
教育実習を履修済みの学
生対象

　免許法上における最低必要単位数は、中一種２７単位、高一種２３単位であるが、本
学においては上記修得単位欄のとおり単位修得すること。
　なお、最低必要単位数を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設

定する科目」の単位に算入することができる。

　教育実習は、前年度の４～５月頃に実施する説明会に参加し、学務課に申込み

手続を行った者で、前年度末までに下記の履修許可条件を満たした者のみ履修を

認める。
ア　卒業研究履修許可者であること。

イ　特別な事情がある場合を除いて、「教育実践に関する科目」を除く「教育の基礎的理解に関する科目等」
(H30年度以前入学生は「教職に関する科目」の必修単位のうち、３分の２以上の単位を修得していること)

ウ　「教科及び教科の指導法に関する科目(H30年度以前入学生は「教科に関する科目」)」の必修単位のう
ち、３分の２以上を修得していること。

エ　教科指導法Ⅰ・Ⅱ(数学・理科のうち免許を取得しようとする科目のもの)の単位を修得していること。

オ　中学校教員免許(数学・理科)取得希望者については、「介護等体験」の単位を取得していること。

(注２)
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③　大学が独自に設定する科目（令和6年度入学生）

必修　中一種免　４単位　
高一種免　１２単位

前期 後期
９９０２４２ 介護等体験（注2） 2 3 必修（中一種のみ）

高１種の単位としては認めない

９９００１２ 教育実践体験 2 2 令和６年入学生対象

(注１)

中一種免
（４単位必修）

高一種免
（12単位必修）

(注２)

④　教科及び教科の指導法に関する科目（令和6年度入学生）
　必修　 中一種免　２８単位　

高一種免　２４単位

（上記　③ 大学が独自に設定する科目 の（注１）を参照すること。）

ア　物質科学科

　数　　学

中 高
2 ７日間

　開講科目が中一種２単位、高一種２単位のみであるため、下記のとおり単位を修得するこ
と。

（令和6年度入学生）

（注１）

授業コード 授業科目 単位
必修単位

配当年次
週時間数

備考

2

　線形代数学Ⅱ 2
　代数構造 2

幾何学

○幾何構造

　「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する
科目等」において、必修単位とは別に合計２単位以上修得すること。

　「道徳教育論」（選択）又は「教科及び教科の指導法に関する科目」若しくは
「教育の基礎的理解に関する科目等」において、必修単位とは別に合計１０
単位以上修得すること。

　介護等体験は、前年度の１２月に実施する説明会に参加し、学務課に申込み手続を行

い、２月に事前指導に出席した者のみ履修を認める。

（詳細は、「３．教職課程履修の手引（５）介護等体験についてを参照すること。）

　ただし、必修の単位（中一種免28単位、高一種24単位）とは別に「大学が独自に設定する科目」
の単位を「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目等」から修
得しなければならない。

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位

2
　相対論 2
　数学演習Ⅰ 2
　数学演習Ⅱ 2

代数学
○線形代数学Ⅰ 2

2
　物理数学Ⅰ 2
　物理数学Ⅰ演習 2
　物理数学Ⅱ 2

解析学

○微分積分学Ⅰ 2
　微分積分学Ⅱ 2
　位相解析 2
　関数解析 2
　応用解析      

　コンピューターリテラシー

　物理数学Ⅱ演習 2

確率論
統計学

○確率統計 2
　統計力学Ⅰ 2
　統計力学Ⅱ 2

1

コンピュータ

○情報科学Ⅰ 2
　情報科学ⅡA 2
　情報科学ⅡB 2
　計算機プログラミング 2
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必
修

選
択

必
修

選
択

９９００６７ 数学科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００６８ 数学科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００６９ 数学科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００７０ 数学科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

(注３) 数学科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

ア　物質科学科

 理　　科

 

備考
中 高

前期 後期

（令和6年度入学生）

免許法施行規則に定める科目区分

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

○基礎物理学ⅠＢ 2
　力学Ａ 2
　波動論 2

集中講義

(注１）〇印は、免許状を取得する場合の必修科目。

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位

○基礎物理学ⅡＡ 2
○基礎物理学ⅡＢ 2
　力学Ｂ 2

物理学

○基礎物理学ⅠＡ 2

　結晶学        2
　電磁気学Ｂ 2
　量子力学Ⅱ    2

　電磁気学A 2
　電磁気学演習 2
　量子力学Ⅰ 2

　物性論演習 2
　分光学Ⅰ 2
　物性論Ⅲ 2

　量子力学演習 2
　物性論Ⅰ 2
　物性論Ⅱ(固体電子論) 2

2
　有機化学Ⅳ 2
　物理化学Ⅲ 2
　無機化学Ⅱ 2

化　学

○有機化学Ⅰ 2
○無機化学Ⅰ 2
　有機化学Ⅱ 2
　有機化学Ⅲ 2
　物理化学Ⅱ

　量子化学Ⅰ 2
　分析化学Ⅰ 2
　分析化学Ⅱ 2

　無機化学Ⅲ 2
　有機構造化学 2
　物理化学演習Ⅱ 2

③　大学が独自に設定する科目（令和6年度入学生）

必修　中一種免　４単位　
高一種免　１２単位

前期 後期
９９０２４２ 介護等体験（注2） 2 3 必修（中一種のみ）

高１種の単位としては認めない

９９００１２ 教育実践体験 2 2 令和６年入学生対象

(注１)

中一種免
（４単位必修）

高一種免
（12単位必修）

(注２)

④　教科及び教科の指導法に関する科目（令和6年度入学生）
　必修　 中一種免　２８単位　

高一種免　２４単位

（上記　③ 大学が独自に設定する科目 の（注１）を参照すること。）

ア　物質科学科

　数　　学

中 高
2 ７日間

　開講科目が中一種２単位、高一種２単位のみであるため、下記のとおり単位を修得するこ
と。

（令和6年度入学生）

（注１）

授業コード 授業科目 単位
必修単位

配当年次
週時間数

備考

2

　線形代数学Ⅱ 2
　代数構造 2

幾何学

○幾何構造

　「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する
科目等」において、必修単位とは別に合計２単位以上修得すること。

　「道徳教育論」（選択）又は「教科及び教科の指導法に関する科目」若しくは
「教育の基礎的理解に関する科目等」において、必修単位とは別に合計１０
単位以上修得すること。

　介護等体験は、前年度の１２月に実施する説明会に参加し、学務課に申込み手続を行

い、２月に事前指導に出席した者のみ履修を認める。

（詳細は、「３．教職課程履修の手引（５）介護等体験についてを参照すること。）

　ただし、必修の単位（中一種免28単位、高一種24単位）とは別に「大学が独自に設定する科目」
の単位を「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目等」から修
得しなければならない。

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位

2
　相対論 2
　数学演習Ⅰ 2
　数学演習Ⅱ 2

代数学
○線形代数学Ⅰ 2

2
　物理数学Ⅰ 2
　物理数学Ⅰ演習 2
　物理数学Ⅱ 2

解析学

○微分積分学Ⅰ 2
　微分積分学Ⅱ 2
　位相解析 2
　関数解析 2
　応用解析      

　コンピューターリテラシー

　物理数学Ⅱ演習 2

確率論
統計学

○確率統計 2
　統計力学Ⅰ 2
　統計力学Ⅱ 2

1

コンピュータ

○情報科学Ⅰ 2
　情報科学ⅡA 2
　情報科学ⅡB 2
　計算機プログラミング 2
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必
修

選
択

必
修

選
択

９９００７７ 理科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００７８ 理科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００７９ 理科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００８０ 理科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

2

（令和6年度入学生）

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位

化　学
　機能性物質学 2
　有機反応論

免許法施行規則に定める科目区分

地　学
○地球惑星科学 2
○地球物質科学 2
　天文学 2

生物学

○細胞生物学１ 2
○細胞生物学２ 2
　生物物理学１ 2
　細胞生物学３ 2

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考中 高
前期 後期

集中講義

（注１）○印は、免許状を取得する場合の必修科目（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠB」、「基礎物理学
ⅡA」及び「基礎物理学ⅡB」は、それぞれいずれかを選択のうえ履修すること。）。

(注３)各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。

(注４) 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

○物理学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅰ 1
　物質科学実験Ⅰ 2

○生物学実験 1
　生命科学基礎実験Ⅰ 1
　生命科学基礎実験Ⅱ 1

物理学実験、化学実験
生物学実験、地学実験

○化学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅱ 1
　物質科学実験Ⅱ 2

○地学実験 1
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イ　生命科学科

 理　　科

（令和6年度入学生）

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位

物理学

○基礎物理学ⅠＡ 2
○基礎物理学ⅠＢ 2
　波動論 2
○基礎物理学ⅡＡ 2

　量子力学Ⅰ 2
　結晶学        2

○基礎物理学ⅡＢ 2
　電磁気学Ａ 2
　電磁気学演習 2

2
　無機化学Ⅱ 2

化　学

○有機化学Ⅰ 2
　有機化学Ⅱ 2
○無機化学Ⅰ 2
　分析化学Ⅰ 2
　生物化学４

2
　分子生物学４ 2
　分子生物学５ 2
　構造生物学１ 2

生物学

○細胞生物学１ 2
○細胞生物学２ 2
　分子生物学１ 2
　分子生物学２ 2
　分子生物学３

　神経生物学１ 2

　構造生物学２ 2
　細胞生物学３ 2
　細胞生物学４ 2

　神経生物学２ 2
　生命科学演習１ 2
　生命科学演習２ 2

　細胞生物学５ 2
　細胞生物学６ 2

　生物化学６ 2
　生物物理学１ 2
　生物物理学２ 2

　生命科学演習３ 2
　生物化学２ 2
　生物化学５ 2

　発生生物学３ 2
　生態学Ⅰ 2
　生態学Ⅱ 2

　微生物学 2
　発生生物学１ 2
　発生生物学２ 2

　形態学Ⅰ 2
　形態学Ⅱ 2

必
修

選
択

必
修

選
択

９９００７７ 理科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００７８ 理科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００７９ 理科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００８０ 理科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

2

（令和6年度入学生）

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位

化　学
　機能性物質学 2
　有機反応論

免許法施行規則に定める科目区分

地　学
○地球惑星科学 2
○地球物質科学 2
　天文学 2

生物学

○細胞生物学１ 2
○細胞生物学２ 2
　生物物理学１ 2
　細胞生物学３ 2

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考中 高
前期 後期

集中講義

（注１）○印は、免許状を取得する場合の必修科目（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠB」、「基礎物理学
ⅡA」及び「基礎物理学ⅡB」は、それぞれいずれかを選択のうえ履修すること。）。

(注３)各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。

(注４) 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

○物理学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅰ 1
　物質科学実験Ⅰ 2

○生物学実験 1
　生命科学基礎実験Ⅰ 1
　生命科学基礎実験Ⅱ 1

物理学実験、化学実験
生物学実験、地学実験

○化学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅱ 1
　物質科学実験Ⅱ 2

○地学実験 1
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必
修

選
択

必
修

選
択

９９００７７ 理科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００７８ 理科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００７９ 理科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００８０ 理科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

(注４) 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

　物質科学基礎実験Ⅰ 1
○化学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅱ 1

免許法施行規則に定める科目区分

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考

(注３) 各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。

中 高
前期 後期

集中講義

（注１）○印は、免許状を取得する場合の必修科目（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠB」、「基礎物理学
ⅡA」及び「基礎物理学ⅡB」は、それぞれいずれかを選択のうえ履修すること。）。

（令和6年度入学生）

2
　地震津波と防災・減災 2

○地学実験 1

授業科目 単位

　天文学

4

○生物学実験 1
　生命科学基礎実験Ⅰ 1
　生命科学基礎実験Ⅱ 1

地　学

○地球惑星科学 2
○地球物質科学 2

免許法施行規則に
定める科目区分

物理学実験、化学実験
生物学実験、地学実験

　生命科学実験Ⅰ 4
　生命科学実験Ⅱ

○物理学実験 1
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（2）令和４・５年度入学生

①　教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 （令和4年度以降入学生）

　必修　８単位

中 高 前期 後期

日本国憲法（Ｓ） 2 2

日本国憲法（Ａ） 2 2 2 1 　

日本国憲法（Ｂ） 2 1 　

日本国憲法（Ｃ） 2 1

日本国憲法（Ｄ） 2 1

健康・スポーツ科学演習１ 1 1 　

健康・スポーツ科学演習２ 1 1 　

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Ｓpeaking 1 1 1

Listening and Ｓpeaking 2 1 1

Writing 1 1 1

Writing 2 1 1

TOEIC 総合１ 1 　 2

TOEIC 総合２ 1 　 2

　

データサイエンス入門 2 2 2 1 　

授業コード 授業科目 単位
必修単位

配当年次
週時間数

2 2

授業コード、教員及び履修方法
は、｢1 全学共通科目」を参照す
ること。

備考

集中講義 姫路環境人間ｷｬﾝﾊﾟｽから遠隔

「日本国憲法(A)」,「日本国憲法
(B)」,「日本国憲法（C）」「日
本国憲法（Ｄ）」「日本国憲法
(S)」のいずれかを受講するこ
と。

2 2

必
修

選
択

必
修

選
択

９９００７７ 理科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００７８ 理科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００７９ 理科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００８０ 理科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

(注４) 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

　物質科学基礎実験Ⅰ 1
○化学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅱ 1

免許法施行規則に定める科目区分

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考

(注３) 各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。

中 高
前期 後期

集中講義

（注１）○印は、免許状を取得する場合の必修科目（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠB」、「基礎物理学
ⅡA」及び「基礎物理学ⅡB」は、それぞれいずれかを選択のうえ履修すること。）。

（令和6年度入学生）

2
　地震津波と防災・減災 2

○地学実験 1

授業科目 単位

　天文学

4

○生物学実験 1
　生命科学基礎実験Ⅰ 1
　生命科学基礎実験Ⅱ 1

地　学

○地球惑星科学 2
○地球物質科学 2

免許法施行規則に
定める科目区分

物理学実験、化学実験
生物学実験、地学実験

　生命科学実験Ⅰ 4
　生命科学実験Ⅱ

○物理学実験 1
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②　教育の基礎的理解に関する科目等（令和3年度以降入学生）
必修　　中一種免２７単位

　高一種免２３単位

必
修

選
択

必
修

選
択

９９０００２ 教育原論 2 2 2 2

９９０１３２ 教職論 2 2 2 1

９９００２２ 教育制度論 2 2 2 2

９９００１２ 教育心理学 2 2 2 2 2

９９０６０２ 特別支援教育論 1 1 1 2

９９０７０２ 教育課程論 1 1 1 2

９９００９２ 道徳教育論 2 2 2 2

９９０８０２ 総合的な学習の指導法 1 1 1 2

９９０９０２ 特別活動論 1 1 1 2

９９０２９２
教育方法・通信技術
活用論

2 2 2 2

９９０１１２ 生徒指導論 2 2 2 3

９９０１８２ 教育相談 2 2 2 2

９９０２１５ 教育実習Ⅰ 3 － 3 4

９９０２２５ 教育実習Ⅱ 5 5 － 4

９９０１９２ 教職実践演習 2 2 2 4

(注１)

(注２)

（令和４・５年度入学生）

（注１）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考
中 高

前期 後期

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

　教育実習は、前年度の４～５月頃に実施する説明会に参加し、学務課に申込み手続を行った

者で、前年度末までに下記の履修許可条件を満たした者のみ履修を認める。
ア　卒業研究履修許可者であること。

集中講義

集中講義

集中講義

中高両方の免許を取得する場
合は、教育実習Ⅱを必修とす
る。

イ　教育原論、教育心理学、生徒指導論、数学科又は理科指導法Ⅰ・Ⅱを含む１２単位以上を修得していること。

ウ　「教科及び教科の指導法に関する科目」及び「大学が独自に設定する科目」の必修単位数のうち３分の２以上の単位を修得していること。

集中講義

集中講義 教育実習を履修済みの学生対象

　免許法上における最低必要単位数は、中一種２７単位、高一種２３単位であるが、本学においては
上記修得単位欄のとおり単位修得すること。
　なお、最低必要単位数を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」

の単位に算入することができる。

(注２)
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②　教育の基礎的理解に関する科目等（令和3年度以降入学生）
必修　　中一種免２７単位

　高一種免２３単位

必
修

選
択

必
修

選
択

９９０００２ 教育原論 2 2 2 2

９９０１３２ 教職論 2 2 2 1

９９００２２ 教育制度論 2 2 2 2

９９００１２ 教育心理学 2 2 2 2 2

９９０６０２ 特別支援教育論 1 1 1 2

９９０７０２ 教育課程論 1 1 1 2

９９００９２ 道徳教育論 2 2 2 2

９９０８０２ 総合的な学習の指導法 1 1 1 2

９９０９０２ 特別活動論 1 1 1 2

９９０２９２
教育方法・通信技術
活用論

2 2 2 2

９９０１１２ 生徒指導論 2 2 2 3

９９０１８２ 教育相談 2 2 2 2

９９０２１５ 教育実習Ⅰ 3 － 3 4

９９０２２５ 教育実習Ⅱ 5 5 － 4

９９０１９２ 教職実践演習 2 2 2 4

(注１)

(注２)

（令和４・５年度入学生）

（注１）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考
中 高

前期 後期

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

　教育実習は、前年度の４～５月頃に実施する説明会に参加し、学務課に申込み手続を行った

者で、前年度末までに下記の履修許可条件を満たした者のみ履修を認める。
ア　卒業研究履修許可者であること。

集中講義

集中講義

集中講義

中高両方の免許を取得する場
合は、教育実習Ⅱを必修とす
る。

イ　教育原論、教育心理学、生徒指導論、数学科又は理科指導法Ⅰ・Ⅱを含む１２単位以上を修得していること。

ウ　「教科及び教科の指導法に関する科目」及び「大学が独自に設定する科目」の必修単位数のうち３分の２以上の単位を修得していること。

集中講義

集中講義 教育実習を履修済みの学生対象

　免許法上における最低必要単位数は、中一種２７単位、高一種２３単位であるが、本学においては
上記修得単位欄のとおり単位修得すること。
　なお、最低必要単位数を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」

の単位に算入することができる。

(注２)

③　大学が独自に設定する科目（2019年度（平成31年度以降入学生））

必修　中一種免　４単位　
高一種免　１２単位

前期 後期

９９０２４２ 介護等体験（注2） 2 3

(注１)

中一種免
（４単位必修）

高一種免
（12単位必修）

(注２)

④　教科及び教科の指導法に関する科目（令和4年度入学生）
　必修　 中一種免　２８単位　

高一種免　２４単位

（上記　③ 大学が独自に設定する科目 の（注１）を参照すること。）

ア　物質科学科

　数　　学

（令和４・５年度入学生）

（注１）

授業コード 授業科目 単位
必修単位

配当年次
週時間数

備考
中 高

2 ７日間

　開講科目が中一種２単位、高一種２単位のみであるため、下記のとおり単位を修得すること。

必修（中一種
のみ）
高１種の単位と
しては認めな
い

　「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目等」に
おいて、必修単位とは別に合計２単位以上修得すること。

　「道徳教育論」（選択）又は「教科及び教科の指導法に関する科目」若しくは「教育の基
礎的理解に関する科目等」において、必修単位とは別に合計１０単位以上修得すること。

　介護等体験は、前年度の１２月に実施する説明会に参加し、学務課に申込み手続を行い、２月に事

前指導に出席した者のみ履修を認める。

（詳細は、「３．教職課程履修の手引（５）介護等体験についてを参照すること。）

　　　　ただし、必修の単位（中一種免28単位、高一種24単位）とは別に「大学が独自に設定する科目」

　　　の単位を「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目等」から

　　　修得しなければならない。

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

代数学
○線形代数学Ⅰ 2  

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

　線形代数学Ⅱ 2
　代数構造 2

幾何学

○幾何構造

　関数解析 2
　応用解析      

2
　相対論 2
　数学演習Ⅰ 2
　数学演習Ⅱ 2
○微分積分学Ⅰ 2
　微分積分学Ⅱ 2
　位相解析 2

2
　物理数学Ⅰ 2
　物理数学Ⅰ演習 2
　物理数学Ⅱ 2
　物理数学Ⅱ演習 2

確率論
統計学

○確率統計 2
　統計力学Ⅰ 2
　統計力学Ⅱ 2

解析学

コンピュータ

○情報科学Ⅰ 2
　情報科学ⅡA 2

　計算機プログラミング 2
　コンピューターリテラシー 2

　情報科学ⅡB 2
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必
修

選
択

必
修

選
択

９９００６７ 数学科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００６８ 数学科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００６９ 数学科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００７０ 数学科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

(注４) 数学科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

ア　物質科学科

 理　　科

 

（令和４・５年度入学生）

免許法施行規則に定める科目区分

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考
中 高

前期 後期

集中講義

(注１）〇印は、免許状を取得する場合の必修科目。

(注３) 各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

物理学

○基礎物理学ⅠＡ 2  

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

○基礎物理学ⅠＢ 2
　力学Ａ 2
　波動論 2
○基礎物理学ⅡＡ 2
○基礎物理学ⅡＢ 2
　力学Ｂ 2
　電磁気学A 2
　電磁気学演習 2
　量子力学Ⅰ 2
　結晶学        2
　電磁気学Ｂ 2
　量子力学Ⅱ    2
　量子力学演習 2
　物性論Ⅰ 2
　物性論Ⅱ(固体電子論) 2
　物性論演習 2
　分光学Ⅰ 2
　物性論Ⅲ 2

物理学実験
（コンピュータ活用を含む。）

○物理学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅰ 1
　物質科学実験Ⅰ 2

化　学

○有機化学Ⅰ 2
○無機化学Ⅰ 2
　有機化学Ⅱ 2
　有機化学Ⅲ 2
　物理化学Ⅱ 2
　有機化学Ⅳ 2
　物理化学Ⅲ 2
　無機化学Ⅱ 2
　無機化学Ⅲ 2
　有機構造化学 2
　物理化学演習Ⅱ 2
　量子化学Ⅰ 2
　分析化学Ⅰ 2
　分析化学Ⅱ 2
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必
修

選
択

必
修

選
択

９９００６７ 数学科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００６８ 数学科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００６９ 数学科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００７０ 数学科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

(注４) 数学科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

ア　物質科学科

 理　　科

 

（令和４・５年度入学生）

免許法施行規則に定める科目区分

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考
中 高

前期 後期

集中講義

(注１）〇印は、免許状を取得する場合の必修科目。

(注３) 各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

物理学

○基礎物理学ⅠＡ 2  

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

○基礎物理学ⅠＢ 2
　力学Ａ 2
　波動論 2
○基礎物理学ⅡＡ 2
○基礎物理学ⅡＢ 2
　力学Ｂ 2
　電磁気学A 2
　電磁気学演習 2
　量子力学Ⅰ 2
　結晶学        2
　電磁気学Ｂ 2
　量子力学Ⅱ    2
　量子力学演習 2
　物性論Ⅰ 2
　物性論Ⅱ(固体電子論) 2
　物性論演習 2
　分光学Ⅰ 2
　物性論Ⅲ 2

物理学実験
（コンピュータ活用を含む。）

○物理学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅰ 1
　物質科学実験Ⅰ 2

化　学

○有機化学Ⅰ 2
○無機化学Ⅰ 2
　有機化学Ⅱ 2
　有機化学Ⅲ 2
　物理化学Ⅱ 2
　有機化学Ⅳ 2
　物理化学Ⅲ 2
　無機化学Ⅱ 2
　無機化学Ⅲ 2
　有機構造化学 2
　物理化学演習Ⅱ 2
　量子化学Ⅰ 2
　分析化学Ⅰ 2
　分析化学Ⅱ 2

必
修

選
択

必
修

選
択

９９００７７ 理科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００７８ 理科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００７９ 理科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００８０ 理科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

(注４) 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

（令和４・５年度入学生）

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

化　学
　機能性物質学 2  

 
 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

　有機反応論 2

化学実験
(コンピュータ活用含む。）

○化学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅱ 1
　物質科学実験Ⅱ 2

生物学

○細胞生物学１ 2
○細胞生物学２ 2
　生物物理学１ 2
　細胞生物学３ 2

生物学実験
(コンピュータ活用含む。）

○生物学実験 1
　生命科学基礎実験Ⅰ 1
　生命科学基礎実験Ⅱ 1

地　学
○地球惑星科学 2
○地球物質科学 2
　天文学 2

地学実験
(コンピュータ活用含む。）

○地学実験 1

免許法施行規則に定める科目区分

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考中 高
前期 後期

集中講義

（注１）○印は、免許状を取得する場合の必修科目（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠB」、「基礎物理学ⅡA」
　　　　及び「基礎物理学ⅡB」は、それぞれいずれかを選択のうえ履修すること。）。

(注３) 各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。
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イ　生命科学科

 理　　科

（令和４・５年度入学生）

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

物理学

○基礎物理学ⅠＡ 2  

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

○基礎物理学ⅠＢ

　有機化学Ⅱ

2
　波動論 2
○基礎物理学ⅡＡ 2
○基礎物理学ⅡＢ 2

2

　電磁気学Ａ 2
　電磁気学演習 2

　生物化学４

　量子力学Ⅰ 2
　結晶学        2

○無機化学Ⅰ 2
　分析化学Ⅰ 2

2

物理学実験
(コンピュータ活用含む。）

○物理学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅰ 1

　無機化学Ⅱ 2
化学実験

(コンピュータ活用含む。）

○化学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅱ 1

化　学

○有機化学Ⅰ
2

生物学

○細胞生物学１ 2
○細胞生物学２ 2
　分子生物学１ 2
　分子生物学２ 2
　分子生物学３ 2
　分子生物学４ 2
　分子生物学５ 2
　構造生物学１ 2
　構造生物学２ 2
　細胞生物学３ 2
　細胞生物学４ 2
　細胞生物学５ 2
　細胞生物学６ 2
　神経生物学１ 2
　神経生物学２ 2
　生命科学演習１ 2
　生命科学演習２ 2
　生命科学演習３ 2
　生物化学２ 2
　生物化学５ 2
　生物化学６ 2
　生物物理学１ 2
　生物物理学２ 2
　微生物学 2
　発生生物学１ 2
　発生生物学２ 2
　発生生物学３ 2
　生態学Ⅰ 2
　生態学Ⅱ 2
　形態学Ⅰ 2
　形態学Ⅱ 2

生物学実験
(コンピュータ活用含む。)

○生物学実験 1
　生命科学基礎実験Ⅰ 1
　生命科学基礎実験Ⅱ 1
　生命科学実験Ⅰ 4
　生命科学実験Ⅱ 4
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イ　生命科学科

 理　　科

（令和４・５年度入学生）

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

物理学

○基礎物理学ⅠＡ 2  

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

○基礎物理学ⅠＢ

　有機化学Ⅱ

2
　波動論 2
○基礎物理学ⅡＡ 2
○基礎物理学ⅡＢ 2

2

　電磁気学Ａ 2
　電磁気学演習 2

　生物化学４

　量子力学Ⅰ 2
　結晶学        2

○無機化学Ⅰ 2
　分析化学Ⅰ 2

2

物理学実験
(コンピュータ活用含む。）

○物理学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅰ 1

　無機化学Ⅱ 2
化学実験

(コンピュータ活用含む。）

○化学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅱ 1

化　学

○有機化学Ⅰ
2

生物学

○細胞生物学１ 2
○細胞生物学２ 2
　分子生物学１ 2
　分子生物学２ 2
　分子生物学３ 2
　分子生物学４ 2
　分子生物学５ 2
　構造生物学１ 2
　構造生物学２ 2
　細胞生物学３ 2
　細胞生物学４ 2
　細胞生物学５ 2
　細胞生物学６ 2
　神経生物学１ 2
　神経生物学２ 2
　生命科学演習１ 2
　生命科学演習２ 2
　生命科学演習３ 2
　生物化学２ 2
　生物化学５ 2
　生物化学６ 2
　生物物理学１ 2
　生物物理学２ 2
　微生物学 2
　発生生物学１ 2
　発生生物学２ 2
　発生生物学３ 2
　生態学Ⅰ 2
　生態学Ⅱ 2
　形態学Ⅰ 2
　形態学Ⅱ 2

生物学実験
(コンピュータ活用含む。)

○生物学実験 1
　生命科学基礎実験Ⅰ 1
　生命科学基礎実験Ⅱ 1
　生命科学実験Ⅰ 4
　生命科学実験Ⅱ 4

必
修

選
択

必
修

選
択

９９００７７ 理科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2 工　義尚

９９００７８ 理科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2 天野　智博

９９００７９ 理科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2 平松　紳一

９９００８０ 理科指導法Ⅳ 2 2 2 4 天野　智博

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

(注４) 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

（令和４・５年度入学生）

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

地　学

○地球惑星科学 2

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

○地球物質科学 2
　天文学 2
　自然災害と防災 2

地学実験
(コンピュータ活用含む。）

○地学実験 1

免許法施行規則に定める科目区分

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

担当教員 備考

(注３) 各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。

中 高
前期 後期

集中講義

（注１）○印は、免許状を取得する場合の必修科目（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠB」、「基礎物理学ⅡA」
　　　　及び「基礎物理学ⅡB」は、それぞれいずれかを選択のうえ履修すること。）。
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（３）令和３年度入学生

入入学学年年度度、、免免許許状状のの種種類類・・教教科科にによよりり、、履履修修科科目目やや必必要要単単位位数数がが異異ななりりまますす。。

①　教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 （平成29年度～令和3年度入学生）

　必修　８単位

中 高 前期 後期

日本国憲法（Ｓ） 2 2

日本国憲法（Ａ） 2 2 2 1 　

日本国憲法（Ｂ） 2 1 　

日本国憲法（Ｃ） 2 1

日本国憲法（Ｄ） 2 1

健康・スポーツ科学演習１ 1 1 　

健康・スポーツ科学演習２ 1 1 　

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Ｓpeaking 1 1 1

Listening and Ｓpeaking 2 1 1

Writing 1 1 1

Writing 2 1 1

TOEIC 総合１ 1 　 2

TOEIC 総合２ 1 　 2

　

情報処理基礎 2 2 2 1 　 　

集中講義 姫路環境人間ｷｬﾝﾊﾟｽから遠隔

「日本国憲法(A)」,「日本
国憲法(B)」,「日本国憲法
（C）」「日本国憲法
（Ｄ）」「日本国憲法(S)」
のいずれかを受講するこ
と。

2 2

2 2

授業コード、教員及び履修
方法は、｢1 全学共通科目」
を参照すること。

教教職職科科目目のの履履修修ににああたたっっててはは,,「「３３．．教教職職課課程程履履修修のの手手引引」」ををよよくく読読んんででくくだだささいい。。

授業コード 授業科目 単位
必修単位

配当年次
週時間数

担当教員 備考
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（３）令和３年度入学生

入入学学年年度度、、免免許許状状のの種種類類・・教教科科にによよりり、、履履修修科科目目やや必必要要単単位位数数がが異異ななりりまますす。。

①　教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 （平成29年度～令和3年度入学生）

　必修　８単位

中 高 前期 後期

日本国憲法（Ｓ） 2 2

日本国憲法（Ａ） 2 2 2 1 　

日本国憲法（Ｂ） 2 1 　

日本国憲法（Ｃ） 2 1

日本国憲法（Ｄ） 2 1

健康・スポーツ科学演習１ 1 1 　

健康・スポーツ科学演習２ 1 1 　

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Ｓpeaking 1 1 1

Listening and Ｓpeaking 2 1 1

Writing 1 1 1

Writing 2 1 1

TOEIC 総合１ 1 　 2

TOEIC 総合２ 1 　 2

　

情報処理基礎 2 2 2 1 　 　

集中講義 姫路環境人間ｷｬﾝﾊﾟｽから遠隔

「日本国憲法(A)」,「日本
国憲法(B)」,「日本国憲法
（C）」「日本国憲法
（Ｄ）」「日本国憲法(S)」
のいずれかを受講するこ
と。

2 2

2 2

授業コード、教員及び履修
方法は、｢1 全学共通科目」
を参照すること。

教教職職科科目目のの履履修修ににああたたっっててはは,,「「３３．．教教職職課課程程履履修修のの手手引引」」ををよよくく読読んんででくくだだささいい。。

授業コード 授業科目 単位
必修単位

配当年次
週時間数

担当教員 備考

②　教育の基礎的理解に関する科目等 （令和3年度以降入学生）
必修　　中一種免２７単位

　高一種免２３単位

必
修

選
択

必
修

選
択

９９０００２ 教育原論 2 2 2 2

９９０１３２ 教職論 2 2 2 1

９９００２２ 教育制度論 2 2 2 2

９９００１２ 教育心理学 2 2 2 2 2

９９０６０２ 特別支援教育論 1 1 1 2

９９０７０２ 教育課程論 1 1 1 2

９９００９２ 道徳教育論 2 2 2 2

９９０８０２ 総合的な学習の指導法 1 1 1 2

９９０９０２ 特別活動論 1 1 1 2

９９０２９２
教育方法・通信技術
活用論

2 2 2 2

９９０１１２ 生徒指導論 2 2 2 3

９９０１８２ 教育相談 2 2 2 2

９９０２１５ 教育実習Ⅰ 3 － 3 4

９９０２２５ 教育実習Ⅱ 5 5 － 4

９９０１９２ 教職実践演習 2 2 2 4

(注１)

(注２)

ア　卒業研究履修許可者であること。

イ　教育原論、教育心理学、生徒指導論、数学科又は理科指導法Ⅰ・Ⅱを含む１２単位以上を修得していること。

ウ　「教科及び教科の指導法に関する科目」及び「大学が独自に設定する科目」の必修単位数のうち３分の２以上の単位を修得していること。

中高両方の免許を取得する場
合は、教育実習Ⅱを必修とす
る。

集中講義 教育実習を履修済みの学生対象

　免許法上における最低必要単位数は、中一種２７単位、高一種２３単位であるが、本学においては
上記修得単位欄のとおり単位修得すること。
　なお、最低必要単位数を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」

の単位に算入することができる。

　教育実習は、前年度の４～５月頃に実施する説明会に参加し、学務課に申込み手続を行った

者で、前年度末までに下記の履修許可条件を満たした者のみ履修を認める。

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

高
前期 後期

集中講義

集中講義

（令和3年度入学生）

（注１）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考
中

(注２)
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③　大学が独自に設定する科目

必修　中一種免　４単位　
高一種免　１２単位

前期 後期

９９０２４２ 介護等体験（注2） 2 3

(注１)

中一種免
（４単位必修）

高一種免
（12単位必修）

(注２)

④　教科及び教科の指導法に関する科目
　必修　 中一種免　２８単位　

高一種免　２４単位

（上記　③ 大学が独自に設定する科目 の（注１）を参照すること。）

ア　物質科学科

　数　　学

（令和3年度入学生）

コンピュータ

○情報科学Ⅰ 2
　情報科学Ⅱ 2
　計算機プログラミング 2
　コンピューターリテラシー 2

　物理数学Ⅱ演習 2

確率論
統計学

○確率統計 2
　統計力学Ⅰ 2
　統計力学Ⅱ 2

解析学 2
　物理数学Ⅰ 2
　物理数学Ⅰ演習 2
　物理数学Ⅱ 2

○微分積分学Ⅰ 2
　微分積分学Ⅱ 2
　位相解析 2
　関数解析 2
　応用解析      

2
　相対論 2
　数学演習Ⅰ 2
　数学演習Ⅱ 2

代数学
○線形代数学Ⅰ 2  

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

　線形代数学Ⅱ 2
　代数構造 2

幾何学

○幾何構造

　「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目等」に
おいて、必修単位とは別に合計２単位以上修得すること。

　「道徳教育論」（選択）又は「教科及び教科の指導法に関する科目」若しくは「教育の基
礎的理解に関する科目等」において、必修単位とは別に合計１０単位以上修得すること。

　介護等体験は、前年度の１２月に実施する説明会に参加し、学務課に申込み手続を行い、２月に事

前指導に出席した者のみ履修を認める。

（詳細は、「３．教職課程履修の手引（５）介護等体験についてを参照すること。）

　　　　ただし、必修の単位（中一種免28単位、高一種24単位）とは別に「大学が独自に設定する科目」

　　　の単位を「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目等」から

　　　修得しなければならない。

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

授業コード 授業科目 単位
必修単位

配当年次
中 高

必修（中一種
のみ）
高１種の単位と
しては認めな
い

週時間数
備考

（2019年度(平成31年度)以降入学生）

（2019年度(平成31年度)～令和3年度入学生）

（注１）

2 ７日間

　開講科目が中一種２単位、高一種２単位のみであるため、下記のとおり単位を修得すること。

－ 98－



③　大学が独自に設定する科目

必修　中一種免　４単位　
高一種免　１２単位

前期 後期

９９０２４２ 介護等体験（注2） 2 3

(注１)

中一種免
（４単位必修）

高一種免
（12単位必修）

(注２)

④　教科及び教科の指導法に関する科目
　必修　 中一種免　２８単位　

高一種免　２４単位

（上記　③ 大学が独自に設定する科目 の（注１）を参照すること。）

ア　物質科学科

　数　　学

（令和3年度入学生）

コンピュータ

○情報科学Ⅰ 2
　情報科学Ⅱ 2
　計算機プログラミング 2
　コンピューターリテラシー 2

　物理数学Ⅱ演習 2

確率論
統計学

○確率統計 2
　統計力学Ⅰ 2
　統計力学Ⅱ 2

解析学 2
　物理数学Ⅰ 2
　物理数学Ⅰ演習 2
　物理数学Ⅱ 2

○微分積分学Ⅰ 2
　微分積分学Ⅱ 2
　位相解析 2
　関数解析 2
　応用解析      

2
　相対論 2
　数学演習Ⅰ 2
　数学演習Ⅱ 2

代数学
○線形代数学Ⅰ 2  

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

　線形代数学Ⅱ 2
　代数構造 2

幾何学

○幾何構造

　「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目等」に
おいて、必修単位とは別に合計２単位以上修得すること。

　「道徳教育論」（選択）又は「教科及び教科の指導法に関する科目」若しくは「教育の基
礎的理解に関する科目等」において、必修単位とは別に合計１０単位以上修得すること。

　介護等体験は、前年度の１２月に実施する説明会に参加し、学務課に申込み手続を行い、２月に事

前指導に出席した者のみ履修を認める。

（詳細は、「３．教職課程履修の手引（５）介護等体験についてを参照すること。）

　　　　ただし、必修の単位（中一種免28単位、高一種24単位）とは別に「大学が独自に設定する科目」

　　　の単位を「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目等」から

　　　修得しなければならない。

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

授業コード 授業科目 単位
必修単位

配当年次
中 高

必修（中一種
のみ）
高１種の単位と
しては認めな
い

週時間数
備考

（2019年度(平成31年度)以降入学生）

（2019年度(平成31年度)～令和3年度入学生）

（注１）

2 ７日間

　開講科目が中一種２単位、高一種２単位のみであるため、下記のとおり単位を修得すること。

必
修

選
択

必
修

選
択

９９００６７ 数学科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００６８ 数学科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００６９ 数学科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００７０ 数学科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

(注４) 数学科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

ア　物質科学科

 理　　科

 

（令和3年度入学生）

　分析化学Ⅱ 2

　物理化学演習Ⅱ 2
　量子化学Ⅰ 2
　分析化学Ⅰ 2

　無機化学Ⅱ 2
　無機化学Ⅲ 2
　有機構造化学 2

　物理化学Ⅱ 2
　有機化学Ⅳ 2
　物理化学Ⅲ 2

2

化　学

○有機化学Ⅰ 2
○無機化学Ⅰ 2
　有機化学Ⅱ 2
　有機化学Ⅲ 2

　分光学Ⅰ 2
　物性論Ⅲ 2

物理学実験
（コンピュータ活用を含む。）

○物理学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅰ 1
　物質科学実験Ⅰ

　物性論Ⅰ 2
　物性論Ⅱ(固体電子論) 2
　物性論演習 2

　電磁気学Ｂ 2
　量子力学Ⅱ    2
　量子力学演習 2

　電磁気学演習 2
　量子力学Ⅰ 2
　結晶学        2

○基礎物理学ⅡＢ 2
　力学Ｂ 2
　電磁気学A 2

2
　力学Ａ 2
　波動論 2
○基礎物理学ⅡＡ 2

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

物理学

○基礎物理学ⅠＡ 2  

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

○基礎物理学ⅠＢ

高
前期 後期

集中講義

(注１）〇印は、免許状を取得する場合の必修科目。

(注３) 各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。

免許法施行規則に定める科目区分

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考
中

－ 98－ － 99－



必
修

選
択

必
修

選
択

９９００７７ 理科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００７８ 理科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００７９ 理科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００８０ 理科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

(注４) 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

（令和3年度入学生）

前期 後期

集中講義

（注１）○印は、免許状を取得する場合の必修科目（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠB」、「基礎物理学ⅡA」
　　　　及び「基礎物理学ⅡB」は、それぞれいずれかを選択のうえ履修すること。）。

(注３) 各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考中 高

地学実験
(コンピュータ活用含む。）

○地学実験 1

免許法施行規則に定める科目区分

地　学
○地球惑星科学 2
○地球物質科学 2
　天文学 2

　細胞生物学３ 2

生物学実験
(コンピュータ活用含む。）

○生物学実験 1
　生命科学基礎実験Ⅰ 1
　生命科学基礎実験Ⅱ 1

1
　物質科学実験Ⅱ 2

生物学

○細胞生物学１ 2
○細胞生物学２ 2
　生物物理学１ 2

化　学
　機能性物質学 2  

 
 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

　有機反応論 2

化学実験
(コンピュータ活用含む。）

○化学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅱ

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

－ 100 －



必
修

選
択

必
修

選
択

９９００７７ 理科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００７８ 理科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００７９ 理科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００８０ 理科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

(注４) 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

（令和3年度入学生）

前期 後期

集中講義

（注１）○印は、免許状を取得する場合の必修科目（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠB」、「基礎物理学ⅡA」
　　　　及び「基礎物理学ⅡB」は、それぞれいずれかを選択のうえ履修すること。）。

(注３) 各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考中 高

地学実験
(コンピュータ活用含む。）

○地学実験 1

免許法施行規則に定める科目区分

地　学
○地球惑星科学 2
○地球物質科学 2
　天文学 2

　細胞生物学３ 2

生物学実験
(コンピュータ活用含む。）

○生物学実験 1
　生命科学基礎実験Ⅰ 1
　生命科学基礎実験Ⅱ 1

1
　物質科学実験Ⅱ 2

生物学

○細胞生物学１ 2
○細胞生物学２ 2
　生物物理学１ 2

化　学
　機能性物質学 2  

 
 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

　有機反応論 2

化学実験
(コンピュータ活用含む。）

○化学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅱ

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

イ　生命科学科

 理　　科

1
　生命科学実験Ⅰ 4
　生命科学実験Ⅱ 4

（令和3年度入学生）

　形態学Ⅰ 2
　形態学Ⅱ 2

生物学実験
(コンピュータ活用含む。)

○生物学実験 1
　生命科学基礎実験Ⅰ 1
　生命科学基礎実験Ⅱ

　発生生物学３ 2
　生態学Ⅰ 2
　生態学Ⅱ 2

　微生物学 2
　発生生物学１ 2
　発生生物学２ 2

　生物化学６ 2
　生物物理学１ 2
　生物物理学２ 2

　生命科学演習３ 2
　生物化学２ 2
　生物化学５ 2

　神経生物学２ 2
　生命科学演習１ 2
　生命科学演習２ 2

　細胞生物学５ 2
　細胞生物学６ 2
　神経生物学１ 2

　構造生物学２ 2
　細胞生物学３ 2
　細胞生物学４ 2

2
　分子生物学４ 2
　分子生物学５ 2
　構造生物学１ 2

生物学

○細胞生物学１ 2
○細胞生物学２ 2
　分子生物学１ 2
　分子生物学２ 2
　分子生物学３

　無機化学Ⅱ 2
化学実験

(コンピュータ活用含む。）

○化学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅱ 1

化　学

○有機化学Ⅰ
2

○無機化学Ⅰ 2
　分析化学Ⅰ 2

2

物理学実験
(コンピュータ活用含む。）

○物理学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅰ 1

2

　電磁気学Ａ 2
　電磁気学演習 2

　生物化学４

　量子力学Ⅰ 2
　結晶学        2

　有機化学Ⅱ

2
　波動論 2
○基礎物理学ⅡＡ 2
○基礎物理学ⅡＢ 2

（令和3年度入学生）

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

物理学

○基礎物理学ⅠＡ 2  

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

○基礎物理学ⅠＢ

－ 100 － － 101 －



必
修

選
択

必
修

選
択

９９００７７ 理科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００７８ 理科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００７９ 理科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００８０ 理科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

(注４) 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

(注３) 各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。

中 高
前期 後期

集中講義

（注１）○印は、免許状を取得する場合の必修科目（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠB」、「基礎物理学ⅡA」
　　　　及び「基礎物理学ⅡB」は、それぞれいずれかを選択のうえ履修すること。）。

免許法施行規則に定める科目区分

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考

　天文学 2
　自然災害と防災 2

地学実験
(コンピュータ活用含む。）

○地学実験 1

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

地　学

○地球惑星科学 2

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

○地球物質科学 2

－ 102 －



必
修

選
択

必
修

選
択

９９００７７ 理科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００７８ 理科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００７９ 理科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００８０ 理科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

(注４) 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

(注３) 各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。

中 高
前期 後期

集中講義

（注１）○印は、免許状を取得する場合の必修科目（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠB」、「基礎物理学ⅡA」
　　　　及び「基礎物理学ⅡB」は、それぞれいずれかを選択のうえ履修すること。）。

免許法施行規則に定める科目区分

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考

　天文学 2
　自然災害と防災 2

地学実験
(コンピュータ活用含む。）

○地学実験 1

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

地　学

○地球惑星科学 2

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

○地球物質科学 2

（４）2019年度（平成31年度）・令和2年度入学生

入入学学年年度度、、免免許許状状のの種種類類・・教教科科にによよりり、、履履修修科科目目やや必必要要単単位位数数がが異異ななりりまますす。。

①　教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 （平成29年度～令和3年度入学生）

　必修　８単位

中 高 前期 後期

日本国憲法（Ｓ） 2 2

日本国憲法（Ａ） 2 2 2 1 　

日本国憲法（Ｂ） 2 1 　

日本国憲法（Ｃ） 2 1

日本国憲法（Ｄ） 2 1

健康・スポーツ科学演習１ 1 1 　

健康・スポーツ科学演習２ 1 1 　

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Ｓpeaking 1 1 1

Listening and Ｓpeaking 2 1 1

Writing 1 1 1

Writing 2 1 1

TOEIC 総合１ 1 　 2

TOEIC 総合２ 1 　 2

　

情報処理基礎 2 2 2 1 　 　

教教職職科科目目のの履履修修ににああたたっっててはは,,「「３３．．教教職職課課程程履履修修のの手手引引」」ををよよくく読読んんででくくだだささいい。。

授業コード 授業科目 単位
必修単位

配当年次
週時間数

担当教員 備考

集中講義 姫路環境人間ｷｬﾝﾊﾟｽから遠隔

「日本国憲法(A)」,「日本
国憲法(B)」,「日本国憲法
（C）」「日本国憲法
（Ｄ）」「日本国憲法(S)」
のいずれかを受講するこ
と。

2 2

2 2

授業コード、教員及び履修
方法は、｢1 全学共通科目」
を参照すること。
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②　教育の基礎的理解に関する科目等
必修　　中一種免２７単位

　高一種免２３単位

必
修

選
択

必
修

選
択

９９０００２ 教育原論 2 2 2 2

９９０１３２ 教職論 2 2 2 1

９９００２２ 教育制度論 2 2 2 2

９９００１２ 教育心理学 2 2 2 2 2

９９０６０２ 特別支援教育論 1 1 1 2

９９０７０２ 教育課程論 1 1 1 2

９９００９２ 道徳教育論 2 2 2 2

９９０８０２ 総合的な学習の指導法 1 1 1 2

９９０９０２ 特別活動論 1 1 1 2

９９００５２ 教育方法・技術論 2 2 2 2

９９０１１２ 生徒指導論 2 2 2 3

９９０１８２ 教育相談 2 2 2 2

９９０２１５ 教育実習Ⅰ 3 － 3 4

９９０２２５ 教育実習Ⅱ 5 5 － 4

９９０１９２ 教職実践演習 2 2 2 4

(注１)

(注２)

集中講義

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

集中講義

（注１）

中 高
備考

集中講義

集中講義

集中講義

週時間数

前期 後期

集中講義

（2019年度（平成31年度）・令和2年度入学生）

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

中高両方の免許を取得する
場合は、教育実習Ⅱを必修と
する。

集中講義

　免許法上における最低必要単位数は、中一種２７単位、高一種２３単位であるが、本学においては
上記修得単位欄のとおり単位修得すること。
　なお、最低必要単位数を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」

の単位に算入することができる。

ア　卒業研究履修許可者であること。

イ　教育原論、教育心理学、生徒指導論、数学科又は理科指導法Ⅰ・Ⅱを含む１２単位以上を修得していること。

ウ　「教科及び教科の指導法に関する科目」及び「大学が独自に設定する科目」の必修単位数のうち３分の２以上の単位を修得していること。

　教育実習は、前年度の４～５月頃に実施する説明会に参加し、学務課に申込み手続を行った

者で、前年度末までに下記の履修許可条件を満たした者のみ履修を認める。

教育実習を履修済みの学生対象

集中講義

(注２)
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③　大学が独自に設定する科目

必修　中一種免　４単位　
高一種免　１２単位

前期 後期

９９０２４２ 介護等体験（注2） 2 3 必修（中一種のみ）
高１種の単位としては認めない

(注１)

中一種免
（４単位必修）

高一種免
（12単位必修）

(注２)

④　教科及び教科の指導法に関する科目
　必修　 中一種免　２８単位　

高一種免　２４単位

（上記　③ 大学が独自に設定する科目 の（注１）を参照すること。）

ア　物質科学科

　数　　学

週時間数
担当教員 備考

（注１）

授業コード 授業科目 単位
必修単位

配当年次

７日間

　開講科目が中一種２単位、高一種２単位のみであるため、下記のとおり単位を修得すること。

　「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目等」にお
いて、必修単位とは別に合計２単位以上修得すること。

　「道徳教育論」（選択）又は「教科及び教科の指導法に関する科目」若しくは「教育の基
礎的理解に関する科目等」において、必修単位とは別に合計１０単位以上修得すること。

　介護等体験は、前年度の１２月に実施する説明会に参加し、学務課に申込み手続を行い、２月に

事前指導に出席した者のみ履修を認める。

（詳細は、「３．教職課程履修の手引（５）介護等体験についてを参照すること。）

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

代数学
○線形代数学Ⅰ 2  

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

　線形代数学Ⅱ 2
　代数構造 2

幾何学

○幾何構造 2
　相対論 2
　数学演習Ⅰ 2
　数学演習Ⅱ 2

解析学

○微分積分学Ⅰ 2
　微分積分学Ⅱ 2
　位相解析 2
　関数解析 2
　応用解析      2
　物理数学Ⅰ 2
　物理数学Ⅰ演習 2
　物理数学Ⅱ 2
　物理数学Ⅱ演習 2

確率論
統計学

○確率統計 2
　統計力学Ⅰ 2
　統計力学Ⅱ 2

コンピュータ

○情報科学Ⅰ 2
　情報科学Ⅱ 2
　計算機プログラミング 2
　コンピューターリテラシー 2

　　　　ただし、必修の単位（中一種免28単位、高一種24単位）とは別に「大学が独自に設定する科目」

　　　の単位を「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的理解に関する科目等」から

　　　修得しなければならない。

（2019年度（平成31年度）・令和2年度入学生）

中 高

2
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必
修

選
択

必
修

選
択

９９００６７ 数学科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００６８ 数学科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００６９ 数学科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００７０ 数学科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

(注４) 数学科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

ア　物質科学科

 理　　科

 

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

物理学

○基礎物理学ⅠＡ 2
○基礎物理学ⅠＢ 2
　力学Ａ 2
　波動論 2
○基礎物理学ⅡＡ 2
○基礎物理学ⅡＢ 2
　力学Ｂ 2
　電磁気学A 2
　電磁気学演習 2
　量子力学Ⅰ 2
　結晶学        2
　電磁気学Ｂ 2
　量子力学Ⅱ    2
　量子力学演習 2
　物性論Ⅰ 2
　物性論Ⅱ(固体電子論) 2
　物性論演習 2

物理学実験
（コンピュータ活用を含む。）

○物理学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅰ 1
　物質科学実験Ⅰ

　分光学Ⅰ 2
　物性論Ⅲ 2

2
○有機化学Ⅰ 2

2
　有機化学Ⅱ 2

　物理化学Ⅱ 2
　有機化学Ⅳ 2

　有機化学Ⅲ 2

○無機化学Ⅰ

2

　物理化学Ⅲ 2
　無機化学Ⅱ 2
　無機化学Ⅲ 2

2
　分析化学Ⅱ 2

　有機構造化学 2
　物理化学演習Ⅱ 2
　量子化学Ⅰ

免許法施行規則に定める科目区分

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

中 高
前期 後期

集中講義

　分析化学Ⅰ

(注１）〇印は、免許状を取得する場合の必修科目。

備考

(注３) 各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。

化　学

 

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

（2019年度（平成31年度）・令和2年度入学生）
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必
修

選
択

必
修

選
択

９９００７７ 理科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００７８ 理科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００７９ 理科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００８０ 理科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

(注４) 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

　機能性物質学 2
　有機反応論 2

化学実験
(コンピュータ活用含む。）

○化学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅱ 1
　物質科学実験Ⅱ 2

生物学

○細胞生物学１ 2
○細胞生物学２ 2
　生物物理学１ 2
　細胞生物学３ 2

生物学実験
(コンピュータ活用含む。）

○生物学実験 1
　生命科学基礎実験Ⅰ 1
　生命科学基礎実験Ⅱ 1

（注１）○印は、免許状を取得する場合の必修科目（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠB」、「基礎物理学ⅡA」
　　　　及び「基礎物理学ⅡB」は、それぞれいずれかを選択のうえ履修すること。）。

地　学
○地球惑星科学 2
○地球物質科学 2
　天文学 2

修得単位

配当年次

地学実験
(コンピュータ活用含む。）

○地学実験 1

中 高
前期 後期

集中講義

免許法施行規則に定める科目区分

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

授業コード 授業科目 単位

週時間数

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

 

 
 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

(注３) 各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。

備考

化　学

（2019年度（平成31年度）・令和2年度入学生）

－ 106 － － 107 －



イ　生命科学科

 理　　科
免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

物理学

○基礎物理学ⅠＡ 2
○基礎物理学ⅠＢ 2

2

　波動論 2
○基礎物理学ⅡＡ 2
○基礎物理学ⅡＢ 2

2

2
　有機化学Ⅱ

　電磁気学Ａ 2
　電磁気学演習 2
　量子力学Ⅰ 2
　結晶学        

2　生物化学４
　無機化学Ⅱ 2

物理学実験
(コンピュータ活用含む。）

○物理学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅰ 1

○無機化学Ⅰ

化学実験
(コンピュータ活用含む。）

○化学実験 1
　物質科学基礎実験Ⅱ 1

化　学

○有機化学Ⅰ
2

　分析化学Ⅰ 2

生物学

○細胞生物学１ 2
○細胞生物学２ 2
　分子生物学１ 2
　分子生物学２ 2
　分子生物学３ 2
　分子生物学４ 2
　分子生物学５ 2
　構造生物学１ 2
　構造生物学２ 2
　細胞生物学３ 2
　細胞生物学４ 2
　細胞生物学５ 2
　細胞生物学６ 2
　神経生物学１ 2
　神経生物学２ 2
　生命科学演習１ 2
　生命科学演習２ 2
　生命科学演習３ 2
　生物化学２ 2
　生物化学５ 2
　生物化学６ 2
　生物物理学１ 2
　生物物理学２ 2

2

　微生物学 2
　発生生物学１ 2
　発生生物学２ 2

○生物学実験 1
　生命科学基礎実験Ⅰ 1
　生命科学基礎実験Ⅱ

　発生生物学３ 2
　生態学Ⅰ 2
　生態学Ⅱ
　形態学Ⅰ 2
　形態学Ⅱ 2

生物学実験
(コンピュータ活用含む。)

1
　生命科学実験Ⅰ 4
　生命科学実験Ⅱ 4

 

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

（2019年度（平成31年度）・令和2年度入学生）
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必
修

選
択

必
修

選
択

９９００７７ 理科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００７８ 理科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００７９ 理科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００８０ 理科指導法Ⅳ 2 2 2 4

(注２） 最低取得単位を超えて修得した単位数は、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入できる。

(注４) 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

地　学

○地球惑星科学 2
○地球物質科学 2

1

免許法施行規則に定める科目区分

各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。）

授業コード

週時間数

　天文学 2
　自然災害と防災 2

地学実験
(コンピュータ活用含む。）

○地学実験

集中講義

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位 備　考

中

(注３) 各教科の指導法の科目については、免許取得希望教科についてⅠから順に単位を修得すること。

高

 授業コード、配当年次、教員
 及び履修方法等は、｢２専門
 科目」を参照すること。

備考

（注１）○印は、免許状を取得する場合の必修科目（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠB」、「基礎物理学ⅡA」
　　　　及び「基礎物理学ⅡB」は、それぞれいずれかを選択のうえ履修すること。）。

授業科目 単位

修得単位

配当年次
前期 後期

（2019年度（平成31年度）・令和2年度入学生）
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（５）平成３０年度入学生

入入学学年年度度、、免免許許状状のの種種類類・・教教科科にによよりり、、履履修修科科目目やや必必要要単単位位数数がが異異ななりりまますす。。

①　教育職員免許法施行規則第６６条の６に定める科目 （平成29年度以降入学生）

　必修　８単位

中 高 前期 後期

日本国憲法（Ｓ） 2 2

日本国憲法（Ａ） 2 2 2 1 　

日本国憲法（Ｂ） 2 1 　

日本国憲法（Ｃ） 2 1

日本国憲法（Ｄ） 2 1

健康・スポーツ科学演習１ 1 1 　

健康・スポーツ科学演習２ 1 1 　

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Ｓpeaking 1 1 1

Listening and Ｓpeaking 2 1 1

Writing 1 1 1

Writing 2 1 1

TOEIC 総合１ 1 　 2

TOEIC 総合２ 1 　 2

　

情報処理基礎 2 2 2 1 　 　

2 2

授業コード、教員及び履修
方法は、｢1 全学共通科目」
を参照すること。

授業コード 授業科目 単位
必修単位

配当年次
週時間数

担当教員

教教職職科科目目のの履履修修ににああたたっっててはは,,「「３３．．教教職職課課程程履履修修のの手手引引」」ををよよくく読読んんででくくだだささいい。。

集中講義 姫路環境人間ｷｬﾝﾊﾟｽから遠隔

「日本国憲法(A)」,「日本
国憲法(B)」,「日本国憲法
（C）」「日本国憲法
（Ｄ）」「日本国憲法(S)」
のいずれかを受講するこ
と。

2 2

備考
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②　教職に関する科目
必修　　中一種免３１単位

　高一種免２３単位

必
修

選
択

必
修

選
択

９９０１３２ 教職論 2 2 2 1

９９０００２ 教育原論 2 2 2 2

９９００１２ 教育心理学 2 2 2 2 2

９９００２２ 教育制度論 2 2 2 2

９９０１５２
教育課程論
(特別活動を含む)

2 2 2 2

９９００９２ 道徳教育論 2 2 2 2

９９００５２ 教育方法・技術論 2 2 2 2

９９００６７ 数学科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００６８ 数学科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００６９ 数学科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００７０ 数学科指導法Ⅳ 2 2 2 4

９９００７７ 理科指導法Ⅰ 2 2 2 3 2

９９００７８ 理科指導法Ⅱ 2 2 2 3 2

９９００７９ 理科指導法Ⅲ 2 2 2 3 2

９９００８０ 理科指導法Ⅳ 2 2 2 4

９９０１１２ 生徒指導論 2 2 2 3

９９０１８２ 教育相談 2 2 2 2

９９０２１５ 教育実習Ⅰ 3 － 3 4

９９０２２５ 教育実習Ⅱ 5 5 － 4

９９０１９２ 教職実践演習 2 2 2 4

(注１)

(注２)

（平成３０年度入学生）

（注１）

授業コード 授業科目 単位

修得単位

配当年次

週時間数

備考
中 高

前期 後期

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

免許取得希望教科について
Ⅰから順に単位を修得する
こと。

数学科指導法Ⅳは
姫路工学キャンパスで開講

中一種のⅣ、高一種のⅢ・
Ⅳは指導力向上のため、な
るべく履修すること。

集中講義

集中講義

集中講義

集中講義

中高両方の免許を取得する場
合は、教育実習Ⅱを必修とす
る。

集中講義 教育実習を履修済みの学生対象

　免許法上における最低必要単位数は、中一種３１単位、高一種２３単位であるが、本学においては
上記修得単位欄のとおり単位修得すること。
　なお、最低必要単位数を超えて修得した単位数については、「教科又は教職に関する科目」
の単位に算入することができる（ただし数学科指導法の単位を理科、理科指導法の単位を数学
の単位として算入することはできない。）。

　教育実習は、前年度の４月に実施する説明会に参加し、学務課に申込み手続を行った者で、
前年度末までに下記の履修許可条件を満たした者のみ履修を認める。
ア　卒業研究履修許可者であること。

イ　教育原論、教育心理学、生徒指導論、数学科又は理科指導法Ⅰ・Ⅱを含む１２単位以上を修得していること。

ウ　「教科に関する科目」及び「教科又は教職に関する科目」の必修単位数のうち３分の２以上の単位を修得していること。

(注２)
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③　教科又は教職に関する科目

必修　中一種免　８単位　
高一種免　１６単位

中 高 前期 後期

介護等体験（注2） 2 2 3

９９００９２ 道徳教育論 2 2 高一種のみ

(注１)

中一種免
（８単位必修）

高一種免
（16単位必修）

(注２)

④　教科に関する科目
　必修 　数学　２０単位

　理科　２０単位

（上記　③ 教科又は教職に関する科目 の（注１）を参照すること。）

ア　物質科学科

　数　　学

(注１) ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。
(注２) 20単位を超えて修得した単位数は、「教科又は教職に関する科目」の単位に算入できる。

（平成３０年度入学生）

（注１）

授業コード 授業科目 単位
必修単位

配当年次
週時間数

備考

　線形代数学Ⅱ 2
　代数構造

７日間

集中講義

　開講科目が中一種２単位、高一種２単位のみであるため、下記のとおり単位を修得すること。

　「教科に関する科目」又は「教職に関する科目」において、必修単位とは別に合計６
単位以上修得すること。

　「道徳教育論」（選択）又は「教科に関する科目」若しくは「教職に関する科目」にお
いて、必修単位とは別に合計１６単位以上修得すること。

　介護等体験は、前年度の１２月に実施する説明会に参加し、学務課に申込み手続を行い、２

月に事前指導に出席した者のみ履修を認める。

（詳細は、「３．教職課程履修の手引（５）介護等体験についてを参照すること。）

必修（中一種
のみ）
高１種の単位と
しては認めな
い

2
　数学演習Ⅱ 2

　ただし、必修の２０単位とは別に「教科又は教職に関する科目」の単位を「教科に関

する科目」又は「教職に関する科目」から修得しなければならない。

免許法施行規則に
定める科目区分

授業科目 単位

代数学
○線形代数学Ⅰ 2

　関数解析 2
　応用解析      

2

幾何学

○幾何構造 2
　相対論 2
　数学演習Ⅰ

○微分積分学Ⅰ 2
　微分積分学Ⅱ 2
　位相解析 2

2
　物理数学Ⅰ 2
　物理数学Ⅰ演習 2
　物理数学Ⅱ 2
　物理数学Ⅱ演習 2

確率論
統計学

○確率統計 2
　統計力学Ⅰ 2
　統計力学Ⅱ 2

解析学

コンピュータ

○情報科学Ⅰ 2
　情報科学Ⅱ 2
　計算機プログラミング 2
　コンピューターリテラシー 2
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理　　科

○基礎物理学ⅠＡ 2
物理学 ○基礎物理学ⅠＢ 2

　力学Ａ 2
　波動論 2
○基礎物理学ⅡＡ 2
○基礎物理学ⅡＢ 2
　力学Ｂ 2
　電磁気学A 2
　電磁気学演習 2
　量子力学Ⅰ　  2
　結晶学        2
　電磁気学Ｂ 2
　量子力学Ⅱ    2
　量子力学演習 2
　物性論Ⅰ 2
　物性論Ⅱ(固体電子論) 2
　物性論演習 2
　分光学Ⅰ 2
　物性論Ⅲ 2

物理学実験 ○物理学実験 1
(コンピュータ 　物質科学基礎実験Ⅰ 1
活用含む。） 　物質科学実験Ⅰ 2

○有機化学Ⅰ 2
○無機化学Ⅰ 2

化　学 　有機化学Ⅱ 2
　有機化学Ⅲ 2
　物理化学Ⅱ 2
　有機化学Ⅳ 2
　物理化学Ⅲ 2
　無機化学Ⅱ 2
　無機化学Ⅲ 2
　有機構造化学 2
　物理化学演習Ⅱ 2
　量子化学Ⅰ 2
　分析化学Ⅰ 2
　分析化学Ⅱ 2
　機能性物質学 2
　有機反応論 2

化学実験 ○化学実験 1
(コンピュータ 　物質科学基礎実験Ⅱ 1
活用含む。） 　物質科学実験Ⅱ 2

○細胞生物学１ 2
生物学 ○細胞生物学２ 2

　生物物理学１ 2
　細胞生物学３ 2

生物学実験 ○生物学実験 1
(コンピュータ 　生命科学基礎実験Ⅰ 1
活用含む。） 　生命科学基礎実験Ⅱ 1

○地球惑星科学 2
地　学 ○地球物質科学 2

　天文学 2

地学実験 ○地学実験 1
(コンピュータ活用含む。）

免許法施行規則に定
める科目区分

授業科目 単位 備考

（注１）　○印は、免許状を取得する場合の必修科目（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠB」、
「基礎物理学ⅡA」及び「基礎物理学ⅡB」は、それぞれいずれかを選択のうえ履修すること。）。

（注２）　20単位を超えて修得した単位数は、「教科又は教職に関する科目」の単位に算入できる。

（平成３０年度入学生）
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イ　生命科学科
　理　　科

○基礎物理学ⅠＡ 2
物理学 ○基礎物理学ⅠＢ 2

　波動論 2
○基礎物理学ⅡＡ 2
○基礎物理学ⅡＢ 2
　電磁気学A 2
　電磁気学演習 2
　量子力学Ⅰ　  2
　結晶学        2

物理学実験 ○物理学実験 1
(コンピュータ活用含む。） 　物質科学基礎実験Ⅰ 1

○有機化学Ⅰ 2
　有機化学Ⅱ 2

化　学 ○無機化学Ⅰ 2
　分析化学Ⅰ 2
　生物化学４ 2
　無機化学Ⅱ 2

化学実験 ○化学実験 1
(コンピュータ活用含む。） 　物質科学基礎実験Ⅱ 1

○細胞生物学１ 2
生物学 ○細胞生物学２ 2

　分子生物学１ 2
　分子生物学２ 2
　分子生物学３ 2
　分子生物学４ 2
　分子生物学５ 2
　構造生物学１ 2
　構造生物学２ 2
　細胞生物学３ 2
　細胞生物学４ 2
　細胞生物学５ 2
　細胞生物学６ 2
　神経生物学１ 2
　神経生物学２ 2
　生命科学演習１ 2
　生命科学演習２ 2
　生命科学演習３ 2
　生物化学２ 2
　生物化学５ 2
　生物化学６ 2
　生物物理学１ 2
　生物物理学２ 2
　微生物学 2
　発生生物学１ 2
　発生生物学２ 2
　発生生物学３ 2
　生態学Ⅰ 2
　生態学Ⅱ 2
　形態学Ⅰ 2
　形態学Ⅱ 2

（平成３０年度入学生）

免許法施行規則に定
める科目区分

授業科目 単位 備考
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イ　生命科学科
　理　　科

○基礎物理学ⅠＡ 2
物理学 ○基礎物理学ⅠＢ 2

　波動論 2
○基礎物理学ⅡＡ 2
○基礎物理学ⅡＢ 2
　電磁気学A 2
　電磁気学演習 2
　量子力学Ⅰ　  2
　結晶学        2

物理学実験 ○物理学実験 1
(コンピュータ活用含む。） 　物質科学基礎実験Ⅰ 1

○有機化学Ⅰ 2
　有機化学Ⅱ 2

化　学 ○無機化学Ⅰ 2
　分析化学Ⅰ 2
　生物化学４ 2
　無機化学Ⅱ 2

化学実験 ○化学実験 1
(コンピュータ活用含む。） 　物質科学基礎実験Ⅱ 1

○細胞生物学１ 2
生物学 ○細胞生物学２ 2

　分子生物学１ 2
　分子生物学２ 2
　分子生物学３ 2
　分子生物学４ 2
　分子生物学５ 2
　構造生物学１ 2
　構造生物学２ 2
　細胞生物学３ 2
　細胞生物学４ 2
　細胞生物学５ 2
　細胞生物学６ 2
　神経生物学１ 2
　神経生物学２ 2
　生命科学演習１ 2
　生命科学演習２ 2
　生命科学演習３ 2
　生物化学２ 2
　生物化学５ 2
　生物化学６ 2
　生物物理学１ 2
　生物物理学２ 2
　微生物学 2
　発生生物学１ 2
　発生生物学２ 2
　発生生物学３ 2
　生態学Ⅰ 2
　生態学Ⅱ 2
　形態学Ⅰ 2
　形態学Ⅱ 2

（平成３０年度入学生）

免許法施行規則に定
める科目区分

授業科目 単位 備考

生物学実験 ○生物学実験 1
(コンピュータ 　生命科学基礎実験Ⅰ 1
活用含む。） 　生命科学基礎実験Ⅱ 1

　生命科学実験Ⅰ 4
　生命科学実験Ⅱ 4
○地球惑星科学 2

地　学 ○地球物質科学 2
　天文学 2
　自然災害と防災 2

地学実験 ○地学実験 1
(コンピュータ活用含む。）

備考

（平成３０年度入学生）

（注１）　○印は、免許状を取得する場合の必修科目（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠB」、
「基礎物理学ⅡA」及び「基礎物理学ⅡB」は、それぞれいずれかを選択のうえ履修すること。）。

（注２）　20単位を超えて修得した単位数は、「教科又は教職に関する科目」の単位に算入できる。

免許法施行規則に定
める科目区分

授業科目 単位
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１． 理学部の特色 

 

 
 近年における日本の工業の発展はめざましく、自動車や電気製品などを筆頭に世

界の市場で高く評価されています。しかし、これからの新技術を産み出す基礎科学

の振興という点については、いまだ充分でないことが内外より指摘されています。

私たちの理学部は、このような時代を背景として、科学技術立県を目指す兵庫県に

よって設立され、次のような特色を持っています。 

 

基礎的・・・・・ 

 私たちが目にする自然－物質や生命の姿は、複雑です。その成り立ちや動きを理

解することは、とても困難のように思えます。しかし、それらを支配している基本

的な原理は非常に簡単なものなのです。一例を挙げれば、物体の運動は、ニュート

ンの運動方程式を基礎として理解することができます。 

 そのように、物質や生命の世界の基本的なことを広く学び、その中からそれらを

支配する原理を理解することを目指します。 

 

学際的・・・・・ 

 高校で皆さんが学んだ自然科学は、数学、物理、化学、生物、地学という分類に

従ったものでした。もちろんこのような分野は、伝統があり、それぞれの学問体系

が確立しています。しかし、最近における科学の発展の特徴は、これらの分野の境

目のところにおいてめざましいということ、また、異なる分野の研究対象や研究方

法が用いられるといったことにあります。このように、境界領域や複合領域に着目

しようということを学際的と表現しています。 

 

国際的・・・・・ 

 交通や通信手段の発達によって、世界は小さくなりました。あらゆるものが国際

的な競争の場にさらされるということです。研究や教育も例外ではありません。外

国の大学が日本に進出しています。大学教育は、肩書でなく、中身であるという考

え方がさらに強まっていく時代です。国際的に通用する研究ができる人材を送り出

すことをめざします。 
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専門教育ガイダンス 

２． 学科の概要 

 

 
（１） 物質科学科 

私たちの身の回りにあって、生活を豊かにしてくれる物質は、それぞれ特

徴のある組成や構造を持っているから、有用な性質を示すのです。エレクト

ロニクスや新素材といった先端技術の基礎にある物質の原子的、分子的構造

に立脚して、その物質の示す性質、物性がどう発現するかを理解し、また、

そのような物質を作り出すことを学びます。 

 

（２） 生命科学科 

生物にはいろいろな種類がありますが、それらを構成している最も基本的

な単位が細胞であるという共通性をもっています。また、細胞を構成してい

るのは、たくさんの種類の原子、分子です。生命も、物質と同様に、原子、

分子から成り立っているのです。物質を支配する基本的な原理を理解し、そ

の上に立って分子レベル、細胞レベルの生命現象に迫ることについて学びま

す。 
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３． 各学科に置くコースのめざすところ 
 

 

学際的な研究と教育をめざす本学部は、狭い専門分野に限った学科を作らず、物

質科学、生命科学を２本の柱とした学科を作りました。すなわち、従来の学科構成

ですと、図Ａのように数学、物理、化学、生物及び地球科学、情報科学がそれぞれ

独立に運営されています。当理学部では、図Ｂのように４つの分野が融合し、それ

を二つに分けたもので、相互間に密接な関係があります。このため、従来の学科で

すとそれぞれが２学科、３学科に相当する規模になっています。あえて対応をつけ

るとすれば、物質科学科は物理学科と化学科の内容に相当し、生命科学科は生物学

科に生物物理学や生物化学が付け加わった内容になっています。 
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図Ａ 従来の学科構成 

 
 

図Ｂ 当学部の学科構成 

 

 

このように幅広い分野にわたって多くの授業科目が開講され、実験を除くほとん

どの科目が選択であることから、どの科目を履修すればよいか戸惑うことがあるか

もしれません。そこで、各学科に３つのコースを置き、その目指すことと、そのた

めに履修すべき授業科目を履修モデルとして標準科目と推奨科目として示しまし

た。これに沿って履修すれば系統的な学修が可能になります。しかし、１年次及び

 

 

専門教育ガイダンス 

２． 学科の概要 

 

 
（１） 物質科学科 

私たちの身の回りにあって、生活を豊かにしてくれる物質は、それぞれ特

徴のある組成や構造を持っているから、有用な性質を示すのです。エレクト

ロニクスや新素材といった先端技術の基礎にある物質の原子的、分子的構造

に立脚して、その物質の示す性質、物性がどう発現するかを理解し、また、

そのような物質を作り出すことを学びます。 

 

（２） 生命科学科 

生物にはいろいろな種類がありますが、それらを構成している最も基本的

な単位が細胞であるという共通性をもっています。また、細胞を構成してい

るのは、たくさんの種類の原子、分子です。生命も、物質と同様に、原子、

分子から成り立っているのです。物質を支配する基本的な原理を理解し、そ

の上に立って分子レベル、細胞レベルの生命現象に迫ることについて学びま

す。 
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２年次前半は、どのコースをとっても、大差がないようにしてあります。ですから、

自分の志望や適性を考えて、どのコースが一番合っているかを見つけ、そのコース

の授業科目を履修しながら、２年次後半までに志望を明確にし、以後はそのコース

に沿った履修をしてください。 

２年次後半及び３年次の科目は、各コースにとって極めて重要で、各講座に配属

されて行う卒業研究の基礎となります。 

 

 
専門教育ガイダンス 

（１） 物質科学科 

 

 ① 物性基礎コース 

物質の持つ諸物性を電子・原子レベルで理解し、新しい物性の探索を理論

的・実験的に追求する方法を修得することを目指します。 
 

 ② 物性コース 

物質の持つ諸物性を電子・原子レベルで理解し、実験的に解明する手法を

修得することを目指します。 
 

 ③ 物質コース 

物質の持つ諸物性を電子・原子レベルで理解し、物質を作り出す手法を修

得することを目指します。 

 

 

（２） 生命科学科 

 

 ① 生体物性コース 

生命現象を分子レベルにおいて、主として物理化学的手法によって解明す

ることを学びます。 
 

 ② 生体分子コース 

生命現象を分子レベルにおいて、主として化学的な手法によって解明する

ことを学びます。 
 

 ③ 細胞コース 

生命現象を分子レベルにおいて、主として細胞生理学的な手法によって解

明することを学びます。 
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４． 各コースにおける標準的な履修モデル 

 
 本理学部の特徴を最大限に発揮すべく、「必修科目」を必要最低限に抑え、多く

を「選択科目」としています。必修科目には以下に記した全学共通科目と実験科目

があります。 

●全学共通科目（４科目） 

・物質科学入門あるいは生命科学入門（１年前期） 

・データサイエンス入門（令和3年度以前入学生は情報処理基礎） 

・基礎ゼミナール（２年前期） 

・英語科目（英語コア科目・6科目、Communicative English Basic 1・2、Intensive 

English 1・2、から６単位選択必修） 

●専門基礎・専門教育科目に含まれる実験科目 

ただし、進級に必要な先修条件にかかわる「選択必修」の講義・演習科目もあり

ますので、よく注意して履修してください。  

 

１年次及び２年次前半で基礎的な科目を広く学ぶところから、諸君自身が自己の

適性を見いだし志望を明確に把握した後に、系統的な学修を進める上での指針とし

て、６つのコースを用意しました。 

 両学科それぞれに３つの主要な目標を設定し、それを実現するために各年次にお

いて履修するのが必要と思われる科目を「標準科目」とし、これに加えて履修する

ことが望ましい科目を「推奨科目」としました。 

 次の各コースにおける授業科目の設定の基礎になる考え方を述べます。 

 

 

（１） 物質科学科 

  ① 物性基礎コース 

原子・分子、およびその集合体としての物質の示す種々の性質の理解には、

２年次から始まる量子力学、統計力学の素養が必須です。その数学的な基礎

となる準備として、１年次には、微分積分学、線形代数学、数学演習の履修

を勧めます。物理学の基礎としては基礎物理学があります。２年次以降では、

専門科目の基礎となる力学、電磁気学、同演習、波動論の科目があります。

とりわけ重要な量子力学、統計力学は、特に力を入れて履修してください。

その数学的な面での理解を助けるため、応用解析や物理数学、同演習、確率

統計が用意されています。物性論 I-III、分光学などは、これらの基礎に基

づいて物性を理解しようと発展してきました。このような科目間の互いの関

連性をよく理解し、体系的な履修に心掛けてください。この他にも各自の興

味に合わせて化学、生命科学、地球科学や情報科学関連の科目についても適

宜履修し、広い視野を養うことも大切です。 

２年次前半は、どのコースをとっても、大差がないようにしてあります。ですから、

自分の志望や適性を考えて、どのコースが一番合っているかを見つけ、そのコース

の授業科目を履修しながら、２年次後半までに志望を明確にし、以後はそのコース

に沿った履修をしてください。 

２年次後半及び３年次の科目は、各コースにとって極めて重要で、各講座に配属

されて行う卒業研究の基礎となります。 

 

 
専門教育ガイダンス 

（１） 物質科学科 

 

 ① 物性基礎コース 

物質の持つ諸物性を電子・原子レベルで理解し、新しい物性の探索を理論

的・実験的に追求する方法を修得することを目指します。 
 

 ② 物性コース 

物質の持つ諸物性を電子・原子レベルで理解し、実験的に解明する手法を

修得することを目指します。 
 

 ③ 物質コース 

物質の持つ諸物性を電子・原子レベルで理解し、物質を作り出す手法を修

得することを目指します。 

 

 

（２） 生命科学科 

 

 ① 生体物性コース 

生命現象を分子レベルにおいて、主として物理化学的手法によって解明す

ることを学びます。 
 

 ② 生体分子コース 

生命現象を分子レベルにおいて、主として化学的な手法によって解明する

ことを学びます。 
 

 ③ 細胞コース 

生命現象を分子レベルにおいて、主として細胞生理学的な手法によって解

明することを学びます。 
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  ② 物性コース 

物性を学ぶため武器となるのが２、３年次に履修する量子力学、統計力学

であり、そのための数学的、物理学的な準備として１年次に履修する科目は、

物性基礎コースのところで述べたのと同様です。２年次以降の物理数学、電

磁気学の履修についても、同じように考えてください。物性コースの履修科

目は、このような基礎の上に立って、現実に我々が目にする物質の性質を解

明することを中心に選ばれています。物性論は、その全般的な理解を目指す

ものであり、その上に分光学等の科目を履修します。自然界に存在する物質

の性質の学修に加えて、高真空、超高温、超低温、高圧力などの条件下で生

成する新しい物質、人工的に初めて作られた超微粒子、薄膜、クラスターと

いった物質についても学修します。現在、これらの物質は、今まで知られて

いない物性を発現することが良く知られています。したがって、新しい物質、

構造体を作り出すことに関連した無機化学、結晶学といった科目まで幅広く

学ぶことも重要です。生物学、地球科学、情報科学関係の科目についても適

宜履修し、視野を広げることを忘れないでください。 

   

③ 物質コース 

物質の性質や機能と組成や構造との関係を理解し、新しい物質を創り出す

能力を身に付けることをめざします。一言で言えば、化学的に物質を研究し

たり合成したりすることを目的とします。物質の性質を理解するためには、

物性基礎・物性コースと同様に量子力学、統計力学が必要であり、その初歩

を学びます。そのために必要な数学的、物理学的な準備もします。コースの

中心は、化学に基礎を置きますので、学年が進行するに従い、化学系の科目

の割合が増えます。有機化学、無機化学、物理化学、分析化学がそれぞれ系

統的に１年次から３年次にかけて学習できるようになっています。関連科目

として、生物系の化学関連科目、情報科学、地球科学も学習できるようにし

てありますから、視野を広げることを心がけてください。 

 

 

 

 

 

専門教育ガイダンス 
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（２） 生命科学科 

  ① 生体物性コース 

生命活動における生体分子の働きの理解には、関与する生体物質が細胞中

でどのような働きをするかの解析や、生物化学的な手法によって純粋に単離

し、回折法や分光学などの物理化学的な手法によってその構造と機能を明ら

かにすることが必要です。研究対象は、生命科学の他のコースで取り扱われ

るものと同じですが、用いる手法は、物質科学における物理化学や構造化学

で研究される内容と深く関係を持っており、学際的色彩が非常に濃いコース

です。そのための準備として、数学、物理の基礎科目、物理化学を中心とし

た化学の諸分野、生物物理学、生化学、遺伝学などを系統的に履修します。

この他、地球科学分野に関心の高い学生は、推奨科目中の△印をつけた科目

を系統的に学修することを推奨します。 

   

② 生体分子コース 

生命現象を分子から細胞レベルに、さらに個体レベルで理解するには、生

体物質の化学的、物理的、生物学的な知識が必要となります。このコースで

は主に化学的知識を基盤に、生命現象を化学の言葉で理解することを目標と

します。研究対象は、生命科学科の他のコースで取り扱われているものも同

じですが、用いる手法は、物質科学における化学、物理化学分野で研究され

ている内容と深く関係しています。そのための準備として、有機化学、生物

有機化学、無機化学、分析化学の諸分野、生化学、遺伝学、細胞構造などを

系統的に履修します。 

   

③ 細胞コース 

生命体の最小の単位は、細胞です。その細胞における分化、発生と固体の

形態形成などを中心に学びます。生体物性・生体分子両コースにおいて述べ

たように、物質を扱う基本として適切な数学的、物理学的素養を身に付ける

ことは、いますぐにこのような方法が適用されることはないにしても、正し

い物質観、自然観に基づいて生命を考える上で欠かせないものです。さらに

化学のいくつかの分野の学修の基礎を積んで、細胞構造、細胞生理学、生化

学、遺伝学、発生学を履修します。生体高分子、微生物学、生体情報学、生

物物理学などの関連する科目も、また重要です。生命現象にアプローチする

にあたって、物理学的、化学的な手法に立脚しつつ、生きている細胞におけ

る複雑な現象へ迫ることを目指します。 

 

 

 
 

 

  ② 物性コース 

物性を学ぶため武器となるのが２、３年次に履修する量子力学、統計力学

であり、そのための数学的、物理学的な準備として１年次に履修する科目は、

物性基礎コースのところで述べたのと同様です。２年次以降の物理数学、電

磁気学の履修についても、同じように考えてください。物性コースの履修科

目は、このような基礎の上に立って、現実に我々が目にする物質の性質を解

明することを中心に選ばれています。物性論は、その全般的な理解を目指す

ものであり、その上に分光学等の科目を履修します。自然界に存在する物質

の性質の学修に加えて、高真空、超高温、超低温、高圧力などの条件下で生

成する新しい物質、人工的に初めて作られた超微粒子、薄膜、クラスターと

いった物質についても学修します。現在、これらの物質は、今まで知られて

いない物性を発現することが良く知られています。したがって、新しい物質、

構造体を作り出すことに関連した無機化学、結晶学といった科目まで幅広く

学ぶことも重要です。生物学、地球科学、情報科学関係の科目についても適

宜履修し、視野を広げることを忘れないでください。 

   

③ 物質コース 

物質の性質や機能と組成や構造との関係を理解し、新しい物質を創り出す

能力を身に付けることをめざします。一言で言えば、化学的に物質を研究し

たり合成したりすることを目的とします。物質の性質を理解するためには、

物性基礎・物性コースと同様に量子力学、統計力学が必要であり、その初歩

を学びます。そのために必要な数学的、物理学的な準備もします。コースの

中心は、化学に基礎を置きますので、学年が進行するに従い、化学系の科目

の割合が増えます。有機化学、無機化学、物理化学、分析化学がそれぞれ系

統的に１年次から３年次にかけて学習できるようになっています。関連科目

として、生物系の化学関連科目、情報科学、地球科学も学習できるようにし

てありますから、視野を広げることを心がけてください。 

 

 

 

 

 

専門教育ガイダンス 
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パターン1 パターン２ パターン３ パターン４
大分類 中分類 小分類 科目名 単位数 単位数 単位数 単位数

Reading and Discussion 1 1 1 1 1
Reading and Discussion 2 1 1 1 1
Listening and Speaking 1 1 1 1 1
Listening and Speaking 2 1 1 1 1
Writing 1 1 1 1 1
Writing 2 1 1 1 1

統計・情報 データサイエンス入門（必修） 2 2 2 2
8 8 8 8

人と文化 ＜2単位（1科目）選択＞ 2 2 2 2
人と社会 ＜2単位（1科目）選択＞ 2 2 2 2
人と自然 物質科学入門（必修） 2 2 2 2
人と健康

兵庫県大特
色科目

＜地域課題探求科目、グローバル教育科
目、防災教育科目の3分野のうち異なる分野
で4単位（2科目）選択＞

4 4 4 4

＜教養教育科目のすべてより4単位選択＞ 4 4 4 4
14 14 14 14

追加の全学
共通科目（4
単位以上）

0 2 2 4

22 24 24 26
微分積分学Ⅰ 2 2 2 2
微分積分学Ⅱ 2 2 2 2
線形代数学Ⅰ 2 2 2 2
線形代数学Ⅱ 2 2 2 2
数学演習Ⅰ 2 2 2 2
数学演習Ⅱ 2 2 2 2
基礎物理学ⅠA（またはⅠB） 2 2 2 2
基礎物理学ⅡA（またはⅡB） 2 2 2 2
有機化学Ⅰ 2 2 2 2
無機化学Ⅰ 2 2 2 2

E 　その他 ＜地球惑星科学＞　（選択あるいは未選択） 2 2 0 0
F　実験科目 生物学実験　（必修） 1 1 1 1

27 25 25 23
49 49 49 49

物質科学科　1年生　R６入学者　一般　履修モデル　49単位申請

4

A　数学系

B　物理系

C 化学系

グローバル化時代のアカデミックスキル科目(8単位以上）

教養教育科目（14単位以上）

4

全学共通科目
（全28単位)

（22～26単位取
得予定）

グローバル
化時代のア
カデミックス
キル科目(8
単位以上）

全学共通+専門基礎合計
専門基礎科目単位数計

（パターン１）細胞生物学1、生物化学I、地球惑星科学の3科目を受講した場合は、全学共通科目は最大でも22単位しか取得できない。
播磨理学キャンパスでの全学共通科目は限られているので、できれば集中講義の全学共通科目（CAP範囲外）で2単位取得するのが望ま
しい。
（パターン２および３）上記3科目から2科目を受講した場合は、追加の全学共通科目を2単位分選択する。
（パターン４）上記3科目から１科目しか申請しない場合(細胞生物学1あるいは生物化学Iのどちらか1科目)は、追加の全学共通科目を4単
位分選択する。

2年次以降に、播磨理学キャンパスの全学共通科目として、基礎ゼミナール（必修、2単位）、情報科学I（2単位）、情報科学IIAまたはIIB（2単
位）などが取得可能。

申請した科目は必ず単位を取得するつもりで勉強すること。

＜細胞生物学1および生物化学1より１科目
あるいは2科目＞

2 2

専門基礎科目

(23～27単位取
得予定)

教養教育科
目（14単位以
上）

専門基礎科
目

(23～27単位
取得予定)

英語

D　生命系

全学共通科目単位数計

＜自主自律支援科目、グローバル化時代のアカデミックス
キル科目、教養教育科目のいずれかより０～４単位選択＞
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パターン１ パターン２
大分類 中分類 小分類 科目名 単位数 単位数

Reading and Discussion 1 1 1
Reading and Discussion 2 1 1
Listening and Speaking 1 1 1
Listening and Speaking 2 1 1
Writing 1 1 1
Writing 2 1 1

統計・情報 データサイエンス入門（必修） 2 2
8 8

人と文化 ＜2単位（1科目）選択＞ 2 2
人と社会 日本国憲法 2 2
人と自然 物質科学入門（必修） 2 2

スポーツ科学演習1 1 1
スポーツ科学演習2 1 1

兵庫県大特
色科目

＜地域課題探求科目、グローバル教育科
目、防災教育科目の3分野のうち異なる分野
で4単位（2科目）選択＞

4 4

2 2
14 14

追加の全学
共通科目（4
単位以上）

0 2

22 24
微分積分学Ⅰ 2 2
微分積分学Ⅱ 2 2
線形代数学Ⅰ 2 2
線形代数学Ⅱ 2 2
数学演習Ⅰ 2 2
数学演習Ⅱ 2 2
基礎物理学ⅠA（またはⅠB） 2 2
基礎物理学ⅡA（またはⅡB） 2 2
有機化学Ⅰ 2 2
無機化学Ⅰ 2 2
細胞生物学1 2 2
＜生物化学1＞　（選択あるいは未選択） 2 0

E 　その他 地球惑星科学 2 2
F　実験科目 生物学実験　（必修） 1 1

27 25
49 49

教職論（集中） 2 2

教育原論（集中） 2 2

全学共通科目単位数計

B　物理系

物質科学科　1年生　R６入学者　教職履修者履修モデル　49単位申請

専門基礎科目単位数計

（パターン１）Ｄ生命系で細胞生物学と生物化学１の2科目を受講した場合は、全学共通科目は最大でも22単位しか
取得できない。
　播磨理学キャンパスでの全学共通科目は限られているので、できれば集中講義の全学共通科目（CAP範囲外）で
2単位取得するのが望ましい。
（パターン２）Ｄ生命系で生物化学１を取得しない場合は、追加の全学共通科目を2単位分選択する。

2年次以降に、播磨理学キャンパスの全学共通科目として、基礎ゼミナール（必修、2単位）、情報科学I（教職必修2
単位）、情報科学IIAまたはIIB（2単位）などが取得可能。

C 　化学系

D　生命系

申請した科目は必ず単位を取得するつもりで勉強すること。

グローバル化時代のアカデミックスキル科目(8単位以上）

教養教育科目（14単位以上）
＜自主自律支援科目、グローバル化時代のアカデミックス
キル科目、教養教育科目のいずれかより０～２単位選択
＞

教職科目
（CAP範囲外、
卒業要件外）

全学共通+専門基礎合計

＜教養教育科目のすべてより2単位選択＞

全学共通科目
（全28単位)

（22～24単位取
得予定）

専門基礎科目

(25～27単位取
得予定)

グローバル
化時代のア
カデミックス
キル科目(8
単位以上）

教養教育科
目（14単位以
上）

英語

人と健康

A　数学系
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パターン１ パターン２
大分類 中分類 小分類 科目名 単位数 単位数

Reading and Discussion 1 1 1
Reading and Discussion 2 1 1
Listening and Speaking 1 1 1
Listening and Speaking 2 1 1
Writing 1 1 1
Writing 2 1 1

統計・情報 データサイエンス入門（必修） 2 2
8 8

人と文化 ＜2単位（1科目）選択＞ 2 2
人と社会 ＜2単位（1科目）選択＞ 2 2
人と自然 生命科学入門（必修） 2 2
人と健康

兵庫県大特
色科目

＜地域課題探求科目、グローバル教育科
目、防災教育科目の3分野のうち異なる分野
で4単位（2科目）選択＞

4 4

＜教養教育科目のすべてより４単位選択＞ 4 4
14 14

追加の全学
共通科目（4
単位以上）

0 2

22 24
微分積分学Ⅰ 2 2
微分積分学Ⅱ 2 2
線形代数学Ⅰ 2 2
線形代数学Ⅱ 2 2
数学演習Ⅰ 2 2
数学演習Ⅱ 2 2
基礎物理学ⅠA（またはⅠB） 2 2
基礎物理学ⅡA（またはⅡB） 2 2
有機化学Ⅰ 2 2
無機化学Ⅰ 2 2
細胞生物学1 2 2
生物化学1 2 2

E 　その他 ＜地球惑星科学＞　（選択あるいは未選択） 2 0
F　実験科目 生物学実験　（必修） 1 1

27 25
49 49全学共通+専門基礎合計

生命科学科　1年生　R６入学者　一般　履修モデル　49単位申請

専門基礎科目単位数計

申請した科目は必ず単位を取得するつもりで勉強すること。

（パターン１）E分野 地球惑星科学を受講した場合は、全学共通科目は最大でも22単位しか取得できない。
　播磨理学キャンパスでの全学共通科目は限られているので、できれば集中講義の全学共通科目（CAP範囲外）で2単
位取得するのが望ましい。
（パターン２）E分野 地球惑星科学を受講しない場合は、追加の全学共通科目を2単位分選択する。

播磨理学キャンパスの全学共通科目としては基礎ゼミナール（必修、2単位）、情報科学I（2単位）、情報科学IIAまたは
IIB（2単位）などが取得可能。

B　物理系

グローバル化時代のアカデミックスキル科目(8単位以上）

教養教育科目（14単位以上）

＜自主自律支援科目、グローバル化時代のアカデミックス
キル科目、教養教育科目のいずれかより０～２単位選択＞

全学共通科目単位数計

C 化学系

D　生命系

全学共通科目
（全28単位)

（22～24単位取
得予定）

専門基礎科目

(25～27単位取
得予定)

グローバル
化時代のア
カデミックス
キル科目(8
単位以上）

教養教育科
目（14単位以
上）

英語

A　数学系

－ 126 －



大分類 中分類 小分類 科目名 単位数
Reading and Discussion 1 1
Reading and Discussion 2 1
Listening and Speaking 1 1
Listening and Speaking 2 1
Writing 1 1
Writing 2 1

統計・情報 データサイエンス入門（必修） 2
8

人と文化 ＜2単位（1科目）選択＞ 2
人と社会 日本国憲法 2
人と自然 生命科学入門（必修） 2

スポーツ科学演習1 1
スポーツ科学演習2 1

兵庫県大特
色科目

＜地域課題探求科目、グローバル教育科
目、防災教育科目の3分野のうち異なる分野
で2科目選択＞

4

2
14

追加の全学
共通科目（4
単位以上）

0

22
微分積分学Ⅰ 2
微分積分学Ⅱ 2
線形代数学Ⅰ 2
線形代数学Ⅱ 2
数学演習Ⅰ 2
数学演習Ⅱ 2
基礎物理学ⅠA（またはⅠB） 2
基礎物理学ⅡA（またはⅡB） 2
有機化学Ⅰ 2
無機化学Ⅰ 2
細胞生物学1 2
生物化学1 2

E 　その他 地球惑星科学 2
F　実験科目 生物学実験　（必修） 1

27
49

教職論（集中） 2

教育原論（集中） 2

グローバル化時代のアカデミックスキル科目(8単位以上）

教養教育科目（14単位以上）
＜自主自律支援科目、グローバル化時代のアカデミックス
キル科目、教養教育科目のいずれかより０～４単位選択
＞

全学共通+専門基礎合計

   全学共通科目単位数計

B　物理系

専門基礎科目単位数計

申請した科目は必ず単位を取得するつもりで勉強すること。

C 化学系

D　生命系

追加全学共通科目が受講できないので、全学共通科目は最大でも22単位しか取得できない。
播磨理学キャンパスでの全学共通科目は限られているので、できれば集中講義の全学共通科目（CAP
範囲外）で2単位取得するのが望ましい。
播磨理学キャンパスの全学共通科目としては基礎ゼミナール（必修、2単位）、情報科学I（教職必修、2
単位）、情報科学IIAまたはIIB（2単位）などが取得可能。

教職科目
（CAP範囲外、
卒業要件外）

生命科学科　1年生　R６入学者　教職履修者履修モデル　49単位申請

＜教養教育科目のすべてより2単位選択＞

全学共通科目
（全28単位)

（22単位取得予
定）

専門基礎科目

(27単位取得予
定)

グローバル
化時代のア
カデミックス
キル科目(8
単位以上）

教養教育科
目（14単位以
上）

英語

人と健康

A　数学系

－ 126 － － 127 －



標準科目 推奨科目

数学演習Ⅰ 生物化学１

微分積分学Ⅰ

線形代数学Ⅰ

無機化学Ⅰ

基礎物理学ⅠA

基礎物理学ⅠB

数学演習Ⅱ 地球惑星科学

微分積分学Ⅱ 細胞生物学１

線形代数学Ⅱ

基礎物理学ⅡA

基礎物理学ⅡB

有機化学Ⅰ

コンピューターリテラシー

応用解析 無機化学Ⅱ

波動論 分析化学Ⅰ

電磁気学Ａ 有機化学Ⅱ

力学Ａ 情報科学Ⅰ（全学共通科目）

物理化学Ⅰ 微生物学

電磁気学演習

物理数学Ⅰ 物理化学Ⅱ

物理数学Ⅰ演習 有機化学Ⅲ

電磁気学Ｂ 生物物理学１

力学Ｂ 情報科学ⅡA（全学共通科目）

統計力学Ⅰ 天文学

量子力学Ⅰ

結晶学

物理数学Ⅱ △代数構造

物理数学Ⅱ演習 △幾何構造

確率統計 量子化学Ⅰ

統計力学Ⅱ

量子力学Ⅱ

量子力学演習

物性論Ⅰ

量子力学Ⅲ △位相解析

物性論演習 △関数解析

物性論Ⅲ 相対論

物性論Ⅱ 分光学Ⅰ

計算機プログラミング

後期

注（1）基礎物理学ⅠA、ⅠB、基礎物理学ⅡA、ⅡBはシラバスを参考にして、A／Bのうち、
　　　どちらかを選択すること。

前期

後期

前期

後期

前期

物質科学科の各コースにおける履修モデル表（必修科目を除く）

物性基礎コース

  （2）数理科学Ⅰ・Ⅱ分野に関心のある学生は、△印科目の履修が望ましい。

　 (3) 入学年度により、科目名および全学共通科目／専門基礎科目の分類が異なることが
       あるので注意すること（情報科学Ⅰ、情報科学ⅡA、ⅡB）。

2年

3年

4年

1年
※物質科
学科1年生
履修モデ
ル参照

前期
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標準科目 推奨科目

数学演習Ⅰ 生物化学１

微分積分学Ⅰ

線形代数学Ⅰ

無機化学Ⅰ

基礎物理学ⅠA

基礎物理学ⅠB

数学演習Ⅱ 地球惑星科学

微分積分学Ⅱ 細胞生物学１

線形代数学Ⅱ

基礎物理学ⅡA

基礎物理学ⅡB

有機化学Ⅰ

コンピューターリテラシー

波動論 応用解析

電磁気学Ａ 分析化学Ⅰ

力学Ａ 有機化学Ⅱ

物理化学Ⅰ 分子生物学１

無機化学Ⅱ 生物化学２

情報科学Ⅰ（全学共通科目）

電磁気学演習

物理数学Ⅰ 物理数学Ⅰ演習

電磁気学Ｂ 有機化学Ⅲ

力学Ｂ 天文学

統計力学Ⅰ 情報科学ⅡA（全学共通科目）

量子力学Ⅰ

結晶学

物理化学Ⅱ

物理数学Ⅱ 物理数学Ⅱ演習

統計力学Ⅱ 確率統計

量子力学演習 物理化学演習Ⅰ

量子力学Ⅱ 物理化学演習Ⅱ

物性論Ⅰ 量子化学Ⅰ

物理化学Ⅲ 無機化学Ⅲ

量子力学Ⅲ 相対論

物性論Ⅱ 機能性物質学

物性論Ⅲ 分析化学Ⅱ

計算機プログラミング

分光学Ⅰ

前期

後期

前期

注（1）基礎物理学ⅠA、ⅠB、基礎物理学ⅡA、ⅡBはシラバスを参考にして、A／Bのうち、
　　   どちらかを選択すること。

　 (2) 入学年度により、科目名および全学共通科目／専門基礎科目の分類が異なることが
　　   あるので注意すること（情報科学Ⅰ、情報科学ⅡA、ⅡB）。

物質科学科の各コースにおける履修モデル表（必修科目を除く）

物性コース

1年
※物質科
学科1年生
履修モデ
ル参照

2年

3年

4年

前期

後期

前期

後期
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標準科目 推奨科目

数学演習Ⅰ 生物化学１

微分積分学Ⅰ

線形代数学Ⅰ

無機化学Ⅰ

基礎物理学ⅠA

基礎物理学ⅠB

数学演習Ⅱ 地球惑星科学

微分積分学Ⅱ 細胞生物学１

線形代数学Ⅱ

基礎物理学ⅡA

基礎物理学ⅡB

有機化学Ⅰ

コンピューターリテラシー

物理化学Ⅰ 応用解析

無機化学Ⅱ 波動論

分析化学Ⅰ 電磁気学Ａ

有機化学Ⅱ 力学Ａ

生物化学２ 電磁気学演習

情報科学Ⅰ（全学共通科目）

統計力学Ⅰ 物理数学Ⅰ

量子力学Ⅰ 物理数学Ⅰ演習

結晶学 電磁気学Ｂ

物理化学Ⅱ 力学Ｂ

有機化学Ⅲ 細胞生物学２

細胞生物学３

分子生物学３

生物化学３

情報科学ⅡA（全学共通科目）

地球物質科学

天文学

物理化学演習Ⅱ 物性論Ⅰ

量子化学Ⅰ 量子力学Ⅱ

物理化学演習Ⅰ 細胞生物学４

物理化学Ⅲ 生物物理学２

無機化学Ⅲ 構造生物学１

有機構造化学

有機化学Ⅳ

機能性物質学 分光学Ⅰ

分析化学Ⅱ

有機反応論

計算機プログラミング

後期

前期

後期

前期

注（1）基礎物理学ⅠA、ⅠB、基礎物理学ⅡA、ⅡBはシラバスを参考にして、A／Bのうち、
　　　 どちらかを選択すること。

物質科学科の各コースにおける履修モデル表（必修科目を除く）

物質コース

   (2) 入学年度により、科目名および全学共通科目／専門基礎科目の分類が異なることが
　　   あるので注意すること（情報科学Ⅰ、情報科学ⅡA、ⅡB）。

1年
※物質科
学科1年生
履修モデ
ル参照

2年

3年

4年

前期

後期

前期
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標準科目 推奨科目

微分積分学Ⅰ

線形代数学Ⅰ

数学演習Ⅰ

基礎物理学ⅠA

基礎物理学ⅠB

無機化学Ⅰ

生物化学１

微分積分学Ⅱ 地球惑星科学

線形代数学Ⅱ コンピューターリテラシー

数学演習Ⅱ

基礎物理学ⅡA

基礎物理学ⅡB

有機化学Ⅰ

細胞生物学１

電磁気学Ａ 応用解析

物理化学Ⅰ 波動論

分析化学Ⅰ 無機化学Ⅱ

有機化学Ⅱ 情報科学Ⅰ（全学共通科目）

生物化学２ 微生物学

分子生物学１

分子生物学２

量子力学Ⅰ 分子生物学３

物理化学Ⅱ 発生生物学１

生物物理学１ 細胞生物学２

生物化学３ 細胞生物学３

生物化学４ 地球物質科学

情報科学ⅡB（全学共通科目）

量子化学Ⅰ 有機構造化学

構造生物学１ 生物化学６

生物物理学３ 分子生物学４

生物物理学２ 神経生物学１

生物化学５ 分析化学Ⅱ

生命科学演習２ 生命科学演習１

計算機プログラミング

後期

前期

後期

前期

注（1）基礎物理学ⅠA、ⅠB、基礎物理学ⅡA、ⅡBは講義要目を参考にして、A／Bのうち、
　　　どちらかを選択すること。

生命科学科の各コースにおける履修モデル表（必修科目を除く）

生体物性コース

   (2) 入学年度により、科目名および全学共通科目／専門基礎科目の分類が異なることが
       あるので注意すること（情報科学Ⅰ、情報科学ⅡA、ⅡB）。

1年
※生命科
学科1年生
履修モデ
ル参照

2年

3年

4年

前期

後期

前期
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標準科目 推奨科目

微分積分学Ⅰ

線形代数学Ⅰ

数学演習Ⅰ

基礎物理学ⅠA

基礎物理学ⅠB

無機化学Ⅰ

生物化学１

微分積分学Ⅱ 地球惑星科学

線形代数学Ⅱ

数学演習Ⅱ

基礎物理学ⅡA

基礎物理学ⅡB

有機化学Ⅰ

細胞生物学１

分析化学Ⅰ 電磁気学Ａ

物理化学Ⅰ 波動論

有機化学Ⅱ 無機化学Ⅱ

生物化学２ 情報科学Ⅰ（全学共通科目）

分子生物学１ 微生物学

分子生物学２

生物物理学１ 細胞生物学３

生物化学３ 地球物質科学

生物化学４ 情報科学ⅡB（全学共通科目）

分子生物学３

発生生物学１

細胞生物学２

構造生物学１ 量子化学Ⅰ

分子生物学４ 有機構造化学

細胞生物学４ 生物化学６

生物物理学２ 細胞生物学５

細胞生物学６

神経生物学１

生物物理学３

生物化学５ 分析化学Ⅱ

生命科学演習１ 構造生物学２

生命科学演習２ 生命科学演習３

発生生物学３

後期

前期

後期

前期

注（1）基礎物理学ⅠA、ⅠB、基礎物理学ⅡA、ⅡBは講義要目を参考にして、A／Bのうち、
　　　どちらかを選択すること。

生命科学科の各コースにおける履修モデル表（必修科目を除く）

生体分子コース

   (2) 入学年度により、科目名および全学共通科目／専門基礎科目の分類が異なることが
       あるので注意すること（情報科学Ⅰ、情報科学ⅡA、ⅡB）。

1年
※生命科
学科1年生
履修モデ
ル参照

2年

3年

4年

前期

後期

前期
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標準科目 推奨科目

微分積分学Ⅰ

線形代数学Ⅰ

数学演習Ⅰ

基礎物理学ⅠA

基礎物理学ⅠB

無機化学Ⅰ

生物化学１

微分積分学Ⅱ 地球惑星科学

線形代数学Ⅱ

数学演習Ⅱ

基礎物理学ⅡA

基礎物理学ⅡB

有機化学Ⅰ

細胞生物学１

物理化学Ⅰ 応用解析

有機化学Ⅱ 電磁気学Ａ

生物化学２ 波動論

分子生物学１ 分析化学Ⅰ

分子生物学２ 無機化学Ⅱ

微生物学 情報科学Ⅰ（全学共通科目）

生物物理学１ 生物化学４

生物化学３ 地球物質科学

分子生物学３ 情報科学ⅡB（全学共通科目）

発生生物学１

細胞生物学２

細胞生物学３

分子生物学４ 構造生物学１

細胞生物学４ 生物化学６

神経生物学１ 細胞生物学５

細胞生物学６

形態学Ⅰ・Ⅱ

進化学Ⅰ・Ⅱ

生態学Ⅰ・Ⅱ

生命科学演習１ 生命科学演習２

生命科学演習３ 細胞生物学６

発生生物学３ 計算機プログラミング

構造生物学２

後期

前期

後期

前期

注（1）基礎物理学ⅠA、ⅠB、基礎物理学ⅡA、ⅡBは講義要目を参考にして、A／Bのうち、
　　　どちらかを選択すること。

生命科学科の各コースにおける履修モデル表（必修科目を除く）

細胞コース

   (2) 入学年度により、科目名および全学共通科目／専門基礎科目の分類が異なることが
       あるので注意すること（情報科学Ⅰ、情報科学ⅡA、ⅡB）。

1年
※生命科
学科1年生
履修モデ
ル参照

2年

3年

4年

前期

後期

前期
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５． ４年間の学習のあらまし 
 
○ 第１年次 

本理学部は、物質科学科と生命科学科の２つの学科を置いていますが、この両学科の間

に壁を立てることをしないで、緊密な協力の下に学部を運営しようと考えています。これ

は、学生諸君に自然科学の基礎的な分野を広く学んで基礎的な学力を身に付けたのち、そ

れぞれの専門分野の学習・研究に入っていくことを期待しているためです。現在の自然科

学は、高度に発展していますが、諸君には、さらに新しい研究を切り拓いていく能力を身

に付けることが求められています。新しい分野は、従来の学問体系の境界領域・複合領域

に生まれています。本理学部の設立理念の一つとして挙げられている基礎的・学際的とい

う内容は、このようなものです。 

したがって、１年次には、物質科学科、生命科学科のいずれの学科にもほとんど共通の

科目が開設されます。数学、物理、化学、生命の各分野での基礎的な科目ですから、でき

るだけ受講するように勧めます。これらの科目は、２年次の各科目の履修の基礎になるも

のであり、かつ２年次実験の先修条件ともかかわってきます。先修条件を満たせなかった

人は、２年次実験を履修できず、卒業が１年延びることになります。 

 

 先修条件 履修許可条件科目 

２
年
次
実
験
を
履
修
す
る

た
め
の
先
修
条
件 

２９ 

年度 

以降 

入学生 

・１年次開講の必修の実験科目をすべて履修していること。 

・２年次実験履修許可条件科目のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの分野にお

いて、Ａを含む 3 分野からそれぞれ最低 1 科目、合計６単

位以上必要 

・物質科学科については、上記に加えて、物質科学入門を履

修していること。 

・生命科学科については、上記に加えて、生命科学入門を履

修していること。 

（実  験）生物学実験 

Ａ（数学系）微分積分学Ⅰ、微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ、線形代数学Ⅱ 

数学演習Ⅰ、数学演習Ⅱ 

Ｂ（物理系）基礎物理学ⅠA、基礎物理学ⅠB 

基礎物理学ⅡA、基礎物理学ⅡB 

Ｃ（化学系）有機化学Ⅰ、無機化学Ⅰ 

Ｄ（生命系）細胞生物学１、生物化学１ 

 
このほか、演習科目がいくつか開講されます。 

各コースの履修モデルをよく見て、選択、受講してください。 

   

＜履修の注意＞ 

 卒業所要単位等の詳細は、理学部規程別表第６にありますので、熟読の上、計画的に履修

するようにしてください。 

 

 

○ 第２年次 
  それぞれのコースの履修モデルに従って、履修する科目を決めてください。 

 

＜物質科学科＞ 

   多くの科目が開講され、３つのコースの特徴が現れてきます。個々の授業科目につい

ては特に先修条件を設定してはいませんが、各コースの履修モデルは、段階的、系統的

な履修が可能であるように設定されたものですから、その趣旨をよく理解して、これを

基準に選択科目を決められるよう強く勧めます。 

 

 

－ 134 －



＜生命科学科＞ 

   学科独自の科目は、あまり多くありません。各コースにほぼ含まれています。コース

の特徴は、むしろ両学科共通科目のなかから何を選択するかによって決まるといえます。 

 

なお、２年次に配当されている科目をきちんと履修しておかないと、３年次の学習に差

し支えます。また、２年次までの実験をすべて履修しておかないと、３年次実験が受けら

れないこととなっていますので、注意してください。 

 

 先修条件 履修許可条件科目 

３
年
次
実
験
を
履
修
す
る
た
め
の

先
修
条
件 

２７ 

年度 

以降 

入学生 

・２年次開講の必修の実験科目をすべて履修していること。 

・２年次及び３年次実験履修許可条件科目のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ    

（２年次実験履修許可条件科目を含む。）の各分野において、

最低１科目、合計 10 単位以上履修していること。 

 

 

 

（実   験）物理学実験、化学実験、 

物質科学基礎実験Ⅰ、物質科学基礎実験Ⅱ 

生命科学基礎実験Ⅰ、生命科学基礎実験Ⅱ 

Ａ（数学系）開講科目なし 

Ｂ（物理系）力学Ａ、波動論 

Ｃ（化学系）有機化学Ⅱ 

Ｄ（生命系）細胞生物学２、生物化学２ 

 

 

○ 第３年次 
各コースの履修モデルに従って、そのままコースを進む時期です。午前中は講義、午後

は実験又は演習があって息を抜く暇はありませんが、毎日のことをきちんとやっておれば、

学問の面白みをかみしめていけることは間違いありません。 

科目選択上の疑問は、ガイダンス担当の教員に質問し、よく相談してください。どのよ

うな科目を履修したかは、４年次の卒業研究の講座を選ぶ際に大いに関係します。その点

もよく考えてください。 

 

 先修条件 履修許可条件科目 
 

令和4年度

入学生 

《専門科目》 

・３年次開講の必修の実験科目をすべて履修していること。 

・専門科目から８３単位必要（実験科目単位を含む。） 

（物質科学科） 

２、３年次開講の専門科目（Ａ、Ｂ、Ｃ分野の専門基礎科目と学科の専門教育科目）

から実験科目を除いて３６単位以上必要（上記８３単位に含む。） 

（生命科学科） 

学科の専門教育科目から実験科目を除いて２０単位以上必要（上記８３単位に含む。） 

 

 

《全学共通科目》 

・英語科目           ６単位 

・データサイエンス入門         ２単位 

・教養科目          １０単位以上 

（物質科学科） 

物質科学実験Ⅰ 

物質科学実験Ⅱ 

（生命科学科） 

生命科学実験Ⅰ 

生命科学実験Ⅱ 

 

・英語科目 
英語コア科目（６科目）及び

指 定 さ れ た 選 択 英 語 科 目

（Communicative English Basic 

1.2、Intensive English 1.2）

から 6 単位以選択必修 
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卒
業
研
究
を
履
修
す
る
た
め
の
先
修
条
件 

３１～ 

令 和３ 年

度 

入学生 

《専門科目》 

・３年次開講の必修の実験科目をすべて履修していること。 

・専門科目から８３単位必要（実験科目単位を含む。） 

（物質科学科） 

２、３年次開講の専門科目（Ａ、Ｂ、Ｃ分野の専門基礎科目と学科の専門教育科目）

から実験科目を除いて３６単位以上必要（上記８３単位に含む。） 

（生命科学科） 

学科の専門教育科目から実験科目を除いて２０単位以上必要（上記８３単位に含む。） 

 

 

《全学共通科目》 

・英語科目           ６単位 

・情報処理基礎               ２単位 

・教養科目          １０単位以上 

 

（物質科学科） 

物質科学実験Ⅰ 

物質科学実験Ⅱ 

（生命科学科） 

生命科学実験Ⅰ 

生命科学実験Ⅱ 

 

２９・ 

３０ 

年度 

入学生 

 
《専門科目》 

・３年次開講の必修の実験科目をすべて履修していること。 

・専門科目から８３単位必要（実験科目単位を含む。） 

（物質科学科） 

２、３年次開講の専門科目（Ａ、Ｂ、Ｃ分野の専門基礎科目と学科の専門教育科目）

から実験科目を除いて３６単位以上必要（上記８３単位に含む。） 

（生命科学科） 

学科の専門教育科目から実験科目を除いて２０単位以上必要（上記８３単位に含む。） 

 

《全学共通科目》 

・英語科目・外国語科目     ６単位 

・情報処理基礎               ２単位 

・教養科目、他専攻科目    １０単位以上 

 
 
 
（物質科学科） 

物質科学実験Ⅰ 

物質科学実験Ⅱ 

（生命科学科） 

生命科学実験Ⅰ 

生命科学実験Ⅱ 

 

 

 

○ 第４年次 
中心は、各講座に分属して行う卒業研究です。卒業研究は、単位数こそ多くありません

が、理学部学生としての総仕上げであり、各講座の教員の指導を受けて一定のテーマのも

とに研究を行うものです。そのため、必要な単位はほとんど修得しておいて、大部分の時

間を卒業研究に充てる状況でなければなりません。したがって、卒業研究の先修条件は厳

しくなっており、これをクリアしなければ３年次で足踏みすることになります。そのよう

なことがないよう努力してください。 

専門教なお、余裕のある学生は、教授会の許可を得て大学院の最先端講義「大講座横断プログ

ラム」の分野共通科目を受講することができます。その履修単位は、卒業所要単位には算

入できませんが、本理学研究科の修了所要単位の一部として認定されます。履修希望者は、

指導教員と相談して申請してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・英語科目 
Reading and Discussion１.2 
Listening and Speaking１.2 
Writing１.2   
6 科目を受講していること。 

 

 

・英語科目 
英語コア科目（６科目）及び

指 定 さ れ た 選 択 英 語 科 目

（Communicative English Basic 

1.2、Intensive English 1.2）

から 6 単位以選択必修 
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各コースの卒業研究を行うのに適した講座  
 

物 質 科 学 科 
 

生 命 科 学 科 

 

講  座  名 
物性基礎 

コース 

物 性 

コース 

物 質 

コース 

 

講 座 名 
生体物性 

コース 

生体分子 

コース 

細 胞 

コース 

電磁物性学 ◎ ○  分子機械学  ○ ◎ 

光物性学 ◎ ○  生体物質構造学Ⅰ ◎ ○  

電子物性学 ○ ◎  生体物質構造学Ⅱ ◎ ○  

量子物性学 ○ ◎  細胞構造学 ○ ○ ◎ 

数理解析学 ◎ ○  細胞制御学Ⅰ  ○ ◎ 

応用数学 ◎ ○  細胞制御学Ⅱ ○ ◎  

構造物性学  ○ ◎ 細胞機能学  ○ ◎ 

極限状態物性学  ◎ ○ 生体情報学Ⅰ ○ ○ ◎ 

機能性物質学Ⅰ  ○ ◎ 生体情報学Ⅱ  ○ ◎ 

機能性物質学Ⅱ   ◎ 生体物質化学Ⅰ  ◎ ○ 

物質反応論Ⅰ  ○ ◎ 生体物質化学Ⅱ  ◎ ○ 

物質反応論Ⅱ   ◎ 地球科学 ◎ 物 性 物 質 

化学分析学  生体分子 ◎ 生体分子生合成  ◎ ○ 

エックス線光学  ◎      

数理科学Ⅰ ◎        

数理科学Ⅱ ◎       

◎及び○の入っている講座が、各コースの卒業研究をするのに適している講座を示す。 

化学分析学、地球科学の各講座は、他学科からの卒業研究生を受け入れることができる。

網掛けの部分は、他学科のコースを示す。 
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第第４４章章  履履修修関関連連規規定定      
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第第４４章章  履履修修関関連連規規定定      
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兵庫県立大学学則 

 

目次 

 第１章  総則（第１条―第４条）  

 第２章  学年、学期、休業日、修業年限及び在学年限（第５条―第９条） 

 第３章  教育課程及び履修方法等（第 10 条―第 17 条） 

 第４章  入学、編入学、転学、転学部、転学科及び卒業（第 18 条―第 29 条） 

 第５章  休学、復学、退学、除籍及び再入学（第 30 条―第 33 条） 

 第６章  賞罰（第 34条・第 35条） 

 第７章  学生寮（第 36 条） 

 第８章  科目等履修生等（第 37 条―第 42条） 

 第９章  外国人留学生（第 43条） 

 第 10 章 公開講座（第 44 条） 

 第 11 章 授業料及び入学料等（第 45条） 

 第 12 章 雑則（第 46条） 

 附 則 

 

第１章 総 則 

（目的） 

第１条 兵庫県立大学（以下「本学」という。）は、学術の中心として、豊かな教養を

はぐくむとともに、深く専門の学芸を教育研究し、地域社会や国際社会の発展に寄与

し得る創造力を持つ人間性豊かな人材の育成に努めるとともに、学術的な新知見を国

内外に発信して地域の活性化と我が国の発展、ひいては世界人類の幸せに貢献するこ

とを目的とする。 

 

（学部） 

第２条 本学に、国際商経学部、社会情報科学部、工学部、理学部、環境人間学部及び

看護学部を置く。 

２ 学部の学科及び定員は、次のとおりとする。 
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３ 学部における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的については、学部

規程で定める。 

 

（大学院） 

第３条 本学に大学院を置く。大学院の学則は、別にこれを定める。 

 

（職員組織） 

第４条 本学に、学長、副学長、教授、准教授、講師、助教、助手及び職員を置く。 

 

第２章 学年、学期、休業日、修業年限及び在学年限 

（学年） 

第５条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わる。 

２ 前項の規定にかかわらず、国際商経学部国際商経学科の外国人留学生（外国人留学

生選抜により入学する者。以下、「外国人留学生選抜入学者」という。）にあっては学

年は、９月 20 日に始まり、翌年９月 19日に終わる。 

 

（学期） 

第６条 学年は、次の２学期に分ける。 

前期  ４月１日から９月 30 日まで 

後期  10 月１日から翌年３月 31日まで 

２ 前項の規定にかかわらず、国際商経学部国際商経学科グローバルビジネスコースの

学年は、次の２学期に分ける。 

 春学期 ４月１日から９月 19 日まで 

秋学期 ９月 20日から翌年３月 31 日まで 

 

 

 

学　　部 学　　　科 入学定員 収容定員

国際商経学部 国際商経学科 360 1,440

社会情報科学部 社会情報科学科 100 400

電気電子情報工学科 126 504

機械・材料工学科 126 504

応用化学工学科 100 400

小　　　　計 352 1,408

物質科学科 90 360

生命科学科 85 340

小　　　　計 175 700

環境人間学科 205 820

（うち食環境栄養課程） (40) (160)

看護学部 看護学科 105 420

1,297 5,188

工学部

理学部

環境人間学部

計
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（休業日） 

第７条 休業日は、次のとおりとする。 

(１) 日曜日及び土曜日 

(２) 国民の祝日に関する法律（昭和 23年法律第 178 号）による休日 

(３) 春季休業 ４月１日から４月６日まで 

(４) 夏季休業 ８月１日から９月 30 日まで 

(５) 冬季休業 12 月 25 日から翌年１月４日まで 

２ 学長は、前項の休業日のほか、臨時の休業日を定めることができる。 

３ 学長は、学部の事情により特に必要があると認める場合は、学部長の申し出に基づ

き、当該学部に関し、第１項の休業日を変更することができる。 

４ 学長は、前項に規定するもののほか、特に必要があると認める場合は、第１項の休

業日を臨時に変更することができる。 

 

（修業年限） 

第８条 学部の修業年限は、４年とする。 

 

（在学年限） 

第９条 学部の在学年限は、８年を超えることはできない。ただし、編入学により入学

した者は、第 23 条に規定する在学すべき年数の２倍に相当する年数を超えて在学す

ることができない。 

 

第３章 教育課程及び履修方法等 

（教育課程） 

第 10 条 教育課程は、本学の教育上の目標を達成するために必要な授業科目を開設し、

体系的に編成するものとする。 

 

（副専攻） 

第 10 条の２ 前条により編成する教育課程として、特定の分野または課題の授業科目

で構成する副専攻を設置し、その学習成果を認定することができる。 

２ 副専攻に関して必要な事項は別に定める。 

 

（授業科目及び授業の方法） 

第 10 条の３ 授業科目の区分は、全学共通科目、専門基礎科目（専門関連科目）、専門

教育科目及び教職課程科目とする。 

２ 全学共通科目は、高等教育推進機構長の下、全学が協力して開設する。 

３ 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技のいずれかにより又はこれらの併用

により行うものとする。 

４ 前項の授業は、文部科学大臣が別に定めるところにより、多様なメディアを高度に

利用して、当該授業を行う教室等以外の場所で履修させることができる。 

５ 前４項に規定するもののほか、授業科目及び授業の方法に関して必要な事項は、学

部規程で定める。 

 

  

３ 学部における人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的については、学部

規程で定める。 

 

（大学院） 

第３条 本学に大学院を置く。大学院の学則は、別にこれを定める。 

 

（職員組織） 

第４条 本学に、学長、副学長、教授、准教授、講師、助教、助手及び職員を置く。 

 

第２章 学年、学期、休業日、修業年限及び在学年限 

（学年） 

第５条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月 31 日に終わる。 

２ 前項の規定にかかわらず、国際商経学部国際商経学科の外国人留学生（外国人留学

生選抜により入学する者。以下、「外国人留学生選抜入学者」という。）にあっては学

年は、９月 20 日に始まり、翌年９月 19日に終わる。 

 

（学期） 

第６条 学年は、次の２学期に分ける。 

前期  ４月１日から９月 30 日まで 

後期  10 月１日から翌年３月 31日まで 

２ 前項の規定にかかわらず、国際商経学部国際商経学科グローバルビジネスコースの

学年は、次の２学期に分ける。 

 春学期 ４月１日から９月 19 日まで 

秋学期 ９月 20日から翌年３月 31 日まで 

 

 

 

学　　部 学　　　科 入学定員 収容定員

国際商経学部 国際商経学科 360 1,440

社会情報科学部 社会情報科学科 100 400

電気電子情報工学科 126 504

機械・材料工学科 126 504

応用化学工学科 100 400

小　　　　計 352 1,408

物質科学科 90 360

生命科学科 85 340

小　　　　計 175 700

環境人間学科 205 820

（うち食環境栄養課程） (40) (160)

看護学部 看護学科 105 420

1,297 5,188

工学部

理学部

環境人間学部

計
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（単位の計算） 

第 11 条 授業科目の単位数を定めるに当たっては、１単位の授業科目を 45 時間の学修

を必要とする内容をもって構成することを標準とし、前条第３項に規定する授業の方

法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、おおむ

ね 15 時間から 45 時間までの範囲で学部規程で定める時間の授業をもって１単位と

して単位数を計算するものとする。ただし、芸術等の分野における個人指導による実

技の授業については、学部規程で定める時間の授業をもって１単位とすることができ

る。 

２ 前項の規定にかかわらず、全学共通科目については、次の基準により単位を計算す

るものとする。 

（１）講義（基礎ゼミナールを含む。）については、15時間の授業をもって１単位とす 

る。 

（２）外国語、演習については、30 時間の授業をもって１単位とする。 

（３）実験、実習、実技については、45時間の授業をもって１単位とする。 

（４）一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の 

併用により行う場合については、その組み合わせに応じ、前３号に規定する基準を考

慮して高等教育推進機構が定める時間の授業をもって１単位とする。 

３ 第１項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業製作等の授業科目について

は、これらの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、

これに必要な学修等を考慮して、単位数を学部規程で定めることができる。 

 

（単位の授与） 

第 12 条 授業科目を履修した者には、試験その他の適切な方法により学修の成果を評

価して所定の単位を与える。 

 

（成績の評価） 

第 13 条 授業科目の成績は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの評語をもって表し、Ｓ 、Ａ、Ｂ、

Ｃを合格とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、合格・不合格又は認定をもって表することが適切と認め

られる授業科目については、学部規程で定めることころにより、合格・不合格又は認

定で表すことができる。 

 

（他大学等における履修等） 

第 14 条 学長は、教育上有益と認めるときは、他の大学（短期大学を除く。以下同じ。）、

短期大学、高等専門学校その他別に定める機関（以下これらを「大学等」という。）

と本学との協定に基づき、教授会の意見を聴いた上で、学生に当該大学等の授業科目

を履修させることができる。 

２ 前項の規定により、学生が、履修した授業科目について修得した単位は、60単位を

超えない範囲で本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことがで

きる。 

３ 前２項に関して必要な事項は、第１項の協定に定めるもののほか、別に定める。 
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（入学前の既修得単位の認定及び修業年限の通算） 

第 15 条 学長は、教育上有益と認めるときは、教授会の意見を聴いた上で、学生が、

本学に入学する前に本学、他の大学又は短期大学において履修した授業科目について

修得した単位（科目等履修生として修得した単位を含む。）を本学に入学した後の本

学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。 

２ 前項の規定により他の大学又は短期大学において履修した授業科目に関し本学にお

いて修得したものとみなす単位数は、前条第２項の規定により本学において修得した

ものとみなす単位数と合わせて 60 単位を超えないものとする。 

３ 第 1 項に定めるもののうち、学生が第 37 条で定める科目等履修生として修得した単

位について、本学に入学した後に修得したものとみなすときは、教授会の意見を聴いた

上で、修得した単位数その他の事項を勘案して修業年限に通算することができる。た

だし、その期間は、当該修業年限の二分の一を超えてはならない。 

４ 前３項に関して必要な事項は、別に定める。 

 

（長期にわたる教育課程の履修） 

第 16 条 学長は、学生が、職業を有している等の事情により、第８条の規定にかかわ

らず修業年限を超えて一定の期間にわたり計画的に教育課程を履修し卒業すること

を希望する旨を申し出たときは、教授会の意見を聴いた上で、その計画的な履修を認

めることができる。 

２ 前項に関して必要な事項は、別に定める。 

 

（教育課程及び履修方法に関する学部規程への委任） 

第 17 条 この章に定めるもののほか、授業科目の種類、単位数及び履修方法について

は、学部規程の定めるところによる。この場合において、全学共通科目に関しこれら

の事項を定めるときは、高等教育推進機構長と協議しなければならない。 

 

第４章 入学、編入学、転学、転学部、転学科及び卒業 

（入学の時期） 

第 18 条 入学の時期は、学年の始めとする。 

２ 各学部は、第５条及び前項の規定にかかわらず、教育上支障がないと認められる場

合に限り、入学の時期を後期の始めとすることができる。 

 

（入学資格） 

第 19 条 本学に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当するものでな

ければならない。 

(１) 高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

(２) 通常の課程による 12 年の学校教育を修了した者（通常の課程以外の課程により

これに相当する学校教育を修了した者を含む。） 

(３) 外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者又はこれに準ずる者

で文部科学大臣の指定したもの 

(４) 文部科学大臣が高等学校の課程に相当する課程を有するものとして指定した在
 

（単位の計算） 

第 11 条 授業科目の単位数を定めるに当たっては、１単位の授業科目を 45 時間の学修

を必要とする内容をもって構成することを標準とし、前条第３項に規定する授業の方

法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修等を考慮して、おおむ

ね 15 時間から 45 時間までの範囲で学部規程で定める時間の授業をもって１単位と

して単位数を計算するものとする。ただし、芸術等の分野における個人指導による実

技の授業については、学部規程で定める時間の授業をもって１単位とすることができ

る。 

２ 前項の規定にかかわらず、全学共通科目については、次の基準により単位を計算す

るものとする。 

（１）講義（基礎ゼミナールを含む。）については、15時間の授業をもって１単位とす 

る。 

（２）外国語、演習については、30 時間の授業をもって１単位とする。 

（３）実験、実習、実技については、45時間の授業をもって１単位とする。 

（４）一の授業科目について、講義、演習、実験、実習又は実技のうち二以上の方法の 

併用により行う場合については、その組み合わせに応じ、前３号に規定する基準を考

慮して高等教育推進機構が定める時間の授業をもって１単位とする。 

３ 第１項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業製作等の授業科目について

は、これらの学修の成果を評価して単位を授与することが適切と認められる場合には、

これに必要な学修等を考慮して、単位数を学部規程で定めることができる。 

 

（単位の授与） 

第 12 条 授業科目を履修した者には、試験その他の適切な方法により学修の成果を評

価して所定の単位を与える。 

 

（成績の評価） 

第 13 条 授業科目の成績は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄの評語をもって表し、Ｓ 、Ａ、Ｂ、

Ｃを合格とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、合格・不合格又は認定をもって表することが適切と認め

られる授業科目については、学部規程で定めることころにより、合格・不合格又は認

定で表すことができる。 

 

（他大学等における履修等） 

第 14 条 学長は、教育上有益と認めるときは、他の大学（短期大学を除く。以下同じ。）、

短期大学、高等専門学校その他別に定める機関（以下これらを「大学等」という。）

と本学との協定に基づき、教授会の意見を聴いた上で、学生に当該大学等の授業科目

を履修させることができる。 

２ 前項の規定により、学生が、履修した授業科目について修得した単位は、60単位を

超えない範囲で本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことがで

きる。 

３ 前２項に関して必要な事項は、第１項の協定に定めるもののほか、別に定める。 
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外教育施設の当該課程を修了した者 

(５) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が

定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学

大臣が定める日以降に修了した者 

(６) 文部科学大臣の指定した者 

(７) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17年文部省令第１号）による高等学校卒

業程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学

資格検定規程（昭和 26 年文部省令第 13 号）による大学入学資格検定に合格した

者を含む。） 

(８) 大学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上

の学力があると認めた者で、18 歳に達したもの 

２ 前項の規定にかかわらず、本学に編入学を希望する者に係る入学資格については、

学部規程で定める。 

 

（入学志願の手続） 

第 20 条 入学志願者は、本学の指定する入学願書その他の書類を定められた期日まで

に提出しなければならない。 

２ 前項の必要書類及び期日は、学生募集時にこれを指示する。 

３ 入学志願者は、必要書類に添えて入学考査料を納付しなければならない。 

 

（入学許可） 

第 21 条 学長は、入学志願者に対し、別に定めるところにより入学者の選抜を行い、

教授会の意見を聴いた上で、合格者を決定する。 

２ 学長は、前項による合格者のうち、指定の期日までに入学手続に関する書類を添え

て入学料を納付した者に入学を許可する。 

 

（入学許可の取消） 

第 22 条 学長は、前条の規定により入学を許可した者が次の各号に該当するときは、

第１号に該当する場合を除き教授会の意見を聴いた上で、当該入学許可を取り消すも

のとする。 

(１) 入学の辞退を申し出たとき 

(２) 入学資格を満たしていないと認めたとき 

(３) 入学者の選抜において不正があったと認めたとき 

 

（編入学者の在学すべき年数等） 

第 23 条 編入学により入学した者の在学すべき年数、既に履修した授業科目及び単位

数等の取扱いについては、教授会の意見を聴いた上で、学長が決定する。 

２ 前項に規定するもののほか、編入学に関して必要な事項は、別に定める。 

 

（転学） 

第 24 条 学生は、他の大学に転学を希望するときは、学長の許可を得なければならな
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い。 

２ 学長は、他の大学の学生で本学に転学を希望する者については、教授会の意見を聴

いた上で、相当年次に転学を許可することがある。 

３ 前２項に規定するもののほか、転学に関して必要な事項は、別に定める。 

 

（転学部） 

第 25 条 学生が、転学部を希望する旨を申し出たときは、学長は、当該学生の所属学

部及び志望学部の教授会の意見を聴いた上で、これを許可することができる。 

２ 前項に規定するもののほか、転学部に関して必要な事項は、別に定める。 

 

（転学科） 

第 26 条 学長は、学生が、他の学科に転学科を希望する旨を申し出たときは、教授会

の意見を聴いた上で、これを許可することができる。 

２ 前項に規定するもののほか、転学科に関して必要な事項は、別に定める。 

 

（留学） 

第 27 条 学生は、本学との協定に基づく外国の大学又は短期大学に留学しようとする

ときは、学長の許可を得なければならない。 

２ 前項の許可を受けて留学した期間は、第８条の修業年限に算入することができる。 

３ 第 14 条の規定は、留学について準用する。 

 

（卒業認定） 

第 28 条 学長は、本学に第８条に規定する年数（編入学により入学した者については、

第 23 条に規定する在学すべき年数）在学し、学部規程に従って卒業所要単位以上を

修得した者について、教授会の意見を聴いた上で、卒業を認定する。 

２ 学長は、本学に３年以上在学し、学部規程に従って卒業所要単位以上を優秀な成績

で修得した者について、その願い出に基づき、教授会の意見を聴いた上で、卒業を認

定することができる。 

 

（学位） 

第 29 条 学長は、本学を卒業した者について、学士の学位を授与する。 

２ 学位の授与については、別に定める。 

 

第５章 休学、復学、退学、除籍及び再入学 

（休学及び復学） 

第 30 条 学生は、病気・事故等やむを得ない事情により３箇月以上修学することがで

きないときは、必要書類を添えて学長の許可を得て休学することができる。 

２ 学長は、病気のため修学が適当でない学生については、休学を命ずることができる。 

３ 休学の期間は、１年を超えることができない。ただし、学長は、特別の事情がある

と認められたときは、更に１年の範囲内で延長を許可することができる。 

４ 休学期間は、通算して３年を超えることができない。 

 

外教育施設の当該課程を修了した者 

(５) 専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が

定める基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学

大臣が定める日以降に修了した者 

(６) 文部科学大臣の指定した者 

(７) 高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17年文部省令第１号）による高等学校卒

業程度認定試験に合格した者（同規則附則第２条の規定による廃止前の大学入学

資格検定規程（昭和 26 年文部省令第 13 号）による大学入学資格検定に合格した

者を含む。） 

(８) 大学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上

の学力があると認めた者で、18 歳に達したもの 

２ 前項の規定にかかわらず、本学に編入学を希望する者に係る入学資格については、

学部規程で定める。 

 

（入学志願の手続） 

第 20 条 入学志願者は、本学の指定する入学願書その他の書類を定められた期日まで

に提出しなければならない。 

２ 前項の必要書類及び期日は、学生募集時にこれを指示する。 

３ 入学志願者は、必要書類に添えて入学考査料を納付しなければならない。 

 

（入学許可） 

第 21 条 学長は、入学志願者に対し、別に定めるところにより入学者の選抜を行い、

教授会の意見を聴いた上で、合格者を決定する。 

２ 学長は、前項による合格者のうち、指定の期日までに入学手続に関する書類を添え

て入学料を納付した者に入学を許可する。 

 

（入学許可の取消） 

第 22 条 学長は、前条の規定により入学を許可した者が次の各号に該当するときは、

第１号に該当する場合を除き教授会の意見を聴いた上で、当該入学許可を取り消すも

のとする。 

(１) 入学の辞退を申し出たとき 

(２) 入学資格を満たしていないと認めたとき 

(３) 入学者の選抜において不正があったと認めたとき 

 

（編入学者の在学すべき年数等） 

第 23 条 編入学により入学した者の在学すべき年数、既に履修した授業科目及び単位

数等の取扱いについては、教授会の意見を聴いた上で、学長が決定する。 

２ 前項に規定するもののほか、編入学に関して必要な事項は、別に定める。 

 

（転学） 

第 24 条 学生は、他の大学に転学を希望するときは、学長の許可を得なければならな
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５ 休学期間は、在学期間に算入しない。 

６ 学生は、休学期間中にその該当事由がなくなったときは、学長の許可を得て復学す

ることができる。 

７ 前各項に規定するもののほか、休学及び復学に関して必要な事項は、別に定める。 

 

（退学） 

第 31 条 学生は、退学しようとするときは、学長の許可を得なければならない。 

 

（除籍） 

第 32 条 学長は、学生が、次の各号のいずれかに該当するときは、教授会の意見を聴

いた上で、これを除籍することができる。 

(１) 第 30 条第４項に定める休学期間を超える者 

(２) 病気その他の理由のため、成業の見込みのない者 

(３) 授業料等の納付を怠り、督促してもなおその納付がない者 

(４) 定められた在学期間を超える者 

 

（再入学） 

第 33 条 学長は、次の各号のいずれかに該当する者が、再入学を願い出たときは、教

授会の意見を聴いた上で、第 21 条の規定による許可をすることができる。 

(１) 第 31 条の規定により本学を退学した者 

(２) 前条第１号から第３号までのいずれかの規定により除籍された者 

２ 前項に規定するもののほか、再入学に関して必要な事項は、別に定める。 

 

第６章 賞 罰 

（表彰） 

第 34 条 学長は、表彰に値する行為があった学生を、教育研究審議会の議を経て表彰

することができる。 

 

（懲戒） 

第 35 条 学長は、本学則その他学生に関する諸規程に反し、又は学生としての本分に

反した行為のある者を、教育研究審議会の議を経て懲戒することができる。 

２ 懲戒は、訓告、停学及び退学の３種とする。 

３ 前項の退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行うことができる。 

(１) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

(２) 正当な事由がなくて修業の実のない者 

(３) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

４ 前３項に規定するもののほか、懲戒に関して必要な事項は、別に定める。 
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第７章 学生寮 

（学生寮） 

第 36 条 本学に学生寮を置く。 

２ 学生寮の位置は、神戸市西区学園西町及びたつの市新宮町光都とする。 

３ 学生寮について必要な事項は、別に定める。 

 

第８章 科目等履修生等 

（科目等履修生） 

第 37 条 学長は、授業科目につき履修を願い出る者があるときは、教授会（全学共通

科目の履修を願い出る者にあっては高等教育推進機構長を含む。）の意見を聴いた上

で、これを科目等履修生として許可することができる。ただし、全学共通科目の履修

を願い出る科目等履修生の選考については、高等教育推進機構長と協議しなければな

らない。 

２ 前項に規定するもののほか、科目等履修生に関して必要な事項は、別に定める。 

 

（特別聴講生） 

第 38 条 学長は、他の大学等との協定に基づき、他の大学等の学生で本学の授業科目

を履修しようとする者について、教授会の意見を聴いた上で、これを特別聴講生とし

て、許可することができる。 

２ 前項の協定に定めるもののほか、特別聴講生に関して必要な事項は、別に定める。 

 

（聴講生） 

第 39 条 学長は、授業科目につき聴講を願い出る者があるときは、教授会（全学共通

科目の聴講を願い出る者にあっては高等教育推進機構長を含む。）の意見を聴いた上

で、これを聴講生として許可することができる。ただし、全学共通科目の聴講を願い

出る聴講生の選考については、高等教育推進機構長と協議しなければならない。 

２ 前項に規定するもののほか、聴講生に関して必要な事項は、別に定める。 

 

（研究生） 

第 40 条 学長は、特定の事項について研究を願い出る者があるときは、教授会の意見

を聴いた上で、これを研究生として許可することができる。 

２ 前項に規定するもののほか、研究生に関して必要な事項は、別に定める。 

 

（研修員） 

第 41 条 学長は、大学又はその他の団体から特定事項の研究のため、その所属の職員

の派遣について願い出があるときは、教授会の意見を聴いた上で、これを研修員とし

て許可することができる。 

２ 前項に規定するもののほか、研修員に関して必要な事項は、別に定める。 

 

（規定の準用） 

第 42 条 この章に定めるもののほか、学則のうち必要な規定は、科目等履修生、特別
 

５ 休学期間は、在学期間に算入しない。 

６ 学生は、休学期間中にその該当事由がなくなったときは、学長の許可を得て復学す

ることができる。 

７ 前各項に規定するもののほか、休学及び復学に関して必要な事項は、別に定める。 

 

（退学） 

第 31 条 学生は、退学しようとするときは、学長の許可を得なければならない。 

 

（除籍） 

第 32 条 学長は、学生が、次の各号のいずれかに該当するときは、教授会の意見を聴

いた上で、これを除籍することができる。 

(１) 第 30 条第４項に定める休学期間を超える者 

(２) 病気その他の理由のため、成業の見込みのない者 

(３) 授業料等の納付を怠り、督促してもなおその納付がない者 

(４) 定められた在学期間を超える者 

 

（再入学） 

第 33 条 学長は、次の各号のいずれかに該当する者が、再入学を願い出たときは、教

授会の意見を聴いた上で、第 21 条の規定による許可をすることができる。 

(１) 第 31 条の規定により本学を退学した者 

(２) 前条第１号から第３号までのいずれかの規定により除籍された者 

２ 前項に規定するもののほか、再入学に関して必要な事項は、別に定める。 

 

第６章 賞 罰 

（表彰） 

第 34 条 学長は、表彰に値する行為があった学生を、教育研究審議会の議を経て表彰

することができる。 

 

（懲戒） 

第 35 条 学長は、本学則その他学生に関する諸規程に反し、又は学生としての本分に

反した行為のある者を、教育研究審議会の議を経て懲戒することができる。 

２ 懲戒は、訓告、停学及び退学の３種とする。 

３ 前項の退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行うことができる。 

(１) 性行不良で改善の見込みがないと認められる者 

(２) 正当な事由がなくて修業の実のない者 

(３) 本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者 

４ 前３項に規定するもののほか、懲戒に関して必要な事項は、別に定める。 
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聴講生、聴講生、研究生及び研修員について準用する。 

 

第９章 外国人留学生 

（外国人留学生） 

第 43 条 学長は、外国人で留学のため、本学へ入学を願い出る者があるときは、教授

会の意見を聴いた上で、これを外国人留学生として許可することができる。 

２ この章に定めるもののほか、学則のうち必要な規定は、外国人留学生について準用

する。 

 

第 10 章 公開講座 

（公開講座） 

第 44 条 県民の教養を高めるとともに、広く文化の向上に資するため、本学に公開講

座を開設することができる。 

 

第 11 章 授業料及び入学料等 

（授業料及び入学料等） 

第 45 条 授業料、入学考査料、入学料、研修料、公開講座受講料（以下「授業料等」

という。）の額並びに徴収に関しては、別に定める。 

２ 休学を許可された者に対しては、別に定めるところにより、休学期間の授業料を免

除する。 

３ 特別の理由があると認められる者は、別に定めるところにより、授業料等の全部又

は一部の免除を申請することができる。 

 

第 12 章 雑 則 

（補則） 

第 46 条 この学則の施行に関して必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

この学則は、平成 25 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 27年２月４日改正） 

この学則は、平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 27年２月 12 日改正） 

この学則は、平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 27年９月 30 日改正） 

この学則は、平成 27年 10 月１日から施行する。 

附 則（平成 28年５月 11 日改正） 

 （施行期日） 

１ この学則は、平成 29 年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 平成 29 年度から平成 31 年度における環境人間学部環境人間学科及び看護学部看

護学科並びに全学部の計の入学定員及び３年次編入学定員並びに収容定員は、第２条
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第２項の規定にかかわらず、次のとおりとする。 

 

学　部 学　科 平成29年度 平成30年度 平成31年度

205 205 205

(40) (40) (40)

－ － －

－ － －

810 810 815

(150) (150) (155)

入学定員 105 105 105

３年次編入学定員 － － －

収容定員 415 410 415

入学定員 1,267 1,267 1,267

３年次編入学定員 － － －

収容定員 5,053 5,048 5,058

全学部の計

環境人間学部 環境人間学科
（うち食環境栄養課程）

入学定員

３年次編入学定員

収容定員

看護学部 看護学科

 

附 則（平成 30年 12 月５日改正） 

 （施行期日） 

１ この学則は、平成 31 年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 経済学部国際経済学科及び応用経済学科並びに経営学部組織経営学科及び事業創

造学科は、第２条第１項及び第２項の規定にかかわらず、平成 31年３月 31 日に当該

学科に在学する者が当該学科に在学しなくなる日までの間、存続するものとする。   

３ 平成 31 年度から平成 33 年度における経済学部国際経済学科及び応用経済学科、経

営学部組織経営学科及び事業創造学科、国際商経学部国際商経学科、社会情報科学部

社会情報科学科並びに全学部の計の収容定員は、第２条第２項の規定にかかわらず、

次のとおりとする。 

学 部 学 科 
収容定員 

平成 31 年度 平成 32 年度 平成 33 年度 

経済学部 
国際経済学科 300 200 100 

応用経済学科 300 200 100 

経営学部 
組織経営学科 390 260 130 

事業創造学科 300 200 100 

国際商経学部 国際商経学科 360 720 1,080 

社会情報科学部 社会情報科学科 100 200 300 

学部の計 5,088 5,128 5,158 

 

附 則（平成 31年１月９日改正） 

 （施行期日） 

１ この学則は、平成 31 年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 平成 30 年度以前に入学した者の授業科目及び授業の方法については、第 10 条の３

の規定にかかわらず、なお従前の例による。 

３ 平成 30 年度以前に入学した者の成績の評価については、第 13条第１項の規定にか

かわらず、なお従前の例による。 

 

聴講生、聴講生、研究生及び研修員について準用する。 

 

第９章 外国人留学生 

（外国人留学生） 

第 43 条 学長は、外国人で留学のため、本学へ入学を願い出る者があるときは、教授

会の意見を聴いた上で、これを外国人留学生として許可することができる。 

２ この章に定めるもののほか、学則のうち必要な規定は、外国人留学生について準用

する。 

 

第 10 章 公開講座 

（公開講座） 

第 44 条 県民の教養を高めるとともに、広く文化の向上に資するため、本学に公開講

座を開設することができる。 

 

第 11 章 授業料及び入学料等 

（授業料及び入学料等） 

第 45 条 授業料、入学考査料、入学料、研修料、公開講座受講料（以下「授業料等」

という。）の額並びに徴収に関しては、別に定める。 

２ 休学を許可された者に対しては、別に定めるところにより、休学期間の授業料を免

除する。 

３ 特別の理由があると認められる者は、別に定めるところにより、授業料等の全部又

は一部の免除を申請することができる。 

 

第 12 章 雑 則 

（補則） 

第 46 条 この学則の施行に関して必要な事項は、別に定める。 

 

附 則 

この学則は、平成 25 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 27年２月４日改正） 

この学則は、平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 27年２月 12 日改正） 

この学則は、平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則（平成 27年９月 30 日改正） 

この学則は、平成 27年 10 月１日から施行する。 

附 則（平成 28年５月 11 日改正） 

 （施行期日） 

１ この学則は、平成 29 年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ 平成 29 年度から平成 31 年度における環境人間学部環境人間学科及び看護学部看

護学科並びに全学部の計の入学定員及び３年次編入学定員並びに収容定員は、第２条
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附 則（令和２年２月５日改正） 

（施行期日） 

この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年 12 月２日改正） 

（施行期日） 

この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年３月 27 日改正） 

（施行期日） 

この学則は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則（令和６年３月 28 日改正） 

（施行期日） 

この学則は、令和６年４月１日から施行する。 
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附 則（令和２年２月５日改正） 

（施行期日） 

この学則は、令和２年４月１日から施行する。 

附 則（令和２年 12 月２日改正） 

（施行期日） 

この学則は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則（令和５年３月 27 日改正） 

（施行期日） 

この学則は、令和５年４月１日から施行する。 

附 則（令和６年３月 28 日改正） 

（施行期日） 

この学則は、令和６年４月１日から施行する。 

 

兵庫県立大学理学部規程第１号 

理 学 部 規 程 
 

（趣旨） 

第１条 この規程は、兵庫県立大学学則（平成 25年法人規程第７５号。以下「学

則」という。）に基づき、兵庫県立大学理学部（以下「本学部」という。）に

関する教育課程及び履修方法等について、必要な事項を定めるものとする。 

（専決事項の規定） 

第 2条 公立大学法人兵庫県立大学決裁規程（平成 25年法人規程第６号）第４

条に規定する専決事項として学部長が専決するものについて、この規程にお

いては、学部長が許可又は決定を行うものとして規定する。 

（教育研究上の目的） 

第３条 本学部では、「物質の科学」及び「生命の科学」を２本の柱とし、教

育研究を展開する。数学、物理学、化学、生物学及び地学の学際領域又は境

界領域に芽生える新しい科学と技術に対応するため、物質科学科、生命科学

科の２学科構成とし、相互に連携しながら、次のとおり学科ごとに特色ある

教育研究を推進する。 

（1）物質科学科においては、物性を支配する原理や法則、物性の発現機構、

物性制御の手法及び物質創製のための反応機構について体系的な理解を育

むことを教育研究上の根幹とする。そのため、物質の物性及び反応につい

て電子、原子及び分子を基礎にした教育研究に取り組み、物質に関する深

い理解と洞察力を身につけた人材を育成することを目的とする。 

（2）生命科学科においては、生物が持つ複雑かつ巧妙な構造と機能の理解及

び生物の生活基盤である地球の構造の理解を育むことを教育研究上の根幹

とする。そのため、生物の構造と機能に関する細胞、分子及び原子レベル

における教育研究並びに地球表層と内部の性質及びその変遷についての教

育研究に取り組み、生命科学及び地球科学への深い理解と洞察力を身につ

けた人材を育成することを目的とする。 

（授業科目） 

第４条 授業科目は、全学共通科目、専門基礎科目、専門教育科目、及び教職

課程科目とする。なお、専門基礎科目と専門教育科目を合わせて専門科目

と表記することがある。 

（全学共通科目） 

第５条 全学共通科目に係る授業科目、単位数その他履修に関する事項は、別

表第１に定めるところによる。 

（専門基礎科目） 

第６条 専門基礎科目に係る授業科目、単位数その他履修に関する事項は、別

表第２に定めるところによる。 

（専門教育科目） 

第７条 専門教育科目に係る授業科目、単位数その他履修に関する事項は、別

表第３に定めるところによる。 
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（教職課程科目） 

第８条 教職課程科目に係る授業科目、単位数その他履修に関する事項は、別

表第４に定めるところによる。  

第９条 削除 

（単位の計算） 

第 10 条 学則第 11 条の規定による専門基礎科目、専門教育科目、教職課程科

目の単位については、次の基準により計算する。ただし、教育実習及び介護等

体験については別に定める。  

(1) 講義及び演習については、15 時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 実験、実習及び実技等については、45 時間の授業をもって１単位とする。 

（履修方法） 

第１１条 学生は、履修しようとする授業科目について、毎学年の所定の期日ま

でに履修登録を行わなければならない。 

２ 履修の届出を行うことのできる単位数は、原則として通年 50 単位以内、前

期、後期各々28 単位以内とする。 

  ただし、集中講義による授業科目、卒業要件に含まない教職課程科目及び

副専攻科目等のうち指定された科目は、この単位数に含まない。 

（他学部の授業科目の履修） 

第１２条 学生は、他学部又は他学科の授業科目を履修しようとするときは、他

学部授業科目履修許可願（様式第１号）を所定の期日までに学務所管課に提出

し、学部長の許可を得なければならない。 

２ 学部長は、前項の規定により、他学部の授業科目の履修に係る許可をする

場合にあっては、関係学部長に協議しなければならない。 

３ 第１項の規定により履修した授業科目について、修得した単位は、30 単位

を超えない範囲で理学部長が相当と認めるものについては、教授会の意見を聴

いた上で、卒業所要単位数に算入することができる。 

（大学院理学研究科の授業科目の履修） 

第１３条 学生は、本学大学院理学研究科所定の博士前期課程授業科目（理学研

究科規程第１条に定める別表第１の授業科目のうち★印を付した科目）を履修

しようとするときは、大学院理学研究科長の許可を受けなければならない。 

２ 前項の規定により、履修した授業について修得した単位は、所要単位数に

含めることができない。 

（他大学等における修得単位の認定） 

第 14 条 学部長は、学則第 14 条及び兵庫県立大学他大学等における授業科目

の履修規程に基づき認定した単位数を別表第1から別表第3に定める卒業所要

単位に算入することができる。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第 15 条 学則第 15 条第１項の規定による既修得単位の認定は、学部長が教授

会の意見を聴いた上で、決定することができる。  

２ 学部長は、前項の規定について、教授会の意見を聴いた上で、単位認定す 

ることができる。 

 ３ 前項の規定により認定することができる単位数は、編入学により入学する 
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（教職課程科目） 

第８条 教職課程科目に係る授業科目、単位数その他履修に関する事項は、別

表第４に定めるところによる。  

第９条 削除 

（単位の計算） 

第 10 条 学則第 11 条の規定による専門基礎科目、専門教育科目、教職課程科

目の単位については、次の基準により計算する。ただし、教育実習及び介護等

体験については別に定める。  

(1) 講義及び演習については、15 時間の授業をもって１単位とする。 

(2) 実験、実習及び実技等については、45 時間の授業をもって１単位とする。 

（履修方法） 

第１１条 学生は、履修しようとする授業科目について、毎学年の所定の期日ま

でに履修登録を行わなければならない。 

２ 履修の届出を行うことのできる単位数は、原則として通年 50 単位以内、前

期、後期各々28 単位以内とする。 

  ただし、集中講義による授業科目、卒業要件に含まない教職課程科目及び

副専攻科目等のうち指定された科目は、この単位数に含まない。 

（他学部の授業科目の履修） 

第１２条 学生は、他学部又は他学科の授業科目を履修しようとするときは、他

学部授業科目履修許可願（様式第１号）を所定の期日までに学務所管課に提出

し、学部長の許可を得なければならない。 

２ 学部長は、前項の規定により、他学部の授業科目の履修に係る許可をする

場合にあっては、関係学部長に協議しなければならない。 

３ 第１項の規定により履修した授業科目について、修得した単位は、30 単位

を超えない範囲で理学部長が相当と認めるものについては、教授会の意見を聴

いた上で、卒業所要単位数に算入することができる。 

（大学院理学研究科の授業科目の履修） 

第１３条 学生は、本学大学院理学研究科所定の博士前期課程授業科目（理学研

究科規程第１条に定める別表第１の授業科目のうち★印を付した科目）を履修

しようとするときは、大学院理学研究科長の許可を受けなければならない。 

２ 前項の規定により、履修した授業について修得した単位は、所要単位数に

含めることができない。 

（他大学等における修得単位の認定） 

第 14 条 学部長は、学則第 14 条及び兵庫県立大学他大学等における授業科目

の履修規程に基づき認定した単位数を別表第1から別表第3に定める卒業所要

単位に算入することができる。 

（入学前の既修得単位の認定） 

第 15 条 学則第 15 条第１項の規定による既修得単位の認定は、学部長が教授

会の意見を聴いた上で、決定することができる。  

２ 学部長は、前項の規定について、教授会の意見を聴いた上で、単位認定す 

ることができる。 

 ３ 前項の規定により認定することができる単位数は、編入学により入学する 

場合を除き本学において修得した単位以外のものについては、学則第 14条第

２項の規定により本学において前項の修得したものとみなす単位数と合わせ

て 30単位を超えないものとする。 

４ 前３項の規定により認定された単位数は、別表第１から別表第３に定める

卒業所要単位数に算入することができる。 

（編入学の入学資格） 

第 16 条 学則第 19条第２項の学部に編入学を希望する者に係る入学資格は、

次の各号のいずれかに該当することとする。 

（1）大学を卒業した者であること。 

（2）短期大学を卒業した者であること。 

（3）高等専門学校を卒業した者であること。 

（4）大学に２年以上在学し、退学した者であること。 

（5）専修学校の専門課程（修学年限が２年以上であること、その他文部科学大

臣が定める基準を満たすものに限る。）を修了した者であること。 

(6) 外国において学校教育 14年の課程を修了した者であること。 

（7）前各号と同等以上の資格を有すると学部長が認めた者であること。 

（編入学者の在学すべき年数） 

第17条  学則第 23条の編入学により入学した者の在学すべき年数については、

教授会の意見を聴いた上で、これを定める。 

（編入学者の既修得単位及び単位数等の取扱い） 

第 18 条 学部長は、学則第 23条の編入学により入学した者の既に履修した授

業科目及び単位数等の取扱いについて、教授会の意見を聴いた上で、経てこれ

を決定することができる。 

（転学） 

第 19 条 学則第 24条第１項の規定により、他の大学に転学を希望する者は、

転学許可願（様式第２号）を、所定の期日までに学務所管課に提出し、学部長

の許可を受けなければならない。 

２ 学生は、学則第 24 条第２項の規定により、本学部に転学を希望する者は、

転学許可願（様式第３号）を、所定の期日までに学務所管課に提出し学部長の

許可を受けなければならない。 

３ 学部長は前２項の規定について、教授会の意見を聴いた上で、相当年次に

転学を許可することができる。 

（転学部） 

第 20 条 学生は、学則第 25条に規定する転学部を希望するときは、転学部許

可願（様式第４号）を所定の期日までに学務所管課に提出し、学部長の許可を

得なければならない。 

２ 学部長は、前項の規定について、所属学部と志望学部の教授会の意見を聴

いた上で、転学部を許可することができる。 

（転学部の出願資格、受入年次及び既修得単位の扱い） 

第 21 条  本学部に転学部することができる者は、次の各号のすべてに該当する

ものでなければならない。 

（1）他学部において６２単位以上を修得した者であること。 
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（2）本学部での在学年限を４年以上残しておくこと。 

２ 転学部の受け入れ年次については、教授会の意見を聴いた上で、学部長が

決定する。 

３ 学部長は、転学部を許可された者の既修得単位について、教授会の意見を

聴いた上で、本学部で修得したものとみなすことができる。 

（転学科） 

第 22 条  学生は、学則第 26条に規定する転学科を希望するときは、転学科許

可願（様式第５号）を所定の期日までに学務所管課に提出し、学部長の許可

を得なければならない。 

２ 学部長は、他学科への転学科を希望する者があるときは、教務委員会で選

考のうえ、教授会の意見を聴いた上で許可することができる。 

（転学科の年次） 

第 23 条  転学科の出願資格は、３年次への進級時に限る。 

（試験） 

第 24 条  授業科目の評価は、学則第 12条に基づき、原則として試験により行

う。ただし、学部長が試験以外の方法が適当と認める場合には、他の方法をも

って行うことができる。 

２  学生は、履修した授業科目でなければ試験を受けることができない。 

３  卒業研究の審査は、論文等で行う。 

（成績） 

第 25 条  授業科目の成績は、試験の結果及び日常の学習状況を総合して、次の

基準により評価する。 

（1）成績は 100点満点とし、60点以上をもって合格とする。 

（2）合格した科目には所定の単位を与える。 

（3）合格した科目の成績は、Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣの評語をもって表し、その区分

及び評価の基準は、は、次のとおりとする。 
  

  
２ 合格した科目については、再評価しない。 

３ 休学期間中に開講されている科目については、その単位を認めない。 

４ 卒業研究の評価は、合格又は不合格をもって表す。 

５ 英語海外研修、中国語海外研修及びグローバルプロジェクト入門（海外）

の評価は、合格又は不合格をもって表す。 

６ 単位互換、他大学等の評価は、認定をもって表す。 

（先修条件及び履修許可） 

第 26 条  学生は、２年次実験及び３年次実験の履修については、あらかじめ別

評語 区分 評価の基準 

Ｓ 90点以上 到達目標を十分に達成できている非常に優れた成績 

Ａ 80点以上90点未満 到達目標を十分に達成できている優れた成績 

Ｂ 70点以上80点未満 到達目標を達成できている成績 

Ｃ 60点以上70点未満 到達目標を最低限達成できている成績 
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（2）本学部での在学年限を４年以上残しておくこと。 

２ 転学部の受け入れ年次については、教授会の意見を聴いた上で、学部長が

決定する。 

３ 学部長は、転学部を許可された者の既修得単位について、教授会の意見を

聴いた上で、本学部で修得したものとみなすことができる。 

（転学科） 

第 22 条  学生は、学則第 26条に規定する転学科を希望するときは、転学科許

可願（様式第５号）を所定の期日までに学務所管課に提出し、学部長の許可

を得なければならない。 

２ 学部長は、他学科への転学科を希望する者があるときは、教務委員会で選

考のうえ、教授会の意見を聴いた上で許可することができる。 

（転学科の年次） 

第 23 条  転学科の出願資格は、３年次への進級時に限る。 

（試験） 

第 24 条  授業科目の評価は、学則第 12条に基づき、原則として試験により行

う。ただし、学部長が試験以外の方法が適当と認める場合には、他の方法をも

って行うことができる。 

２  学生は、履修した授業科目でなければ試験を受けることができない。 

３  卒業研究の審査は、論文等で行う。 

（成績） 

第 25 条  授業科目の成績は、試験の結果及び日常の学習状況を総合して、次の

基準により評価する。 

（1）成績は 100点満点とし、60点以上をもって合格とする。 

（2）合格した科目には所定の単位を与える。 

（3）合格した科目の成績は、Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣの評語をもって表し、その区分

及び評価の基準は、は、次のとおりとする。 
  

  
２ 合格した科目については、再評価しない。 

３ 休学期間中に開講されている科目については、その単位を認めない。 

４ 卒業研究の評価は、合格又は不合格をもって表す。 

５ 英語海外研修、中国語海外研修及びグローバルプロジェクト入門（海外）

の評価は、合格又は不合格をもって表す。 

６ 単位互換、他大学等の評価は、認定をもって表す。 

（先修条件及び履修許可） 

第 26 条  学生は、２年次実験及び３年次実験の履修については、あらかじめ別

評語 区分 評価の基準 

Ｓ 90点以上 到達目標を十分に達成できている非常に優れた成績 

Ａ 80点以上90点未満 到達目標を十分に達成できている優れた成績 

Ｂ 70点以上80点未満 到達目標を達成できている成績 

Ｃ 60点以上70点未満 到達目標を最低限達成できている成績 

表第６に定めるそれぞれの先修条件を満たさなければならない。 

２ 卒業研究を履修するためには、別表第６に定める卒業研究先修条件を満た

さなければならない。 

（卒業） 

第 27 条  学生は、卒業するためには、別表第６に定める卒業要件を満たさなけ

ればならない。 

（教職員の免許状授与の所要資格の取得） 

第 28 条  教育職員免許法（昭和 24年法律第 147号）による免許状を取得しよ

うとする者は、同法及び教育職員免許法施行規則（昭和 29年文部省令第 26

号）に基づき、学則第 28条に規定するもののほか、第７条に定める教職課程

科目の単位を修得しなければならない。 

２ 本学部において取得できる免許の種類及び教科は次のとおりとする。 
 

学科 免許状の種類 免許教科 

物質科学科 

中学校教諭１種免許状 数学 

高等学校教諭１種免許状 数学 

中学校教諭１種免許状 理科 

高等学校教諭１種免許状 理科 

 生命科学科 
中学校教諭１種免許状 理科 

高等学校教諭１種免許状 理科 
 
第 29 条 削除 

（履修方法に関する学部規程への委任） 

第 30 条  この規程に定めるもののほか、履修方法については、理学部規程の定

めるところによる。 

 

附 則 

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 

 附 則 

この規程は、平成２６年４月１日から施行する。 

 附 則 

この規程は、平成２７年４月１日から施行する。 

 附 則 

この規程は、平成２７年１０月１日から施行する。 

 附 則 

この規程は、平成２８年４月１日から施行する。 

 附 則 

この規程は、平成２９年４月１日から施行する。 

 附 則 

この規程は、平成３０年４月１日から施行する。 
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 附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

（経過措置）  

２ 平成 30 年度以前に入学した者の成績の評価については、第 25 条第 1 項の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、令和２年 4月 1日から施行する。 

（経過措置） 

２ 平成 31 年度以前に入学した者の履修方法については、第 11 条第２項の規

定にかかわらず、なお従前の例による。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、令和３年 4月 1日から施行する。 

 

附 則（令和３年 10月 20日改正） 

（施行期日） 

この規程は、令和３年 11月 1日から施行し、令和３年 4月 1日から適用する。 

 

 附 則（令和４年３月 20日改正） 

（施行期日） 

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 令和２年度及び 3年度に入学した者の履修方法については、第 11条第２項

の規定にかかわらず、履修の届け出を行うことのできる単位数は、原則とし

て入学年次は通年 56単位以内、次年度以降は 54単位以内とする。 

３ 平成 31 年度以前に入学した者の履修方法については、第 11 条第２項の規

定にかかわらず、原則として通年 56単位以内とする。 
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 附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、平成３１年４月１日から施行する。 

（経過措置）  

２ 平成 30 年度以前に入学した者の成績の評価については、第 25 条第 1 項の

規定にかかわらず、なお従前の例による。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、令和２年 4月 1日から施行する。 

（経過措置） 

２ 平成 31 年度以前に入学した者の履修方法については、第 11 条第２項の規

定にかかわらず、なお従前の例による。 

 

附 則 

（施行期日） 

１ この規程は、令和３年 4月 1日から施行する。 

 

附 則（令和３年 10月 20日改正） 

（施行期日） 

この規程は、令和３年 11月 1日から施行し、令和３年 4月 1日から適用する。 

 

 附 則（令和４年３月 20日改正） 

（施行期日） 

１ この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ 令和２年度及び 3年度に入学した者の履修方法については、第 11条第２項

の規定にかかわらず、履修の届け出を行うことのできる単位数は、原則とし

て入学年次は通年 56単位以内、次年度以降は 54単位以内とする。 

３ 平成 31 年度以前に入学した者の履修方法については、第 11 条第２項の規

定にかかわらず、原則として通年 56単位以内とする。 

　全学共通科目（令和6年度入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】 英語コア科目及び選択英語科目より6単位

Reading and Discussion 1 1 1 選択必修

Reading and Discussion 2 1 1 英語コア科目は1年次に必ず受講すること。

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

【選択英語科目その他】 ※英語選択必修6単位には含まない

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1

科学技術英語１ 2～4 1

科学技術英語２ 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉
グローバルリーダー教育プログラム
※英語選択必修6単位には含まない

英語実習 1 1 GLEP必修

英語表現 1 1 GLEP必修

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

データサイエンス入門 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

情報科学ⅡA 2 2

情報科学ⅡB 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

国際社会と文化 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

暮らしと道具 1 2

別表第１（第５条関係）

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

自主自律
支援科目

基礎ゼミナール
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化
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代
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デ
ミ
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ク
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科
目
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語

外
国
語
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計
・
情
報
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教
　
育
　
科
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
文
化
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必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必要

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

現代都市社会とまちづくり 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会 1 2

環境の社会学 1 2

情報技術と現代社会 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必要

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

一般有機化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2

地域社会と健康 1 2 2024年度 開講せず

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
社
会

日本国憲法
1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目
2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外れ
た者優先）

人
と
自
然

人
と
健
康

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目
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必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必要

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

現代都市社会とまちづくり 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会 1 2

環境の社会学 1 2

情報技術と現代社会 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必要

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

一般有機化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2

地域社会と健康 1 2 2024年度 開講せず

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
社
会

日本国憲法
1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目
2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外れ
た者優先）

人
と
自
然

人
と
健
康

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

必修 選択

フィールドワーク基礎技術論 　　　　 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

フィールドワーク基礎技術演習 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト実践論　  　 2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト演習　　    2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

現代の経営問題 1 2 2024年度 開講せず

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ必修

グローバルプロジェクト入門（海外）（A） 1～4 2 原則グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバルプロジェクト入門（海外）（B） 2～4 2 （A）または(B)のどちらか一方のみ履修可。GLEP必修。

グローバル社会を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

日本の思想と文化を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

先端科学を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

地球の営みと災害 1 2

兵庫の歴史と自然災害史 1 2

生活と防災 1 2

社会特性と減災復興 1 2

災害支援とボランティア 1 2

兵庫の災害と防災 1 2 2023年度以降入学生履修不可

減災復興まちづくり 1 2 2023年度以降入学生履修不可

災害現場と防災 1 2 2023年度以降入学生履修不可

２８単位以上

　履修上の注意

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

地

域

課

題

探

究

科

目

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

防
災
教
育
科
目

卒業所要単位

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　以上修得しなければならない。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル
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　全学共通科目（令和５年度入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】 英語コア科目及び選択英語科目より6単位

Reading and Discussion 1 1 1 選択必修

Reading and Discussion 2 1 1 英語コア科目は1年次に必ず受講すること。

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

【選択英語科目その他】 ※英語選択必修6単位には含まない

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1

科学技術英語１ 2～4 1

科学技術英語２ 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム

英語実習 1 1 ※英語選択必修6単位には含まない

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

データサイエンス入門 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

情報科学ⅡA 2 2

情報科学ⅡB 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

国際社会と文化 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

暮らしと道具 1 2

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
文
化

自主自律
支援科目

基礎ゼミナール
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化
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ッ

ク
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ル
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目
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語

外
国
語

統計・情報

別表第１（第５条関係）

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考
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　全学共通科目（令和５年度入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】 英語コア科目及び選択英語科目より6単位

Reading and Discussion 1 1 1 選択必修

Reading and Discussion 2 1 1 英語コア科目は1年次に必ず受講すること。

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

【選択英語科目その他】 ※英語選択必修6単位には含まない

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1

科学技術英語１ 2～4 1

科学技術英語２ 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム

英語実習 1 1 ※英語選択必修6単位には含まない

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

データサイエンス入門 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

情報科学ⅡA 2 2

情報科学ⅡB 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

国際社会と文化 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

暮らしと道具 1 2
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科
　
目
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基
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目
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と
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化
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別表第１（第５条関係）

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必要

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

現代都市社会とまちづくり 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会 1 2

環境の社会学 1 2

情報技術と現代社会 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必要

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

一般有機化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2 R5年度非開講

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2 R5年度非開講

地域社会と健康 1 2

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2

地
域
課
題
探
究
科
目

単位数
備　　　　　考

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
社
会

日本国憲法
1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目
2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外
れた者優先）

人
と
自
然

人と健康

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次
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必修 選択

フィールドワーク基礎技術論 　　　　 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

フィールドワーク基礎技術演習 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト実践論　  　 2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト演習　　    2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

現代の経営問題 1 2

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ必修

グローバルプロジェクト入門（海外）（A） 1～4 2 原則グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバルプロジェクト入門（海外）（B） 2～4 2 （A）または(B)のどちらか一方のみ履修可。GLEP必修。

グローバル社会を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

日本の思想と文化を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

先端科学を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

地球の営みと災害 1 2

兵庫の歴史と自然災害史 1 2

生活と防災 1 2

社会特性と減災復興 1 2

災害支援とボランティア 1 2

兵庫の災害と防災 1 2 2023年度以降入学生履修不可

減災復興まちづくり 1 2 2023年度以降入学生履修不可

災害現場と防災 1 2 2023年度以降入学生履修不可

２８単位以上

　履修上の注意

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　以上修得しなければならない。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル
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卒業所要単位

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

－ 162 －



必修 選択

フィールドワーク基礎技術論 　　　　 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

フィールドワーク基礎技術演習 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト実践論　  　 2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト演習　　    2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

現代の経営問題 1 2

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ必修

グローバルプロジェクト入門（海外）（A） 1～4 2 原則グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバルプロジェクト入門（海外）（B） 2～4 2 （A）または(B)のどちらか一方のみ履修可。GLEP必修。

グローバル社会を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

日本の思想と文化を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

先端科学を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

地球の営みと災害 1 2

兵庫の歴史と自然災害史 1 2

生活と防災 1 2

社会特性と減災復興 1 2

災害支援とボランティア 1 2

兵庫の災害と防災 1 2 2023年度以降入学生履修不可

減災復興まちづくり 1 2 2023年度以降入学生履修不可

災害現場と防災 1 2 2023年度以降入学生履修不可

２８単位以上

　履修上の注意

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　以上修得しなければならない。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル
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　全学共通科目（令和4年度入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】 英語コア科目及び選択英語科目より6単位

Reading and Discussion 1 1 1 選択必修

Reading and Discussion 2 1 1 英語コア科目は1年次に必ず受講すること。

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

【選択英語科目その他】 ※英語選択必修6単位には含まない

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1

科学技術英語１ 2～4 1

科学技術英語２ 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム

英語実習 1 1 ※英語選択必修6単位には含まない

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

データサイエンス入門 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

情報科学ⅡA 2 2

情報科学ⅡB 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

国際社会と文化 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

日本文化 1 2

暮らしと道具 1 2

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
文
化

備　　　　　考

自主自律
支援科目

基礎ゼミナール
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ー

バ
ル
化
時
代
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
科
目

英
　
　
語

外
国
語

統計・情報

別表第１（第５条関係）

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
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育
　
科
　
目
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令和４年度入学生

必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必要

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

現代都市社会とまちづくり 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会 1 2

環境の社会学 1 2

情報技術と現代社会 1 2

スポーツと生活 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必要

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

バイオセンシングの化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2

地域社会と健康 1 2

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2

備　　　　　考区　　　分 授　業　科　目　の　名　称

日本国憲法

開講
年次

単位数
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目
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会 1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目

2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外れ
た者優先）
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然
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ご
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目
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令和４年度入学生

必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必要

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

現代都市社会とまちづくり 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会 1 2

環境の社会学 1 2

情報技術と現代社会 1 2

スポーツと生活 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必要

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

バイオセンシングの化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2

地域社会と健康 1 2

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2

備　　　　　考区　　　分 授　業　科　目　の　名　称

日本国憲法

開講
年次

単位数

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
社
会 1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目

2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外れ
た者優先）

人
と
自
然

人と健康

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

令和４年度入学生

必修 選択

フィールドワーク基礎技術論 　　　　 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

フィールドワーク基礎技術演習 1 1 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト実践論　  　 2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

地域プロジェクト演習　　    2 2 地域創生人材教育プログラムの科目

現代の経営問題 1 2

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

姫路城特別講義 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ必修

グローバルプロジェクト入門（海外）（A） 1～4 2 原則グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバルプロジェクト入門（海外）（B） 2～4 （A）または(B)のどちらか一方のみ履修可

グローバル社会を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

日本の思想と文化を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

先端科学を学ぶ 1 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ選択必修

地球の営みと災害 1 2

兵庫の歴史と自然災害史 1 2

生活と防災 1 2

社会特性と減災復興 1 2

災害支援とボランティア 1 2

兵庫の災害と防災 1 2

減災復興まちづくり 1 2

災害現場と防災 1 2

２８単位以上

　履修上の注意

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　以上修得しなければならない。

地
域
課
題
探
究
科
目

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

卒業所要単位

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　・英語コア科目（６科目）及び選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。
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　全学共通科目（令和3年度入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

TOEIC総合1 2～4 1 前期集中

TOEIC総合2 2～4 1 後期集中

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

科学技術英語１ 2～4 1

科学技術英語２ 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

英語実習 1 1

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

情報処理基礎 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

倫理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

国際社会と文化 2 2 前期集中

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2 (S)は前期集中、(A)は通常講義

食文化と環境 1 2

日本文化 1 2

暮らしと道具 1 2

別表第１（第５条関係）

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

自主自律
支援科目

基礎ゼミナール

グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
科
目

英
　
　
語

外
国
語

統計・情報

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
文
化

英語コア科目は一年次に必ず受講する。

次の科目の中から６単位選択必修
・英語コア科目（６科目）
・Communicative English Basic 1
・Communicative English Basic 2
・Intensive English 1

・Intensive English ２

英語コア科目は一年次に必ず受講する。

次の科目の中から６単位選択必修
・英語コア科目（６科目）
・Communicative English Basic 1
・Communicative English Basic 2
・Intensive English 1

・Intensive English ２
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　全学共通科目（令和3年度入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

TOEIC総合1 2～4 1 前期集中

TOEIC総合2 2～4 1 後期集中

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

科学技術英語１ 2～4 1

科学技術英語２ 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

英語実習 1 1

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

情報処理基礎 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

倫理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

国際社会と文化 2 2 前期集中

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2 (S)は前期集中、(A)は通常講義

食文化と環境 1 2

日本文化 1 2

暮らしと道具 1 2

別表第１（第５条関係）

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

自主自律
支援科目

基礎ゼミナール

グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
科
目

英
　
　
語

外
国
語

統計・情報

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
文
化

英語コア科目は一年次に必ず受講する。

次の科目の中から６単位選択必修
・英語コア科目（６科目）
・Communicative English Basic 1
・Communicative English Basic 2
・Intensive English 1

・Intensive English ２

英語コア科目は一年次に必ず受講する。

次の科目の中から６単位選択必修
・英語コア科目（６科目）
・Communicative English Basic 1
・Communicative English Basic 2
・Intensive English 1

・Intensive English ２

令和３年度入学生

必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必要

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2 前期集中

現代都市社会とまちづくり 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2 前期集中

福祉と社会 1 2

社会思想入門 1 2

芸術社会論 1 2 令和3年度開講せず

環境の社会学 1 2

情報技術と現代社会 1 2

スポーツと生活 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必要

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 前期集中　(看)と(理)で隔年開講、令和3年度は（理）

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

バイオセンシングの化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2 令和3年度は開講せず

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2 前期集中

ジオパークと地域 1 2 前期集中

共生博物学 1 2 前期集中

地域社会とマネジメント 1 2 令和3年度は開講せず

地域社会と健康 1 2

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2 前期集中

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2 前期集中

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
社
会 日本国憲法

1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目
2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外れ
た者優先）

人
と
自
然

人と健康

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目
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令和３年度入学生

必修 選択

〈副専攻の地域創生人材教育プログラムの科目〉 地域創生人材教育プログラム履修者のみ受講可

フィールドワーク基礎技術演習１ 1 1  ※１）　後期集中

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と暮らし） 1 1  ※２）　後期集中

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と自然） 2 1  ※３）　前期集中

地域プロジェクト実践論　  　 2 2  ※４）　集中講義

地域プロジェクト演習　　    2 2  ※５）　集中講義

現代の経営問題 1 2

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2 前期集中

姫路城特別講義 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2 令和3年度開講せず

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2

グローバルプロジェクト入門（海外）（A) 1 2

グローバルプロジェクト入門（海外）（B) 1 2

グローバル社会を学ぶ 1 2 後期集中

日本の思想と文化を学ぶ 1 2

先端科学を学ぶ 1 2 後期集中

地球の営みと災害 1～4 2

兵庫の歴史と自然災害史 1～4 2

生活と防災 1～4 2

社会特性と減災復興 1～4 2

災害支援とボランティア 1～4 2

兵庫の災害と防災 1～4 2 前期集中

減災復興まちづくり 1～4 2 前期集中

災害現場と防災 1～4 2 前期集中

２８単位以上

※１）ひょうご地域課題概論を履修し、単位修得していること

※２）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※３）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※４）１年次にフィールドワーク基礎技術演習１を履修し、単位修得していること

※５）地域プロジェクト実践論を履修し、単位修得していること

　履修上の注意

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

防
災
教
育
科
目

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

・集中科目については、CAP（キャップ）の対象外とする。

卒業所要単位

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び指定された選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　以上修得しなければならない。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自
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令和３年度入学生

必修 選択

〈副専攻の地域創生人材教育プログラムの科目〉 地域創生人材教育プログラム履修者のみ受講可

フィールドワーク基礎技術演習１ 1 1  ※１）　後期集中

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と暮らし） 1 1  ※２）　後期集中

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と自然） 2 1  ※３）　前期集中

地域プロジェクト実践論　  　 2 2  ※４）　集中講義

地域プロジェクト演習　　    2 2  ※５）　集中講義

現代の経営問題 1 2

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2 前期集中

姫路城特別講義 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2 令和3年度開講せず

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2

グローバルプロジェクト入門（海外）（A) 1 2

グローバルプロジェクト入門（海外）（B) 1 2

グローバル社会を学ぶ 1 2 後期集中

日本の思想と文化を学ぶ 1 2

先端科学を学ぶ 1 2 後期集中

地球の営みと災害 1～4 2

兵庫の歴史と自然災害史 1～4 2

生活と防災 1～4 2

社会特性と減災復興 1～4 2

災害支援とボランティア 1～4 2

兵庫の災害と防災 1～4 2 前期集中

減災復興まちづくり 1～4 2 前期集中

災害現場と防災 1～4 2 前期集中

２８単位以上

※１）ひょうご地域課題概論を履修し、単位修得していること

※２）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※３）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※４）１年次にフィールドワーク基礎技術演習１を履修し、単位修得していること

※５）地域プロジェクト実践論を履修し、単位修得していること

　履修上の注意

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

防
災
教
育
科
目

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

・集中科目については、CAP（キャップ）の対象外とする。

卒業所要単位

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び指定された選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　以上修得しなければならない。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

　全学共通科目（令和２年度）入学生

必修 選択
基礎ゼミ
ナール

基礎ゼミナール 2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

科学英語基礎 1 2～4 1

科学英語基礎 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

英語実習 1 1

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

情報処理基礎 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必修

論理学 1 2

倫理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

物語と文化 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

日本文化 1 2

別表第１（第５条関係）

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

自主自律
支援科目
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ー

バ
ル
化
時
代
の
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デ
ミ
ッ

ク
ス
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目

英
　
　
語

外
国
語
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教
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教
　
育
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目

人
間
性
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盤
教
育
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目

人
と
文
化

英語コア科目は一年次に必ず受講する。

次の科目の中から６単位選択必修
・英語コア科目（６科目）
・Communicative English Basic 1
・Communicative English Basic 2
・Intensive English 1
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令和２年度入学生

必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必修

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

現代都市社会とまちづくり論 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会 1 2

社会思想入門 1 2

芸術社会論 1 2

環境の社会学 1 2

情報技術と社会 1 2 (商)で隔年開講

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必修

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

バイオセンシングの化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2

地域社会と健康 1 2 令和２年度は開講せず

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2

備　　　　　考

人
と
社
会

人
と
自
然

人と健康

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

日本国憲法
1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目
2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外れ
た者優先）

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数

「地域課題探求科目」「グローバル教育
科目」「防災教育科目」の３分野のうち
２分野以上から計４単位以上選択
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令和２年度入学生

必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必修

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

現代都市社会とまちづくり論 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会 1 2

社会思想入門 1 2

芸術社会論 1 2

環境の社会学 1 2

情報技術と社会 1 2 (商)で隔年開講

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必修

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

バイオセンシングの化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2

地域社会と健康 1 2 令和２年度は開講せず

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2

備　　　　　考

人
と
社
会

人
と
自
然

人と健康

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

日本国憲法
1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目
2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外れ
た者優先）

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数

「地域課題探求科目」「グローバル教育
科目」「防災教育科目」の３分野のうち
２分野以上から計４単位以上選択

令和２年度入学生

必修 選択

〈副専攻の地域創生人材教育プログラムの科目〉 地域創生人材教育プログラム履修者のみ受講可

フィールドワーク基礎技術演習１ 1 1  ※１）

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と暮らし） 1 1  ※２）

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と自然） 2 1  ※３）

地域プロジェクト実践論　  　 2 2  ※４）

地域プロジェクト演習　　    2 2  ※５）

現代の経営問題 1 2 令和２年度は開講せず

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

姫路城特別講義 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2

グローバルプロジェクト入門（海外）（A） 1 2

グローバル社会を学ぶ 1 2

日本の思想と文化を学ぶ 1 2

先端科学を学ぶ 1 2

地球の営みと災害 1～4 2

兵庫の歴史と自然災害史 1～4 2

生活と防災 1～4 2

社会特性と減災復興 1～4 2

災害支援とボランティア 1～4 2

兵庫の災害と防災 1～4 2

減災復興まちづくり 1～4 2

災害現場と防災 1～4 2

２８単位以上

※１）ひょうご地域課題概論を履修し、単位修得していること

※２）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※３）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※４）１年次にフィールドワーク基礎技術演習１を履修し、単位修得していること

※５）地域プロジェクト実践論を履修し、単位修得していること

　履修上の注意

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

　以上修得しなければならない。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

地
域
課
題
探
究
科
目

防
災
教
育
科
目

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

卒業所要単位

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び指定された選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位
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　全学共通科目（２０１９年度（平成３１年度）入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

科学英語基礎 1 2～4 1

科学英語基礎 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

英語実習 1 1

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

情報処理基礎 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

倫理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

物語と文化 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

日本文化 1 2

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

別表第１（第５条関係）

自主自律
支援科目

基礎ゼミナール

グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
科
目

英
　
　
語

外
国
語

統計・情報

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
文
化

英語コア科目は一年次に必ず受講する。

次の科目の中から６単位選択必修
・英語コア科目（６科目）
・Communicative English Basic 1
・Communicative English Basic 2
・Intensive English 1

・Intensive English ２
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　全学共通科目（２０１９年度（平成３１年度）入学生）

必修 選択

2 2

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1 　

Writing 1 1 1 　

Writing 2 1 1

【選択英語科目】

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1

Intensive English 1 2～4 1

Intensive English 2 2～4 1

科学英語基礎 1 2～4 1

科学英語基礎 2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

英語海外研修 1～4 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

英語実習 1 1

英語表現 1 1

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

中国語海外研修 1 2

情報処理基礎 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

哲学 1 2 人と文化から2単位以上必要

論理学 1 2

倫理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

物語と文化 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2

食文化と環境 1 2

日本文化 1 2

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

別表第１（第５条関係）

自主自律
支援科目

基礎ゼミナール

グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
科
目

英
　
　
語

外
国
語

統計・情報

教
　
養
　
教
　
育
　
科
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
文
化

英語コア科目は一年次に必ず受講する。

次の科目の中から６単位選択必修
・英語コア科目（６科目）
・Communicative English Basic 1
・Communicative English Basic 2
・Intensive English 1

・Intensive English ２

2019年度（平成31年度）入学生

必修 選択

法学 1 2 人と社会から2単位以上必要

生活の中の法律 1 2

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2

経済学（ミクロ経済学） 1 2

経済学（マクロ経済学） 1 2

社会保障と経済 1 2

経営学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2

福祉と社会

社会思想入門

生活の中の認知科学 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2 人と自然から2単位以上必要

科学技術論 1 2

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 (看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

現代物理化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2 平成31年度は開講せず

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2

ジオパークと地域 1 2

共生博物学 1 2

地域社会とマネジメント 1 2 平成31年度は開講せず

地域社会と健康 1 2

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2

1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目
2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外れ
た者優先）

人
と
自
然

人と健康

単位数
備　　　　　考

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

人
と
社
会

日本国憲法

－ 172 － － 173 －



2019年度（平成31年度）入学生

必修 選択

〈副専攻の地域創生人材教育プログラムの科目〉 地域創生人材教育プログラム履修者のみ受講可

フィールドワーク基礎技術演習１ 1 1  ※１）

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と暮らし） 1 1  ※２）

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と自然） 2 1  ※３）

地域プロジェクト実践論　  　 2 2  ※４）

地域プロジェクト演習　　    2 2  ※５）

現代の日本経済 1 2

現代の経営問題 1 2

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

ボーダレス社会と経済 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

姫路城特別講義 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2

グローバル教養海外実践 1 2

多文化を学ぶ 1 2

日本の歴史や文化を学ぶ 1 2

先端科学を学ぶ 1 2

地球の営みと災害 1～4 2

兵庫の歴史と自然災害史 1～4 2

生活と防災 1～4 2

社会特性と減災復興 1～4 2

災害支援とボランティア 1～4 2

兵庫の災害と防災 1～4 2

減災復興まちづくり 1～4 2

災害現場と防災 1～4 2

２８単位以上

※１）ひょうご地域課題概論を履修し、単位修得していること

※２）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※３）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※４）１年次にフィールドワーク基礎技術演習１を履修し、単位修得していること

※５）地域プロジェクト実践論を履修し、単位修得していること

　履修上の注意

　・副専攻生のみが受けられる科目についてはＣＡＰ（キャップ）制の対象外とする。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

卒業所要単位

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び指定された選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　以上修得しなければならない。

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

防
災
教
育
科
目

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

－ 174 －



2019年度（平成31年度）入学生

必修 選択

〈副専攻の地域創生人材教育プログラムの科目〉 地域創生人材教育プログラム履修者のみ受講可

フィールドワーク基礎技術演習１ 1 1  ※１）

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と暮らし） 1 1  ※２）

フィールドワーク基礎技術演習２（地域と自然） 2 1  ※３）

地域プロジェクト実践論　  　 2 2  ※４）

地域プロジェクト演習　　    2 2  ※５）

現代の日本経済 1 2

現代の経営問題 1 2

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

ボーダレス社会と経済 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

姫路城特別講義 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2

〈副専攻のグローバルリーダー教育プログラムの科目〉 グローバルリーダー教育プログラム履修者のみ受講可

グローバル教養概論 1 2

グローバル教養海外実践 1 2

多文化を学ぶ 1 2

日本の歴史や文化を学ぶ 1 2

先端科学を学ぶ 1 2

地球の営みと災害 1～4 2

兵庫の歴史と自然災害史 1～4 2

生活と防災 1～4 2

社会特性と減災復興 1～4 2

災害支援とボランティア 1～4 2

兵庫の災害と防災 1～4 2

減災復興まちづくり 1～4 2

災害現場と防災 1～4 2

２８単位以上

※１）ひょうご地域課題概論を履修し、単位修得していること

※２）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※３）フィールドワーク基礎技術演習１を履修していること

※４）１年次にフィールドワーク基礎技術演習１を履修し、単位修得していること

※５）地域プロジェクト実践論を履修し、単位修得していること

　履修上の注意

　・副専攻生のみが受けられる科目についてはＣＡＰ（キャップ）制の対象外とする。

　・「教養教育科目」は１４単位以上修得しなければならない。ただし、「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自

　然」の各分野からそれぞれ２単位以上修得しなければならない。また、「ひょうご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル

　教育科目」「防災教育科目」の３分野のうち２分野以上から合計４単位以上修得しなければならない。

卒業所要単位

　・「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

ひ
ょ

う
ご
県
大
特
色
科
目

地
域
課
題
探
究
科
目

　「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。

　・英語コア科目（６科目）及び指定された選択英語科目（Communicative English Basic 1・ 2、Intensive English 1・２）から、6単位

　以上修得しなければならない。

グ
ロ
ー

バ
ル
教
育
科
目

防
災
教
育
科
目

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

　全学共通科目（平成３０年度入学生）

必修 選択

2 2 　２単位必要

キャリア形
成支援科目 キャリアデザイン入門 1 2

【英語コア科目】 　８単位以上必要

Reading and Discussion 1 1 1

Reading and Discussion 2 1 1

Listening and Speaking 1 1 1

Listening and Speaking 2 1 1

Writing 1 1 1

Writing 2 1 1

英語実習 1 1 グローバルリーダー教育プログラム生のみ履修可　※CAP対象外

英語表現 1 1 　　　〃         　　　　　   〃

【選択英語科目】

TOEIC総合1 2～4 1

TOEIC総合2 2～4 1

Intensive English 2～4 1

科学英語基礎1 2～4 1

科学英語基礎2 2～4 1

Communicative English Basic 1 2～4 1

Communicative English Basic 2 2～4 1

英語海外研修 1～4 2 ワシントン大学、ハワイ大学、サセックス大学

特別英語1 1～4 1 TOEIC等読替科目（５５０点以上）

特別英語2 1～4 1 TOEIC等読替科目（６５０点以上）

特別英語3 1～4 1 TOEIC等読替科目（７５０点以上）

中国語1 1 1

中国語2 1 1

フランス語1 1 1

フランス語2 1 1

ドイツ語1 1 1

ドイツ語2 1 1

韓国・朝鮮語1 1 1

韓国・朝鮮語2 1 1

日本語・日本文化1 1 1

日本語・日本文化2 1 1

中国語海外研修 1 2 蘇州大学、曁南大学、平成30年度は暨南大学

情報処理基礎 1 2

情報科学Ⅰ 2 2

自主自律
支援科目

基礎ゼミナール

グ
ロ
ー

バ
ル
化
時
代
の
ア
カ
デ
ミ
ッ

ク
ス
キ
ル
科
目

英
　
　
語

外
国
語

統計・情報

別表第１（第５条関係）

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

6科目6単位を
必ず受講する

－ 174 － － 175 －



平成30年度入学生

必修 選択

哲学 1 2

論理学 1 2 人と文化から2単位以上必要

倫理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

現代文芸論 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2 夏期集中、後期通常講義

食文化と環境 1 2

日本文化 1 2

法学 1 2

生活の中の法律 1 2 人と社会から2単位以上必要

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2 夏期集中

経済学（ミクロ経済学） 1 2

経済学（マクロ経済学） 1 2

社会保障と経済 1 2

経営学 1 2

会計学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2 夏期集中

福祉と社会 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2

科学技術論 1 2 人と自然から2単位以上必要

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 夏期集中・(看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

現代物理化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2

人
と
文
化

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
社
会

日本国憲法
1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目
2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外れ
た者のみ履修可）

人
と
自
然

人と健康

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

－ 176 －



平成30年度入学生

必修 選択

哲学 1 2

論理学 1 2 人と文化から2単位以上必要

倫理学 1 2

心理学 1 2

国文学（演劇） 1 2

国文学（小説） 1 2

現代文芸論 2 2

教育学 1 2

日本史 1 2

東洋史 1 2

環境芸術論 1 2

芸術学 1 2

文化人類学 1 2 夏期集中、後期通常講義

食文化と環境 1 2

日本文化 1 2

法学 1 2

生活の中の法律 1 2 人と社会から2単位以上必要

政治学 1 2

環境と政治 1 2

社会学 1 2

現代社会論 1 2

男女共同参画社会 1 2 夏期集中

経済学（ミクロ経済学） 1 2

経済学（マクロ経済学） 1 2

社会保障と経済 1 2

経営学 1 2

会計学 1 2

経営戦略論 2 2

1 2

2 2

人文地理学概論 1 2

ひょうごの子育て支援 1 2 夏期集中

福祉と社会 1 2

医療と工学のフロンティア 1 2

科学技術論 1 2 人と自然から2単位以上必要

宇宙科学 1 2

生命倫理 2 2 夏期集中・(看)と(理)で隔年開講

応用倫理 1 2

生物科学 1 2

生命体の科学 1 2

分子生物学とバイオテクノロジー 1 2

社会統計学 1 2

マテリアル科学への招待 1 2

現代化学への招待 1 2

現代物理化学 1 2

放射光科学のフロンティア 1 2

環境問題と国際協力 1 2

人と自然の共生 1 2

物質科学入門 1 2 2 物質科学科必修

生命科学入門 1 2 2 生命科学科必修

物理学の基本概念 1 2

健康・スポーツ科学演習1 1 1

健康・スポーツ科学演習2 1 1

栄養健康科学入門 1 2

ヒューマンヘルスサイエンス 1 2

人
と
文
化

教
　
　
養
　
　
教
　
　
育
　
　
科
　
　
目

人
間
性
の
基
盤
教
育
科
目

人
と
社
会

日本国憲法
1年次　通常講義（前期と後期）※抽選科目
2年次　夏期集中講義（教職希望者で1年次に抽選に外れ
た者のみ履修可）

人
と
自
然

人と健康

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考

平成30年度入学生

必修 選択

ひょうご地域課題概論 1 2

緑景観マネジメント論 1 2

地域資源の保全と活用 1 2

地方公共団体の行政を学ぶ 1 2

地域プロジェクト概論 1 2

地域資源マネジメント概論 1 2

兵庫のものづくり 1 2

化学と環境技術 1 2

地域気候と住環境 1 2

兵庫の里山 1 2 夏期集中

ジオパークと地域 1 2 夏期集中

共生博物学 1 2

地域社会と健康 1 2

地域資源フィールドワーク（田園生態系の保全と再生） 3 2

地域資源フィールドワーク（ジオパークの地質と文化） 3 2

フィールドワーク基礎技術演習１ 1 2 地域創生人材教育プログラム生のみ履修可　※CAP対象外

フィールドワーク基礎技術演習２ 2 2 　　　〃                   　 〃

地域プロジェクト実践論 2 2 　　　〃                   　 〃

地域プロジェクト演習 2 2 　　　〃                   　 〃

現代の日本経済 1 2

現代の経営問題 1 2

宗教概論 1 2

建築文化ツーリズム学 1 2

グローバル科学入門 1 2

ボーダレス社会と経済 1 2

グローバル社会と文化 1 2

播磨学 1 2

姫路城特別講義 1 2

グローカルリーダー入門 1 2

兵庫の国際交流 1 2

グローバル教養概論 1 2 グローバルリーダー教育プログラム生のみ履修可　※CAP対象外

グローバル教養海外実践 1 2 　　　〃         　　　　　   〃

多文化を学ぶ 1 2 　　　〃         　　　　　   〃

日本の歴史や文化を学ぶ 1 2 　　　〃         　　　　　   〃

先端科学を学ぶ 1 2 　　　〃         　　　　　   〃

地球の営みと災害 1～4 2

兵庫の歴史と自然災害史 1～4 2

生活と防災 1～4 2

社会特性と減災復興 1～4 2

災害支援とボランティア 1～4 2

兵庫の災害と防災 1～4 2 夏期集中

減災復興まちづくり 1～4 2 夏期集中

災害現場と防災 1～4 2 夏期集中

基礎物理学ⅠB 1 2

２８単位以上

履修上の注意

他専攻科目

卒業所要単位

「グローバル化時代のアカデミックスキル科目」の「英語」のうち「Reading and Discussion 1・2」「Listening and Speaking 1・2」「Writing 1・2」は1年次に必ず受講すること。
「教養教育科目」は14単位以上必要。「人間性の基盤教育科目」は「人と文化」「人と社会」「人と自然」の各分野からそれぞれ2単位以上必要。「ひょう
ご県大特色科目」は「地域課題探究科目」「グローバル教育科目」「防災教育科目」の3分野のうち2分野から合計4単位以上必要。

区　　　分 授　業　科　目　の　名　称
開講
年次

単位数
備　　　　　考
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－ 176 － － 177 －



（令和5年度以降入学生）

　

必 選

修 択

微分積分学Ⅰ 1 2

微分積分学Ⅱ 1 2

線形代数学Ⅰ 1 2

線形代数学Ⅱ 1 2

数学演習Ⅰ 1 2

数学演習Ⅱ 1 2

基礎物理学ⅠＡ 1 2

基礎物理学ⅠＢ 1 2

基礎物理学ⅡＡ 1 2

基礎物理学ⅡＢ 1 2

力学Ａ 2 2

波動論 2 2

力学Ｂ 2 2

電磁気学Ａ 2 2

電磁気学演習 2 2

応用解析 2 2

有機化学Ⅰ 1 2

無機化学Ⅰ 1 2

物理化学Ⅰ 2 2

有機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅲ 2 2

生物化学４ 2 2

分析化学Ⅰ 2 2

細胞生物学１ 1 2

生物化学１ 1 2

細胞生物学２ 2 2

生物化学２ 2 2

生物化学３ 2 2

微生物学 2 2

分子生物学１ 2 2

分子生物学２ 2 2

別表第２（第６条関係）

（１）専門基礎科目（物質科学科）

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

Ａ
　
数
学
系

Ｂ
　
物
理
系

Ｃ
　
化
学
系

Ｄ
　
生
命
系

－ 178 －



（令和5年度以降入学生）

　

必 選

修 択

微分積分学Ⅰ 1 2

微分積分学Ⅱ 1 2

線形代数学Ⅰ 1 2

線形代数学Ⅱ 1 2

数学演習Ⅰ 1 2

数学演習Ⅱ 1 2

基礎物理学ⅠＡ 1 2

基礎物理学ⅠＢ 1 2

基礎物理学ⅡＡ 1 2

基礎物理学ⅡＢ 1 2

力学Ａ 2 2

波動論 2 2

力学Ｂ 2 2

電磁気学Ａ 2 2

電磁気学演習 2 2

応用解析 2 2

有機化学Ⅰ 1 2

無機化学Ⅰ 1 2

物理化学Ⅰ 2 2

有機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅲ 2 2

生物化学４ 2 2

分析化学Ⅰ 2 2

細胞生物学１ 1 2

生物化学１ 1 2

細胞生物学２ 2 2

生物化学２ 2 2

生物化学３ 2 2

微生物学 2 2

分子生物学１ 2 2

分子生物学２ 2 2

別表第２（第６条関係）

（１）専門基礎科目（物質科学科）

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

Ａ
　
数
学
系

Ｂ
　
物
理
系

Ｃ
　
化
学
系

Ｄ
　
生
命
系

必 選

修 択

地球惑星科学 1 2

地球物質科学 2 2

天文学 2 2

地震津波と防災・減災 2 2

減災復興政策概論 2 2 卒業要件外

防災教育とリスクコミュニケー
ション

2 2 卒業要件外

計算機プログラミング 3 2

コンピューターリテラシー 1 2

科学英語 4 1

生命科学特別講義 2 1

英語科学問題演習 2 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

天体観測 3 1

生態学と生物多様性の保全 3 2

グローバルサイエンス 2 2

物質英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

気象・気候変動と災害 2 2

生物学実験 1 1

物理学実験 2 1

化学実験 2 1

物質科学基礎実験Ⅰ 2 1

物質科学基礎実験Ⅱ 2 1

生命科学基礎実験Ⅰ 2 1

生命科学基礎実験Ⅱ 2 1

地学実験 3 1

１７単位以上

※卒業要件外の科目を除く

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

Ｅ

Ｆ

卒業所要単位（必修７単位を含む。）

－ 178 － － 179 －



　

必 選

修 択

微分積分学Ⅰ 1 2

微分積分学Ⅱ 1 2

線形代数学Ⅰ 1 2

線形代数学Ⅱ 1 2

数学演習Ⅰ 1 2

数学演習Ⅱ 1 2

基礎物理学ⅠＡ 1 2

基礎物理学ⅠＢ 1 2

基礎物理学ⅡＡ 1 2

基礎物理学ⅡＢ 1 2

力学Ａ 2 2

波動論 2 2

力学Ｂ 2 2

電磁気学Ａ 2 2

電磁気学演習 2 2

応用解析 2 2

有機化学Ⅰ 1 2

無機化学Ⅰ 1 2

物理化学Ⅰ 2 2

有機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅲ 2 2

生物化学４ 2 2

分析化学Ⅰ 2 2

細胞生物学１ 1 2

生物化学１ 1 2

細胞生物学２ 2 2

生物化学２ 2 2

生物化学３ 2 2

微生物学 2 2

分子生物学１ 2 2

分子生物学２ 2 2

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

（１）専門基礎科目（生命科学科）

Ａ
　
数
学
系

Ｂ
　
物
理
系

Ｃ
　
化
学
系

Ｄ
　
生
命
系

－ 180 －



　

必 選

修 択

微分積分学Ⅰ 1 2

微分積分学Ⅱ 1 2

線形代数学Ⅰ 1 2

線形代数学Ⅱ 1 2

数学演習Ⅰ 1 2

数学演習Ⅱ 1 2

基礎物理学ⅠＡ 1 2

基礎物理学ⅠＢ 1 2

基礎物理学ⅡＡ 1 2

基礎物理学ⅡＢ 1 2

力学Ａ 2 2

波動論 2 2

力学Ｂ 2 2

電磁気学Ａ 2 2

電磁気学演習 2 2

応用解析 2 2

有機化学Ⅰ 1 2

無機化学Ⅰ 1 2

物理化学Ⅰ 2 2

有機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅲ 2 2

生物化学４ 2 2

分析化学Ⅰ 2 2

細胞生物学１ 1 2

生物化学１ 1 2

細胞生物学２ 2 2

生物化学２ 2 2

生物化学３ 2 2

微生物学 2 2

分子生物学１ 2 2

分子生物学２ 2 2

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

（１）専門基礎科目（生命科学科）

Ａ
　
数
学
系

Ｂ
　
物
理
系

Ｃ
　
化
学
系

Ｄ
　
生
命
系

必 選

修 択

地球惑星科学 1 2

地球物質科学 2 2

天文学 2 2

地震津波と防災・減災 2 2

減災復興政策概論 2 2 卒業要件外

防災教育とリスクコミュニケー
ション

2 2 卒業要件外

計算機プログラミング 3 2

コンピューターリテラシー 1 2

科学英語 4 1

生命科学特別講義 2 1

英語科学問題演習 2 2 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

天体観測 3 1

生態学と生物多様性の保全 3 2

グローバルサイエンス 2 2

物質英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅰ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅱ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

物質英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

生命英語特別講義演習Ⅲ 2 1 グローバルリーダー教育プログラム履修者優先

気象・気候変動と災害 2 2

生物学実験 1 1

物理学実験 2 1

化学実験 2 1

物質科学基礎実験Ⅰ 2 1

物質科学基礎実験Ⅱ 2 1

生命科学基礎実験Ⅰ 2 1

生命科学基礎実験Ⅱ 2 1

地学実験 3 1

１７単位以上

※卒業要件外の科目を除く

Ｅ

Ｆ

卒業所要単位（必修７単位を含む。）

　

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

－ 180 － － 181 －



 

別表第２（第６条関係） 

（１）専門基礎科目（物質科学科）               （令和４年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数     

必 

修 

選 

択 

備考 

Ａ 

数
学
系 

 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

線形代数学Ⅱ 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

物
理
系 

 

基礎物理学ⅠＡ 

基礎物理学ⅠＢ 

基礎物理学ⅡＡ 

基礎物理学ⅡＢ 

力学Ａ 

波動論 

力学Ｂ 

電磁気学Ａ 

電磁気学演習 

応用解析 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

化
学
系 

 

有機化学Ⅰ 

無機化学Ⅰ 

物理化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

生物化学４ 

分析化学Ⅰ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

生
命
系 

 

細胞生物学１ 

生物化学１ 

細胞生物学２ 

生物化学２ 

生物化学３ 

微生物学 

分子生物学１ 

分子生物学２ 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 182 －



 

（令和４年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ｅ  

地球惑星科学 

地球物質科学 

天文学 

自然災害と防災 

減災復興政策概論 

防災教育と心のケア概論 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

科学英語 

生命科学特別講義 

英語科学問題演習 

天体観測 

生態学と生物多様性の保全 

グローバルサイエンス 

物質英語特別講義演習 

 

生命英語特別講義演習 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

４ 

２ 

３ 

３ 

２ 

２ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 

 

 
    
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
   
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

Ｆ  

生物学実験 

物理学実験 

化学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学基礎実験Ⅱ 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

地学実験 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業所要単位（必修７単位を含む。） １７単位以上 

 

 

 

 － 182 － － 183 －



（１）専門基礎科目（生命科学科）               （令和４年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数     

必 

修 

選 

択 

備考 

Ａ 

数
学
系 

 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

線形代数学Ⅱ 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

物
理
系 

 

基礎物理学ⅠＡ 

基礎物理学ⅠＢ 

基礎物理学ⅡＡ 

基礎物理学ⅡＢ 

力学Ａ 

波動論 

力学Ｂ 

電磁気学Ａ 

電磁気学演習 

応用解析 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

   ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

化
学
系 

 

有機化学Ⅰ 

無機化学Ⅰ 

物理化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

生物化学４ 

分析化学Ⅰ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

生
命
系 

 

細胞生物学１ 

生物化学１ 

細胞生物学２ 

生物化学２ 

生物化学３ 

微生物学 

分子生物学１ 

分子生物学２ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 184 －



                                

（令和４年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ｅ  

地球惑星科学 

地球物質科学 

天文学 

自然災害と防災 

減災復興政策概論 

防災教育と心のケア概論 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

科学英語 

生命科学特別講義 

英語科学問題演習 

天体観測 

生態学と生物多様性の保全 

グローバルサイエンス 

物質英語特別講義演習 

 

生命英語特別講義演習 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

４ 

２ 

３ 

３ 

２ 

２ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 

 

 
    
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
   
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 

 
  
 

 

 

 

 

 

Ｆ  

生物学実験 

物理学実験 

化学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学基礎実験Ⅱ 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

地学実験 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業所要単位（必修７単位を含む。） １７単位以上 

  

 

－ 184 － － 185 －



 

別表第２（第６条関係） 

（１）専門基礎科目（物質科学科）               （令和２・３年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数     

必 

修 

選 

択 

備考 

Ａ 

数
学
系 

 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

線形代数学Ⅱ 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

物
理
系 

 

基礎物理学ⅠＡ 

基礎物理学ⅠＢ 

基礎物理学ⅡＡ 

基礎物理学ⅡＢ 

力学Ａ 

波動論 

力学Ｂ 

電磁気学Ａ 

電磁気学演習 

応用解析 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

化
学
系 

 

有機化学Ⅰ 

無機化学Ⅰ 

物理化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

生物化学４ 

分析化学Ⅰ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

生
命
系 

 

細胞生物学１ 

生物化学１ 

細胞生物学２ 

生物化学２ 

生物化学３ 

微生物学 

分子生物学１ 

分子生物学２ 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 186 －



 

（令和２・３年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ｅ  

地球惑星科学 

地球物質科学 

天文学 

情報科学Ⅱ 

自然災害と防災 

減災復興政策概論 

防災教育と心のケア概論 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

科学英語 

生命科学特別講義 

英語科学問題演習 

天体観測 

生態学と生物多様性の保全 

グローバルサイエンス 

物質英語特別講義演習 

 

生命英語特別講義演習 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

４ 

２ 

３ 

３ 

２ 

２ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 

 

 
    
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
   
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
 
 

 

 

 

 

 

Ｆ  

生物学実験 

物理学実験 

化学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学基礎実験Ⅱ 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

地学実験 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業所要単位（必修７単位を含む。） １７単位以上 

 

 

 

 
－ 186 － － 187 －



（１）専門基礎科目（生命科学科）               （令和２・３年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数     

必 

修 

選 

択 

備考 

Ａ 

数
学
系 

 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

線形代数学Ⅱ 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

物
理
系 

 

基礎物理学ⅠＡ 

基礎物理学ⅠＢ 

基礎物理学ⅡＡ 

基礎物理学ⅡＢ 

力学Ａ 

波動論 

力学Ｂ 

電磁気学Ａ 

電磁気学演習 

応用解析 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

   ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

化
学
系 

 

有機化学Ⅰ 

無機化学Ⅰ 

物理化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

生物化学４ 

分析化学Ⅰ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

生
命
系 

 

細胞生物学１ 

生物化学１ 

細胞生物学２ 

生物化学２ 

生物化学３ 

微生物学 

分子生物学１ 

分子生物学２ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 188 －



                                

（令和２・３年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ｅ  

地球惑星科学 

地球物質科学 

天文学 

情報科学Ⅱ 

自然災害と防災 

減災復興政策概論 

防災教育と心のケア概論 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

科学英語 

生命科学特別講義 

英語科学問題演習 

天体観測 

生態学と生物多様性の保全 

グローバルサイエンス 

物質英語特別講義演習 

 

生命英語特別講義演習 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

４ 

２ 

３ 

３ 

２ 

２ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 

 

 
    
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
   
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
 
 

 

 

 

 

 

Ｆ  

生物学実験 

物理学実験 

化学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学基礎実験Ⅱ 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

地学実験 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業所要単位（必修７単位を含む。） １７単位以上 

  

 

－ 188 － － 189 －



 

別表第２（第６条関係） 

（２）専門基礎科目（物質科学科）             （平成 29～31年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数     

必 

修 

選 

択 

備考 

Ａ 

数
学
系 

 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

線形代数学Ⅱ 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

物
理
系 

 

基礎物理学ⅠＡ 

基礎物理学ⅠＢ 

基礎物理学ⅡＡ 

基礎物理学ⅡＢ 

力学Ａ 

波動論 

力学Ｂ 

電磁気学Ａ 

電磁気学演習 

応用解析 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

化
学
系 

 

有機化学Ⅰ 

無機化学Ⅰ 

物理化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

生物化学４ 

分析化学Ⅰ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

生
命
系 

 

細胞生物学１ 

生物化学１ 

細胞生物学２ 

生物化学２ 

生物化学３ 

微生物学 

分子生物学１ 

分子生物学２ 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

  

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 190 －



 

（平成 29～31年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ｅ  

地球惑星科学 

地球物質科学 

天文学 

情報科学Ⅱ 

自然災害と防災 

減災復興政策概論 

防災教育と心のケア概論 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

科学英語 

生命科学特別講義 

英語科学問題演習 

天体観測 

生態学と生物多様性の保全 

グローバルサイエンス 

物質英語特別講義演習 

 

生命英語特別講義演習 

 

グローバル理・工海外実践 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

４ 

２ 

３ 

３ 

２ 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 

 

 
    
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
   
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
 
 

グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者のみ単位付与。ただし、卒

業所要単位には含まない。 

 

 

 

 

Ｆ  

生物学実験 

物理学実験 

化学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学基礎実験Ⅱ 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

地学実験 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業所要単位（必修７単位を含む。） １７単位以上 

 

 

 － 190 － － 191 －



 

（２）専門基礎科目（生命科学科）              （平成 29～31年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数     

必 

修 

選 

択 

備考 

Ａ 

数
学
系 

 

微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

線形代数学Ⅱ 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

  

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

物
理
系 

 

基礎物理学ⅠＡ 

基礎物理学ⅠＢ 

基礎物理学ⅡＡ 

基礎物理学ⅡＢ 

力学Ａ 

波動論 

力学Ｂ 

電磁気学Ａ 

電磁気学演習 

応用解析 

 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

   ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

化
学
系 

 

有機化学Ⅰ 

無機化学Ⅰ 

物理化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

生物化学４ 

分析化学Ⅰ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

生
命
系 

 

細胞生物学１ 

生物化学１ 

細胞生物学２ 

生物化学２ 

生物化学３ 

微生物学 

分子生物学１ 

分子生物学２ 

 

 

 

１ 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－ 192 －



                                

（平成 29～31年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ｅ  

地球惑星科学 

地球物質科学 

天文学 

情報科学Ⅱ 

自然災害と防災 

減災復興政策概論 

防災教育と心のケア概論 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

科学英語 

生命科学特別講義 

英語科学問題演習 

天体観測 

生態学と生物多様性の保全 

グローバルサイエンス 

物質英語特別講義演習 

 

生命英語特別講義演習 

 

グローバル理・工海外実践 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

４ 

４ 

２ 

３ 

３ 

２ 

２ 

 

２ 

 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

２ 

１ 

 

１ 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 

 

 
    
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
   
グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者優先 
 
 

グローバルリーダー教育プログラ

ム履修者のみ単位付与。ただし、卒

業所要単位には含まない。 

 

 

 

 

Ｆ  

生物学実験 

物理学実験 

化学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学基礎実験Ⅱ 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

地学実験 

 

 

 

 

 

１ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業所要単位（必修７単位を含む。） １７単位以上 

  

 
－ 192 － － 193 －



必 選

修 択

（物質科学科）

代数構造 3 2

幾何構造 3 2

位相解析 3 2

関数解析 3 2

統計力学Ⅰ 2 2

量子力学Ⅰ 2 2

結晶学 2 2

電磁気学Ｂ 2 2

物理数学Ⅰ 2 2

物理数学Ⅰ演習 2 2

物理数学Ⅱ 3 2

物理数学Ⅱ演習 3 2

量子力学Ⅱ 3 2

量子力学演習 3 2

統計力学Ⅱ 3 2

物性論Ⅰ 3 2

確率統計 3 2

量子力学Ⅲ 3 2

相対論 3 2

物性論Ⅱ 3 2

物性論演習 3 2

分光学Ⅰ 3 2

物性論Ⅲ 3 2

現代物質科学特論Ⅰ 3 2

物理化学Ⅱ 2 2

無機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅳ 3 2

物理化学Ⅲ 3 2

物理化学演習Ⅰ 3 2

無機化学Ⅲ 3 2

有機構造化学 3 2

物理化学演習Ⅱ 3 2

量子化学Ⅰ 3 2

量子化学Ⅱ 3 2

分析化学Ⅱ 3 2

機能性物質学 3 2

表面化学 3 2

有機反応論 3 2

有機化学演習 3 2

現代物質科学特論Ⅱ 3 2

化学反応論 4 2

Ｃ
　
化
学
系

別表第３（第７条関係）

（１）専門教育科目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和５年度以降入学生）

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

Ａ
　
数
学
系

Ｂ
　
物
理
系

－ 194 －



必 選

修 択

物質科学実験Ⅰ 3 2

物質科学実験Ⅱ 3 2

卒業研究 4 6

（生命科学科）

生物物理学１ 2 2

細胞生物学３ 2 2

分子生物学３ 2 2

発生生物学１ 2 2

構造生物学１ 3 2

構造生物学２ 3 2

細胞生物学４ 3 2

細胞生物学５ 3 2

細胞生物学６ 3 2

神経生物学１ 3 2

神経生物学２ 3 2

生物化学５ 3 2

生物化学６ 3 2

生物物理学２ 3 2

生物物理学３ 3 2

生命科学演習１ 3 2

生命科学演習２ 3 2

生命科学演習３ 3 2

発生生物学２ 3 2

発生生物学３ 3 2

分子生物学４ 3 2

分子生物学５ 3 2

進化学Ⅰ 3 2

進化学Ⅱ 3 2

生態学Ⅰ 3 2

生態学Ⅱ 3 2

形態学Ⅰ 3 2

形態学Ⅱ 3 2

生命科学実験Ⅰ 3 4

生命科学実験Ⅱ 3 4

卒業研究 4 6

（令和５年度以降入学生）

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

Ｆ

Ｄ
　
生
命
系

卒業所要単位合計（全学共通科目、専門基礎科目、専門教育科目の合計）１２７単位以上

Ｆ

卒業所要単位（物質科学科・必修１０単位を含む。）１０単位以上 専門基礎・専門教育科目の合計９５単位以上

　　　　　  （生命科学科・必修１４単位を含む。）３４単位以上

－ 194 － － 195 －



必 選

修 択

（物質科学科）

代数構造 3 2

幾何構造 3 2

位相解析 3 2

関数解析 3 2

統計力学Ⅰ 2 2

量子力学Ⅰ 2 2

結晶学 2 2

電磁気学Ｂ 2 2

物理数学Ⅰ 2 2

物理数学Ⅰ演習 2 2

物理数学Ⅱ 3 2

物理数学Ⅱ演習 3 2

量子力学Ⅱ 3 2

量子力学演習 3 2

統計力学Ⅱ 3 2

物性論Ⅰ 3 2

確率統計 3 2

量子力学Ⅲ 3 2

相対論 3 2

物性論Ⅱ 3 2

物性論演習 3 2

分光学Ⅰ 3 2

物性論Ⅲ 3 2

自然・社会現象と情報科学 3 2

現代物質科学特論Ⅰ 3 2

物理化学Ⅱ 2 2

無機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅳ 3 2

物理化学Ⅲ 3 2

物理化学演習Ⅰ 3 2

無機化学Ⅲ 3 2

有機構造化学 3 2

物理化学演習Ⅱ 3 2

量子化学Ⅰ 3 2

量子化学Ⅱ 3 2

分析化学Ⅱ 3 2

機能性物質学 3 2

表面化学 3 2

有機反応論 3 2

有機化学演習 3 2

現代物質科学特論Ⅱ 3 2 2022年度 開講せず

化学反応論 4 2

Ｃ
　
化
学
系

Ａ
　
数
学
系

Ｂ
　
物
理
系

別表第３（第７条関係）

（１）専門教育科目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和４年度入学生）

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

－ 196 －



必 選

修 択

物質科学実験Ⅰ 3 2

物質科学実験Ⅱ 3 2

卒業研究 4 6

（生命科学科）

生物物理学１ 2 2

細胞生物学３ 2 2

分子生物学３ 2 2

発生生物学１ 2 2

構造生物学１ 3 2

構造生物学２ 3 2

細胞生物学４ 3 2

細胞生物学５ 3 2

細胞生物学６ 3 2

神経生物学１ 3 2

神経生物学２ 3 2

生物化学５ 3 2

生物化学６ 3 2

生物物理学２ 3 2

生物物理学３ 3 2

生命科学演習１ 3 2

生命科学演習２ 3 2

生命科学演習３ 3 2

発生生物学２ 3 2

発生生物学３ 3 2

分子生物学４ 3 2

分子生物学５ 3 2

進化学Ⅰ 3 2

進化学Ⅱ 3 2

生態学Ⅰ 3 2

生態学Ⅱ 3 2

形態学Ⅰ 3 2

形態学Ⅱ 3 2

生命科学実験Ⅰ 3 4

生命科学実験Ⅱ 3 4

卒業研究 4 6

卒業所要単位合計（全学共通科目、専門基礎科目、専門教育科目の合計）１２７単位以上

Ｆ

卒業所要単位（物質科学科・必修１０単位を含む。）１０単位以上 専門基礎・専門教育科目の合計９５単位以上

　　　　　  （生命科学科・必修１４単位を含む。）３４単位以上

Ｆ

Ｄ　生命系

（令和４年度入学生）

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

－ 196 － － 197 －



必 選

修 択

（物質科学科）

代数構造 3 2

幾何構造 3 2

位相解析 3 2

関数解析 3 2

統計力学Ⅰ 2 2

量子力学Ⅰ 2 2

結晶学 2 2

電磁気学Ｂ 2 2

物理数学Ⅰ 2 2

物理数学Ⅰ演習 2 2

物理数学Ⅱ 3 2

物理数学Ⅱ演習 3 2

量子力学Ⅱ 3 2

量子力学演習 3 2

統計力学Ⅱ 3 2

物性論Ⅰ 3 2

確率統計 3 2

量子力学Ⅲ 3 2

相対論 3 2

物性論Ⅱ 3 2

物性論演習 3 2

分光学Ⅰ 3 2

物性論Ⅲ 3 2

自然・社会現象と情報科学 3 2

現代物質科学特論Ⅰ 3 2

物理化学Ⅱ 2 2

無機化学Ⅱ 2 2

有機化学Ⅳ 3 2

物理化学Ⅲ 3 2

物理化学演習Ⅰ 3 2

無機化学Ⅲ 3 2

有機構造化学 3 2

物理化学演習Ⅱ 3 2

量子化学Ⅰ 3 2

量子化学Ⅱ 3 2

分析化学Ⅱ 3 2

機能性物質学 3 2

表面化学 3 2

有機反応論 3 2

有機化学演習 3 2

現代物質科学特論Ⅱ 3 2

化学反応論 4 2

Ａ
　
数
学
系

区分 授業科目の名称 開講年次

単位数

備考

Ｂ
　
物
理
系

Ｃ
　
化
学
系

別表第３（第７条関係）

（１）専門教育科目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　              （令和３年度入学生）

－ 198 －



必 選

修 択

物質科学実験Ⅰ 3 2

物質科学実験Ⅱ 3 2

卒業研究 4 6

（生命科学科）

生物物理学１ 2 2

細胞生物学３ 2 2

分子生物学３ 2 2

発生生物学１ 2 2

構造生物学１ 3 2

構造生物学２ 3 2

細胞生物学４ 3 2

細胞生物学５ 3 2

細胞生物学６ 3 2

神経生物学１ 3 2

神経生物学２ 3 2

生物化学５ 3 2

生物化学６ 3 2

生物物理学２ 3 2

生物物理学３ 3 2

生命科学演習１ 3 2

生命科学演習２ 3 2

生命科学演習３ 3 2

発生生物学２ 3 2

発生生物学３ 3 2

分子生物学４ 3 2

分子生物学５ 3 2

進化学Ⅰ 3 2

進化学Ⅱ 3 2

生態学Ⅰ 3 2

生態学Ⅱ 3 2

形態学Ⅰ 3 2

形態学Ⅱ 3 2

生命科学実験Ⅰ 3 4

生命科学実験Ⅱ 3 4

卒業研究 4 6

単位数

備考

Ｆ

卒業所要単位（物質科学科・必修１０単位を含む。）１０単位以上

　　　　　　（生命科学科・必修１４単位を含む。）３４単位以上

専門基礎・専門教育科目の合計９５単位以上

卒業所要単位合計（全学共通科目、専門基礎科目、専門教育科目の合計）１２７単位以上

（令和３年度入学生）

Ｄ
　
生
命
系

Ｆ

区分 授業科目の名称 開講年次

－ 198 － － 199 －



別表第３（第７条関係）  

（２）専門教育科目                   （平成 29年～令和２年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ａ 

数
学
系 

 （物質科学科） 

代数構造 

幾何構造 

位相解析 

関数解析 

 

 

３ 

３ 

３ 

３ 

 

  

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

Ｂ 

物
理
系 

 

統計力学Ⅰ 

量子力学Ⅰ 

結晶学 

電磁気学Ｂ 

物理数学Ⅰ 

物理数学Ⅰ演習 

物理数学Ⅱ 

物理数学Ⅱ演習 

量子力学Ⅱ 

量子力学演習 

統計力学Ⅱ 

物性論Ⅰ 

確率統計 

量子力学Ⅲ 

相対論 

物性論Ⅱ（固体電子論） 

物性論演習 

分光学Ⅰ 

物性論Ⅲ 

自然・社会現象とシミュレ

ーション 

現代物質科学特論Ⅰ 

量子力学Ⅳ 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

 

３ 

４ 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｃ 

化
学
系 

 

物理化学Ⅱ 

無機化学Ⅱ 

有機化学Ⅳ 

物理化学Ⅲ 

物理化学演習Ⅰ 

無機化学Ⅲ 

有機構造化学 

物理化学演習Ⅱ 

量子化学Ⅰ 

量子化学Ⅱ 

分析化学Ⅱ 

機能性物質学 

表面化学 

有機反応論 

有機化学演習 

現代物質科学特論Ⅱ 

化学反応論 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

４ 

 ２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 
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（平成 29年～令和２年度入学生） 

区分 授業科目の名称 開講年次 

単位数 

備考 必 

修 

選 

択 

Ｆ 物質科学実験Ⅰ 

物質科学実験Ⅱ 

卒業研究 

 

３ 

３ 

４ 

 

２ 

２ 

６ 

 

 

 

 

 

 

Ｄ 

生
命
系 

（生命科学科） 

生物物理学１ 

細胞生物学３ 

分子生物学３ 

発生生物学１ 

構造生物学１ 

構造生物学２ 

細胞生物学４ 

細胞生物学５ 

細胞生物学６ 

神経生物学１ 

神経生物学２ 

生物化学５ 

生物化学６ 

生物物理学２ 

生物物理学３ 

生命科学演習１ 

生命科学演習２ 

生命科学演習３ 

発生生物学２ 

発生生物学３ 

分子生物学４ 

分子生物学５ 

進化学Ⅰ 

進化学Ⅱ 

生態学Ⅰ 

生態学Ⅱ 

形態学Ⅰ 

形態学Ⅱ 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

Ｆ 生命科学実験Ⅰ 

生命科学実験Ⅱ 

卒業研究 

３ 

３ 

４ 

４ 

４ 

６ 

 

  

卒業所要単位（物質科学科・必修１０単位を含む。）１０単位以上 

      （生命科学科・必修１４単位を含む。）３４単位以上 

専門基礎・専門教育科目の

合計９５単位以上     

卒業所要単位合計（全学共通科目、専門基礎科目、専門教育科目の合計）１２７単位以上 
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授業科目 単位数

○線形代数学Ⅰ 2

  線形代数学Ⅱ 2

  代数構造 2

○幾何構造 2

  相対論 2

  数学演習Ⅰ 2

  数学演習Ⅱ 2

○微分積分学Ⅰ 2

  微分積分学Ⅱ 2

  位相解析 2

  関数解析 2

  応用解析 2

  物理数学Ⅰ 2

  物理数学Ⅰ演習 2

  物理数学Ⅱ 2

  物理数学Ⅱ演習 2

○確率統計 2

確率論   統計力学Ⅰ 2

統計学   統計力学Ⅱ 2

○情報科学Ⅰ 2

  情報科学ⅡA 2

コンピュータ   情報科学ⅡB 2

  計算機プログラミング 2

  コンピューターリテラシー 2

○数学科指導法Ⅰ 2

各教科の指導法 〇数学科指導法Ⅱ 2

（情報通信技術の 〇数学科指導法Ⅲ 2

活用を含む。） 〇数学科指導法Ⅳ 2

注４　数学科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

注３　開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。

別表第４（第８条関係）

１　教科及び教科の指導法に関する科目

（１）令和6年度入学生

①　物質科学科

ア　数学　　中一種免 必修２８単位　高一種免 必修２４単位

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

（平成30年度以前入学生は「教科に関する科目」）

      科目」の単位に算入することができる。

代数学

幾何学

解析学

注１　○印は、免許状を取得する場合の必修科目。

注２　最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する
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授業科目 単位数 授業科目 単位数

○地球惑星科学 2

○基礎物理学ⅠA 2 ○地球物質科学 2

○基礎物理学ⅠB 2 　天文学 2

　力学A 2

　波動論 2 ○物理学実験 1

○基礎物理学ⅡA 2 　物質科学基礎実験Ⅰ 1

○基礎物理学ⅡB 2 　物質科学実験Ⅰ 2

　力学B 2 ○化学実験 1

　電磁気学A 2 　物質科学基礎実験Ⅱ 1

　電磁気学演習 2 　物質科学実験Ⅱ 2

　量子力学Ⅰ 2 ○生物学実験 1

　結晶学 2 　生命科学基礎実験Ⅰ 1

　電磁気学B 2 　生命科学基礎実験Ⅱ 1

　量子力学Ⅱ 2 ○地学実験 1

　量子力学演習 2

　物性論Ⅰ 2 ○理科指導法Ⅰ 2

　物性論Ⅱ(固体電子論) 2 〇理科指導法Ⅱ 2

　物性論演習 2 〇理科指導法Ⅲ 2

　分光学Ⅰ 2 〇理科指導法Ⅳ 2

　物性論Ⅲ 2

○有機化学Ⅰ 2

○無機化学Ⅰ 2

　有機化学Ⅱ 2

　有機化学Ⅲ 2

　物理化学Ⅱ 2

　有機化学Ⅳ 2

　物理化学Ⅲ 2

　無機化学Ⅱ 2

　無機化学Ⅲ 2

　有機構造化学 2

　物理化学演習Ⅱ 2

　量子化学Ⅰ 2

　分析化学Ⅰ 2

　分析化学Ⅱ 2

　機能性物質学 2

　有機反応論 2

○細胞生物学１ 2

○細胞生物学２ 2

　生物物理学１ 2

　細胞生物学３ 2

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。

注４ 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

     算入することができる。

物理学

地　学

物理学実験、化学実験
生物学実験、地学実験

各教科の指導法(情報通信技術の活用
を含む。）

化　学

生物学

注１ ○印は免許状を取得する場合の必修科目。（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、

     それぞれいずれかを選択の上履修すること。）

注２ 最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に

(令和6年度入学生)

イ　理科　中一種免 必修２８単位　高一種免 必修２４単位

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目
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授業科目 単位数 授業科目 単位数

○地球惑星科学 2

○基礎物理学ⅠＡ 2 ○地球物質科学 2

○基礎物理学ⅠＢ 2 　地震津波と防災・減災 2

  波動論 2   天文学 2

○基礎物理学ⅡＡ 2

○基礎物理学ⅡＢ 2 ○物理学実験 1

　電磁気学A 2 　物質科学基礎実験Ⅰ 1

　電磁気学演習 2 ○化学実験 1

　量子力学Ⅰ 2 　物質科学基礎実験Ⅱ 1

　結晶学 2 ○生物学実験 1

　生命科学基礎実験Ⅰ 1

○有機化学Ⅰ 2 　生命科学基礎実験Ⅱ 1

  有機化学Ⅱ 2 　生命科学実験Ⅰ 4

○無機化学Ⅰ 2 　生命科学実験Ⅱ 4

　分析化学Ⅰ 2 ○地学実験 1

  生物化学４ 2

  無機化学Ⅱ 2

○細胞生物学１ 2 ○理科指導法Ⅰ 2

○細胞生物学２ 2 〇理科指導法Ⅱ 2

  分子生物学１ 2 〇理科指導法Ⅲ 2

  分子生物学２ 2 〇理科指導法Ⅳ 2

  分子生物学３ 2

  分子生物学４ 2

  分子生物学５ 2

  構造生物学１ 2

  構造生物学２ 2

　細胞生物学３ 2

　細胞生物学４ 2

　細胞生物学５ 2

　細胞生物学６ 2

　神経生物学１ 2

　神経生物学２ 2

　生命科学演習１ 2

　生命科学演習２ 2

　生命科学演習３ 2

　生物化学２ 2

　生物化学５ 2

　生物化学６ 2

　生物物理学１ 2

　生物物理学２ 2

　微生物学 2

　発生生物学１ 2

　発生生物学２ 2

　発生生物学３ 2

　生態学Ⅰ 2

　生態学Ⅱ 2

　形態学Ⅰ 2

　形態学Ⅱ 2

生物学

各教科の指導法(情報通信技術のの活
用を含む。）

注３  開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。

注４  理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修

注１ ○印は免許状を取得する場合の必修科目。（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、

     それぞれいずれかを選択の上履修すること。）

注２　最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入することができる。

②　生命科学科

イ　理科　中一種免 必修２８単位　高一種免 必修２４単位

物理学

地　学

物理学実験、化学実験
生物学実験、地学実験

化　学

(令和6年度入学生)

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目

免許法施行規則に定める科目区分
左記に対応する開設授業科目
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（２）令和４・５年度入学生 

 

① 物質科学科 

ア 数学  中一種免 必修２８単位 高一種免 必修２４単位 

免許法施行規則に

定める科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 

 

代数学 

 

 

○線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

代数構造 

２ 

２ 

２ 

 

幾何学 

 

 

 

○幾何構造 

相対論 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

解析学 

 

 

○微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

位相解析 

関数解析 

応用解析       

物理数学Ⅰ 

物理数学Ⅰ演習 

物理数学Ⅱ 

物理数学Ⅱ演習 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

確率論 

統計学 

 

○確率統計 

統計力学Ⅰ  

統計力学Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

 

コンピュータ 

 

 

○情報科学Ⅰ 

情報科学ⅡA 

情報科学ⅡB 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

各教科の指導法 

（情報通信技術の 

活用を含む。） 

 

○数学科指導法Ⅰ 

〇数学科指導法Ⅱ 

〇数学科指導法Ⅲ 

〇数学科指導法Ⅳ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。 

注２ 最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に

算入することができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 

 注４ 数学科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修 
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令和 4・5年度入学生 

イ 理科 中一種免 必修２８単位 高一種免 必修２４単位 
 
免許法施行

規則に定め

る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 免許法施行

規則に定め

る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 授業科目 単位数 

 

物理学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○基礎物理学ⅠA 

○基礎物理学ⅠB 

力学 A 

波動論 

○基礎物理学ⅡA 

○基礎物理学ⅡB 

力学 

電磁気学 A 

電磁気学演習 

量子力学Ⅰ    

結晶学         

電磁気学 B 

量子力学Ⅱ     

量子力学演習 

物性論Ⅰ 

物性論Ⅱ(固体電子論) 

物性論演習 

分光学Ⅰ 

物性論Ⅲ 

 
２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

生物学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○細胞生物学１ 

○細胞生物学２ 

生物物理学１ 

細胞生物学３ 

 

 

 

 

 

 

 
２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

生物学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

 
○生物学実験 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

 
１ 

１ 

１ 

物理学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

○物理学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学実験Ⅰ 

１ 

１ 

２ 

地 学 

 

○地球惑星科学 

○地球物質科学 

 天文学 

２ 

２ 

２ 

 

化 学 

 
○有機化学Ⅰ 

○無機化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

物理化学Ⅱ 

有機化学Ⅳ 

物理化学Ⅲ 

無機化学Ⅱ 

無機化学Ⅲ 

有機構造化学 

物理化学演習Ⅱ 

量子化学Ⅰ 

分析化学Ⅰ 

分析化学Ⅱ 

機能性物質学 

 有機反応論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

地学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

 

 

 

 

 

 

○地学実験 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

 
○化学実験 

物質科学基礎実験Ⅱ 

物質科学実験Ⅱ 

 

 

１ 

１ 

２ 

 

 

各教科の指導法

(情報通信技術

の活用を含む。） 

○理科指導法Ⅰ 

〇理科指導法Ⅱ 

〇理科指導法Ⅲ 

〇理科指導法Ⅳ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 
注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基

礎物 
理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、それぞれいずれかを選択の上履修すること。） 

注２最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に 

算入することができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 
注４ 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修 
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令和 4・5年度入学生 

② 生命科学科 

イ 理科 中一種免 必修２８単位 高一種免 必修２４単位 
 
免許法施行
規則に定め
る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 免許法施行規
則に定める科
目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 授業科目 単位数 

 
物理学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○基礎物理学ⅠＡ 
○基礎物理学ⅠＢ 
波動論 
○基礎物理学ⅡＡ 
○基礎物理学ⅡＢ 
 電磁気学 A 
 電磁気学演習 
 量子力学Ⅰ    
 結晶学        
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
生物学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
構造生物学１ 
構造生物学２ 
細胞生物学３ 
細胞生物学４ 
細胞生物学５ 
細胞生物学６ 
神経生物学１ 
神経生物学２ 
生命科学演習１ 
生命科学演習２ 
生命科学演習３ 
生物化学２ 
生物化学５ 
生物化学６ 
生物物理学１ 
生物物理学２ 
微生物学 
発生生物学１ 
発生生物学２ 
発生生物学３ 
生態学Ⅰ 
生態学Ⅱ 
形態学Ⅰ 
形態学Ⅱ 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
 

 
物理学実験 
(コンピュータ
活用含む。） 

 
○物理学実験 
物質科学基礎実験Ⅰ 

 
１ 
１ 

 
生物学実験 
(コンピュータ活
用含む。） 

 

 
○生物学実験 
生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

生命科学実験Ⅰ 
生命科学実験Ⅱ 

 
１ 
１ 
１ 
４ 
４ 

 
化 学 

 
 
 

 
 

○有機化学Ⅰ 
有機化学Ⅱ 
○無機化学Ⅰ 
 分析化学Ⅰ 
生物化学４ 
無機化学Ⅱ 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

地 学 
    
 
 
 

○地球惑星科学 
○地球物質科学 
 自然災害と防災 
天文学 
 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
 
 

化学実験 
(コンピュータ
活用含む。） 

   
○化学実験 
物質科学基礎実験Ⅱ 

 
１ 
１ 地学実験 

(コンピュータ活
用含む） 

○地学実験 
 
 
 

 １ 
 
 
 

 
生物学 

 

 
○細胞生物学１ 
○細胞生物学２ 
分子生物学１ 
分子生物学２ 
分子生物学３ 
分子生物学４ 
分子生物学５ 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

各教科の指導法

(情報通信技術の

の活用を含む。） 

 

○理科指導法Ⅰ 

〇理科指導法Ⅱ 

〇理科指導法Ⅲ 

〇理科指導法Ⅳ 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 
注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基
礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、それぞれいずれかを選択の上履修すること。） 

注２ 最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に

算入することができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 
注４ 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修 
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（３）2019年度（平成 31年度）～令和 3年度入学生 

① 物質科学科 

ア 数学  中一種免 必修２８単位 高一種免 必修２４単位 

免許法施行規則に

定める科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 

 

代数学 

 

 

○線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

代数構造 

２ 

２ 

２ 

 

幾何学 

 

 

 

○幾何構造 

相対論 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

解析学 

 

 

○微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

位相解析 

関数解析 

応用解析       

物理数学Ⅰ 

物理数学Ⅰ演習 

物理数学Ⅱ 

物理数学Ⅱ演習 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

確率論 

統計学 

 

○確率統計 

統計力学Ⅰ  

統計力学Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

 

コンピュータ 

 

 

○情報科学Ⅰ 

情報科学Ⅱ 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

各教科の指導法 

（情報機器及び教材

の活用を含む。） 

 

○数学科指導法Ⅰ 

〇数学科指導法Ⅱ 

〇数学科指導法Ⅲ 

〇数学科指導法Ⅳ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。 

注２ 最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に

算入することができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 

 注４ 数学科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修 
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2019年度（平成 31年度）～令和 3年度入学生 

 

イ 理科 中一種免 必修２８単位 高一種免 必修２４単位 
 
免許法施行

規則に定め

る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 免許法施行

規則に定め

る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 授業科目 単位数 

 

物理学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○基礎物理学ⅠA 

○基礎物理学ⅠB 

力学 A 

波動論 

○基礎物理学ⅡA 

○基礎物理学ⅡB 

力学 

電磁気学 A 

電磁気学演習 

量子力学Ⅰ    

結晶学         

電磁気学 B 

量子力学Ⅱ     

量子力学演習 

物性論Ⅰ 

物性論Ⅱ(固体電子論) 

物性論演習 

分光学Ⅰ 

物性論Ⅲ 

 
２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

生物学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
○細胞生物学１ 

○細胞生物学２ 

生物物理学１ 

細胞生物学３ 

 

 

 

 

 

 

 
２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

生物学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

 
○生物学実験 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

 
１ 

１ 

１ 

物理学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

○物理学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学実験Ⅰ 

１ 

１ 

２ 

地 学 

 

○地球惑星科学 

○地球物質科学 

 天文学 

２ 

２ 

２ 

 

化 学 

 
○有機化学Ⅰ 

○無機化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

物理化学Ⅱ 

有機化学Ⅳ 

物理化学Ⅲ 

無機化学Ⅱ 

無機化学Ⅲ 

有機構造化学 

物理化学演習Ⅱ 

量子化学Ⅰ 

分析化学Ⅰ 

分析化学Ⅱ 

機能性物質学 

 有機反応論 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

地学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

 

 

 

 

 

 

○地学実験 

 

 

 

 

 

1 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

 
○化学実験 

物質科学基礎実験Ⅱ 

物質科学実験Ⅱ 

 

 

１ 

１ 

２ 

 

 

各教科の指導法

(情報機器及び   

教材の活用を含

む。） 

○理科指導法Ⅰ 

〇理科指導法Ⅱ 

〇理科指導法Ⅲ 

〇理科指導法Ⅳ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 
注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基

礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、それぞれいずれかを選択の上履修すること。） 

注２ 最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に 

算入することができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 
注４ 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修 
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 2019年度（平成 31年度）～令和 3年度入学生 

② 生命科学科 

イ 理科 中一種免 必修２８単位 高一種免 必修２４単位 
 
免許法施行
規則に定め
る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 免許法施行規
則に定める科
目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 授業科目 単位数 

 
物理学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
○基礎物理学ⅠＡ 
○基礎物理学ⅠＢ 
波動論 
○基礎物理学ⅡＡ 
○基礎物理学ⅡＢ 
 電磁気学 A 
 電磁気学演習 
 量子力学Ⅰ    
 結晶学        
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
生物学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
構造生物学１ 
構造生物学２ 
細胞生物学３ 
細胞生物学４ 
細胞生物学５ 
細胞生物学６ 
神経生物学１ 
神経生物学２ 
生命科学演習１ 
生命科学演習２ 
生命科学演習３ 
生物化学２ 
生物化学５ 
生物化学６ 
生物物理学１ 
生物物理学２ 
微生物学 
発生生物学１ 
発生生物学２ 
発生生物学３ 
生態学Ⅰ 
生態学Ⅱ 
形態学Ⅰ 
形態学Ⅱ 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
 

 
物理学実験 
(コンピュータ
活用含む。） 

 
○物理学実験 
物質科学基礎実験Ⅰ 

 
１ 
１ 

 
生物学実験 
(コンピュータ活
用含む。） 

 

 
○生物学実験 
生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

生命科学実験Ⅰ 
生命科学実験Ⅱ 

 
１ 
１ 
１ 
４ 
４ 

 
化 学 

 
 
 

 
 

○有機化学Ⅰ 
有機化学Ⅱ 
○無機化学Ⅰ 
 分析化学Ⅰ 
生物化学４ 
無機化学Ⅱ 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

地 学 
    
 
 
 

○地球惑星科学 
○地球物質科学 
 自然災害と防災 
天文学 
 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
 
 

化学実験 
(コンピュータ
活用含む。） 

   
○化学実験 
物質科学基礎実験Ⅱ 

 
１ 
１ 地学実験 

(コンピュータ活
用含む） 

○地学実験 
 
 
 

 １ 
 
 
 

 
生物学 

 

 
○細胞生物学１ 
○細胞生物学２ 
分子生物学１ 
分子生物学２ 
分子生物学３ 
分子生物学４ 
分子生物学５ 

 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

各教科の指導法

(情報機器及び教

材 の 活 用 を 含

む。） 

 

○理科指導法Ⅰ 

〇理科指導法Ⅱ 

〇理科指導法Ⅲ 

〇理科指導法Ⅳ 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 
注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基
礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、それぞれいずれかを選択の上履修すること。） 

注２ 最低取得単位を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位 

に算入することができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 
注４ 理科指導法Ⅲ、Ⅳは、中一種免のみ必修 
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（４）平成３０年度入学生（教科に関する科目） 

① 物質科学科 

ア 数学 必修 ２０単位 

免許法施行規則に

定める科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 

 

代数学 

 

 

○線形代数学Ⅰ 

線形代数学Ⅱ 

代数構造 

２ 

２ 

２ 

 

幾何学 

 

 

 

○幾何構造 

相対論 

数学演習Ⅰ 

数学演習Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

解析学 

 

 

○微分積分学Ⅰ 

微分積分学Ⅱ 

位相解析 

関数解析 

応用解析       

物理数学Ⅰ 

物理数学Ⅰ演習 

物理数学Ⅱ 

物理数学Ⅱ演習 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

確率論 

統計学 

 

○確率統計 

統計力学Ⅰ  

統計力学Ⅱ 

２ 

２ 

２ 

 

コンピュータ 

 

 

○情報科学Ⅰ 

情報科学Ⅱ 

計算機プログラミング 

コンピューターリテラシー 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。 

 注２ ２０単位を超えて修得した単位数については、「教科又は教職に関する科目」の単位に算入す

ることができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 
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平成３０年度入学生 

 

イ 理科 必修 ２０単位 

免許法施行

規則に定め

る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 免許法施行

規則に定め

る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 授業科目 単位数 

 

物理学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○基礎物理学ⅠＡ 

○基礎物理学ⅠＢ 

力学 A 

波動論 

○基礎物理学ⅡＡ 

○基礎物理学ⅡＢ 

力学 B 

電磁気学 A 

電磁気学演習 

量子力学Ⅰ    

結晶学         

電磁気学 B 

量子力学Ⅱ     

量子力学演習 

物性論Ⅰ 

物性論Ⅱ(固体電子論) 

物性論演習 

分光学Ⅰ 

物性論Ⅲ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

生物学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○細胞生物学１ 

○細胞生物学２ 

生物物理学１ 

細胞生物学３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物理学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

○物理学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学実験Ⅰ 

１ 

１ 

２ 

生物学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

○生物学実験 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

１ 

１ 

１ 

 

化学 

○有機化学Ⅰ 

○無機化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

物理化学Ⅱ 

有機化学Ⅳ 

物理化学Ⅲ 

無機化学Ⅱ 

無機化学Ⅲ 

有機構造化学 

物理化学演習Ⅱ 

量子化学Ⅰ 

分析化学Ⅰ 

分析化学Ⅱ 

機能性物質学 

有機反応論 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

地学 

 

 

 

 

 

○地球惑星科学 

○地球物質科学 

 天文学 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

○化学実験 

物質科学基礎実験Ⅱ 

物質科学実験Ⅱ 

１ 

１ 

２ 

地学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

○地学実験 

 

 

１ 

 

 

 
注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。 

（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、
それぞれいずれかを選択の上履修すること。） 

注２ ２０単位を超えて修得した単位数については、「教科又は教職に関する科目」の単位に算入す
ることができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 
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平成３０年度入学生 

② 生命科学科 

理科 必修 ２０単位 
免許法施行
規則に定め
る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 免許法施行
規則に定め
る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 授業科目 単位数 

 
物理学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○基礎物理学ⅠＡ 
○基礎物理学ⅠＢ 
波動論 
○基礎物理学ⅡＡ 
○基礎物理学ⅡＢ 
 電磁気学 A 
 電磁気学演習 
 量子力学Ⅰ    
 結晶学        
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 

 
生物学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○細胞生物学１ 
○細胞生物学２ 
分子生物学１ 
分子生物学２ 
分子生物学３ 
分子生物学４ 
分子生物学５ 
構造生物学１ 
構造生物学２ 
細胞生物学３ 
細胞生物学４ 
細胞生物学５ 
細胞生物学６ 
神経生物学１ 
神経生物学２ 
生命科学演習１ 
生命科学演習２ 
生命科学演習３ 
生物化学２ 
生物化学５ 
生物化学６ 
生物物理学１ 
生物物理学２ 
微生物学 
発生生物学１ 
発生生物学２ 
発生生物学３ 
生態学Ⅰ 
生態学Ⅱ 
形態学Ⅰ 
形態学Ⅱ 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
 

物理学実験 
(コンピュータ
活用含む。） 

○物理学実験 
物質科学基礎実験Ⅰ 

１ 
１ 

 
化学 

○有機化学Ⅰ 
有機化学Ⅱ 
○無機化学Ⅰ 
 分析化学Ⅰ 
生物化学４ 
無機化学Ⅱ 
 

２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
２ 
 

生物学実験 
(コンピュータ
活用含む。） 
 

○生物学実験 
生命科学基礎実験Ⅰ 
生命科学基礎実験Ⅱ 
生命科学実験Ⅰ 
生命科学実験Ⅱ 

１ 
１ 
１ 
４ 
４ 

 
地学 

 
 

○地球惑星科学 
○地球物質科学 
 自然災害と防災 
天文学 

２ 
２ 
２ 
２ 

化学実験 
(コンピュータ
活用含む。） 

○化学実験 
物質科学基礎実験Ⅱ 

１ 
１ 

地学実験 
(コンピュータ
活用含む） 

○地学実験 
 

１ 
 

 
 

注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。 
（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、
それぞれいずれかを選択の上履修すること。） 

注２ ２０単位を超えて修得した単位数については、「教科又は教職に関する科目」の単位に算入す
ることができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 
 
 
 
 
 
 

平成３０年度入学生 

 

イ 理科 必修 ２０単位 

免許法施行

規則に定め

る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 免許法施行

規則に定め

る科目区分 

左記に対応する開設授業科目 

授業科目 単位数 授業科目 単位数 

 

物理学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○基礎物理学ⅠＡ 

○基礎物理学ⅠＢ 

力学 A 

波動論 

○基礎物理学ⅡＡ 

○基礎物理学ⅡＢ 

力学 B 

電磁気学 A 

電磁気学演習 

量子力学Ⅰ    

結晶学         

電磁気学 B 

量子力学Ⅱ     

量子力学演習 

物性論Ⅰ 

物性論Ⅱ(固体電子論) 

物性論演習 

分光学Ⅰ 

物性論Ⅲ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

生物学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○細胞生物学１ 

○細胞生物学２ 

生物物理学１ 

細胞生物学３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

物理学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

○物理学実験 

物質科学基礎実験Ⅰ 

物質科学実験Ⅰ 

１ 

１ 

２ 

生物学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

○生物学実験 

生命科学基礎実験Ⅰ 

生命科学基礎実験Ⅱ 

１ 

１ 

１ 

 

化学 

○有機化学Ⅰ 

○無機化学Ⅰ 

有機化学Ⅱ 

有機化学Ⅲ 

物理化学Ⅱ 

有機化学Ⅳ 

物理化学Ⅲ 

無機化学Ⅱ 

無機化学Ⅲ 

有機構造化学 

物理化学演習Ⅱ 

量子化学Ⅰ 

分析化学Ⅰ 

分析化学Ⅱ 

機能性物質学 

有機反応論 

 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

２ 

 

 

地学 

 

 

 

 

 

○地球惑星科学 

○地球物質科学 

 天文学 

 

 

 

 

２ 

２ 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

化学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

○化学実験 

物質科学基礎実験Ⅱ 

物質科学実験Ⅱ 

１ 

１ 

２ 

地学実験 

(コンピュータ

活用含む。） 

○地学実験 

 

 

１ 

 

 

 
注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。 

（「基礎物理学ⅠA」及び「基礎物理学ⅠＢ」、「基礎物理学ⅡＡ」及び「基礎物理学ⅡＢ」は、
それぞれいずれかを選択の上履修すること。） 

注２ ２０単位を超えて修得した単位数については、「教科又は教職に関する科目」の単位に算入す
ることができる。 

注３ 開講年次は、別表第２又は別表第３に定めるところによる。 
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２　教育の基礎的理解に関する科目等 （平成30年度以前入学生は「教職に関する科目」）

（１）令和３年度以降入学生

　必修　　中一種免　　27単位　　　高一種免　23単位

科　目 各科目に含めることが必要な事項
最低修得
単位数

授業科目 単位数

教育原論 2

教職論 2

教育制度論 2

教育心理学 2

特別支援教育論 1

教育課程論 1

・道徳の理論及び指導法 道徳教育論 2 中一種のみ必修

・総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の指導法 1

・特別活動の指導法 特別活動論 1

2

・生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 2

・進路指導及びキャリア教育の理

論及び方法

教育相談 2

・教育実習 中５ 教育実習Ⅰ 3 高一種免必修

高３ 教育実習Ⅱ 5 中一種免必修

・教職実践演習 2 教職実践演習（中・高） 2

　注１　　最低修得単位数を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入する

　　　　ことができる。

　注2　　教職実践演習は、教育実習を履修済みの学生を対象とするので、教育実習履修年度またはそれ以降で

　　　　なければ履修できない。

中高両方の免
許を取得する
場合は教育実
習Ⅱを必修と
する。

教育方法・情報通信技術
活用論

・教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含む。）

道徳、総合的な
学習の時間等
の指導法及び
生徒指導、教
育相談等に関
する科目

中１０
高　８

・教育の方法及び技術（情報通信
技術の活用含む。）

・教育相談（カウンセリングに関する
基礎的な知識を含む。）の理論及
び方法

教育実践に関
する科目

免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目

備  考

教育の基礎的
理解に関する
科目

・教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

10

・教職の意義及び教員の役割・職
務内容（チーム学校運営への対応
を含む。）

・教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

・幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程

・特別の支援を必要とする幼児、児
童及び生徒に対する理解
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２　教育の基礎的理解に関する科目等 （平成30年度以前入学生は「教職に関する科目」）

（１）令和３年度以降入学生

　必修　　中一種免　　27単位　　　高一種免　23単位

科　目 各科目に含めることが必要な事項
最低修得
単位数

授業科目 単位数

教育原論 2

教職論 2

教育制度論 2

教育心理学 2

特別支援教育論 1

教育課程論 1

・道徳の理論及び指導法 道徳教育論 2 中一種のみ必修

・総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の指導法 1

・特別活動の指導法 特別活動論 1

2

・生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 2

・進路指導及びキャリア教育の理

論及び方法

教育相談 2

・教育実習 中５ 教育実習Ⅰ 3 高一種免必修

高３ 教育実習Ⅱ 5 中一種免必修

・教職実践演習 2 教職実践演習（中・高） 2

　注１　　最低修得単位数を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入する

　　　　ことができる。

　注2　　教職実践演習は、教育実習を履修済みの学生を対象とするので、教育実習履修年度またはそれ以降で

　　　　なければ履修できない。

中高両方の免
許を取得する
場合は教育実
習Ⅱを必修と
する。

教育方法・情報通信技術
活用論

・教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含む。）

道徳、総合的な
学習の時間等
の指導法及び
生徒指導、教
育相談等に関
する科目

中１０
高　８

・教育の方法及び技術（情報通信
技術の活用含む。）

・教育相談（カウンセリングに関する
基礎的な知識を含む。）の理論及
び方法

教育実践に関
する科目

免許法施行規則に定める科目区分 左記に対応する開設授業科目

備  考

教育の基礎的
理解に関する
科目

・教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

10

・教職の意義及び教員の役割・職
務内容（チーム学校運営への対応
を含む。）

・教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

・幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程

・特別の支援を必要とする幼児、児
童及び生徒に対する理解

（２）2019年度（平成31年度）～令和2年度入学生

　必修　　中一種免　　27単位　　　高一種免　23単位

科　目 各科目に含めることが必要な事項
最低修得
単位数

授業科目 単位数

教育原論 2

教職論 2

教育制度論 2

教育心理学 2

特別支援教育論 1

教育課程論 1

・道徳の理論及び指導法 道徳教育論 2 中一種のみ必修

・総合的な学習の時間の指導法 総合的な学習の指導法 1

・特別活動の指導法 特別活動論 1

教育方法・技術論 2

・生徒指導の理論及び方法 生徒指導論 2

・進路指導及びキャリア教育の理

論及び方法

教育相談 2

・教育実習 中５ 教育実習Ⅰ 3 高一種免必修

高３ 教育実習Ⅱ 5 中一種免必修

・教職実践演習 2 教職実践演習（中・高） 2

　注１　　最低修得単位数を超えて修得した単位数については、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入する

　　　　ことができる。

　注2　　教職実践演習は、教育実習を履修済みの学生を対象とするので、教育実習履修年度またはそれ以降で

　　　　なければ履修できない。

免許法施行規則に定める科目区分

・教育課程の意義及び編成の方法
（カリキュラム・マネジメントを含む。）

備  考

中高両方の免
許を取得する
場合は教育実
習Ⅱを必修と
する。

左記に対応する開設授業科目

教育の基礎的
理解に関する
科目

・教育の理念並びに教育に関する
歴史及び思想

・教職の意義及び教員の役割・職
務内容（チーム学校運営への対応
を含む。）

道徳、総合的な
学習の時間等
の指導法及び
生徒指導、教
育相談等に関
する科目

中１０
高　８

・教育の方法及び技術（情報機器
及び教材の活用を含む。）

・教育相談（カウンセリングに関する
基礎的な知識を含む。）の理論及
び方法

10

・教育に関する社会的、制度的又
は経営的事項（学校と地域との連携
及び学校安全への対応を含む。）

・幼児、児童及び生徒の心身の発
達及び学習の過程

・特別の支援を必要とする幼児、児
童及び生徒に対する理解

教育実践に関
する科目
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（３）平成２４～３０年度入学生（教職に関する科目） 

必修 中一種免３１単位 高一種免２３単位 

免許法施行規則に定める科目区分等 左記に対応する開設授業科目 

備 考 
科 目 各科目に含める必要事項 

最 低 

必 要 

単位数 

授業科目 
開講

年次 

単

位

数 

教 職 の
意義等に
関 す る  
科 目 

･ 教職の意義及び教員の役割 
･ 教員の職務内容（研修、服務

及び身分保障等を含む。） 
･ 進路選択に資する各種の機
会の提供等 

２ ○教職論 １ ２  

 
教 育 の
基礎理論
に関する
科  目 

・教育の理念並びに教育に関す
る歴史及び思想 

６ 

○教育原論 ２ ２  

・幼児、児童及び生徒の心身の
発達及び学習の過程（障害の
ある幼児、児童及び生徒の心
身の発達及び学習の過程を
含む。） 

○教育心理学 ２ ２  

・教育に関する社会的、制度的
又は経営的事項 

○教育制度論 ２ ２  

 
教育課程
及び指導
法に関す
る 科 目 

・教育課程の意義及び編成の方法 
・特別活動の指導法 

中 12 

(注２) 

 

高６ 

(注３) 

 

○教育課程論 

(特別活動を含む。) 
２ ２  

 
・各教科の指導法 

数学科指導法Ⅰ 
数学科指導法Ⅱ 
数学科指導法Ⅲ 
数学科指導法Ⅳ 
 
理科指導法Ⅰ 
理科指導法Ⅱ 
理科指導法Ⅲ 
理科指導法Ⅳ 

３ 
３ 
３ 
４ 
 
３ 
３ 
３ 
４ 

２ 
２ 
２ 
２ 
 
２ 
２ 
２ 
２ 

該当教科につ
いて中一種６
単位、高一種
４単位必修 
 
免許取得希望
教 科 に つ い
て、Ⅰから順
に単位を修得
すること。 

・道徳の指導法 ○道徳教育論 ２ ２ 
中一種免のみ

必修 

・教育の方法及び技術（情報機
器及び教材の活用を含む。） 

○教育方法・技術論 ２ ２  

生徒指導、  
教育相談   
及び進路   
指導等に   
関する科目 

・生徒指導の理論及び方法 
・進路指導の理論及び方法 

４ 

○生徒指導論 ３ ２  

・教育相談（カウンセリングに
関する基礎的な知識を含
む。）の理論及び方法 

○教育相談 ２ ２  

 
教育実習 

高３ 

中５ 

教育実習Ⅰ 

教育実習Ⅱ 

 

 

４ 

４ 

３ 

５ 

高一種免必修 

中一種免必修 

 
中高両方の免
許を取得する
場合は教育実
習Ⅱを必修と
する。 

 
教職実践演習 

 
２ 

 
○教職実践演習 

 
４ 

 
２ 

 

 
注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。     
注２ ４つの区分すべてから単位を修得すること。 

注３ 免許法上の最低必要単位数は、６単位であるが、「道徳の指導法」以外の各区分の授業科目を履

修し、「道徳の指導法」を除いて、合計８単位以上修得すること。 

注４ 最低必要単位数を超えて修得した単位数については、「教科又は教職に関する科目」の単位に算

入することができる。 
注５ 教職実践演習は、教育実習を履修済みの学生を対象とするので、教育実習履修年度またはそれ

以降でなければ履修できない。 
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３ 大学が独自に設定する科目（平成 30 年度以前入学生は「教科又は教職に関する科目」） 

（１）2019 年度（平成 31 年度）以降入学生 

必修 中一種免４単位 高一種免１２単位 

授業科目 開講年次 単位数 備考 

○介護等体験 

 

道徳教育論 

３ 

 

２ 

２ 

 

２ 

中一種のみ(事前・事後指導を含む。) 

 

高一種のみ 

 
注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目 

  注２ 最低修得単位数を超えて修得した「教科及び教科の指導法に関する科目」又は「教育の基礎的

理解に関する科目等」の単位については、「大学が独自に設定する科目」の単位に算入することが

できる。 

 

（２）平成３０年度以前入学生（教科又は教職に関する科目） 

必修 中一種免８単位 高一種免１６単位 

授業科目 開講年次 単位数 備考 

○介護等体験 

 

道徳教育論 

３ 

 

２ 

２ 

 

２ 

中一種のみ(事前・事後指導を含む。) 

 

高一種のみ 

 
注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目 

  注２ 最低必要単位数を超えて修得した「教科に関する科目」（免許取得教科の授業科目に限る。）

又は「教職に関する科目」の単位を、「教科又は教職に関する科目」の単位に算入することが

できる。 

 

４ 教育職員免許法施行規則第 66 条の６に定める科目 

 （１）令和４年度入学生以降 

  必修８単位 

免許法施行規則に定める科目

及び単位数 
左記に対応する開設授業科目 

備考 

科目 
最低必要

単位数 
授業科目 単位数 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ 
 

体 育 ２ 
○健康・スポーツ科学演習１ 

○健康・スポーツ科学演習２ 

１ 

１ 

 

 

外国語コミュニ

ケーション 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

Reading and Discussion１ 

Reading and Discussion２ 

Listening and Speaking１ 

Listening and Speaking２ 

Writing１ 

Writing２ 

TOEIC 総合１ 
TOEIC 総合２ 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

数理、データ活用

及び人工知能に

関する科目又は

情報機器の操作 

２ データサイエンス入門 ２ 
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（２）平成２９年度～令和 3 年度入学生 

必修８単位 

免許法施行規則に定める科目

及び単位数 
左記に対応する開設授業科目 

備考 

科目 
最低必要

単位数 
授業科目 単位数 

日本国憲法 ２ 日本国憲法 ２ 
 

体 育 ２ 
○健康・スポーツ科学演習１ 

○健康・スポーツ科学演習２ 

１ 

１ 

 

 

外国語コミュニ

ケーション 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

Reading and Discussion１ 

Reading and Discussion２ 

Listening and Speaking１ 

Listening and Speaking２ 

Writing１ 

Writing２ 

TOEIC 総合１ 
TOEIC 総合２ 

 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

１ 

 

 

情報機器の操作 ２ 情報処理基礎 ２ 
 

 
注１ ○印は、免許状を取得する場合の必修科目。 

注２ 開講年次は、別表第１に定めるところによる。 
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１　２年次実験　 条件１、条件２、条件３、条件４をすべて充たすこと。ただし条件４は３つの選択肢のうちどれか１つ充たせばよい。

対象科目 履修許可条件対象科目

（両学科共通） 条件１ 1年次開講必修実験科目修得 生物学実験

物理学実験 条件２ 全学共通科目（人と自然）必修科目修得 物質科学科：物質科学入門　　　　生命科学科：生命科学入門

化学実験 条件３ 専門基礎科目（Ａ数学系）１科目以上修得 微分積分学Ⅰ、微分積分学Ⅱ、線形代数学Ⅰ、線形代数学Ⅱ、数学演習Ⅰ、数学演習Ⅱ

物質科学基礎実験Ⅰ 専門基礎科目（Ｂ物理系）１科目以上修得 基礎物理学ⅠA（またはⅠB）、基礎物理学ⅡA（またはⅡB）

物質科学基礎実験Ⅱ 専門基礎科目（Ｃ化学系）１科目以上修得 有機化学Ⅰ、無機化学Ⅰ

生命科学基礎実験Ⅰ

生命科学基礎実験Ⅱ 専門基礎科目（Ｂ物理系）１科目以上修得 基礎物理学ⅠA（またはⅠB）、基礎物理学ⅡA（またはⅡB）

専門基礎科目（Ｄ生命系）１科目以上修得 細胞生物学１、生物化学１

専門基礎科目（Ｃ化学系）１科目以上修得 有機化学Ⅰ、無機化学Ⅰ

専門基礎科目（Ｄ生命系）１科目以上修得 細胞生物学１、生物化学１

２　３年次実験 条件１、条件２をどちらも充たすこと。

対象科目 履修許可条件対象科目

（物質科学科） 物理学実験

物質科学実験Ⅰ 化学実験

物質科学実験Ⅱ 物質科学基礎実験Ⅰ

物質科学基礎実験Ⅱ

生命科学基礎実験Ⅰ

（生命科学科） 生命科学基礎実験Ⅱ

生命科学実験Ⅰ 専門基礎科目（Ａ数学系）１科目以上修得 微分積分学Ⅰ、微分積分学Ⅱ、線形代数学Ⅰ、線形代数学Ⅱ、数学演習Ⅰ、数学演習Ⅱ

生命科学実験Ⅱ 専門基礎科目（Ｂ物理系）１科目以上修得 基礎物理学ⅠA（またはⅠB）、基礎物理学ⅡA（またはⅡB）、力学A、波動論

専門基礎科目（Ｃ化学系）１科目以上修得 有機化学Ⅰ、無機化学Ⅰ、有機化学Ⅱ

専門基礎科目（Ｄ生命系）１科目以上修得 細胞生物学１、生物化学１、細胞生物学２、生物化学２

上記４つの系合わせて５５科科目目以上修得 上に示す講義科目

１　物質科学科 条件１、条件２、条件３、条件４をすべて充たすこと。

対象科目 履修許可条件対象科目

英語科目６単位修得 R&D1・2 、L&S1・2、Writing 1・2、Intensive Enlish 1・2、Communicative English Basic 1・2

情報処理基礎またはデータサイエンス入門２単位修得 情報処理基礎またはデータサイエンス入門※

教養教育科目１０単位以上修得 人間性の基盤教育科目、ひょうご県大特色科目に分類される科目

条件２ ３年次開講必修実験科目４単位修得 物質科学実験Ⅰ、物質科学実験Ⅱ

条件３ 専門基礎・専門教育から８３単位以上修得 専門基礎科目・専門教育科目に分類される科目（実験科目含む）

２年次・３年次開講の専門基礎・専門教育のうち

講義科目（ABC）から３６単位以上

２　生命科学科 条件１、条件２、条件３、条件４をすべて充たすこと。

対象科目 履修許可条件対象科目

英語科目６単位修得 R&D1・2 、L&S1・2、Writing 1・2、Intensive Enlish 1・2、Communicative English Basic 1・2

情報処理基礎またはデータサイエンス入門２単位修得 情報処理基礎またはデータサイエンス入門※

教養教育科目１０単位以上修得 人間性の基盤教育科目、ひょうご県大特色科目に分類される科目

条件２ ３年次開講必修実験科目８単位修得 生命科学実験Ⅰ、生命科学実験Ⅱ

条件３ 専門基礎・専門教育から８３単位以上修得 専門基礎科目・専門教育科目に分類される科目（実験科目含む）

条件４ 専門教育科目（講義科目）から２０単位以上修得 専門教育科目（Ｄ生命系）

※令和3年度以前入学生は「情報処理基礎」、令和4年度入学生は「データサイエンス入門」を修得すること。

先修条件

別表第６（第２５，２６条関係）（１）先修条件及び履修許可（2019年度（平成31年度）以降入学生）

３．卒業研究

先修条件

条件４

２年次開講必修実験科目すすべべてて修得条件１

条件２

先修条件

ままたたはは

ままたたはは

専門基礎科目（Ａ数学系）（Ｂ物理系）（Ｃ化学系）・専門教育科目（Ａ数学系）（Ｂ物理系）（Ｃ化学系）のうち、
２年次・３年次開講科目　（別表参照）

条件４

卒業研究

先修条件

卒業研究

条件１

条件１
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別表　物質科学科　卒業研究　先修条件４　対象科目（２年次・３年次開講科目）一覧　（2019年度以降入学生）

対象科目 対象科目

（Ａ数学系） 該当科目なし 代数構造

力学Ａ 幾何構造

波動論 位相解析

力学Ｂ 関数解析

電磁気学Ａ 統計力学Ⅰ

電磁気学演習 量子力学Ⅰ

応用解析 結晶学

物理化学Ⅰ 電磁気学B

有機化学Ⅱ 物理数学Ⅰ

有機化学Ⅲ 物理数学Ⅰ演習

生物化学4 物理数学Ⅱ

分析化学Ⅰ 物理数学Ⅱ演習

量子力学Ⅱ

量子力学演習

統計力学Ⅱ

物性論Ⅰ

確率統計

量子力学Ⅲ

相対論

（（※※１１））2019・2020年度入学者は「物性論Ⅱ（固体電子論）」 物性論Ⅱ（（※※１１））

物性論演習

分光学Ⅰ

物性論Ⅲ

（（※※２２）2019・2020年度入学者は「自然・社会現象とシミュレーション」 自然・社会現象と情報科学（（※※２２））

現代物質科学特論Ⅰ

物理化学Ⅱ

無機化学Ⅱ

有機化学Ⅳ

物理化学Ⅲ

物理化学演習Ⅰ

無機化学Ⅲ

有機構造化学

物理化学演習Ⅱ

量子化学Ⅰ

量子化学Ⅱ

分析化学Ⅱ

機能性物質学

表面化学

有機反応論

有機化学演習

現代物質科学特論Ⅱ

　　★下記科目一覧の中から３６単位以上（１８科目以上）修得すること。

（Ｂ物理系）

（Ｃ化学系

（Ａ数学系）

（Ｂ物理系）

（Ｃ化学系

専門基礎科目

専門教育科目

区分 区分
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４．卒業要件　物質科学科は条件１～15、生命科学科は条件1～16を全て充たすこと。

条件 卒業要件内容

1 【全学共通科目】　２８単位以上修得していること。

2 ＜基礎ゼミナール＞　２単位修得していること。

3 ＜英語科目＞英語コア科目および指定された選択英語科目を６単位以上修得していること。

4 ＜統計・情報＞（必修）情報処理基礎またはデータサイエンス入門２単位修得していること。※

5 《教養教育科目》　１４単位以上修得していること。

6 （人と文化）　２単位以上修得していること。

7 （人と社会）　２単位以上修得していること。

8 （人と自然・必修）物質科学科：物質科学入門、生命科学科：生命科学入門　２単位修得していること。

9 ＜ひょうご県大特色科目＞　３分野のうち２分野から４単位以上修得していること。

10 【専門基礎・専門教育】　９５単位以上修得していること。

11 《専門基礎科目》　１７単位以上修得していること。

12 《専門基礎科目》＜Ｆ実験科目＞（必修）　７単位修得していること。

物物質質科科学学科科：：　　《専門教育科目》＜F必修科目＞（実験科目）　４単位修得していること。

生生命命科科学学科科：：　《専門教育科目》＜F必修科目＞（実験科目）　８単位修得していること。

14 《専門教育科目》＜F必修科目＞（卒業研究）　６単位修得していること。

15 合計取得単位が１２７単位以上になっていること。

16 生生命命科科学学科科ののみみ：：《専門教育科目》＜D生命系＞　２０単位以上修得していること。

※令和3年度以前入学生は「情報処理基礎」、令和4年度入学生は「データサイエンス入門」を修得すること。

13
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（２）先修条件及び履修許可（平成２９・３０年度入学生） 

 （注意）前期終了段階で先修条件を満たしても、年度途中からの履修は認めない。                     

 

先修

区分 
対象科目等 先修条件 履修許可条件科目 

 
２ 
年 
次 
実 
験 

 
物理学実験 
化学実験 
物質科学基礎実験Ⅰ 
物質科学基礎実験Ⅱ 
生命科学基礎実験Ⅰ 
生命科学基礎実験Ⅱ 

 
・１年次開講の必修の実験科目をすべて履修していること。 
・２年次実験履修許可条件科目のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの分野において、Ａを

含む3分野からそれぞれ最低1科目、合計６単位以上必要 
・物質科学科については、上記に加えて、物質科学入門を履修している

こと。 
・生命科学科については、上記に加えて、生命科学入門を履修している

こと。 

（実 験）生物学実験 
Ａ（数学系）微分積分学Ⅰ、微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ、線形代数学Ⅱ 
数学演習Ⅰ、数学演習Ⅱ 

Ｂ（物理系）基礎物理学ⅠA、基礎物理学ⅠB 
基礎物理学ⅡA、基礎物理学ⅡB 

Ｃ（化学系）有機化学Ⅰ、無機化学Ⅰ 
Ｄ（生命系）細胞生物学１、生物化学１ 

 
３ 
年 
次 
実  
験 
   

（物質科学科） 
物質科学実験Ⅰ 
物質科学実験Ⅱ 

（生命科学科） 
生命科学実験Ⅰ 
生命科学実験Ⅱ 

 
・２年次開講の必修の実験科目をすべて履修していること。 
・２年次及び３年次実験履修許可条件科目のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ（２年次実

験履修許可条件科目を含む。）の各分野において、最低１科目、合計10
単位以上必要 

（実 験）物理学実験、化学実験、 
物質科学基礎実験Ⅰ、物質科学基礎実験Ⅱ 
生命科学基礎実験Ⅰ、生命科学基礎実験Ⅱ 

Ａ（数学系）開講科目なし 
Ｂ（物理系）力学Ａ、波動論 
Ｃ（化学系）有機化学Ⅱ 
Ｄ（生命系）細胞生物学2、生物化学2 

 
 
 
 
 
卒 
業 
研 
究 

 
 
 
 
 
 
卒業研究 

《専門科目》 
・３年次開講の必修の実験科目をすべて履修していること。 
・専門科目から８３単位以上必要（実験科目単位を含む。） 
（物質科学科） 
２、３年次開講の専門科目（Ａ、Ｂ、Ｃ分野の専門基礎科目と 
学科の専門教育科目）から実験科目を除いて３６単位以上必要 
（上記８３単位に含む。） 

（生命科学科） 
学科の専門教育科目から実験科目を除いて２０単位以上必要 
（上記８３単位に含む。） 

《全学共通科目》 
・英語科目・外国語科目     ６単位 
・情報処理基礎               ２単位 
・教養科目、他専攻科目    １０単位以上 

（物質科学科） 
物質科学実験Ⅰ 
物質科学実験Ⅱ 

（生命科学科） 
生命科学実験Ⅰ 
生命科学実験Ⅱ 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
卒 
業 
要 
件 

 
 
・別表１、別表２及び別表３の条件を満たし、かつ、各区分の上限まで

の単位数の合計が１２７単位以上であること。 
・必修の実験科目をすべて履修していること。 
 
《全学共通科目》         ２８単位以上 
【グローバル化時代のアカデミックスキル科目】    
英語、外国語、統計・情報科目 ６単位以上 
情報処理基礎           必修２単位 

 
【教養教育科目・自主自律支援科目・他専攻科目】  
  教養教育科目          １４単位以上 
基礎ゼミナール          必修２単位 
キャリア形成支援科目      ０～２単位 
他専攻科目              ０～２単位 

     計               １６単位以上 
 
《専門科目》               ９５単位以上 
【専門基礎科目】  
・ 必修７単位（実験）を含む１７単位以上 
【専門教育科目】 
・物質科学科  必修１０単位（実験）を含む１０単位以上 
・生命科学科  必修１４単位（実験）を含む３４単位以上 

 
《全学共通科目》＋《専門科目》 ＝ １２７単位以上 
 

 

・英語科目 
Reading and Discussion１.2 
Listening and Speaking１.2 
Writing１.2  6科目を受講していること。 

【教養教育科目】 
・人間性の基盤教育科目（6単位以上） 
（人と文化・人と社会・人と自然の各分野から 
各２単位以上必要） 

 
・ひょうご県大特色科目（４単位以上） 
（地域課題研究・グローバル教育・防災教育の 
3分野のうち2分野から合計４単位以上必要） 
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（３）先修条件及び履修許可（平成２８年度入学生） 
先修

区分 
対象科目等 先修条件 履修許可条件科目 

 
２ 
年 
次 
実 
験 

 
物理学実験 
化学実験 
物質科学基礎実験Ⅰ 
物質科学基礎実験Ⅱ 
生命科学基礎実験Ⅰ 
生命科学基礎実験Ⅱ 

・１年次開講の必修の実験科目をすべて履修していること。 
・２年次実験履修許可条件科目のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄの分野において、Ａを

含む 3分野からそれぞれ最低 1科目、合計６単位以上履修しているこ
と。 
・生命科学科については、上記に加えて、生命科学入門を履修している

こと。 
 

（実 験）生物学実験 
Ａ（数学系）微分積分学Ⅰ、微分積分学Ⅱ 

線形代数学Ⅰ、線形代数学Ⅱ 
数学演習Ⅰ、数学演習Ⅱ 

Ｂ（物理系）基礎物理学Ⅰa、基礎物理学Ⅰｂ 
基礎物理学Ⅱa、基礎物理学Ⅱｂ 

Ｃ（化学系）有機化学Ⅰ、無機化学Ⅰ 
Ｄ（生命系）細胞生物学１、生物化学１ 

 
３ 
年 
次 
実  
験 
   

（物質科学科） 
物質科学実験Ⅰ 
物質科学実験Ⅱ 

（生命科学科） 
生命科学実験Ⅰ 
生命科学実験Ⅱ 

・２年次開講の必修の実験科目をすべて履修していること。 
・２年次及び３年次実験履修許可条件科目のＡ、Ｂ、Ｃ、Ｄ（２年次実

験履修許可条件科目を含む。）の各分野において、最低１科目、合計10
単位以上履修していること。 

（実 験）物理学実験、化学実験、 
物質科学基礎実験Ⅰ、物質科学基礎実験Ⅱ 
生命科学基礎実験Ⅰ、生命科学基礎実験Ⅱ 

Ａ（数学系）開講科目なし 
Ｂ（物理系）力学Ａ、波動論 
Ｃ（化学系）有機化学Ⅱ 
Ｄ（生命系）細胞生物学2、生物化学2 

 
 
 
 
 
卒 
業 
研 
究 

 
 
 
 
 
 
卒業研究 

《専門科目》 
・３年次開講の必修の実験科目をすべて履修していること。 
・専門科目から８３単位を修得していること（実験科目単位を含む。）。 
（物質科学科） 
２、３年次開講の専門科目（Ａ、Ｂ、Ｃ分野の専門基礎科目と 
学科の専門教育科目）から実験科目を除いて３６単位以上を、 
履修していること（上記８３単位に含む。）。 

（生命科学科） 
学科の専門教育科目から実験科目を除いて２０単位以上を履修 
していること（上記８３単位に含む。）。 

《全学共通科目》 
・英語コミュニケーション科目  ４単位 
・情報関連科目               ２単位 
・教養科目、他専攻科目    １０単位以上 

（物質科学科） 
物質科学実験Ⅰ 
物質科学実験Ⅱ 

（生命科学科） 
生命科学実験Ⅰ 
生命科学実験Ⅱ 

 
 
 
 
 
 
 
 
卒 
業 
要 
件 

 ・別表１、別表２及び別表３の条件を満たし、かつ、各区分の上限まで

の単位数の合計が１２７単位以上であること。 
・必修の実験科目をすべて履修していること。 
《全学共通科目》          ２６単位以上 
【グローバルコミュニケーション科目】 

   英語コミュニケーション科目 ４単位以上 
情報リテラシー        必修２単位 

【教養科目・基礎ゼミナール・他専攻科目】 
   共通教養科目   ８単位以上（文化・社会から各２単位必要） 
   課題別教養科目  ４単位以上（地域入門科目から２単位必要） 
   基礎ゼミナール  必修２単位 
   他専攻科目      ０～２単位 
       計       １６単位以上 
《専門科目》                ９５単位以上 
【専門基礎科目】  
 
 
【専門教育科目】 
・物質科学科  必修１０単位（実験）を含む１０単位以上 
・生命科学科  必修１４単位（実験）を含む３４単位以上 
《全学共通科目》＋《専門科目》 ＝ １２７単位以上 

 

 

 （Reading and DiscussionとWriting 各1単位以上を含む4単位） 

（Reading and DiscussionとWriting 各1単位以上を含む4単位） 

・物質科学科  必修７単位（実験）を含む１７単位以上 
・生命科学科  必修９単位（実験・生命科学入門）を含む１９単位以上 

 （注意）前期終了段階で先修条件を満たしても、年度途中からの履修は認めない。                       
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３．兵庫県立大学理学部規程第６号 

理学部履修規程 

 

 
 

（目 的） 

第１条 この規程は、兵庫県立大学理学部規程（兵庫県立大学理学部規程第１号） 

第３１条に基づき、学生の履修に必要な事項を定めるものとする。 

（クラス担任・ガイダンス主任） 

第２条 本学部では、教員と学生とのコミュニケーションの徹底を期するた 

め、入学時に４５名程度のクラスに分け、１年次及び２年次ではそれ 

ぞれにクラス担任２名を配する。クラス担任教員は、学生の単位履修 

の方法、大学での学習の仕方、その他学生生活全般にわたる助言を行 

う。また各学科にはそれぞれのコースにガイダンス主任１名を配する。 

３年次は、主にガイダンス主任が、４年次は、卒業研究担当教員が、 

指導・助言にあたる。 

（履修願の提出期間） 

 第３条 履修願の提出期間については、４月初めに指定する。 

２ 前項に指定する期間内に履修願を提出しなかった科目については、 

授業及び試験を受けることができない。ただし、教務委員会において 

その事情が正当と認められた場合は、この限りではない。 

（履修願の変更） 

第４条 願い出た科目の変更は、原則として認めない。ただし、次の各号の 

いずれかに該当する場合は、この限りではない。 

１）ガイダンス主任教員の指示があった場合 

２）３年次以上の学生で、後期の初めにおいて、卒業研究履修許可又 

は卒業の条件に抵触するおそれがある場合。ただし、履修中の通年 

の科目は変更できない。 

３）時間割を変更した場合 

２ 前項に規定する変更は、いずれの場合も指定する期間内に申請しな 

ければならない。 

（履修願の遵守事項） 

 第５条 履修願は、次の各号の規定を遵守のうえ、提出しなければならない。 

１）同一科目が学科別又はクラス別に開講されている場合は、所属学 

科又は所属クラスの配当時間に履修すること。 

２）卒業研究履修者で、卒業研究の時間に他の科目を履修しようとす 

る場合は、卒業研究指導教員の承認を得ること。 

２ 前項の規定を遵守していない場合は、原則としてその科目の履修を 

認めない。 
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３．兵庫県立大学理学部規程第６号 

理学部履修規程 

 

 
 

（目 的） 

第１条 この規程は、兵庫県立大学理学部規程（兵庫県立大学理学部規程第１号） 

第３１条に基づき、学生の履修に必要な事項を定めるものとする。 

（クラス担任・ガイダンス主任） 

第２条 本学部では、教員と学生とのコミュニケーションの徹底を期するた 

め、入学時に４５名程度のクラスに分け、１年次及び２年次ではそれ 

ぞれにクラス担任２名を配する。クラス担任教員は、学生の単位履修 

の方法、大学での学習の仕方、その他学生生活全般にわたる助言を行 

う。また各学科にはそれぞれのコースにガイダンス主任１名を配する。 

３年次は、主にガイダンス主任が、４年次は、卒業研究担当教員が、 

指導・助言にあたる。 

（履修願の提出期間） 

 第３条 履修願の提出期間については、４月初めに指定する。 

２ 前項に指定する期間内に履修願を提出しなかった科目については、 

授業及び試験を受けることができない。ただし、教務委員会において 

その事情が正当と認められた場合は、この限りではない。 

（履修願の変更） 

第４条 願い出た科目の変更は、原則として認めない。ただし、次の各号の 

いずれかに該当する場合は、この限りではない。 

１）ガイダンス主任教員の指示があった場合 

２）３年次以上の学生で、後期の初めにおいて、卒業研究履修許可又 

は卒業の条件に抵触するおそれがある場合。ただし、履修中の通年 

の科目は変更できない。 

３）時間割を変更した場合 

２ 前項に規定する変更は、いずれの場合も指定する期間内に申請しな 

ければならない。 

（履修願の遵守事項） 

 第５条 履修願は、次の各号の規定を遵守のうえ、提出しなければならない。 

１）同一科目が学科別又はクラス別に開講されている場合は、所属学 

科又は所属クラスの配当時間に履修すること。 

２）卒業研究履修者で、卒業研究の時間に他の科目を履修しようとす 

る場合は、卒業研究指導教員の承認を得ること。 

２ 前項の規定を遵守していない場合は、原則としてその科目の履修を 

認めない。 

 

 

 
（再履修） 

第６条 試験に合格しなかった者、又は試験を受けなかった者が翌年度にお 

いて、その授業科目につき単位を取得しようとするときは、改めて受 

講申請し、再履修しなければならない。 

（定期試験等） 

第７条 試験は、前期末及び後期末の学年暦に示す期間に行う。ただし、科 

目によって臨時に行うことがある。 

２ 試験を行わない科目についての評価は、実験、実習、論文、レポー 

ト等による。 

３ 不合格者に対する再試験は行わない。 

（教育実習履修の願い出） 

第８条 教育実習を履修しようとする者は、履修の前年度の指定する期間内 

に、学務課に願い出なければならない。 

（教育実習履修の条件） 

第９条 教育実習を履修するには、次の条件を備えていなければならない。 

１）卒業研究の履修を許可された者又は履修した者であること。ただ 

し、本学の大学院生はこの限りでない。 

２）特別な事情がある場合を除いて、「教育実践に関する科目」を除く「教

育の基礎的理解に関する科目等（平成30 年度以前入学生は「教職に関す

る科目」）」の必修単位のうち、３分の２以上の単位を修得していること。 

３）「教科及び教科の指導法に関する科目（平成30 年度以前入学生は「教

科に関する科目」）」の必修単位のうち、３分の２以上の単位を修得してい

ること。 

４）教科指導法Ⅰ・Ⅱ（理科・数学のうち免許を取得しようとする科目の

もの）の単位を修得していること。 

５）中学校教員免許（理科・数学）取得希望者については、「介護等体験」

の単位を修得していること。 

（教職実践演習履修の条件） 

 第10条 教職実践演習は、教育実習を履修済みの学生を対象とするので、教育実

習履修の年度又はそれ以降でなければ履修できない。 

（補則）  

 第11条 この規程に定めるもののほか、学生の履修に関して必要な事項は、教務

委員長が教務委員会の意見を聴いた上で定める。 

 

附  則 

この規程は、平成２５年４月１日から施行する。 

附  則 

この規定は、平成２７年４月１日から施行する。 

附  則 

この規定は、令和３年４月１日から施行する。 

附  則 

この規定は、令和６年４月１日から施行する。 
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４．兵庫県立大学規程第１２０号 

兵庫県立大学定期試験を受験できない者に対する処置規程 

 
 

（目的） 

第１条 この規程は、やむを得ない事由により所定の期日に定期試験を受験で

きなかった者に対する処置について必要な事項を定める。 

（事由） 

第２条 前条に定めるやむを得ない事由は、次の各号のいずれかに該当するも

のとする。 

 (1) 病気 

(2)  災害及び不慮の事故 

(3)  父母､配偶者又は子の死亡 

(4)  兄弟姉妹又は祖父母の死亡 

(5)  その他前各号に準ずる事由 

（手続） 

第３条 やむを得ない事由のため定期試験を受けることができない者は、原則

として定期試験開始までに、学生が所属する学務所管課に連絡し、その

後速やかに試験欠席承認願（別記様式）を提出しなければならない。 

２ 前項の承認願には、病気の場合にあっては医師の診断書、その他の場

合にあっては、その事由を証明する書類を提出しなければならない。 

３ 試験欠席承認願が提出されたときは、試験科目を開講する教員は、そ

の内容を審査し、その結果を学生が所属する学務所管課を通して学生へ

連絡するものとする。 

（成績の評価） 

第４条 試験科目を開講する教員は、定期試験を受験できない事由が第２条に

該当すると認められた場合、適宜の方法により、成績を評価することが

できる。 

 

附 則  

この規程は、平成 25 年４月１日から施行する。  
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４．兵庫県立大学規程第１２０号 

兵庫県立大学定期試験を受験できない者に対する処置規程 

 
 

（目的） 

第１条 この規程は、やむを得ない事由により所定の期日に定期試験を受験で

きなかった者に対する処置について必要な事項を定める。 

（事由） 

第２条 前条に定めるやむを得ない事由は、次の各号のいずれかに該当するも

のとする。 

 (1) 病気 

(2)  災害及び不慮の事故 

(3)  父母､配偶者又は子の死亡 

(4)  兄弟姉妹又は祖父母の死亡 

(5)  その他前各号に準ずる事由 

（手続） 

第３条 やむを得ない事由のため定期試験を受けることができない者は、原則

として定期試験開始までに、学生が所属する学務所管課に連絡し、その

後速やかに試験欠席承認願（別記様式）を提出しなければならない。 

２ 前項の承認願には、病気の場合にあっては医師の診断書、その他の場

合にあっては、その事由を証明する書類を提出しなければならない。 

３ 試験欠席承認願が提出されたときは、試験科目を開講する教員は、そ

の内容を審査し、その結果を学生が所属する学務所管課を通して学生へ

連絡するものとする。 

（成績の評価） 

第４条 試験科目を開講する教員は、定期試験を受験できない事由が第２条に

該当すると認められた場合、適宜の方法により、成績を評価することが

できる。 

 

附 則  

この規程は、平成 25年４月１日から施行する。  

 

 

５．兵庫県立大学規程第１１９号 

兵庫県立大学試験の不正行為に対する処置規程 

 
(目的) 

第１条 この規程は、試験の不正行為が行われた場合について、必要な事項を定めるも

のとする。 

 

(不正行為の内容) 

第２条 試験の不正行為とは、次に掲げる行為をいう。 

(1) 使用を許されない書籍､ノート､紙片､電子機器を用いること｡ 

(2) 他人の答案をのぞき見ることその他社会通念上受験者として正当でないと認めら  

れる行為をすること｡ 

 

(不正行為の確認・報告) 

第３条 試験監督者は、不正行為を確認した場合、直ちに当該行為を実行し又はこれに

関与したと疑われる者(以下「対象学生」という。)に対し、その旨を指摘して受験

を停止させるとともに、その氏名、所属、連絡先等必要な事項を記録し、答案用

紙、使用を許されない書籍その他不正行為に直接関連して使用されたとみられる物

品等を預かり、対象学生が所属する学部又は研究科の長(以下「学生所属学部長等」

という。)に報告しなければならない。この場合において、試験監督者と当該試験科

目を開講している教員(以下「開講教員」という。)が異なる場合であるときは、あ

わせて開講教員に報告しなければならない。 

 

(学生所属学部長等の責務) 

第４条 学生所属学部長等は、試験監督者から前条の不正行為の報告を受けたときは、

正確な事実を確認するため、遅滞なく対象学生、試験監督者その他の関係者から事

情聴取を行い、当該事情聴取の結果認定された事実を記載した事情報告書を作成し

なければならない。この場合において、学生所属学部長等が、正確な事実の確認の

ため必要があると認めるときは、当該不正行為に係る試験科目を開講している学部

若しくは研究科の長又は関係する高等教育推進機構高等教養教育部長にその調査を

依頼することができる。 

２ 前項の規定により、正確な事実の確認のため調査の依頼を受けた者は、当該依頼に

応じるものとする。 

３ 学生所属学部長等は、学生所属学部長等の教授会又はこれに相当する委員会(以下

「学生所属学部教授会等」という。)に第１項に規定する事情報告書に基づき報告し

なければならない。この場合において、開講教員が学生所属学部教授会等に属さな

い教員であるときは、その教員が所属する学部又は研究科の長及び開講教員に当該

事情報告書の写しを送付しなければならない。 
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(処置の原則) 

第５条 不正行為の事実が、学生所属学部教授会等において確認された場合は、その者

の当該学期の全科目及び通年の全科目の単位を無効とする。この場合において、学

生所属学部教授会等での審議の結果、必要と認められた場合は、その氏名を公表す

るものとする。 

２ 前項に規定するもののほか、特に悪質な不正行為に対しては、兵庫県立大学学則

(平成 25年法人規程第 75 号)第 35 条又は兵庫県立大学大学院学則(平成 25 年法人

規程第 76号)第 33 条の規定に基づき懲戒をするものとする。 

 

附 則 

この規程は、平成 25 年４月１日から施行する。 

附 則(平成 27 年３月 24 日改正) 

この規程は、平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則(令和３年３月 31 日改正) 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則(令和６年３月 27日改正) 

この規程は、令和６年４月１日から施行する。 
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(処置の原則) 

第５条 不正行為の事実が、学生所属学部教授会等において確認された場合は、その者

の当該学期の全科目及び通年の全科目の単位を無効とする。この場合において、学

生所属学部教授会等での審議の結果、必要と認められた場合は、その氏名を公表す

るものとする。 

２ 前項に規定するもののほか、特に悪質な不正行為に対しては、兵庫県立大学学則

(平成 25年法人規程第 75 号)第 35 条又は兵庫県立大学大学院学則(平成 25 年法人

規程第 76号)第 33 条の規定に基づき懲戒をするものとする。 

 

附 則 

この規程は、平成 25 年４月１日から施行する。 

附 則(平成 27 年３月 24 日改正) 

この規程は、平成 27 年４月１日から施行する。 

附 則(令和３年３月 31 日改正) 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則(令和６年３月 27日改正) 

この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

 

６．兵庫県立大学規程第１０７号 

兵庫県立大学他大学等における授業科目の履修規程 

 

(趣旨) 

第１条 兵庫県立大学学則(平成 25 年法人規程第 75 号。以下「大学学則」という。) 第

14 条第３項の規定に基づき、他大学等における授業科目の履修に関して必要な事項

を定めるものとする。 

 

(他大学等授業科目の履修) 

第２条 他大学等の授業科目の履修を願い出る者は、他大学等との協定に基づいて定め

られた書類を、所定の期日までに学務所管課に提出しなければならない。 

 

(全学共通科目の履修) 

第３条 学長は、前条の規定による願い出に係る他大学等の授業科目について、大学学

則第 14 条第２項の規定により本学の全学共通科目を履修したものとみなす場合 は、

あらかじめ高等教育推進機構長の意見を聴かなければならない。 

 

(履修期間) 

第４条 履修期間については、原則として１年以内とする。 

２ 前項の規定による履修期間については、本学における在学期間に算入する。 

 

(単位の認定) 

第５条 他大学等の授業科目の履修により修得した単位を学則第 14 条第２項に規定す

る本学の授業科目を履修したものとして願い出る場合は、単位認定申請書に他大学

等の成績証明書を添えて学務所管課に提出しなければならない。 

２ 学長は、前項の規定による願い出があるときは、教授会の意見を聴いた上で、これ

を許可することができる。 

 

(補則) 

第６条 この規程に定めるもののほか、この規程の施行に関して必要な事項は、別に定

める。 

 

附 則 

この規程は、平成 25 年４月 1 日から施行する。 

附 則(平成 27 年３月 24 日改正) 

この規程は、平成 27 年４月 1 日から施行する。 
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附 則(令和３年３月 31日改正) 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則(令和６年３月 27日改正) 

この規程は、令和６年４月１日から施行する。 
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附 則(令和３年３月 31日改正) 

この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則(令和６年３月 27日改正) 

この規程は、令和６年４月１日から施行する。 

兵庫県立大学副専攻規程 

 
 
 (趣旨) 

第１条 この規程は、兵庫県立大学学則(以下「学則」という。)第 10条の２の規定に基づき、副専 

 攻に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

(副専攻名等) 

第２条 副専攻は、兵庫県立大学全学部共通とし、総合教育機構が設置する。 

２ 副専攻名及び運営機関は別表第１のとおりとする。 

３ 副専攻における授与称号は別表第２のとおりとする。 

４ 各副専攻の運営に関し、必要な事項は別に定める。 

 

(履修方法等) 

第３条 副専攻の履修に係る申請方法、授業科目の種類及び取得しなければならない単位数等は、

別に定める。 

 

(修了認定) 

第４条 副専攻の修了認定は、運営機関に置くその運営を審議する会議の議を経て、総合教育機構 

長が行う。 

 

(修了証書の授与) 

第５条 学長は、前条により副専攻を修了したと認定された学生に対し、副専攻修了証書を授与す 

る。 

２ 前項により授与する副専攻修了証書は、様式第１号のとおりとする。 

 

(委任) 

第６条 この規程に定めるもののほか、副専攻の履修に関し必要な事項は、総合教育機構長が定め 

る。 

 

附 則 

この規程は、平成 27年 10月 1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 29年 4月 1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 30年 4月 1日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成 31年３月 1日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和２年４月 1日から施行する。 
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別表第１ 
副専攻名 運営機関 

地域創生人材教育プログラム 地域創造機構 

グローバルリーダー教育プログラム 国際交流機構 

防災リーダー教育プログラム 総合教育機構 

 
    別表第２ 

副専攻名 授与称号 

五国豊穣プログラム ひょうご学志 

地域創生人材教育プログラム 
ひょうご学志又は 

コミュニティ・プランナーアソシエイト 

グローバルリーダー教育プログラム グローバルリーダー 

防災リーダー教育プログラム 防災リーダー 

 
 

様式第１号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     兵庫県立大学  第〇〇〇〇〇〇〇号      

副専攻修了証 
 

 

氏  名 

学籍番号 

           

 

 

   本学が実施する副専攻「〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇」を修了したことを認め、「〇〇〇〇 

〇〇」の称号を授与する 

 

 

 

  年 月 日 

 

 

 

            兵庫県立大学   

 
 
 

大学 
の印 
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別表第１ 
副専攻名 運営機関 

地域創生人材教育プログラム 地域創造機構 

グローバルリーダー教育プログラム 国際交流機構 

防災リーダー教育プログラム 総合教育機構 

 
    別表第２ 

副専攻名 授与称号 

五国豊穣プログラム ひょうご学志 

地域創生人材教育プログラム 
ひょうご学志又は 

コミュニティ・プランナーアソシエイト 

グローバルリーダー教育プログラム グローバルリーダー 

防災リーダー教育プログラム 防災リーダー 

 
 

様式第１号 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

     兵庫県立大学  第〇〇〇〇〇〇〇号      

副専攻修了証 
 

 

氏  名 

学籍番号 

           

 

 

   本学が実施する副専攻「〇〇〇〇〇〇〇 

〇〇」を修了したことを認め、「〇〇〇〇 

〇〇」の称号を授与する 

 

 

 

  年 月 日 

 

 

 

            兵庫県立大学   

 
 
 

大学 
の印 

兵庫県立大学ＧＰＡ制度要綱 

 

(趣旨) 

第 1 条 この要綱は、兵庫県立大学(以下「本学」という。)のＧＰＡ(Grade Point 

Average)制度に関し必要な事項を定めるものとする。 

 

(目的) 

第 2 条 ＧＰＡ制度は、学修の状況及び結果を明確化することにより、学生の学習意欲

を高め、適切な修学指導に資するとともに、厳格な成績評価を推進し、 学びの質を

向上させることを目的とする。 

 

(ＧＰＡの種類・運用) 

第 3 条 ＧＰＡは、全学で統一的に運用する全学ＧＰＡと、各学部・研究科(以下 

「学部等」という。)の範囲内で独自に運用する学部・研究科ＧＰＡ(以下「学部等Ｇ

ＰＡ」という。)に大別する。 

２ ＧＰＡの運用は、原則としてこの要綱に基づくものとする。 

３ 学部等ＧＰＡは、学部・研究科の独自性を鑑み、この要綱の趣旨・目的に反しない

限りにおいて、各学部・研究科長が教授会の意見を聞いたうえで別に定めることがで

きるものとする。ただし、次項で定めるＧＰについては別に定めることはできないも

のとする。 

 

(ＧＰ) 

第 4 条 学則第 13 条に基づき各学部・研究科規程で定める成績の評語に与えられるＧ

Ｐ(Grade Point)は、次表のとおりとする。 

成績の評語 
ＧＰ 

5 段階評価 素点 

S 100-90 4.0 

A 89-80 3.0 

B 79-70 2.0 

C 69-60 1.0 

D 59-0 0.0 
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(ＧＰＡの算出方法) 

第 5 条 各期における学修の状況及び成果を示す指標としてのＧＰＡ(以下「学期 

ＧＰＡ」という。)、各学年における学修の状況及び成果を示す指標としてのＧＰＡ(以

下「学年ＧＰＡ」という。)及び全期間の学修の状況及び成果を示す指標としてのＧＰ

Ａ(以下「通算ＧＰＡ」という。)の計算式は、次の各号の定めるところによるものと

し、算出された数値の小数点第３位以下は切り捨てるものとする。 

２ 学期ＧＰＡの計算式 

学期ＧＰＡの計算式は以下のとおりとする。 

(当該学期に評価を受けた卒業要件となる授業科目のＧＰ×当該授業科目の単位数)の合計 

当該学期に評価を受けた卒業要件となる授業科目の単位数の合計 

３ 学年ＧＰＡの計算式 

学年ＧＰＡの計算式は以下のとおりとする。 

(当該学年に評価を受けた卒業要件となる授業科目のＧＰ×当該授業科目の単位数)の合計 

当該学年に評価を受けた卒業要件となる授業科目の単位数の合計 

４ 通算ＧＰＡの計算式 

通算ＧＰＡの計算式は以下のとおりとする。 

(在学全期間に評価を受けた卒業要件となる授業科目のＧＰ×当該授業科目の単位数)の合計 

在学全期間に評価を受けた卒業要件となる授業科目の単位数の合計 

 

(ＧＰＡ対象授業科目) 

第 6 条 ＧＰＡ対象授業科目は、5 段階評語又は素点によって成績認定される授業科目

であって、卒業要件に算入できる授業科目とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、学部等が設定する履修取消期間中に学生から履修取消の

申し出があり履修取消を許可した授業科目は、ＧＰＡ対象授業科目から除くものとす

る。 

３ 学部等は、教育上の理由により、前項に規定による履修取消期間中での取消ができ

ない授業科目を別に定めることができるものとする。 

 

(再履修科目の取扱い) 

第 7 条 「Ｄ」又は 60 点未満と評価された授業科目を、のちに再履修した場合、以前

の「Ｄ」又は 60 点未満と評価された授業科目は、再履修による評価にかかわらずＧ

ＰＡ対象授業科目に含むものとする。 

 

(成績証明書への記載) 

第 8 条 学期ＧＰＡ、学年ＧＰＡ及び通算ＧＰＡは、原則として成績証明書に記載し

ない。ただし、英文成績証明書について、学生からＧＰＡの記載を求められたとき

はこの限りではない。 
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(ＧＰＡの算出方法) 

第 5 条 各期における学修の状況及び成果を示す指標としてのＧＰＡ(以下「学期 

ＧＰＡ」という。)、各学年における学修の状況及び成果を示す指標としてのＧＰＡ(以

下「学年ＧＰＡ」という。)及び全期間の学修の状況及び成果を示す指標としてのＧＰ

Ａ(以下「通算ＧＰＡ」という。)の計算式は、次の各号の定めるところによるものと

し、算出された数値の小数点第３位以下は切り捨てるものとする。 

２ 学期ＧＰＡの計算式 

学期ＧＰＡの計算式は以下のとおりとする。 

(当該学期に評価を受けた卒業要件となる授業科目のＧＰ×当該授業科目の単位数)の合計 

当該学期に評価を受けた卒業要件となる授業科目の単位数の合計 

３ 学年ＧＰＡの計算式 

学年ＧＰＡの計算式は以下のとおりとする。 

(当該学年に評価を受けた卒業要件となる授業科目のＧＰ×当該授業科目の単位数)の合計 

当該学年に評価を受けた卒業要件となる授業科目の単位数の合計 

４ 通算ＧＰＡの計算式 

通算ＧＰＡの計算式は以下のとおりとする。 

(在学全期間に評価を受けた卒業要件となる授業科目のＧＰ×当該授業科目の単位数)の合計 

在学全期間に評価を受けた卒業要件となる授業科目の単位数の合計 

 

(ＧＰＡ対象授業科目) 

第 6 条 ＧＰＡ対象授業科目は、5 段階評語又は素点によって成績認定される授業科目

であって、卒業要件に算入できる授業科目とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、学部等が設定する履修取消期間中に学生から履修取消の

申し出があり履修取消を許可した授業科目は、ＧＰＡ対象授業科目から除くものとす

る。 

３ 学部等は、教育上の理由により、前項に規定による履修取消期間中での取消ができ

ない授業科目を別に定めることができるものとする。 

 

(再履修科目の取扱い) 

第 7 条 「Ｄ」又は 60 点未満と評価された授業科目を、のちに再履修した場合、以前

の「Ｄ」又は 60 点未満と評価された授業科目は、再履修による評価にかかわらずＧ

ＰＡ対象授業科目に含むものとする。 

 

(成績証明書への記載) 

第 8 条 学期ＧＰＡ、学年ＧＰＡ及び通算ＧＰＡは、原則として成績証明書に記載し

ない。ただし、英文成績証明書について、学生からＧＰＡの記載を求められたとき

はこの限りではない。 

 

 

 

(成績評価の厳格化) 

第 9 条 ＧＰＡ制度が的確に運用されるよう、学部等は、授業科目の適切な成績評価の

推進について、組織的な取り組みに努めるものとする。 

 

(雑則) 

第 10 条 この要綱に定めるもののほか、ＧＰＡ制度に関し必要な事項は、高等教育推

進機構全学教育推進会議の議を経て、教育研究審議会が別に定める。 

 

附 則 

(施行期日) 

１ この要綱は、平成 31 年 4 月 1 日から施行する。 

(経過措置) 

２ 平成 30 年度以前の入学生は、なお従前の例による。 

附 則 

この要綱は、令和 2 年 4 月 1 日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和６年 4 月 1 日から施行する。 
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成績に対する確認及び不服申立てに関する要綱 

(趣旨) 

第１条 本要綱は、本学の学士課程、修士課程、博士課程及び専門職学位課程に在籍す

る学生(以下「学生」という。)が履修する全ての科目について、その成績に対する確

認及び不服申立てに関し必要な事項を定めるものとする。 

(周知) 

第２条 各学部及び研究科(以下「学部等」という。)は、履修の手引及び講義要目等

において、本要綱を学生に周知するものとする。 

 

(成績に対する確認) 

第３条 学生は、成績評価の理由など確認すべき事項がある場合は、当該科目を担当す

る教員(以下「担当教員」という。)に対し、次の方法により確認することができるも

のとする。 

(１)全学共通科目、専門基礎科目(専門関連科目)、専門教育科目、教職課程科目及び

大学院で履修する科目(以下「大学院科目」という。) 

① 担当教員に直接確認する。 

② 所属学部等の学務所管課(以下「所管課」という。)を通じて、担当教員に別    

に定める「成績に対する確認書」(以下「確認書」という。)を提出し、確認

する。 

(２)全学共通科目、専門基礎科目(専門関連科目)及び専門教育科目に位置付けられな

い副専攻履修者のみが履修可能な科目(以下「副専攻科目」という。) 

副専攻運営部門を通じて、担当教員に確認書を提出し、確認する。 

２ 前項第１号①により学生から確認依頼を受けた担当教員は、直接、当該学生に確認

結果を回答するものとする。 

３ 第１項１号②及び第１項第２号により学生から所管課又は副専攻運営部門を通じて

確認書を受けた担当教員は、確認書により、所管課又は副専攻運営部門を通じて、当

該学生に確認結果を回答するものとする。 

４ 前項の回答については、担当教員の判断により、直接、当該学生に確認結果を回答

することができるものとする。この場合において、担当教員は、回答内容及び回答日

を所管課又は副専攻運営部門に通知しなければならない。 

(確認依頼受付期間) 

第４条 前条第１項による確認依頼の受付期間は、成績公開日から原則として７日以

内(日曜日及び土曜日並びに国民の祝日に関する法律(昭和 23 年法律第 178 号)に
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成績に対する確認及び不服申立てに関する要綱 

(趣旨) 

第１条 本要綱は、本学の学士課程、修士課程、博士課程及び専門職学位課程に在籍す

る学生(以下「学生」という。)が履修する全ての科目について、その成績に対する確

認及び不服申立てに関し必要な事項を定めるものとする。 

(周知) 

第２条 各学部及び研究科(以下「学部等」という。)は、履修の手引及び講義要目等

において、本要綱を学生に周知するものとする。 

 

(成績に対する確認) 

第３条 学生は、成績評価の理由など確認すべき事項がある場合は、当該科目を担当す

る教員(以下「担当教員」という。)に対し、次の方法により確認することができるも

のとする。 

(１)全学共通科目、専門基礎科目(専門関連科目)、専門教育科目、教職課程科目及び

大学院で履修する科目(以下「大学院科目」という。) 

① 担当教員に直接確認する。 

② 所属学部等の学務所管課(以下「所管課」という。)を通じて、担当教員に別    

に定める「成績に対する確認書」(以下「確認書」という。)を提出し、確認

する。 

(２)全学共通科目、専門基礎科目(専門関連科目)及び専門教育科目に位置付けられな

い副専攻履修者のみが履修可能な科目(以下「副専攻科目」という。) 

副専攻運営部門を通じて、担当教員に確認書を提出し、確認する。 

２ 前項第１号①により学生から確認依頼を受けた担当教員は、直接、当該学生に確認

結果を回答するものとする。 

３ 第１項１号②及び第１項第２号により学生から所管課又は副専攻運営部門を通じて

確認書を受けた担当教員は、確認書により、所管課又は副専攻運営部門を通じて、当

該学生に確認結果を回答するものとする。 

４ 前項の回答については、担当教員の判断により、直接、当該学生に確認結果を回答

することができるものとする。この場合において、担当教員は、回答内容及び回答日

を所管課又は副専攻運営部門に通知しなければならない。 

(確認依頼受付期間) 

第４条 前条第１項による確認依頼の受付期間は、成績公開日から原則として７日以

内(日曜日及び土曜日並びに国民の祝日に関する法律(昭和 23 年法律第 178 号)に

規定する休日及び 12 月 29 日から翌年１月３日までの日を除く。以下次項、第５

条第１項、第７条及び第９条において同じ。)とする。 

２ 前項の規定にかかわらず、当該学期に学部等の卒業又は修了判定対象者であり、確

認を行おうとする成績が学部等の卒業又は修了判定に関わる場合及び３月１日以降

に開示された成績に対する確認の場合の受付期間は、成績公開日から原則として３日

以内とする。 

(確認に伴う措置) 

第５条 第３条第１項による確認依頼を受けた担当教員は、学生からの確認依頼があっ

た日又は所管課を通じて確認書を受理した日から原則として７日以内に確認結果を

回答するものとする。ただし、前条第２項に規定する場合の確認依頼にあっては、原

則として３日以内に確認結果を回答するものとする。 

２ 前項の回答に当たっては、担当教員は、確認結果に基づき、成績について変更する

措置を採ることができる。この場合において、担当教員は、当該措置の内容及びその

理由を記録するとともに、 所管課又は副専攻運営部門に報告しなければならない。 

(不服申立て) 

第６条 学生は、第３条により成績に対する確認を行った結果、次の各号に掲げる事

案の解決が得られなかった場合に限り、不服申立てができるものとする。 

(１) 成績の誤記入等、明らかに担当教員の誤りであると思われる事案 

(２) シラバスや授業時間内での指示等により周知している成績評価の方法から明らか 

に逸脱した評価であると思われる事案 

(３) 担当教員から十分な説明等の対応がなかった事案 

２ 学生は、前項の不服申立てを行う場合は、次の各号のとおり「成績に対する不服申

立書」(以下 「不服申立書」という。)を提出するものとする。 

(１) 専門基礎科目(専門関連科目)、専門教育科目及び大学院科目 

所管課を通じて、所属する学部等の長(以下「部局長」という。)に対し提出 

(２) 全学共通科目及び教職課程科目 

所管課を通じて、高等教育推進機構長に対し提出 

(３) 副専攻科目 

副専攻運営部門を通じて、履修する副専攻運営部門の長(以下「副専攻運営部門長」

という。)に対し提出 

(不服申立て受付期間) 

第７条 前条による不服申立ての受付期間は、当該学生が第３条による回答を受理した

日から原則として３日以内とする。 
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(審査) 

第８条 部局長、高等教育推進機構長及び副専攻運営部門長(以下「部局長等」とい

う。)は、第６条第２項よる不服申立書を受理した場合は、速やかに当該不服申立て

の審査を行うものとする。 ただし、不服申立書が第６条第１項に該当しないとき

は、不服申立てを却下することができるものとする。この場合において、所管課及

び副専攻運営部門を通じて、速やかに当該学生に「成績に対する不服申立却下通知

書」(以下「却下通知書」という。)により通知するものとする。 

２ 前項の審査方法は、部局長等が別に定めるものとする。 

(審査結果の報告及び対応) 

第９条 部局長等は、前条の審査結果について、当該学生及び担当教員に対し、前条第

１項の不服申立書を受理した日から 14 日以内に、所管課又は副専攻運営部門を通

じて、「成績に対する不服申立回答書」(以下「不服申立回答書」という。)により、

文書で通知する。この場合において、不服申立てを容認する結果であった場合は、担

当教員に成績を変更する措置を行わせるものとする。 

２ 前項の通知は、当該学生又は当該担当教員が希望した場合は、電子媒体によって通

知することができるものとする。 

(再審の不可) 

第 10 条 学生は、前条第１項の不服申立回答書及び第８条第１項の却下通知書に該当

する科目については、再度の不服申立てができないものとする。 

 

(雑則) 

第 11 条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

附 則 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和４年 11 月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 
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(審査) 

第８条 部局長、高等教育推進機構長及び副専攻運営部門長(以下「部局長等」とい

う。)は、第６条第２項よる不服申立書を受理した場合は、速やかに当該不服申立て

の審査を行うものとする。 ただし、不服申立書が第６条第１項に該当しないとき

は、不服申立てを却下することができるものとする。この場合において、所管課及

び副専攻運営部門を通じて、速やかに当該学生に「成績に対する不服申立却下通知

書」(以下「却下通知書」という。)により通知するものとする。 

２ 前項の審査方法は、部局長等が別に定めるものとする。 

(審査結果の報告及び対応) 

第９条 部局長等は、前条の審査結果について、当該学生及び担当教員に対し、前条第

１項の不服申立書を受理した日から 14 日以内に、所管課又は副専攻運営部門を通

じて、「成績に対する不服申立回答書」(以下「不服申立回答書」という。)により、

文書で通知する。この場合において、不服申立てを容認する結果であった場合は、担

当教員に成績を変更する措置を行わせるものとする。 

２ 前項の通知は、当該学生又は当該担当教員が希望した場合は、電子媒体によって通

知することができるものとする。 

(再審の不可) 

第 10 条 学生は、前条第１項の不服申立回答書及び第８条第１項の却下通知書に該当

する科目については、再度の不服申立てができないものとする。 

 

(雑則) 

第 11 条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 

附 則 

この要綱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和４年 11 月１日から施行する。 

附 則 

この要綱は、令和６年４月１日から施行する。 

 

 

 

全学共通科目及び教職課程科目に係る成績に対する確認及び不服申立てに関する取扱 

 

（趣旨） 

第１条 この取扱は、成績に対する確認及び不服申立てに関する要綱（以下「要綱」という。）

第８条第２項に基づき、全学共通科目及び教職課程科目の成績に対する不服申立ての審

査に関し、必要な事項を定める。 

 

（周知） 

第２条 各学部は、要綱第２条に基づき、本取扱について、履修の手引き及び講義要目等に

より学生に周知するものとする。 

 

（確認・審査） 

第３条 学部の学務所管課（以下「所管課」という。）は、要綱第６条に基づく不服申立書

を受理した場合は、速やかに、教養教育推進会議東地区及び西地区ワーキンググループ座

長（以下「東西 WG座長」という。）に当該不服申立書を提出するものとする。 

２ 東西 WG 座長は、前項の不服申立書受理後速やかに、WG委員の中から審査に関わる委員

（以下「審査委員」という。）を指定し、不服申立書の内容確認及び審査を行うものとす

る。 

３ 第１項の不服申立書の学生及び担当教員は、東西 WG 座長から成績に関する内容確認依

頼等があった場合は、真摯に対応しなければならないものとする。 

４ 東西 WG 座長は、第２項の審査結果について、当該不服申立書を受理した日から原則と

して９日以内（日曜日及び土曜日並びに国民の祝日に関する法律（昭和 23 年法律第 178

号）に規定する休日及び 12 月 29 日から翌年１月３日までの日を除く。以下次項及び第

４条において同じ。）に高等教育推進機構長へ報告するものとする。 

５ 前項の規定にかかわらず、東西 WG座長は、第２項の審査結果により、当該不服申立て

が不服申立て事案に該当しないと判断した場合は、当該不服申立書を受理した日から原

則として２日以内に高等教育推進機構長へ報告するものとする。 

 

（決定・通知） 

第４条 高等教育推進機構長は、前条第４項及び第５項の審査結果を受理した場合には、原

則として受理した日から３日以内に高等教育推進機構運営委員会を招集し、調査結果を

審議・議決する。 

２ 高等教育推進機構運営委員会の委員のうち、前条第２項の審査に関係したものについ

ては、前項の議決権を有さないものとする。 

３ 東西 WG 座長は、前条第４項にかかる審議・議決について、第３条第１項の所管課に対

し、要綱第９条第１項の期限までに成績に対する不服申立回答書を提出するものとする。 
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４ 東西 WG 座長は、前条第５項にかかる審議・議決について、第３条第１項の所管課に対

し、当該議決後２日以内に成績に対する不服申立却下通知書を提出するものとする。 

 

（所管部署） 

第５条 この取扱は、本部事務局教育企画部教育改革課が所管する。 

 

附 則 

この取扱は、令和３年４月１日から施行する。 

附 則 

この取扱は、令和６年４月１日から施行する。 
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理学部の専門科目及び理学研究科で履修する科目の成績に対する不服申立てに関する取扱 

 

（趣旨） 

第１条 この取扱は、成績に対する確認及び不服申立てに関する要綱（以下「要綱」という。）

第８条第２項に基づき、学部の専門基礎科目、専門教育科目および大学院で履修する科目の成

績に対する不服申立ての審査に関し、必要な事項を定める。 

 

（周知） 

第２条 各学部は、要綱第２条に基づき、本取扱について、履修の手引き及び講義要目等により

学生に周知するものとする。 

 

（確認・審査） 

第３条 学部の学務所管課（以下「所管課」という。）は、要綱第６条に基づく不服申立書を受

理した場合は、速やかに、教務委員長に当該不服申立書を提出するものとする。 

２ 不服申立ての受付期間は、当該学生が要綱第３条による回答を受理した日から原則として

３日以内とする。 

３ 教務委員長は、前項の不服申立書受理後速やかに、教務委員の中から審査に関わる委員を指

定し、不服申立書の内容確認及び審査を行うものとする。 

４ 第１項の不服申立書の学生及び担当教員は、教務委員長から成績に関する内容確認依頼等

があった場合は、真摯に対応しなければならないものとする。 

５ 教務委員長は、前項の審査結果により、当該不服申立てが不服申立て事案に該当しないと判

断した場合は、当該不服申立書を受理した日から原則として３日以内に所管課を通じて、当該

学生に「成績に対する不服申し立て却下通知書」により通知するものとする。 

（決定・通知） 

第４条 教務委員長は、前条第３項にかかる審議・議決について、第３条第１項の所管課に対し、

要綱９条第１項の期限までに成績評価に対する不服申立て回答書を提出するものとする。 

 

（所管部署） 

第５条 この取扱は、播磨理学キャンパス学務課が所管する。 

 

附則 

この取扱は、令和３年４月１日から施行する。 
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審
議
・
議
決

【
委
員
】

機
構
長

高
等
教
養
教
育
部
長

高
等
教
養
教
育
部
副
部
長

（
東
西
W
G
長
）

教
育
企
画
部
長

成
績
に
対
す
る
確
認
及
び
不
服
申
立
て
に
お
け
る
全
学
教
育
科
目
の
審
査
の
流
れ
【
却
下
の
場
合
】

教
員
か
ら
の
回
答

受
理
日
か
ら
3日

以
内
※

学
生 成 績 に 対 す る

不 服 申 立 書 提 出

学
務
所
管
課

東
西
W
G
長成 績 に 対 す る 不 服

申 立 て 却 下 通 知 書

を 提 出学
生 成 績 に 対 す る

不 服 申 立 却 下 通 知 書 で 通 知

東
西
W
G
長

学
務
所
管
課

成
績
開
示
日
か
ら
２
４
日
以
内
（
成
績
確
認
期
間
１
４
日
＋
不
服
申
立
て
受
理
・
審
査
期
間
１
０
日
）

学 生 と 担 当 教 員 に よ る 確 認 行 為 終 了

学 務 所 管 課

受 理 後 速 や か に

東
西
W
G
長

東
西
W
G

申
立
書
審
査

W
G
座
長
は
、
W
G
委

員
の
中
か
ら
審
査
委
員

を
指
定不

服
申
立
書

受
理
日
か
2日

以
内

不
服
申
立
て
事
案
に

該
当
し
な
い
と
判
断

委
員
の
う
ち
、
審
査

に
関
係
し
た
も
の
は

議
決
権
を
有
さ
な
い
。

運
営
委
員
会
招
集

不
服
申
立
書

受
理
日
か
3日

以
内

運
営
委
員
会
議
決
日
か
ら

2日
以
内

高
等
教
育
推
進

機
構
長

高
等
教
育
推
進

機
構
長
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